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こ
れ
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理

謀

長

記

、

伽

―

，
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-
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四

日

市

市

水

道

局

長

市

，

市

四
日
市
市
教
育
委
員
会
委
員
長

四

日

長

昭
和
三
十
六
年
六
月
二
十
一
日

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

あ
り
ま
せ
ん
か
。

殿

小

．

林

義

JII 

ロ

喜 気

六
月
二
十
七
日
開
全
の
定
例
市
謡
会
に
お
い
て
餃
案
そ
の
他
践
事
に
関
し
説
明
の
た
め
左
記
の
者
を
出
席
せ
し
め
ら
れ
た
く
要
求
し
ま

す。

四

日

市

市

議

会

議

長

9
9
9
9
1
,
…

.

I

,

．
＇
，

9

9

,

．9 
... 9
,
 ．．
． 

1
 

本
日
の
出
席
議
員
数
を
報
告
い
た
し
ま
す
。
出
席
者
二
十
九
名
、
欠
席
届
出
者
九
名
、
遅
刻
二
名
で
あ
り
ま
す
。

ー

、

- J 

~s-
一“
 
一

本
定
例
会
の
会
議
録
暑
名
者
は
、
中
島
誤
員
と
馬
嶋
議
員
に
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
譲

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
誤
あ
り
ま
苦
ん
の
で
、
御
同
君
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
し

.. 1,~

,9 

.. 

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）
要
求
い
た
し
て
お
き
ま
し
た
諾
事
説
明
者
は
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
要
求
書
写
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す
が
、
本
日
は
災
害
対
策
上
部
長
以
上
の
出
席
に
と
ど
め
ま
し
た
か
ら
御
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



ノ.
4
 

0
出
席
議
員
（
三
十
五
名
）

0
昭
和
三
十
六
年
六
月
三
十
日
（
金
耀
日
）
午
後
二
時
八
分
開
誤

〇
諮
長
（
山
木
三
郎
君
）

,—‘ 

4
H
r
r
.
F
~
_
-
1
-

―
―

-
4

し
L
-
―
―
-
―
J
ー

l

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

~
 
•• 
,
 

高 早

栢川

伊

祐

君

和

君

大

谷畑

正

池

喜佐

太・

郎治

君 君

荒

木

武

君

志

積

政

君

鈴

木

敏

郎

君

錦

安

吉

君

平

野

太

七

君

谷

ロ

専

九

伊内

藤

太

郎

君，君

山

弥

十

郎

君

野

呂

幸

太

郎

君

馬 米

噌

三

十

六

胚

四

日

市

市

議

会

定

例

会

議

事

速

記

録

オ

ニ

号

、'・、

翡島

知

君

田

温 好
兼

速

記

本
日
の
議
事
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
一
件
だ
け
で
あ
り
ま
す
。

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）
た
だ
い
ま
か
ら
会
談
を
開
き
ま
す
。

日
程
オ
一
、
会
期
の
決
定
に
つ
い
て
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

l

日
問
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま

十

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
．
本
定
例
会
の
会
期
は
本
日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
の

せ
ん
か
。

よ
っ
て
会
期
は
十
一
日
間
と
決
定
い
た
．
し
ま
し
た
。

'.一 9̀7-

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
以
上
を
も
ち
ま
し
て
木
日
の
日
程
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
か
ら
会
議
を
閉
じ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。
次
回

は
来
る
三
十
日
午
後
二
時
に
開
会
い
た
し
ま
す
。
本
日
は
こ
れ
を
も
ー
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
十
七
分
散
会

I
 
.•. 

，．

1

9

1
 

↓
 

--¢ー



＼ 

〇
欠
席
議
且
（
五
名
）

0
市
議
会
事
務
局
（
四
名
）

r
,

＇

,
1
1

＇
-
―
―
-
，
ー
~
＂

庶

務

係

長

佐

藤

I 
ー，．
戊

議

事

係

長

川

原

田

裕

ーグー

事

務

次

長

菊

地

英

也

事

務

局

長

市

) 1 | 

善

雄

森

田

卯

七

君

柴

田

繁

君

ャ

"J
土月

J i 1 

辰

矢

田

繁

男郎

君 君

山

ロ

信

生

君

中

島＇ 
＼

9

，
I
 

勝

君

山
＇
本

忠 三

藤

．

谷

祐

郎

君‘君

1 i 

4ヽ

林

宮

夫

'
 

君

永

田
．
 

橋

詰

興

隆

君

已

側

：
 
君

山

中

忠

君

田

村

末

松

日

比

芽
迄

平

君君

辻

定

章

君

生＇伊

Jll 

平

蔵

君

藤

宗

君

伊

藤

泰

君

坂

上

笠

田

長

+. 
郎衛

君

七・

君

服浜

部

昌

弘

君

田木藤

弥

平

君

鈴

愛

次

―

君

力n 

定

男

君

伊

藤

金

渡

部

権

太

一郎

君 君

-g-



〇
楢
詰
興
隆
君

本
案
に
対
し
ま
し
て
初
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
屈
い
ま
す
。

,

1

,

 

本
日
の
出
欠
誤
員
数
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

出
席
者
二
十
八
名
、
欠
席
屈
出
者
三
名
、
遅
刻
九
名
で
あ
り
ま
す
。

本
日
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
諮
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
御
了
承
を
お
碩
い
い
た
し
ま
す
。

た
だ
い
ま
か
ら
会
磁
を
聞
き
ま
す
。

•. 

雇

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

日
程
牙
一
＇
、
説
案
牙
七
十
六
号
専
決
処
分
に
つ
い
て
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

談
案
の
朗
誌
は
す
べ
て
省
略
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
c

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕
．

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

た
だ
い
ま
御
上
程
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
謡
案
7

オ
七
十
六
号
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
c

本
案
は
、
市
営
住
宅
数
地
呉
収
に
関
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
昭
和
三
十
五
年
度
市
営
住
宅
敷
地
は
、
四
日
市
住
宅
公
社
の
小
林

団
地
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
同
敷
地
の
迩
成
工
事
が
窓
外
に
近
れ
た
閃
係
上
、
買
収
手
紐
き
が
年
度
末
に
い
た
り
ま
し
た
の
で
、

訟
会
を
招
集
す
る
い
と
ま
が
な
く
、
．
や
む
を
え
ず
琳
決
処
分
の
上
、
こ
れ
を
処
理
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
承
認
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
靡
い
申
し
上
げ
ま
す
c

〇
殿
長
（
山
本
三
郎
君
）

説
明
お
閲
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
c

ち
よ
っ
と
お
即
き
す
る
の
で
す
が
、
い
ま
の
市
長
説
明
に
よ
り
ま
す
と
、
き
わ
め
て
筒
単
で
わ
か
ら
ぬ
の
で
す
が
、
私
｝

0
談
長
（
山
本
三
郎
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
定
例
会
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

1
1
噴

J
l
~
,
＇
ー_
i
.
9
,
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'ぶ
ィ
叶

9
,．
一
＿
ニ
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T
•
9
H
’

i
|

＇
_
1
L
l
l
|
_
,
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「
l
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I

ロ
ー
り
—
-
―
ゴ
，
i
9
、
J
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＇
,
|
,
＇
―
―
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9
'
9
9
9
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＇
，
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書
・
・
・
諮
案
説
明
・

説
案
オ
八
九
号
上
程
：
・
・
:

／
 
/
逸
5
案
悲
九

0
号
上
程
：
．．．．．．．． 
，
…
•
謬
案
説
明
・
・
・
・
・
食
疑
、
討
論
、
同
意

ー

四
疑
、
討
詮
、
同
意

．．．．．． 
9
 

．．．．．．．．． 
競
案
説
明
・
・
・
・
・
・

2
該
案
オ
九
一
号
上
程

ー

質
疑
、
討
論
、
承
認

•……•…·: 

．． 

蔽
案
説
明
：
・
：
・

3
報
告
オ
ニ
九
号
上
程

ー

質
疑
、
討
論
、
誤
決

忍
発
議
オ
六
号
上
程
：
．
：
．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明
：
・
・
:

ー

質
疑
、
討
論
、
誤
決

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
談
案
説
明
：
・
・
:

＄

答

申

オ

ー

号

上

程

．

ー

;
 ．．．．． 
誤
案
説
明

“
}
案
才
八
四
号
、
八
五
号
上
程
・

.
、
号
、
八
七
号
上
程
：
．．．．．． 
紐
案
説
明

g
殷
案
沖
八
1

ノ

叉
革
案
牙
八
八
号
上
程
：
·
·
:
·
·
…
•
•
;
．
議
案
説
明

象
苓
琴
牙
八
三
号
上
程
：
．．．．．．．．．．．．．． 
議
案
説
明

．．．．．．．．．．．．．． 
談
案
説
明

忍
忠
采
才
八

0
号
上
程

賊
案
説
明

八
二
号
上
程
…
・
:
、
.. 

＄
諮
案
沖
八
一
号
、
．

沖

゜日．議六事
〗-日
十程
日

．．．．．．． 
，
 
．．．．．．． 
硲
璽
説
明
：
：
・
・
質
疑
、
討
論
、
鯰
5

決

／
謡
案
牙
七
六
号
上
程

記
案
説
明

．．．．．．． 
貪．
.
9
 

2
謡
案
オ
七
七
号
、
七
八
号
上
程

3
閂
案
牙
七
九
号
上
程
．．．．．．．．．．． 
；
・
:
諮
案
説
明

七

（
金
）
午
後
二
時
開
議

• 

i
 
：
 

-//- -IO-
J
 



け
で
す
か
ら
、
こ
の
点
は
特
に
、
こ
れ
が
最
後
だ
｀
こ
う

う
こ
と
が
起
り
う
る
可
能
性
が
あ
る
わ

；
。
こ
れ
は
総
務
部
長
に
実
際

あ
た
り
ま
え
に
な
っ
て
く
る
。
そ
う
い

う
こ
と
が
明
確
に
い
え
る
か
ど
う
カ

：
。
そ
う
い
う
点
で
は
●
き
り
そ
う
い

い
う
こ
と
で
や
っ
て
も
ら
い
た
し

（
橋
詰
興
隆
君
「
了
承
し
ま
す
」
と
呼
ぶ
）

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
他
に
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

御
異
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
誤
な
し
」
と
呼
ぶ
．
者
あ
り
〕

御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

談
案
才
七
十
六
号
を
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
践
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
識
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
談
案
才
七
十
六
号
は
原
案
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

,
1ー
！

ー

1

9

,

＇，

1
1
:

＇

次
に
日
程
オ
ニ
、
諮
案
オ
七
十
七
号
昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
歳
入
歳
出
オ
三
回
追
加
更
正
予
算
及
び
議

案
牙
七
十
八
号
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
金
の
一
部
更
正
に
つ
い
て
を
上
程
い
た
し
ま
す
。
｀

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

0
該
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

l
l
1
|
1
1
1

、J
'「
ヤ
~
月
ー
ぃ1
4
1
]

＇
’

し
わ
け
な
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
c

八

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
た
だ
い
ま
上
程
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
二
磁
案
に
つ
き
ま
し
て
、
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

磁
案
牙
七
十
七
号
は
、
本
年
度
一
般
会
計
牙
三
回
追
加
更
正
予
葬
案
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
当
初
予
算
編
成
後
に
確
定
し
た
公
共
事
業
費

六
千
二
百
九
十
一
万
二
千
円
、
新
年
度
に
入
り
緊
急
施
工
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
市
単
独
事
業
費
一
千
五
十
七
万
二
千
円
、
過
般
、
勧

奨
い
た
し
ま
し
た
希
望
退
職
者
等
に
対
し
ま
す
る
退
隠
料
退
職
手
当
一
千
七
百
八
十
二
万
二
千
九
百
十
円
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
そ
の

他
や
む
を
え
な
い
経
股
三
千
九
百
三
十
五
万
九
千
九
百
五
十
円
、
合
計
一
憶
三
千
六
十
六
万
六
千
八
百
六
十
円
の
追
加
更
正
を
お
願
い
い

考
え
て
お
り
ま
す
。

＇ ー
1
'
'
,
'
ー
＇
ー
，

1

—
!
|
＇

>、

こ
ん
ご
こ
う
い
う
こ
と
は
御
指
摘
の
よ
う
に
十
分
注
窓
し
て
絶
無
を
期
し
た
し

こ
う
い
う
ふ
う
に

は
っ
き
り
私
ど
も
の
手
落
ち
で
ご
ざ
い
ま
し
て
申

う
こ
と
で
、

だ
と
い
う
こ
と
も
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

な
の
だ
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
や
は
り
事
情
は
こ
う

9

で
遅
れ
た
の
だ
と
い

う
こ
と
で
、

>
。
単
に
靡
的
な
こ
と

と
、
前
例
が
あ
る
か
ら
と
）

求
め
て
お
き
た
し

・

い

う

折

目

だ

け

は

つ

け

て

い

た

だ

き

た

い

。

そ

う

で

な

い

し

き
ど
き
に
は
っ
き
り
処
分
し
て
い
く
と

ー／3-
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0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

こ
れ
は
、
腔
理
課
長
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
が
、

の
君
任
と
し
て
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
要
望
し
て
お
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
c

そ
の
と

こ
と
は
や
は
り
厳
守
し
て
も
ら
い
た
い
。

の
だ
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り
回
答
を

こ
の
点
は
こ
ん
ご
こ
う
い
う
こ
と
は
絶
対
に
起
ら
な
い

こ
れ
は
考
え
方
に
よ
り
ま
す
と
、

>
3
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

と
ざ
い
ま
す
の
で
｀
御
了
承
を
お
願
し
し

0
栢
詰
奥
際
君

要
領
を
え
な
い
の
で
す
が
、
私
が
一
番
感
じ
る
こ
と
は
、

い
か
に
議
会
が
あ
っ
て
も
：
・
・
（
聞
き
に
く
い
）
議
会
軽
視

い
わ
ゆ
る
法
に
明
ら
か
に
規
定
さ
れ
て
お
る
限
り
こ
う
い
う

、
連
絡
が
私
の
ほ
う
が
悪
う
ご
ざ
い
ま
し
て
、
乗
り
遅
れ
た
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
臨
時
市
会
が
あ
り
ま
し
た
と
き
の
議
案
の
組
成
が

0
監
理
課
長

（
小
林
清
君
）

も
お
頴
い
し
た
い
、

こ
う
考
え
て
お
り
ま
す
c

し
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
し
て
準
備
を
し
て
お

ほ
ん
と
う
に
専
決
処
分
の
報
告
は
す
ぐ
に
さ

っ
た
の
で

こ
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
法
的

り
ま
せ
ん
が
、
で
き
れ
ば
総
務
部
長
あ
た
り
か
ら
で

:
c

担
当
が
ど
な
た
か
わ
か

に
ど
う
い
う
解
釈
を
し
て
お
る
の
か
閲
か
し
て
く
だ
さ
し

そ
れ
か
ら
後
に
四
月
、
五
月
に
各
席
時
会
が
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

が
い
ま
質
問
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
内
容
で
な
く
て
、

承
認
を
求
め
る
と
い
う
規
定
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
の
間
に
な
ぜ
や
ら
な
か
っ
た
の
か
、

一

や
か
に
次
の
議
会
に
報
告
、

2

地
方
自
治
法
に
専
決
処
分
し
た
と
き
は
す
み

ー

っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
一

と
こ
ろ
が
こ
れ
を
見
ま
す
と
、
三
月
二
十
九
日
に
専
決
を
や



牙
十
六
款
諸
支
出
金
三
千
万
円
の
追
加
は
、
特
別
会
計
公
共
下
水
道
費
へ
の
繰
出
金
を
計
上
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
新
株
の
払
込
金
を
お
願
い
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

生
十
三
款
開
発
調
査
費
九
万
三
千
円
の
追
加
は
、
先
に
敦
賀
市
そ
の
他
関
係
地
方
団
体
と
と
も
に
結
成
い
た
し
ま
し
た
四
敦
国
道
期
成

同
盟
会
の
分
担
金
で
あ
り
ま
す
。

-Is..:.. 

良民ン
オ事問フ°ガア
十業団場十
ニに体の一
款対三エ款
財し者ン．産
産ま＇でジ業
喪し発ン経
二て足改済
百はの良既

五‘海工六
十三外事十
万割観・費七
円県光及万

塁薩屑閤辛
加助遇小円
はの協企の
・‘ほ’議菜追
東か会設加
海四に備更
製割対近正
鉄九す代は
株分る化‘
式の分資本
会地担金年
社元金の度
が負を県県
今担計貸，費
回金上付補
‘をいワ助
倍特たクの
額定しの決
の財た決定
増源も定い

資と-のにた
をしで伴し
すてごうま
る追ざとし
こ加いこた

といまろ土
にたすの地
相，・し o. 減改
なたな額良
りもお更 □事
まの、‘正：業
しで県並費
たご単びと
のざのに、＿．

でい土県茂

‘ま地 ‘福
こす改市ボ
- 0..  .. 

ご
ざ
い
ま
す
c

生
九
款
保
健
衛
生
典
三
百
五
十
万
円
の
追
加
は
、
歯
科
保
健
相
談
所
建
設
費
に
対
し
ま
す
る
本
年
度
分
の
補
助
金
を
計
上
し
た
も
の
で

千
円
を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。
．

とる ＇の、
‘のオで
近で八ご
日、款ざ

‘こ社い
本れ会ま
市に及す
民要び°
ホし労
,l ま，働
ルす旋
にる設
お経股
い典は
て並、
開び来
催にる

の各・七＇
保地
護区
月

•. 

司に日
会おか
眼きら
大ま県
会す警
のる察
補青職
助少員
金年の-
十対派
万策遣
円協，を
及議受
び会け

寺運て
方営青
公費少
会補年
所助補
敷金導
地等七
整三＇ン
傭十夕
工三 I
事万を
費二開
-の千，設
二九い
＋百た
ニ五し
万十ま
八円す

＇ 

す
る牙
退七
琺款
手・教
当育
と費
ヽ•一．． 
本百
年六
度十
‘三
生万
徒・一
が千
急．＇四
増百
い七
た十
し円
まの
し 4 追
た加
．＇朝は
明•.‘’

中過
学般
校―‘←

ほ．申
か．し
七出．
校．の
の． i-あ
自．り'
転ま>

車し
置；た

場教
新育
築委
工員
事会
費．関
を係
、おの
願希
ぃ，望
い退
た戦
し者
た，に
も対

た
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
下
、
歳
出
か
ら
各
科
目
ご
と
に
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
c

し
ま
し
た
名
誉
市
民
公
舎
の
維
持
管
理
費
及
び

牙
二
款
市
役
所
費
の
追
加
一
千
六
百
五
十
六
万
一
千
四
百
四
十
円
は
過
般
、
竣
工
い
た

↓
さ
る
三
月
末
ま
で
に
申
し
出
の
あ
り
ま
し
た
希
望
退
戦
者
等
に
対
す
る
退
隠
料
並
び
に
退
戦
手
当
を
計
上
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

近
く
日
永
地
区
に
お
け
る
味
ノ
素
、
江
戸
川
化
学
、
高
分
子
化
学
等
の
工
場

を
一
款
消
防
費
三
百
八
十
五
万
五
千
五
百
円
の
追
加
は
、

し
ま
ず
消
火
栓
工
事
費
及
び
消
防
署
南
出
張
所
庁
舎
建
設
費
の
そ
の
後
の

地
帯
に
延
長
い
た
し
ま
す
る
県
営
工
業
用
水
道
管
に
併
設
い
た

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

建
築
単
価
増
、
並
び
に
茄
礎
杭
打
工
事
費
等
の
不
足
見
込
額
を
お
顧
い
い
た

し
て
直
ち
に
補
強
工
事
を
必
要
と
い
た
し
ま
す
る
の
で
、

・
沖
四
款
土
木
費
は
、
老
松
橋
、
朝
日
橋
等
が
、
近
時
交
通
量
の
激
増
に
よ
り
ま

ま
す
る
用
地
関
係
費
、
工
事
費
負
担
金
及
び
今
回

補
修
工
事
費
の
追
加
と
前
年
度
末
に
県
営
に
て
施
工
の
県
道
川
島
貝
家
線
工
事
に
伴
い

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
開
栄
橋
改
良
工
事
費
、
並
び
に
過
日
折
損
し
通

国
庫
補
助
割
当
が
決
定
い
た
し
、
ニ
カ
年
継
続
を
も
っ
て
施
工
す十
五
万
九
千
五
百
円
を
計
上
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
う
ち
開

行
不
能
と
な
り
ま
し
た
伊
坂
橋
の
改
良
工
事
費
等
二
千
七
百
六

一
千
二
百
六
十
三
万
四
千
円
の
国
庫
補
助
金
を
歳
入
に
追
加
い
た
し

栄
橋
工
事
費
は
補
助
基
本
額
に
対
し
ま
し
て
三
分
の
二
、
す
な
わ
ち

4

た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

牙
五
款
都
市
計
画
喪
の
追
加
四
千
二
百
五
十
二
万
六
千
円
は
、
今
回
、
国
庫
補
助
金
の
割
当
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
千
歳
町
小
生
線
（

旧
末
広
町
午
起
線
を
改
称
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
）
の
街
路
築
造
及
び
同
舗
装
工
事
費
、
稲
葉
町
生
桑
線
並
び
に
四
日
市
中
央
線
七

十
メ
ー
•
ル
道
路
の
舗
装
工
事
授
、
南
浜
公
園
の
築
造
工
事
費
と
市
単
独
事
棠
と
し
．
て
施
工
の
同
公
園
敷
地
造
成
ェ
事
費
を
計
上
し
た
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
国
庫
補
助
対
象
事
業
の
補
助
率
は
、
千
歳
町
小
生
線
等
街
路
築
造
舗
装
工
事
に
対
し
ま
し
て
は
三

分
の
二
で
あ
り
、
公
園
築
造
工
事
は
三
分
の
一
で
ご
ざ
い
ま
し
て
＼
、
い
ず
れ
も
歳
入
に
計
上
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ー／ダー



〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）

追
加
更
正
予
算
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

て
申
し
上
げ
ま
し
た
特
定
財
源
を
計
上
い
た

て
は
、
歳
出
各
科
目
に
お
い

以
上
が
歳
出
の
概
要
で
あ
り
ま
す
る
が
、
歳
入
に
お
き
ま
し

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
ぺ
て
前
年
度
一
般
市
費
繰
越
金
を
も
っ
て
充
当
い
た
し

r

し
ヽ
一
般
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

け
に
関
す
る
別
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
し
付

な
お
、
議
案
オ
七
十
八
号
は

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
に
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
御
筈
誂
を
賜
わ
り
ま
す

提
案
理
由
の
説
明
お
聞
き
及
び
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

議
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
、
本
案
に
対
す
る
審
議
は
留
保
い
た
し
ま
す
c

0
殿
長
（
山
本
三
郎
君
）

オ
ー
回
追
加
更
正
予
鍔
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

-17-

十
六
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
費
歳
入
歳
出

次
に
日
程
オ
三
、
議
案
牙
七
十
九
号
昭
和
三

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
埴
〕

た
だ
い
ま
御
上
程
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
諮
案
牙
七
十
九
号
は
、
本
市
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
費
牙
一
回

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

の
追
加
更
正
予
算
案
で
ご
ざ
い
ま
す
9

、
オ
一
款
病
院
費
二
百
九
十
六
万
九
千
五
百
三
十
円
の
追
加
更
正
は
、
当
初
、

ま
ず
、
歳
出
か
ら
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
る
と

た
し
ま
し
た
の
で
予
算

ろ
、
そ
の
後
、
検
討
の
結
果
、
委
託
に
よ
る
こ
と
と
い

洗
た
＜
業
務
を
直
営
で
実
施
の
予
定
で
お
り
ま
し
た
と
こ

の
組
み
か
え
を
お
願
い
い
た
し
、
昨
年
度
、
新
営
改
築
事
業
と
し
て
施
行
い
た
し
ま
し
た
さ
く
井
の
水
質
は
非
常
に
鉄
分
の
含
有
量
が
多

と
も
に
、
こ
れ
に
関
連
し
た
受
水
梢
の
拡
張
、
給
水
管
等
の
工
事
費
の
追
加
と
、
＇
旧
病
院
跡

い
た
め
除
鉄
並
び
に
滅
菌
装
置
を
行
な
う
と

し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

の
処
分
ま
で
の
敷
地
保
全
の
た
め
必
要
な
た
な
の
設
置
工
事
費
と
を
計
上

ー
，
＇
，
ー
！
＇
ー
ー
い
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牙
五
款
諸
支
出
金
の
追
加
は
、
本
会
計
の
前
年
度
決
窮
は
、
五
千
二
百
七
十
五
万
五
百
五
十
円
の
収
入
不
足
を
生
じ
て
お
り
ま
す
る
の
．
d

で
、
こ
こ
に
予
算
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

以
上
、
申
し
上
げ
ま
し
た
追
加
更
正
額
の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
旧
病
院
敷
地
並
び
に
建
物
売
り
払
い
代
金
を
も
っ
て
充
当
い
た

し
ヽ
収
支
の
均
衡
を
は
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

な
お
、
こ
の
際
特
に
御
了
解
を
お
願
い
い
た
し
た
い
の
で
ご
ざ
り
ま
す
が
、
旧
病
院
敷
地
の
売
却
に
つ
き
ま
し
て
は
、
敷
地
の
位
置
、

利
用
価
値
等
に
か
ん
が
み
、
一
括
払
い
下
げ
を
な
し
、
で
き
う
る
限
り
こ
れ
を
広
く
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
か
よ
う
に
考

え
て
お
り
ま
す
る
の
で
、
処
分
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ま
し
ば
ら
く
御
槌
予
を
賜
わ
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
お
顧
い
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

誤
事
日
程
に
従
い
ま
し
て
、
本
案
に
対
す
る
審
謡
は
留
I

保
い
た
し
ま
す
。

次
に
日
程
才
四
、
談
案
才
八
十
号
昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
特
別
会
計
公
共
下
水
道
費
歳
入
歳
出
オ
ニ
回

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま
す
c

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

を
申
し
上
げ
さ
●
て
い
た
だ
き
ま
す
c

本
市
住
宅
公
社
に
お
い
て
施
工
い
た
し
て
お
り
ま
す
小
林
町
高
花
平
に
お
け
る
住
宅
団
地
開
発
は
、
そ
の
後
順
調
に
進
展
し
、
昭
和
三

十
五
年
度
分
の
市
営
住
宅
九
十
四
戸
も
遠
か
ら
ず
完
成
の
は
こ
び
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
下
水
処
理
場
の
新
設
を
計
画

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

た
だ
い
ま
上
程
の
議
案
才
八
十
号
、
本
市
特
別
会
計
公
共
下
水
道
費
オ
ニ
回
追
加
予
算
案
に
つ
い
て
御
説
明

.....I:-、-



さ

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〇
譲
長
（
山
本
三
郎
君
）
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た
し
ま
し
た
Q

し
、
工
事
費
三
千
万
円
の
追
加
を
お
願
い
い

た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

金
を
も
っ
て
充
当
い

す
べ
て
一
般
会
計
繰
入

し
ま
し
て
は
、

な
お
、
こ
れ
が
財
源
と
い
た

ご
ざ
い
ま
す
F

ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
御
審
談
を
賜
わ
り
と
う

し
ま
す
。

す
る
審
議
は
留
保
い
た

本

案

に

対

―

-

9

.
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一
回
追
加
更
正
予
算
及

市
市
水
道
事
業
会
計
牙

一
号
昭
和
三
十
六
年
度
四
日

次
に
日
程
牙
五
、
議
案
牙
八
十

．
〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

一
部
改
正
に
つ
い
て
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

び
識
案
牙
八
十
二
号
四
日
市
市
簡
易
水
道
条
例
の

す。

提
案
理
由
の
説
明
を
求
め
ま

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ヽ

た
だ
い
ま
上
程
の
二
諮
案
に
つ
し
て
御
説
明
さ

十
一

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

一
回
追
加
更
正
予
算
案
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出
●
ハ
千
九
百
三

一
号
は
、
本
市
水
道
事
業
会
計
オ

諾
案
牙
八
十

す
る
も
の
で
ご
ざ
い

追
加
更
正
を
お
願
い

二
万
三
千
九
百
円
の

-A 

万
八
千
四
百
円
と
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
お
し
て
、
二
千
四
百
八
十

な
わ
ち
小
林
町
住
宅
団
地
の

の
追
加
は
、
営
業
収
益
の
う
ち
．
、
受
託
工
事
収
益
す

上
げ
ま
す
と
収
益
的
収
入

こ
の
主
な
る
内
容
を
申
し

お
き
ま
す
る
簡
易
水

、
昨
年
度
竣
工
の
内
部
地
区
に

六
万
二
千
四
百
円
と

工
事
費
の
培
収
六
千
八
百
七
十

給
水
工
事
等
、
委
託
を
受
け
た

「
万
八
千
四
百
円
で
ご
ざ
い
ま
す
。

l

道
の
収
益
五
十
五
万
六
千
円
、
合
計
六
千
九
百
三
十

、
小
林
町
住
宅
団
地
給
水
の

て
七
十
四
万
三
千
五
百
円

水
股
に
お
い
て
、
各
水
源
の
補
修
費
と
し
ま
し

収
益
的
の
支
出
は
原
水
及
び
浄

万
円
及
び
内
部
簡
易
水
道
事
業

て
将
来
、
計
画
へ
の
基
礎
調
査
費
百
三
十

工
事
夜
等
六
千
八
百
七
十
六
万
二
千
四
百
円
、
総
経
喪
に
お
い

五
十
五
万
六
千
円
、
合
計
七
千
百
三
十
六
万
一
千
九
百
円
を
追
加
計
上
い
た
し
、
収
入
不
足
額
の
二
百
四
万
三
千
五
百
円
は
予
備
費
を
減

額
充
当
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
は
、
三
菱
化
成
株
式
会
社
そ
の
他
の
工
事
負
担
金
五
百
四
十
四
万
九
千
三
百
円
を
追
加
い
た
し
、
資
本
的
支
出
に
対
し
て

・
不
足
し
ま
す
る
一
千
九
百
三
十
七
万
四
千
六
百
円
は
、
前
年
度
の
繰
越
捐
益
勘
定
留
保
資
金
よ
り
補
て
ん
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

．
沢
本
的
支
出
は
、
水
源
施
設
の
補
強
股
と
し
て
二
百
十
五
万
六
千
円
、
固
定
資
産
の
賂
入
費
に
お
き
ま
し
て
拡
張
事
業
用
地
費
等
が
八

百
七
十
七
万
八
千
円
、
配
給
水
管
の
布
設
工
事
費
一
千
三
百
八
十
七
万
四
千
九
百
円
及
び
電
話
機
の
増
設
に
係
る
投
資
一
万
五
千
円
、
合

計
二
千
四
百
八
十
二
万
三
千
九
百
円
の
追
加
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
議
案
オ
八
十
二
号
は
、
内
部
地
区
に
お
き
ま
す
る
筒
易
水
道
事
業
の
完
成
に
伴
い
ま
す
条
例
の
一
部
改
正
案
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
案
に
対
す
る
審
議
は
留
保
い
た
し
ま
す
c

i

を
い
た
し
｀
t

（
ナ
ぐ
誌
明
を
求
め
ま
す
c

•
•
G
"品
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壊
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
議
案
オ
八
十
一
l

一
号
に
つ
い
て
、
御
説
明
を
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
す
9

本
市
戟
員
退
識
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
失
業
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
ま
し
て
、
同
法
の
規
定
を
準
用
し
て
支
給
い
た
し
ま
，
＇

す
る
と
こ
ろ
の
退
職
手
当
に
つ
い
て
「
公
共
醗
業
訓
辣
所
受
請
者
に
対
す
る
給
付
規
定
、
広
域
戦
業
紹
介
の
場
合
に
お
け
る
給
付
延
長
の
？
．

規
定
及
び
就
職
支
度
金
の
給
付
規
定
」
を
適
用
す
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•
一
．

ま
す
。

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
、
日
程
ォ
六
、
該
案
オ
八
十
三
号
四
日
市
市
戟
貝
退
裁
手
当
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
を
上

-/J>-
ー・ ～ 、3 i .:9:‘ ←・る



電
気
ガ
ス
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
零
細
負
担
排
除
の
趣
旨
を
も
ち
ま
し
て
、
家
庭
用
の
電
気
及
び
ガ
ス
の
使
用
料
に
つ
い
て
ー
カ
月
三

百
円
の
免
税
点
制
度
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
関
す
る
所
要
の
規
定
改
正
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
c

次
に
、
今
回
の
税
法
改
正
に
よ
る
以
外
の
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
回
、
当
市
に
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
よ
り
登
録
を
受
け

た
ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
ま
し
て
、
同
法
に
基
づ
き
そ
の
建
物
に
対
し
ま
し
て
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
を
行
な
お
う
と

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
が
、
今
回
御
提
案
申
し
上
げ
ま
し
た
改
正
案
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
談
案
沖
八
十
五
号
、
本
市
都
市
計
班
税
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、
＊
先
ほ
ど
御
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
当
市
に
国
際
観

光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
よ
り
ま
し
て
登
録
せ
ら
れ
ま
し
た
ホ
テ
ル
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
建
物
に
対
し
ま
し
て
固
定
資
産
税
同
様
t

都
市
計
蓋
税
の
不
均
一
課
税
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
c

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
＇
本
案
に
対
す
る
審
議
は
留
保
い
た
し
ま
す
。
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＇

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

す
'C

た
し
ま

す
る
審
議
は
留
保
い

本
案
に
対

0
議
長
（
山
本
i

―
一
郎
君
）

C
既
長

（
山
本
三
郎
君
）

[

-

い
て
及
び
議
案
沖
八
十
五
号

次
に
、
日
程
才
七
、
諮
案
牙
八
十
四
号
四
日
市
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

、
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

て
・ヽ,＞ 

四
日
市
市
都
市
計
霊
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

-. 

“一上
げ
ま
す
。

い
て
御
説
明
を
申
し

た
だ
い
ま
上
程
の
二
醗
案
に
っ

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

ま
し
た
地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
ま
し
て
、

本
年
の
四
月
か
ら
実
施
せ
ら
れ

諮
案
沖
八
十
四
号
、
本
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、

テ
ル
が
建
設
せ

テ
ル
整
備
法
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
ホ

当
市
に
国
際
観
光
ホ

ヽ
，
か
つ
今
回
、

本
市
条
例
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
な
い

す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
9

不
均
一
課
税
を
行
な
お
う
と

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
き
固
定
資
産
税
の

れ
ま
し
た
住
民
税
の
課
税
方
式
の
改
正

し
て
税
制
調
査
会
に
お
い
て
審
議
せ
ら

今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
は
、
長
ら
く
の
間
、
懸
案
と
＇
電
気
ガ
ス
税
等
、
相
当
広
筵
囲
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
住

を
は
じ
め
と
し
て
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
勁
車
税
、

こ
ん
ご
な
お
十
分
検

ら
実
施
せ
ら
れ
ま
す
る
の
で
、
こ
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、

民
税
の
課
税
方
式
の
改
正
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
か

ら
れ
ま
す
る
部
分
に
つ
き
ま
し
て
所

し
ま
し
て
、
今
回
は
昭
和
三
十
六
年
度
か
ら
施
行
せ

討
の
上
、
御
審
談
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
い
た

、
改
正
案
の
内
容
に
っ
き
ま
し
て
そ
の
概
嬰

、
こ
こ
に
提
案
申
し
上
げ
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
以
下

要
の
改
正
を
行
な
い
た
い
と
存
じ

を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
u

る
非
課
税
規
定
の
改
正
―
そ
の
他
給
与
所

は
、
身
体
隙
害
者
、
老
年
者
、
未
成
年
者
及
び
寡
婦
等
に
関
す

市
民
税
の
開
係
に
つ
き
ま
し
て

得
者
に
つ
い
て
の
特
別
徴
収
手
続
き
の
合
理
化
そ
の
他
若
干
の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
関
す
る
所
要
の
規
定
改
正
を
行

な
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
．

固
定
資
産
税
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ガ
ス
事
業
用
の
新
設
償
却
資
産
に
対
し
ま
す
る
課
税
標
準
の
特
例
の
新
設
並
び
に
内
航
船
舶
に

対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
の
改
正
等
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
規
定
改
正
を
行
な
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＿

軽
自
動
車
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
最
近
、
車
の
種
類
が
非
常
に
増
加
し
ま
し
た
の
で
、
車
種
間
の
税
率
の
均
衡
が
と
れ
な
く
な
っ
て
き

た
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
、
今
回
そ
の
税
率
改
正
が
行
な
ん
れ
ま
し
た
の
で
こ
れ
に
関
す
る
所
要
の
規
定
改
正
を
行
な
う
も
の
で
ご
ざ
い
ま

l゚
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た
だ
い
ま
御
上
程
の
談
案
オ
八
十
九
号
、
予
雰
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
の
中
、
．
小
学
校
校
舎
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭
和
三
十
一
年
に
「
文
教
施
設
整
備
十
力
年
計
査
」
が
樹
立
さ
れ
、
こ
の
計
驚

に
茄
づ
い
て
整
備
を
行
な
っ
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
市
の
発
展
に
伴
い
ま
す
る
入
学
、
転
入
学
児
童
の
増
加
に
よ
る
校
舎

の
珀
設
や
、
伊
努
栴
台
風
の
被
吝
に
よ
る
復
旧
工
事
の
施
工
等
に
よ
り
、
先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
計
叢
よ
り
は
遺
憾
な
が
ら
若
干
遅
延
の

ゃ
む
な
き
に
い
た
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

し
か
し
な
が
ら
、
学
童
生
徒
の
学
習
上
の
不
便
を
お
も
い
ま
す
る
と
き
、
校
舎
の
整

備
を
一
日
も
早
く
十
力
年
計
狙
の
軌
迅
に
の
せ
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
市
単

独
工
事
と
し
て
施
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
中
部
西
小
、
中
部
東
小
、
納
屋
小
｀
浜
田
小
、
港
中
学
の
各
学
校
の
建
設
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
建
設
委
員
会
に
お
い
て
三
雹
ヽ
三
菱
、
百
五
、
東
海
の
各
銀
行
と
学
校
建
設
資
金
の
借
り
入
れ
契

．
約
を
結
ん
で
い
た
だ
い
て
学
校
の
建
設
を
行
な
い
、
し
ゅ
ん
エ
と
同
時
に
当
該
物
件
を
市
に
移
行
す
る
た
め
＼
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
ヽ

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

〇
磁
此
（
山
本
三
郎
君
）

説
明
を
求
め
ま
す
。

次
に
、
日
程
オ
＋
、
議
案
オ
八
十
九
号
予
算
外
義
務
負
担
契
約
に
つ
い
て
を
上
程
い
た
し
ま
す
。

I ,'I 0
該
長
（
山
本
三
郎
君
）

本
案
に
対
す
る
審
設
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
審
識
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

る
条
例
に
茄
づ
き
こ
こ
に
提
案
申
し
上
げ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

．
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1

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

・
〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

八
号
、
購
入
契
約
締
結
案
見
農
地
の
排
水
に
使
用
す
る
た
め
に
羽
津
町
の

た
だ
い
ま
上
程
の
磁
案
オ
八
十

-

... 
、
、
ズ
ヽ
'

＇がー四ー
'
|
l
i
.
|
ー71rl.＇9ー"',＇い、

h
H門，

地
内
に
設
置
い
た
し
ま
す
排
水
機
の
入
札
を
過
日
行
な
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
契
約
金
額
一
千
四
百
八
十
万
円
を
も
っ
て
日
立
製
作
所
の
代

で
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
に
関
す

理
店
で
あ
る
市
内
四
ツ
谷
新
町
、
有
限
会
社
東
邦
電
気
商
会
に
落
札
決
定
い
た
し
ま
し
た
の

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
、
日
程
尻
誓
牙
八
十
八
号
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
｀

を
上
程
い
た
し
ま
す
。

〇
訊
長
（
山
本
三
郎
君
）

ま
案
に
対
す
る
密
餞
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

-
、
治
田
1
1

号
線
及
び
同
三
号
線
と
し
て
市
道
に
認
定
い
た
し
ま
し

あ
る
道
路
を
・
プ
f

、
河
原
田
地
区
内
の
国
有
財
産
で
'
,
'

i

{

r

ぃ
餞
案
牙
八
十
七
号
は

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

`
、
と
こ
に
提
案
申
し
上
げ
た
も

た
い
と
存
じ

手
続
き
を
い
た
し

，

J
¥
て
、
国
よ
り
無
倶
貸
付
を
受
け
る
よ
う

上
げ
ま
す
。

す
よ
う
お
願
い
申
し

.•.• 

，
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
謡
賜
わ
り
ま

-
I
-
T
 

｀
い
ざ
っ
と
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す

、
議
案
沖
八
十
六
号
国
有
地
の
譲
与
に
つ
い
て
及
び
殿
案
オ
八
十
七
号
市
道
路
線
の
認
定

次
に
、
日
程
オ
八

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

に
つ
い
て
を
上
程
い
た
し
ま
す
c

説
明
を
求
め
ま
す
．
c

．

〔
市
長
＇
（
平
田
佐
矩
君
）
登
塩
〕

た
だ
い
ま
上
程
の
二
漿
案
に
つ
い
て
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

1
石
原
町
線
外
四
路
線
の
道
路
敷
と

ま
し
て
、
市
道
塩
浜
町

て
の
議
案
で
ご
ざ
い

該
案
才
八
十
六
号
は
、
国
有
地
の
謡
り
受
け
に
つ
い

し
て
国
か
ら
無
償
に
て
誤
与
を
受
け

る
も
の
を
今
回
｀
道
路
法
の
オ
九
十
条
牙
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
ま

し
て
国
よ
り
貸
付
を
受
け
て
い

ー

1
,
'
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ì
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]
ー
る
に
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ー
●
●
●
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

•• 

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
案
オ
九
十
号
は
原
案
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

-ゞ立•• 

[
1
.
.
.
r
.

〗
•
1
·

、
.
[
.
.
.
,
”

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

御
上
程
の
蔽
案
に
つ
い
て
御
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
市
関
係
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
大
野
正
夫
氏
が
六
月
三
十
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
が
満
了
い
た
し
ま
す
る
の
で
、
再
度
同
氏
を
御

・
推
選
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
し
て
、
こ
こ
に
御
提
案
を
申
し
上
げ
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
の
推
選
者
に
同
意
い
た
し
ま
す

｀
 

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
君
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
段
御
意
見
も
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
、

；
る
に
御
異
践
あ
り
ま
せ
ん
か
c

〇
紐
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕
．
‘

御
異
餞
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
説
案
オ
九
十
一
号
は
原
案
に
同
意
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
9

〇
諾
長
（
山
本
三
郎
君
）

＂
次
に
、
日
程
牙
十
三
、
報
告
オ
ニ
十
九
号
尊
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
、
を
識
題
と
い
た
し
ま
す
。

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
屈
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

＇ 
次
に
、

日
程
才
十
二
、
諮
案
オ
九
十
一
号
入
栴
擁
護
委
員
茫
選
に
つ
い
て
、

を
上
程
い
た
し
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

い，ー

l
|
l

l
"

ー9ー
廿
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咋
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_
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サ
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1
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1
1
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．
ー
り

n
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い
J
i
い
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~
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し
上
げ
ま
す
。

し
ま
す

を
お
願
い
申

、
市
長
の
推
選
者
に
同
意
い
た

し
く
御
賛
同
の
ほ
ど

ど
う
か
よ
ろ

3

こ
と
と
思
い
ま
す
の
で

9
>
 

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
段
御
質
疑
も
な

で
、
再
び
同
氏
を
選
任
い
た
し
た
い
と
存
じ
、

本
案
は
、

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
坦
〕

し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
ま
御
上
程
の
殴
案
オ
九
十
号
に
っ
き
ま
し
て
御
説
明
を
申

一
十
二
日
を
も
ち
ま
し
て
任
期
満
了
と
相
な
り
ま
し
た
の

一
郎
氏
が
去
る
六
月
一

本
市
固
定
資
産
評
価
委
員
会
委
員
の
伊
達
貫

こ
こ
に
御
同
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
9

市
長
の
説
明
を
求
め
ま
す
。

日
程
沖
十
一
、

〇
醗
長
（
山
本
三
郎
君
）

議
案
オ
九
十
号
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
を
上
程
い
た
し
ま
す
（

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
会
議
を
続
行
い
た
し
ま
す
。

午
後
三
時
二
十
分
再
開

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
五
十
分
休
憩

rサ`

」

•• 

．^
 

ー

・

r
.
.
,
 .
. •. 

冑．

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

本
案
に
対
す
る
容
諮
は
留
保
い
た
し
ま
す
。

た
し
て
お
り
ま
す
。

総
額
二
億
六
千
八
百
万
円
以
内
を
予
定
いま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
°

、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
く
だ
さ
い

I ~ 

り 前
ま述
すの
o、各

こ金
の融
損機
失、関
補、と

償損
契失
約補
は償
元契
金＇約
で・⇔を
二締
億結
円・し
で．て
金建
利設
は委
年員
八・会
分の
以借
内．入
，六金
カ返
月済
ごーの
と．つ
のど
支損
払失
い補
‘で償
七を
ヵ行，
年な
のい
契た
約い

泣

でと
ご存
ざず
いる
ま次
し
て
、

／ヽ ，・＿ -25-
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で

あ
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〇
殴
長
（
山
本
三
郎
店
）

〇
琺
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
「
暴
諮
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

ん
か
。

〇
殴
長
（
山
本
三
郎
店
）

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
説
の
ほ
ど
を
お
願
い

TIl
し
上
げ
ま
す
c

と
め
て
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
遺
憾
な
が
ら

つ
き
ま
し
て
は
、
滞
納
の
な
い
よ
う
極
力
徴
収
に
つ

市
営
住
宅
の
使
用
料
に

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ら
滞
納
者

め
の
閉
求
に
つ
と
め
て
い

あ
り
ま
す
の
で
、
滞
納
整
理
の
た

小
数
で
は
ご
ざ
り
ま
す
る
が
未
納
が

．．
 

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
る
の
で
、
不
本
意

の
意
恩
が
な
い

ま
し
て
全
く
納
入

の
う
ち
、
四
名
の
方
々
は
市
の
た
び
璽
な
る
詰
求
に
対
し

し
ま
し
て
、
延
滞
家
賃
＇

、
や
む
な
く
本
年
四
月
十
三
日
四
日
市
簡
易
裁
判
所
に
対

な
が
ら
完
納
者
へ
の
悪
彩
約
を
も
考
欧
い
た
し
ま
し
て

は
支
払
命
令
申
立
の
日
か
ら
二
週
間

こ
の
う
ち
三
名
の
方

で
ご
ざ
い
ま
す
。

及
び
損
害
賠
償
金
の
支
払
命
令
の
申
し
立
て
を
い
た
し
た
の

グ
の
支
払
命
令
の
申
立
に
対
し
法
定
期
間
内
に
異
諮
の
申
し
立
て

の
相
手
方
は
市

し
か
し
本
件

以
内
に
異
認
の
申
し
立
て
が
な
か
っ
た
が
、

•
お
い
て
相
手
方
に
対
し
家
賃
金
の

申
立
の
日
に

を

行

な

い

ま

し

た

の

で

、

民

事

訴

訳

法

才

四

百

四

十

二

条

の

規

定

に

よ

り

市

は

支

払

命

令

、

し
て
は
、
訴
訟
の
代
理
人
を
選
任
し
て

訪
求
に
閃
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
e

訴
訟
の
遂
行
に
当
り
ま

裁
判
上
の
行
為
を
委
任
い
た
し
ま
し
て
、
市
の
立
粉
を
相
手
方
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
つ
と
め
、
円
満
解
決
を
念
廊
す
る
も
の
で
ご

以
上
、
巧
決
処
分
に
つ
い
て
箭
単
な
が
ら
御
報
告
を
申
し
上
げ
た
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〇
殴
長
（
山
本
三
郎
君
）

平
九
号
を
報
告
ど
お
り
承
認
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
て
御
異

り
ま
せ
ん
の
で
、
報
告
斗
一

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
段
御
四
疑
も
あ

〇
諾
長
．
（
山
本
三
郎
君
）

市
営
住
宅
の
家
丘
諮
求
に
関
す
ろ
訴
訟
に
つ
い
て
尊
決
処
分
を
行
な
い
ま
し
た
の
で
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま

御
屎
磁
な
し
と
認
め
ま
す
C

よ
っ
て
報
告
オ
ニ
十
九
号
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

I

I

I

ー

1

1

1

1

,

．

:
1

次
に
、
日
程
牙
十
四
、
発
議
沖
六
号
四
日
市
市
読
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
を
上
程
い
た
し

提
案
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
伊
藤
泰
一
誠
且
に
御
説
明
を
お
固
い
い
た
し
ま
す
。

〔
伊
藤
秦
一
君
登
坑
〕

0
伊
藤
泰
一
沼

;'•;、9 - -・ 

提
案
の
理
由
を
由
＇
し
上
げ
ま
す

c

去
る
四
月
一
日
の
術
掃
課
、
下
水
珀
課
及
び
失
菜
対
策
事
務
所
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
関
係
上
、
委
員
会
条
例
中
、
教
育
民
生
委
員
会
並

び
に
建
設
委
且
会
の
担
当
事
項
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
こ
こ
に
提
案
い
た
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
c

別
段
御
意
見
も
な
い
こ
と
と
息
い
ま
す
の
で
、

本
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
発
蔽
牙
六
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し
ま
し
た
c

次
に
、
日
程
オ
十
五
へ
答
巾
オ
ー
号
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
の
答
申
に
つ
い
て
、
を
上
程
い
た
し
ま
す
c

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
祝
在
罪
事
者
が
八
侶
製
鉄
工
楊
の
敷
地
の
一
部
と
し
て
買
収
交
渉
を
進
め
て
お
り
ま
す
る
約
五
千
坪
の
弓
形

殷
地
が
羽
律
土
地
改
良
事
菜
区
域
に
介
在
し
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
定
す
が
、
こ
の
土
地
の
取
得
に
よ
る
移
転
登
記
等
に
必
要
な
換
地
認
可

ま
す
。

〇
諾
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
「
巽
談
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

御
釘
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。

す
c

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

0
百
長
（
平
田
佐
矩
君
）

-.27- -2 •— 



u出
席
議
員
（
三
十
九
名
）

F
i
l

リ
1
1
1
1
"
,

＇
~
＇

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
昭
和
三
十
六
年
七
月
111
日

（
月
曜
日
）
午
前
十
時
八
分
開
議

早

川

和

大

谷畑

喜

、君

正

．

君

._.,.L 

池 荒

木横

治

ヽ

佐

太

郎

君

-2?—F 

武

君

志 鈴

木

政敏

郎

君君

錦

安

吉

君

平谷、伊

野

太

君

ロ
~

専

七九

君

藤

太

矢

田

内・野馬

山

繁弥

’—+ 
郎郎，郎

君 君 君

呂 嶋.

温

知

君

幸

太

郎

君

米

田

好

兼

速

記

牙
三
号

が
本
月
末
ま
で
に
許
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
関
係
上
、
こ
の
関
連
す
る
字
の
区
域
並
び
に
名
称
変
更
に
つ
い
て
諮
問
が
ま
い
り
ま

し
た
の
で
＾
こ
の
よ
う
に
答
申
い
た
し
た
く
お
諮
り
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
．
c

本
案
に
つ
き
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
案
の
よ
う
に
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

異
談
な
じ
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
i

．
申
オ
ー
号
は
原
案
ど
お
り
答
申
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
議
事
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
諮
を
閉
じ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
本
会
践
は
来
る
七
月
一
＿
＿
日
午
前
十
時
に
開
会
い
た
し
ま
す
か
ら
、
御
了
承
を
願
い
ま
す
。

午
後
三
時
二
十
九
分
散
会
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〇
欠
席
議
共
（
五
名
）

l. 

0
市
設
会
内
、
務
局
（
四
名
）

事

茄

局

長

事

務

次

長

議

事

係

長

庶

務

係

長

，・
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佐

藤

茂

―— `3/- ゞ
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田
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地
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市
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苦
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田

卯

七

君

日

比

義
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長

十

郎

君

前笠

11

辰

男

君

J
 
田

七

君

服

部

浜

田

昌` 弥

衛弘

君 君

鈴

木

愛

平次

君

加、渡

藤，部

定

高

橋

権伊

＇太
男郎

君 君

祐

君

-3'0-

，，，． 



J
.
4
]

――
 
日
七
月
三
日
（
月
）
午
前
十
時
開
諜

・
・
・
・
・
・
総
体
質
問
：
・
:
・
：
委
員
会
付
託

ノ
議
案
才
七
七
号
、
沖
七
八
号

論
案
オ
七
九
号
…
•
…
•
…
・
・
・
・
・
総
体
質
問
…
•
…
•
委
員
会
付
託

i
議
案
オ
八
0
号
：
…
…
…
…
•
•
総
体
質
問
…
・
・
・
・
・
委
員
会
付
託

…
・
・
委
員
会
付
託

・
・
・
・
・
・
総
体
質
問
：
・

≪
談
案
才
八
一
号
、
オ
八
二
号

…
・
：
総
体
質
問
：
：

．．．． 
委
員
会
付
託

よ
議
案
牙
八
三
号
…
・
:
.... ・

・
・
・
・
・
総
体
質
問
：
·
·
…
•
委
員
会
付
託

6
紐
案
オ
八
四
号
、
オ
八
五
号

・
・
・
・
・
・
総
体
質
問
…
・
:

．．
 
委
員
会
付
託

？
議
案
オ
八
六
号
、
オ
八
七
号

贔
靡
八
八
号
：
・
・
…
…
…
・
：
総
体
質
問
：
…
・
：
委
員
会
付
託

？

諮

靡

八

九

虹

：

．．．．．．．．．．．．． 
総
体
質
問
：

．．．．．． 
委
員
会
付
託

恥
品
（
山
本
三
郎
召
）

し
ま
す
。

本
日
の
出
欠
訣
且
数
を
報
告
い
た

出
席
者
二
十
七
名
、
欠
席
屈
出
岩
二
名
、
遅
刻
十
一
名
で
あ
り
ま
す
。

靡
説
朋
急
中
、
平
井
庶
務
諜
長
は
自
治
大
学
に
一
カ
月
間
派
述
さ
れ
欠
席
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
c

た
だ
い
ま
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。
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去
る
六
月
三
十
日
の
本
会
議
に
お
き
ま
し
て
市
長
よ
り
説
明
の
あ
り
ま
し
た
議
案
才
七
十
七
号
な
い
し
オ
八
十
九
号
の
十
三
議
案
に
対

し
ま
し
て
黎
訣
を
保
留
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
日
は
議
事
日
程
に
よ
り
こ
れ
ら
議
案
に
対
し
ま
し
て
総
体
質
問
を
行
な
い
ま
す
。
‘

〇
紐
長
（
山
本
三
郎
財
）

そ
れ
で
は
日
私
オ
一
、
議
案
オ
七
十
七
号
及
び
オ
七
十
八
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

双
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
甘
屈
い
ま
す
。
御
質
問
は
益
坦
し
て
お
靡
い
い
た
し
ま
す
。

〔
坂
上
此
十
郎
氾
登
埴
〕

0
坂
上
長
十
郎
氾

去
る
三
十
日
、
本
定
例
会
の
諾
案
説
朋
を
派
わ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
そ
れ
に
関
し
ま
し
て
、
市
政
の
諸
般
に

わ
た
っ
て
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
オ
一
番
に
お
玲
ね
し
た
い
こ
と
は
本
定
例
筑
会
の
予
罫
編
成
方
針
の
理
念
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
の
説
明
を
伺
っ
と
り

ま
す
る
と
、
横
案
に
盛
ら
れ
ま
し
た
各
条
項
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
と
説
明
さ
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
の
内
容
を
大
観
い

た
し
ま
す
る
と
、
市
殺
単
独
の
事
架
と
い
う
も
の
が
非
常
に
少
く
な
く
て
、
義
務
負
担
と
か
あ
る
い
は
国
庫
補
助
の
つ
く
も
の
に
限
っ
て

お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
一
ナ
芥
紺
成
と
い
う
こ
と
は
市
政
迎
営
上
に
も
重
扱
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
市
民
に
よ
る
市

民
の
市
政
と
い
う
立
掲
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
市
民
の
福
祉
硝
巡
と
い
う
こ
と
が
本
体
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
、
今

回
の
予
算
紺
成
方
針
に
対
す
る
珊
念
に
つ
い
て
御
答
弁
を
願
い
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
以
後
の
双
間
は
多
く
こ
れ
に
関
述
し
て
出
て
く
る
も
の
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

芝
一
点
、
市
政
の
巡
営
上
に
お
き
ま
し
て
は
市
の
財
源
と
い
う
も
の
が
、
非
常
に
匝
要
な
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
オ

一
点
に
お
母
ね
し
た
問
題
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の
市
の
財
涼
と
い
う
こ
と
が
中
心
に
な
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い

ぅ
点
に
お
き
ま
し
て
す
で
に
三
十
五
年
疵
の
会
計
年
庇
は
終
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
三
十
五
年
度
の
収
支
の
概
要
に
つ
い
て
、

la器
挙
オ
四

0
議

事

日

程

た
だ
い
ま
か
ら
定
例
会
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

号
：
・
・
…
…
・
・
・
・
・
・
選
挙

-..:33·~ 
ヽ~

ヽ
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衿
ね
い
た
し
注
す
。

0
坂
上
此
十
郎
れ

わ
か
り
ナ
r

し
た
。

で
げ
八
十
九
サ
に
対
し
て
は
あ
と
に
い
た
し
ま
す
が
、

七
十
七
几
り
と
七
十
八
J
I
J

だ
け
で
す
。

一

牧
脊
問
題
に
つ
い
て
も
う
一
点
市
長
に
お

S3
 ̂
-V 

教
育
予
翁
を
拝
見
い
た
し
ま
す
る
と
、
他
も
同
じ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
非
常
に
少
額
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
教
育
長
は

こ
れ
で
十
分
で
あ
る
の
か
ど
う
か
。
私
は
建
設
事
菜
に
関
し
て
は
、
一
月
、
二
月
の
ず
れ
は
い
ろ
い
ろ
の
事
箭
を
誇
め
る
の
で
あ
り
ま
す

が
、
事
、
教
脊
に
閃
す
広
間
阻
が
、
必
製
な
予
坑
拍
怯
の
問
期
に
対
し
て
i

月
、
二
月
あ
る
い
は
三
月
、
四
月
を
追
れ
る
こ
と
は
事
後
に

及
ば
す
彩
店
は
非
常
に
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
ず
。
こ
れ
に
対
し
て
滸
足
し
て
お
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
。

次
に
中
学
校
の
生
徒
数
の
珀
加
に
伴
う
急
瑣
対
策
の
問
皿
で
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
皮
に
お
さ
ま
し
て
は
急
増
対
策
と
し
て
二
十
五
教
室

が
昨
年
の
十
二
月
に
予
鉢
化
さ
れ
ま
し
て
追
め
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
と
こ
る
が
そ
の
紡
果
を
見
ま
す
る
と
、
よ
う
や
く
先
月
の

中
、
下
旬
に
二
十
五
牧
虫
の
だ
い
た
い
の
完
戌
を
見
た
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
e

と
こ
る
が
、
こ
の
完
成
の
時
期
が
近
れ
た
た
め
に
、
中
学

校
の
牧
脊
上
に
お
き
ま
し
て
オ
ー
学
期
の
ず
れ
を
生
じ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
一
学
期
間
各
中
学
校
長
は
学
校
遮
営
上
に
非
常

に
苦
心
を
い
た
し
、
あ
る
杞
庇
の
該
牲
な
子
供
に
も
っ
て
い
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
せ
っ
か
く
早
く
予
筵
を
笥
成
さ
れ
な
が

ら
こ
う
い
う
状
態
に
な
っ
と
る
こ
と
を
姿
う
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
、
来
年
庇
は
中
学
校
の
生
徒
は
最
上
の
生
徒

敗
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
庇
は
た
し
か
十
六
孜
忠
一
の
急
培
対
策
の
予
定
に
な
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
予
算
祭

成
を
昨
年
よ
り

t
も
う
一
期
早
め
て
九
月
の
名
会
，
2

択
川
さ
れ
て
、
来
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
、
中
学
校
の
数
育
が
、
十
分
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
あ
る
税
皮
生
徒
の
悩
足
す
る
よ
う
に
す
る
方
法
を
お
持
．
P
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
お
緑
ね
し
ま
す
。

M
じ
く
救

in間
悶
に
お
さ
況
し
て
予
窮
外
滋
務
れ
担
の
八
十
五
几
IJ
訊
案
に
つ
い
て
市
長
に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

〇
訊
長
（
山
本
三
郎
社
）

次
、
教
育
費
の
問
題
に
触
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
°

笠
に
こ
の
間
題
が
計
上
さ
れ
て
い
な
い
耶
由
は
と
こ
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
お
塔
ね
す
る
次
才
で
ご
ざ
い
ま
す
f
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そ
の
点
非
情
に
落
胆
し
、

こ
因
し
て
錦
諮
具
は
浜
田
建
設
委
員
長
に
向
っ
て
い
る
い
ろ
と
質
問
を
さ
れ
た

も
こ
の
間
凹
ー
ー

お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
初
予
統
の
際
に

、
（
こ
の
問
題
を
鮮
決
す
る
と
い
う
よ
う
に
伺
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
本

の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
の
と
き
に
近
き
股
会
に
お
し
》

に
多
く
て
、

誓
喜
を
な
す
っ
た
あ
と
の
維
持
、
管
坦
の
方
法
が
非
常
に
大
事
で
ご

す
な
わ
反
臼
劫
益
装
、

ざ
い
ま
し
て
、
市
民
は
こ
の
簡
易
舗
装
に
対
し
て
非
常
に
冦
ぴ
と
感
謝
を
持
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

い
か
に
し
て
こ
れ
を
修
紐
し
て
も
ら
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
を
市
民
は
心
か
ら
こ
い
即
っ
て

て
問
い
と
る
の
で
ご
ざ
い
レ
K
す
る
が
、

そ
の
後
の
破
損
が
非
常

を
甚
に
し
て
研
究
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
雛
特
修
理
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
も
い
ろ
い
ろ
と
釦
検
討
熙
っ
た
こ
と
を
過
去
に
お
い

し
た
符
易
舗
装
の
粒
持
佑
聾
ス
の
間
題
が
出
て
い
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
時
間
阻
に
な
り
立

し
て
は
私
は
政
寇
を
表
し
て
お
ろ
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

と
閲
検
討
が
あ
っ
た
こ
と
に
対

防
良
鋪
装
の
や
り
方
は
先
進
都
市
岐
阜

に
つ
い
て
い
ろ
い
る
と
さ
い
闊
し
た
よ
う
に
討
磁
さ
れ
た
の
で
ご
＇
ざ
い
ま
す
。

．
る
も
の
が
予
葬
化
さ
れ
、
本
年
疫
に
お
い
て
も
相
当
多
訊
の
予
年
が
計
上
さ
れ
．

新ろ誼
設い梃建
‘ろで設
維と・ごの
持御ざ問
佑心し、題
諾回まは
費にす宅
‘な° Tl] 

遥り当発
峰‘初 I没
の理予上

儲事尊非
装考に常
にもおに
閃こき誼
しれま衷
てにしな
は対て問
誨しも題
政てり上で
方い設．ご
針る委ざ
にい員し、

市ろ会ま
長とにし
けおおて
-た答き;."、

一

えま特
三•に．・し に
年な．て道
間っこ路
にたの政
ぉょ道策・
いう路＇と
て．に政い、

や伺策う
，りつ．の．こ

たた問と
し、 の 題・ヽ・は`
‘でに＇市
ご対民
ざしの
いて日
ま関々
す’係の

゜委生
特員活
にこのに

道方非
路は常
のいに

と
こ
る
が
そ
の
方
法
の
問
四

し
わ
ゆ
る
防
塵
舗
装
な

幸
い
昨
年
度
か
ら
筒
易
鋪
岐
、
＿
ヽ
れ
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ

、
て
も
こ

臨
設
委
員
会
に
お
"

こ
の
六
月
予
算
の
内
容
を
見
ま
す
る
と
、

次
に
、

土
木
既
に
関
す
る
点
に
つ
い
て
お
尋
ね
を
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

経
済
状
瞑
の
成
長
に
伴
い
、

、
ま
す
る
が
、

か
た
の
見
迎
し
は
当
初
予
尊
に
お
い
て
示
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
＂

同
時
に
三
十
六
年
度
の
財
政
収
入
の
大

ど
の
よ
う
な
誓
が
見
込
ま
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
恐
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
れ
以
後
、

今
日
の

ー、9 r• 
:, ti ...... 



に
●
き
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
担
当
者
か
ら
御
答
弁
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

荻
賂
に
つ
い
て

fl
し
上
げ
ナ

t
た
が
、
そ
の
他
の
こ
と

る
手
を
打
ご
言
き
た
い
と
屈
っ
て
お
る
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
c

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

皆
様
の
御
趣
旨
に
従
っ
て
的
確
な

私
は
市
民
の
方
々
の
滋
の
あ
ら
れ
士
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
罰
案
い
た
し
ま
し
て
、

....3 ?-

は
と
ん
ど
全
部
お
受
け
入
れ
さ
し
て
い
た
だ
い
て
、

＂
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
よ
う
な
次
オ

も
っ
て
市
内
の
逹
伽
を
ま
ず
は
か
り
た
、

翌
ら
く
旧
市
内
店
か
れ
ま
す
る
と
こ
ろ
の
小
学
校
の
方
々
の
御
希
望
と
い
う
も
の
は

に
つ
き
ま
し
て
非
常
に
取
点
を
お
き
出
し
て
、

＜
開
屡
曳
，
ら
わ
し
た
い
と
息
い
立
す
る
の
は
、
教
育
費
の
う
ち
の
予
算
外
の
義
務
負
担
の
問

た
だ
そ
の
，
中
で
、
＊
盆
会
で
呼
し

．
 

こ
れ
と
て
も
直
接
そ
の
と
き
に
直
ち
に
金
が
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
教
育
の
こ
と

附
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

上
げ
た
よ
う
な
次
オ
の
大
さ
な
板
幹
を
た
ど
っ
て
お
る
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
理
念
と
い
た
し
ま
し
て
は
当
初
予
算
に
申
し

う
よ
う
な
点
を
御
指
摘
に
な
っ
て
お
り
北
す
が
そ
の
と
お

御
紅
間
の
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
日
、

県
等
の
補
助
あ
る
い
は
起
偵
の
よ
う
な
も
の
が
定
ま
り
ま
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
た
と
い

そ
の
後
の
定
化
に
応
じ
史
し
て
い
た
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
し
、
ま
た
、

し
ま
す
る
い
ろ
い
る
の
条
項
に
つ
さ
由
し
て
は

た
だ
い
ま

）
 

あ
’
て
も
な
ん
と
か
予
紅
の
而
に
お
い
て
竹
様
方
の
御
樅
詔
に
応
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
対
処
し
た
い
と
い
う
こ
と
の
余
地

だ
け
を
残
し
ま
し
て
予
狂
の
“
成
を
い
た
し
定
し
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、
従
い
ま
し
て
本
予
算
に
追
加
を
お
腕
い
い
た

て
は
な
ら
ぬ
が
、

し
た
が
本
年
皮
は
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
例
年
よ
り
か
は
や
や
軽
く
見
ま
し
て
、

む
し
ろ
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
、

あ
っ．．．
 

た
だ
い
ま
お
碍
ね
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
の
予
算
編
成
の
理
念
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ

き
ま
し
て
は
す
で
に
当
初
予
葬
の
と
き
に
詳
し
く
中
し
上
げ
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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と
い
い
ま
す
る
の
は
．
や
や
と
も
す
れ
ば
近
年
、
追
加
予
葬
、
追
加
予
罫
で
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
ど
ぅ
も

そ
う
い
う
こ
と
で
は
お
も
し
ろ
く
な
い
。
だ
か
ら
当
初
予
葬
の
と
き
に
大
よ
そ
の
大
い
な
る
線
は
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
が
、
皆
さ

ん
の
御
批
論
の
よ
う
に
私
は
拝
氷
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
特
様
方
の
御
趣
旨
の
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
ま
し
て
、
一
年
間

の
お
お
よ
そ
の
線
を
つ
か
み
ど
り
ま
し
て
当
初
予
葬
に
お
き
ま
し
て
そ
の
大
本
と
す
る
と
こ
ろ
を
示
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
幸
い
に
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,
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ま
す
る
が
、

い議
ま員
す各
る位
がの
い‘御
つ 11fi窃
もの贅
四財を

ti政え
.ili のま
市 1’if し
の勢て
とと当
りに初
来ら予
たみ算
り合を
ませ成
しま立
たすさ

方るし，
針とて
のし、し‘
中うた

のとだ
, ~ ヽ し、
つ非た
の常次
うにオ

ち他で
に全ご

災なざ

掛足い
時どま

をりす
ーをる
応示が

‘し・‘
見てそ
送おの
つる後
てよま
‘うだ

そに時
う思間

しうも
ての短
そで．こ
のごう
年ざご

度-しヽ ざ

こ
れ
は
ま
こ
と
に
用
意
周
到
な
考
え
方
で
あ
り
ま

の
仕
上
げ
的
な
予
統
を
糾
み
た
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

〔
市
品
（
平
田
佐
短
君
）
登
埴
〕

〇
市
長
（
平
田
佐
短
君
）

ま
す
。

今
次
、
教
育
の
問
題
に
お
き
ま
し
て
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
こ
ざ
い
ま
す
る
が
、
幼
児
教
育
の
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
私
も
こ
の
坦
上
に
お
い
て
一
、
二
回
述
ぺ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
の
陳
情
、
請
願
書
を
見
ま
す
る
と
、
保
育
園
の
新
設
並
び
に

増
設
あ
る
い
は
幼
稚
図
の
増
設
と
い
う
問
題
が
多
く
出
と
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
幼
児
教
育
の
い
か
ん
が
青
年
時
あ
る
い
は
成
人
に
な
っ

て
か
ら
の
須
要
な
問
題
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
い
市
民
を
作
る
意
味
に
お
い
て
義
務
教
育
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
市
が
だ
ん

だ
ん
発
股
し
て
多
く
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
が
、

H
場
そ
の
他
の
戟
場
に
お
い
て
働
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
の
大
事
な
お
子
さ
ん
の
た
め
に

保
育
図
の
増
設
あ
る
い
は
幼
稚
図
の
問
題
に
つ
い
て
い
か
な
る
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
伺
い
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

才
四
点
で
す
が
、
産
菜
経
済
費
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
問
題
に
お
き
ま
し
て
も
、
伺
い
ま
す
る
と
ほ

ん
と
う
に
少
数
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
産
業
部
長
に
お
尋
ね
し
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
中
央
に
お
い
て
は
最
も
重
要

な
問
題
の
股
菜
基
本
法
が
制
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
日
市
の
殷
莱
も
相
当
重
要
な
転
換
期
に
来
と
る
の
で
ご
ざ
い
ま

す
が
こ
れ
に
対
し
て
産
菜
部
長
は
い
か
な
る
理
念
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
か
、
こ
れ
に
対
し
て
の
お
答
え
を
願
い
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い

一3¢-
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と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
問
題
と
い
た
し
主
し
て
は
、
税
収
の
伸
び
を
ど
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
か
、
こ
う
い
う
問
題
で
あ
る
と
自

分
た
ち
で
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
大
規
校
債
却
毀
産
の
伸
び
と
い
う
も
の
は
一
応
御
承
知
の
よ
う
な
税
制
の
状
態
か
ら
考
え
ま

し
て
そ
ん
な
に
期
待
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ー
つ
の
証
原
状
態
に
達
す
る
年
が
本
年
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
ま

し
て
、
当
初
予
年
に
お
き
ま
し
て
市
長
の
説
朋
で
巾
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
税
収
と
し
て
は
こ
れ
で
だ
い
た
い
一
ば
い
一
ぱ
い
、
事
務
的

に
わ
れ
わ
れ
が
考
え
ま
し
て
見
栽
ら
れ
る
だ
け
の
見
釈
り
方
を
し
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
見
費
ら
れ
る
だ
け
の
見
積
り

と
い
う
考
え
方
の
中
に
は
、
だ
い
た
い
御
想
定
が
つ
き
ま
す
よ
う
な
那
力
性
の
あ
る
財
祖
と
い
う
考
え
方
が
ど
の
く
ら
い
の
巾
を
持
た
し

て
お
る
か
、
こ
れ
は
皆
さ
ん
の
御
想
像
に
ま
か
せ
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
息
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
市
の
財
政
規
模

の
だ
い
た
い
一
割
く
ら
い
の
郡
力
と
い
う
も
の
を
考
え
て
お
か
な
い
と
、
非
常
事
態
に
即
応
で
き
な
い
と
い
う
常
誡
的
な
判
断
を
｀
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
一
団
が
だ
い
た
い
五
分
く
ら
い
ま
で
み
て
き
て
お
る
、
こ
う
表
現
に
お
と
り

い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
非
常
に
数
字
的
に
、
三
十
六
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
今
回
の
災
寄
に
よ
り
ま
す
問
題
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
予
測
が
つ
き
に
く
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
か
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
の
が
、
非
常
に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三

十
五
年
疲
の
収
支
の
状
況
か
ら
考
え
ま
し
て
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
四
日
市
市
の
い
わ
ゆ
る
発
展
と
い
う
も
の
が
現
実
的
に
は
四
日
市
市
の

財
政
事
情
を
非
常
に
楽
に
し
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
お
窃
ぴ
申
し
上
げ
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

〔
建
設
部
長
（
城
井
義
夫

flt)
登
壊
〕

〇
廷
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）

廷
設
部
の
予
紅
の
う
ち
特
に
追
路
の
修
箱
に
対
す
る
予
算
の
問
題
の
御
質
問
の
よ
う
に
承
わ
っ
て
お
り

逝
路
修
繕
に
つ
き
ま
し
て
は
当
初
予
葬
に
防
艇
飾
装
と
い
た
し
ま
し
て
二
千
五
百
万
円
の
予
算
を
お
認
め
阿
い
ま
し
て
準
備
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
そ
の
準
備
の
段
陪
と
い
た
し
ま
し
て
台
風
前
に
市
内
の
南
部
、
西
部
、
中
部
等
四
カ
所
あ
ま
り
に
一
応
分
け
ま
し
て
、
す
で

ま
す
。

-3?-

そ
れ
か
ら
＿
二
十
六
年
炭
の
収
支
の
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、

ま
す
の
で
、
は
？
き
り
し
た
こ

い
問
四
が
ご
ざ
い

こ
ん
ご
に
相
当
見
通
し
の
つ
き
に
く

は
起
供
と
い
う
よ
う
な
問
題
あ
る
い
は

r
 

ー

.
9
9
9
 

’~,l|'|'|',','.,'’,99J9, 

,
'
,
＂
＇
’
什
'
’
,
1
,
＇
9
9
,
＇
，
'
~
r
9
,
＇
1
,
'
，
ー
ー
~
ー
'
,
'
，
1

•• 

＇ 

1
,
'
1
~
9
,

、

1

~,' 

,
1
,
,
’
ロ
ー
ー
9
1
|
＇

r'
，_
i
H
;
'＂
,
1
,
1

の
が
今
次
の
災
者
に
一
般
財
源
と
し
て
必
痰
で
な
い
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
て
補
助

こ
れ
も
今
回
の
集
中
蔽
雨
の
状
態
に
よ
り
ま

う
に
考
え
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
し
た
よ
う
な
不
測
の
惑
態
に
即
応
す
る
那
力
性
の
あ
る

今
回
の
追
加
に
そ
の
う
ち
の
だ
い
た
い
半
額
を
財
源
と
し
て
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

い
繰
り
越
し
ま
し
た
財
源
そ
の
他
を
引
き
ま
し
て
二
低
ち
ょ
っ
と
出
る
く
ら
い
の
余
裕
の
金
額
が
あ
る
。

ざ
、

あ
と
の
半
額
は
先
ほ
ど
市
長
か
ら
御
説
明
が
ご
し

ー
な
財
源
と
し
て
考
え
て
お
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ

つ
の
市
の
政
策
の
基
本
的

御
棠
内
の
よ
う
に
今
回
の
災
害
に
よ
り
ま
し
て
私
の
予
想
で
は
だ
い
た
い
そ
れ
く
ら
い
の
も

わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は

歳
入
の
総
額
が
二
十
四
億
内
外

け
る
追

り
ま
し
て
三
十
五
年
度
末
の
定
例
市
会
に
お

で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、
当
初
考
え
て
お

し
た
状
態
か
ら
い
い
ま
す
と
、

加
な
ん
か
で
皆
さ
ん
に
こ
れ
で
財
源
は
ご
は
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
状
況
を
申
し
上
げ
ま

こ
う
い
う
推
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

だ
い
た

、
う
よ
う
な
財
源
の
積
類
の
う
ち
、
市
税
の
伸
び
が
三
十
五
年
度
に
お
き

そ
う
し

り
ま
し
た
よ
り
も
非
常
に
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
お
る
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
し
て
は
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
お

ャ
ニ
憶
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
に
な
り
ま
し
て
、

た
し
ま
し
て
は
だ
い
た
い
三
十
五
年
度
の
歳
出
の
総
額
が
ニ
ー

ま
す
う
ち
、
御
承
知
の
よ
う
に
市
税
、

補
助
金
‘

起
債
、

概
数
と
い

き
り
し
た
数
は
出
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

一
十
五
年
度
の
決
圧
の
概
況
と
い
た
し
ま
し
て
は
現
在
作
菜
中
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

一
点
の
財
涼
に
つ
い
て
ど
う
い
う
見
遥
し
を
持
っ
て
お
る
か
、

御
質
問
の
オ
ー

、
て
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

支
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
せ
よ
と
い
う
問
題
に
つ
＂

七
月
末
あ
ろ
い
は
八
月
中
句
に
な
ら
な
い
と
は
っ

こ
こ
で
私
が
皆
さ
ん
と
と
も
に
お
喜
び
申
し
、
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
｀
財
源
と
申
し

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

〔
総
務
部
長

存
じ
ま
す
。

（
林
義
男
君
）
登
埴
〕

一g
 
3
 一

あ
る
い
は
三
十
五
年
度
の
収
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て
指
揮
が
で
き
る
と
い
う

う
ち
へ
帰
っ
て
十
分
手
元
の
人
を
使
っ

ま
し
て
、
痰
擦
に
ク
ー
ル
の
ノ
ズ
ル
を
持
っ
て
体
験
を
さ
せ
ま
し
て
、

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

く
る
よ
う
な
措
訟
を
近
く
や

、
、
ま
す
か
、
尖
地
を
見
習
っ
て
ト

、
民
家
す

し

'u

ふ
う
に
諮
密
と

で
は
い
ろ
い
ろ
こ
ん
ご
の
隣
接
地
と
の
問
国
も
考
え
ま
す
の
で

、
こ
の
市
内
の
ほ
う

そ
れ
か
ら
ク
ー
ル
等
を
扱
い
ま
す
の
で

ま
す
C

そ
れ
で
こ
の
作
菜
楊
の
位
慨
の
問
題
を
現
在
考

羞
所
で
そ
う
い
う
作
菜
沿
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
よ
う
に
息
いん
ご
の
作
菜
状
況
、
地
価
の
問
題
等
を
勘
案
い
た
し
ま
し

二
、
三
予
定
地
を
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
一
応
よ
く
こ

邸
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。

、
ろ
箕
料
を
慈
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

て
御
相
談
を
申
し
上
げ
た
い
と
息
r
．
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
様
械
設
侃
等
に
つ
き
ま
し
て
は
い
ろ
し

こ
れ
も
考
慰
い
た
し
た
い
と
臥
っ
て
お
り
ま
ず

な
お
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
の
予
窮
の
間
悶
で
ご
ざ
い
ま
ナ
が
、
当
初
予
i

品
の
宅
諮
に
お
き
ま
し
て
、
追
加
予
鉢
に
お
い
て
そ
の
点
を

考
慮
さ
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
tふ
う
に
申
し
上
げ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
応
建
設
部
の
土
木
費
の
予
箕
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

年
間
を
対
処
し
た
予
荘
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
九
月
期
、
あ
る
い
は
十
二
月
期
ま
で
の
間
に
一

0
0伶
の
支
出
を
行
な
う

こ
と
が
な
い
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
い
ま
ま
で
に
申
し
ま
し
た
旋
設
あ
る
い
は
訓
練
に
要
し
ま
す
喪
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

そ
の
つ
ど
市
会
な
り
ば
設
委
員
の
ぼ
う
に
い
ろ
い
る
御
相
談
印
し
上
げ
ま
し
て
、
既
決
予
葬
で
措
性
を
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
で
、
九

月
に
、
あ
る
い
は
一
応
そ
う
い
う
糾
佃
娘
勢
が
貼
い
ま
し
た
ら
、
九
月
ご
ろ
の
時
期
に
そ
れ
を
総
括
い
た
し
ま
し
て
予
算
を
御
審
誂
願
い
、

そ
の
と
き
に
は
す
で
に
正
常
な
仕
市
が
で
き
う
る
形
で
発
足
す
る
よ
う
な
状
況
に
も
っ
て
い
き
た
い
、
こ
う
い
う
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま

〔
牧
脊
長
（
山
本
平
一

flt)
笠
坑
〕

〇

孜

背

此

（

山

本

箪

一

君

）

お

牲

え

い

た

し

ま

す

。

．

改
育
喪
の
追
加
予
狂
が
大
へ
ん
少
な
い
ん
で
な
い
か
と
い
う
御
烈
問
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
六
月
に
お
き
ま
し
て
は
国
廊
補
助
関
係
を

全
部
入
れ
て
も
ら
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
一
部
末
確
定
の
分
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
こ
の
関
係
は
一
括
し
て
九
月
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
平
紐
に
市
単
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
分
、
自
転
車
匹
場
に
つ
い
て
お
願
い
し
て
お
る
こ
と
で
ご

そ
れ
か
ら
中
学
按
の
紅
婚
の
問
題
に
つ
い
て
御
指
徊
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
お
説
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
た
ち
昨
年

の
十
二
月
に
追
加
と
予
窮
外
義
粉
仇
担
を
お
廂
い
い
た
し
ま
し
た
的
五
千
四
百
万
円
の
工
事
は
、
だ
い
た
い
予
定
と
い
た
し
ま
し
て
は
九

月
初
め
か
ら
使
え
る
と
い
う
予
定
で
こ
ざ
い
ま
し
た
が
、
一
部
大
へ
ん
お
そ
く
な
っ
て
先
月
の
末
に
や
っ
と
使
え
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
、
大
へ
ん
御
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
の
で
、
本
年
度
は
な
る
べ
く
こ
れ
を
早
い
機
会
に
市
の
ほ
う
へ
お
願
い
し
た
い
と

益
伽
そ
れ
か
ら
人
問
の
問
題
笠
為
え
ま
し
て
、

一
応
妓
阜
等
の
、

ま
こ
と
に
け
っ
こ
う
な
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

、
三
名
を
派
造
い
た
し

て
滸
路
舗
装
に
徹
底
を
期
せ
と
い
う

す
で
に
数
年
の
経
験
の
あ
る
市
の
匠
う
に
二

..,..ダ I~

-
c
 

T
 

饂
成
い
た
し
ま
し

い
ろ
御
災
望
な
り
御
窓
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
こ
れ
を
直
営
的
な
斑
を

な
お
、
当
初
予
葬
の
御
特
呼
心
の
と
さ
に
い
ろ

こ
れ
に
対
し
ま
し
て
は
一
応
、

施
設
の

て
協
槻
応
変
に
や
ら
す
と
い
う
考
え
方
を
し
て
お
り
ま
す
。

1, 

ま
し
た
と
こ
ろ
の
修
給
は
市
内
を
数
力
所
に
分
け
た
、

そ
れ
で
新
設
と
並
行
的
に
既
設
の
面
の
補
修
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

ち
も
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
、

本
年
度
の
仕
事
を
や
り
ま
す
業
者
に
適
宜
担
当
者
が
ま
い
り
ま
し
て
補
修
を
命
じ

上
る
か
ど
う
か
と
い
う
使
命
を
制
す
る
よ
う
な
状
況
で
、

た
し
ま
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
段
陪
に
お
き
ま
し
て
は
す
で
に
や
り

一
応
こ
の
九
月
ご
ろ
を
目
途
と
い

し
て
労
務
そ
の
他
の
問
題
が
落
ち
齋
き
ま
す
と
早
急
に
仕
事
に

が
、
こ
の
非
常
の
求
態
が
一
応
お
さ
ま
り
ま

っ
て
こ
の
成
果
が

が
若
干
遅
れ
る
と
思
い
ま
す

に
防
謳
舗
装
は
修
繕
の
い
か
ん
に
よ

き
ま
し
て
御
指
摘
の
よ
う

浩
エ
さ
す
よ
う
に
追
絡
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ

こ
ん
ご
の
維
持
、
修
紐
が
一
蒋
大
寡
な
問
題
で
あ
る
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
私
た

に
予
算
の
五
〇
令
租
度
の
目
標
で
発
注
を
終

c
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

た
ま
た
ま
こ
の
た
び
の
水
害
に
よ
り
ま
し
て
現
湯
の
着
工
． —U~ ^ ・ r v 

一i
r
i
"
"
 



ー`̀
鼻

卜
七
年
度
分
ま
で
に
約
二
千
万
円
の
も
の
を
計
酉
し
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ

な
お
、
こ
の
と
き
に
計
四
い
た
し
ま
し
た
オ
三
期
分
が
、
三
-

り
ま
し
て
笹
川
、
南
方
面
で
急
激
な
社
会

、
本
年
に
入

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
自
然
培
を
中
心
に
計
固
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ

お

廊

い

せ

ん

な

ら

ん

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。

．

一
応
こ
れ
は
計
団
を
多
少
変
夏
し
て

培
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ぷ
た
と
き
に
、
幼
稚
園

ま
す
が
、
こ
の
義
務
教
育
の
語
設
墜
備
の
計
回
を
立
て
ま
ー

次
に
幼
児
数
育
の
う
ち
の
幼
稚
因
の
問
硝
で
ご
ざ
い

と
い
う
方
針
を
立
て
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

の
問
凹
に
つ
き
ま
し
て
は
原
則
と
し
て
新
設
を
や
っ
て
い
か
な
い

ら
み
合
せ
て
幼
児
教
育
の
陥
没
地
帯
に
つ
し
て

ど
も
、
保
育
固
と
の
関
係
を
に

保
脊
関
係
と
こ
れ
は
本
買
的
．
に
は
問
題
は
追
い
ま
す
け
れご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
方
針
を
立
て
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
、
＇
教
育

は
考
廊
し
て
い
こ
う
と
い
う
非
常
に
泊
匝
的
な
方
針
で

秀
以
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
や
や
泊
梃
的
な
態
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
民
生
部
此
（
中
山
英
郎
店
）

保
脊
眉
係
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
の
当
初
予
坑
を
勾
決
訊
い
た
だ
い
た
以
後
、
措
低
す
べ
き
保
育
児
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を

考
え
ま
し
て
、
す
で
に
と
り
ま
し
た
梢
虹
と
い
た
し
注
し
て
け
既
設
の
保
育
所
の
う
ち
、
措
置
す
べ
き
保
育
児
の
多
い
場
所
で
比
較
的
救

い盆
たが
し広
まか
しつ
たた
'̀と
こ．こ
れろ
l i, 1,t 
北 IIll
部 il:
の切
i f1．り
ぅを
で採
ご作

ざす
"‘る
まこ
すと
。しこ
そょ
のつ
低て
｀と‘

らニ
に十
ゎ名
れ和
ゎ皮
れの
は｀培
い員
ろを
し、市

ろ内
福の
祉ワ
事ク
務採
所作
とに

考よ
えっ
まて
しす
てで
‘に
県実
と施
連を

十
名
程
度
の
者
を
屎
下
の
定
員
を
四
日
市
市
へ
も
ら
う

十
月
ご
ろ
に
二

絡
を
と
り
ま
し
て
1
1
小
下
の
ワ
ク
の
採
作
に
よ
っ
て
十
月
下
半
期
、

二
十
名
程
度
の
定
員
を
も
ら
う

と
い
う
下
交
渉
な
固
め
ま
し
て
正
式
に
は
十
月
に
本
年
・
虻
の
下
半
期
に
お
い
て
正
式
に
定
且
を
も
ら
う
、
＇

す
。
そ
う
い
う
ふ
う
な
市
内
の
ワ
ク
内
の
操
作
、
県
内
の
ワ
ク
内
の
採
作
を
も
ち

と
い
う
話
が
だ
い
た
い
内
定
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
―

ま
し
て
逐
次
手
を
打
っ
て
い
き
た
い
、
こ
の
予
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て
は
九
月
の
と
き
に
御
審
議
を
願
う
と
い
う
ふ
う
に
現
在
と
り
迎
び

〇
瓶
架
部
反
（
因
淵
和
己
氾
）
殷
菜
陥
本
法
が
因
会
を
遥
沿
し
た
と
い
う
事
娯
に
立
っ
て
産
業
全
般
に
対
す
る
考
え
方
を
述
べ
ろ
と
い

う
御
双
間
で
ご
ざ
い
ナ
ふ
す
が
、
こ
の
問
題
は
非
愉
に
広
範
な
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
し
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
間
題
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

当
初
予
坑
の
三
月
磁
会
に
お
き
ま
し
て
脳
谷
議
具
さ
ん
及
び
谷
口
議
且
さ
ん
そ
の
他
山
中
談
且
さ
ん
等
か
ら
も
同
じ
よ
う
な
御
質
問
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
に
対
し
て
前
部
長
及
び
市
長
か
ら
本
年
庶
中
に
は
農
業
に
対
す
る
甚
本
的
な
考
え
方
を
打
ち
出
し
て
い
き

た
い
と
い
う
ふ
r
)

に
御
笞
弁
巾
し
上
げ
て
ご
ざ
い
出
し
て
、
そ
の
直
後
に
新
し
く
産
菜
部
長
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
私
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

三
月
訊
会
に
お
け
る
芥
弁
の
、
お
答
え
巾
し
上
げ
ま
し
た
●
万
え
方
に
忠
央
に
従
い
ま
し
て
、
股
粟
払
本
法
が
国
会
を
通
過
し
た
と
い
う
現

央
の
姿
の
上
に
立
っ
て
、
及
び
ど
ん
ど
ん
と
エ
染
化
し
て
い
く
四
日
市
市
の
特
殊
性
に
立
ち
ま
し
て
牒
業
に
対
す
る
基
本
的
な
指
導
方
針

あ
る
い
は
行
政
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
く
べ
き
政
策
邸
に
つ
き
ま
し
て
こ
の
謀
本
格
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
て
、

目
下
、
股
菜
料
＊
法
及
び
国
民
所
得
倍
珀
叶
阿
等
を
伐
眠
に
桧
吋
い
た
し
定
し
て
、
そ
の
線
に
沿
い
ま
し
て
現
在
国
が
打
ち
出
さ
れ
て
お

り
注
す
新
股
村
郎
設
事
菜
あ
る
い
は
股
架
構
辿
改
笞
ポ
粟
等
も
十
分
消
化
い
た
し
ま
し
て
、
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
と
大
企
業
に
よ
る
工
場
化

が
巡
ん
で
ま
い
り
ま
す
し
、
地
元
の
甜
エ
菜
が
仲
張
す
る
中
に
お
い
て

H
菜
及
び
商
菜
部
内
と
テ
ン
ポ
の
合
っ
た
殷
業
を
ど
う
し
て
い
く

か
と
い
う
ふ
う
な
間
閲
に
つ
い
て
劣
え
て
い
き
た
い
と
努
力
を
し
て
い
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
当
初
予
算
に
藤
谷
諾
員
さ
ん
か
ら
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
だ
い
た
い
現
状
の
把
捉
が
十
分
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
そ

う
い
っ
た
秘
本
的
な
間
期
か
ら
十
分
な
検
肘
を
加
え
る
よ
う
な
殷
菜
茄
本
法
的
に
お
い
て
い
わ
れ
て
い
る
十
年
後
の
農
業
は
、
特
に
四
日

〔
脱
菜
部
長
（
囮
補
和
己
社
）
殴
椒
〕

以
上
で
ご
ざ
い
点
す
。

中
で
ご
ざ
い
出
す
。
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保
宥
関
係
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
民
生
部
長
（
中
山
英
郎
社
）
琺
坑
〕

思
っ
て
い
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
。
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い
ま
す
。

、
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と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＼
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
．
｀
ヽ
．

市
市
の
侠
莱
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
き
た
い

-9 

工
業
あ
る
い
は
商
業
の
ダ

と
殷
業
の
従
業
者
の
所
得
格
差
を
縮
め
る
こ
と
で
あ
り
、

農
業
基
本
法
の
精
神
は

H
菜
あ
る
い
は
商
業
の
従
菜
者

う
こ
と
に
、
最
終
的
に
は
尽
含
る
と
思
う
ん
で
あ

皆
さ
ん
と
殷
家
の
皆
さ
ん
と
が
同
じ
所
得
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
．
と
で
あ
る
と
い

、
う
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
殷
業
を
実
施
し
て
い

し
て
く
た
め
に
は
四
日
市
市
の
殷
業
特
に
殷
家
の
経
済
と
し

＞` 

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
に

、
そ
の
辺
を
問

っ
れ
て
お
り
ま
す
い
わ
ゆ
る
都
市
近
郊
朕
業
論
か
ら
出
て
く
る
適
地
適
作
主
義
で
い
い
の
か
ど
う
か

く
べ
き
か
、
従
来
い

i

お
り
ま
す
の
で
、

し
て
、
産
業
部
挙
げ
ま
し
て
甚
本
的
な
問
題
か
ら
調
査
を
始
め
ー
て

図
と
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま

少
な
く
と
も
次
の
禁
会
く
ら
い
に
は
具
体
的
な
事
菜
と
し
て
お
願
い
で
き
る
よ
う
な
か
っ
こ
う
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す

の
で
、

0
坂
上
長
十
郎
君

た
だ
い
ま
オ
ー
点
の
問
凹
に
つ
き
ま
し
て
市
長
か
ら
御
答
弁
が
あ
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
予
算
の
内
容
を

、
ま
す
。
こ
う
い
う
点
に
つ
い
て

、
、
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
見
受
け
る
の
で
ご
ざ
＂

見
ま
す
る
と
、
当
初
予
坑
に
紅
ん
で
も
し
し

っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

、
市
民
の
仕
合
せ
、
市
民
の
納
得
す
る
と
い
う
こ
と
を
土
台
に
し
て
や

で
す
ね
、
予
箕
の
料
成
と
い
う
こ
と
は

ら
ぬ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
ん
ご
大
い
に
御
留
寇
を
願
い
た
い
。
＇

で
ご
ざ
い
ま

よ
う
な
意
欲
の
片
鱗
が
見
え
た
の

、
九
月
議
会
に
は
相
当
出
す

な
お
、
牧
育
土
木
あ
る
い
伐
臨
栗
方
面
を
伺
い
ま
す
る
と

ん
ご
あ
る
か
も
存
じ

も
ち
ろ
ん
こ
の
一
六
日
の
梨
中
荻
雨
の
災
害
も
あ
り
、
ま
た
こ

す

が

、

そ

の

際

に

は

ひ

と

つ

十

分

御

検

討

の

上

、

一

十

ま
た
市
の
財
源
と
の
問
題
も
に
ら
み
合
せ
て
大
い
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
災
杏
と
に
ら
み
合
せ
、

希
望
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
．
財
源
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
る
と
総
務
部
長
か
ら
伺
っ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
昨
年
度
の
問
団
は
了
解
す
る
の

9

て

立に 考せど
てな当えんざ
から初願かい
えな予いらま
たか箕た‘す
問つのいこが
題た蹄のう‘
にの狡でい本
対でのすう年
し＇ご中'°状皮
てざでこ 1L日の
、い漁のは分
三ま菜財よは
月す補源くだ
来゜倣のわい
に油に問かぶ
返栗関題る控
っ梢すでのえ
た ~t る ‘・で目
よの六ひどの
う問千とざよ
に題万ついう
伺に円小まな
つつのさす4'状
て・き皮いが態
おま用 It1J‘ で
るしが・題将こ・た
のて出で来ざ
では＇とご伸い
あ八っざびま
り幡たいるす
ま製のま財゜
す鉄です源も
゜所ごがにち
もかざ‘対ろ
ちらいこしん
ろ本まのてこ
ん市す・際はれ、
このるお•有は
れ負が尋効ほ
は担 ‘ねに人ん
予分そし利の
算あのて用少
外るとおすし
義いききるし
務はにたとか
負県はいいた，
担のあのうっ
で負までこて
ご担りすとお
ざ分問・゜をり
いを題 おま

ま
し
て
、
相
当
の
処
低
が
あ
る
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
る
が
、
そ
の
点
に
お
い
て
あ
の
六
千
万
円
の
財
瀕
と
い
う
も
の
は
ど
う
な
り
ま
す
こ

”戸＇

と
か
、
わ
か
っ
て
お
る
な
ら
ば
ぉ
答
え
を
図
い
た
い
、
こ
う
思
い
ま
す
。
・

磨
、
土
木
行
政
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
、
あ
る
い
は
ほ
か
の
議
員
さ
ん
も
同
椴
で
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
が
、

本
諾
会
に
私
は
出
て
く
る
も
の
だ
ろ
う
と
息
っ
て
い
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
い
ろ
い
ろ
の
関
係
で
九
月
に
延
ば
し
た
、
九
月
に
は
出

す
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
多
少
私
は
不
満
を
持
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
う
い
う
緊
急
を
要
す
る
も

の
は
思
い
切
っ
て
追
路
行
政
と
し
て
や
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
部
長
に
お
願
い
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
次
の
災
害
、
次
に
い

が
な
る
災
杏
が
あ
る
か
は
存
じ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
•
こ
れ
の
み
で
は
い
け
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
す
ぺ
て
勘
案
を
し
て
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

た
だ
、
追
れ
た
こ
と
に
対
し
て
ひ
と
つ
部
長
は
沢
任
を
感
じ
て
、
や
る
と
い
う
意
気
を
持
っ
て
も
ら
い
た
●
こ
と
を
要
望
す
る
の
で
ご
ざ

な
お
、
牧
育
問
題
に
関
し
て
は
教
育
長
の
説
明
に
対
し
て
私
は
了
解
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
ぜ
ひ
で
す
ね
、
中
学
校
教
育
の
宣

一

吸
な
こ
と
は
申
す
ま
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
来
年
度
は
中
学
校
の
生
徒
が
汲
上
の
ビ
ー
ク
に
達
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
よ
く

5

・

ダ

研
究
さ
れ
て
、
九
月
の
訊
会
に
予
罫
を
狸
求
さ
れ
ん
こ
と
を
希
望
し
、
市
長
さ
ん
に
も
こ
の
予
算
を
ぜ
ひ
採
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
れ
｀
一

・:・、 e 」-

い
ま
し
ば
ら
く
御
猶
予
即
い
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

〔
坂
上
鼓
十
郎
君
登
坦
〕

9

、

9
,
l
.
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対
L
て
八
幡
の
ほ
う
か
ら
三
月
末
に
入
っ
て
い
る
と
市
是
さ
ん
か
ら
伺
っ
て
お
る
わ
け
で
す
ね
。
そ
の
利
子
が
六
千
万
円
だ
と
私
は
解
釈

こ
う
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。
漁
架
補
供
の
問
題
は
、
油
業
組
合
に
対
し
て
市
が
補
償
し
た
わ
け
で
す
ね
。

そ
れ
に

0
坂
上
品
十
郎
氾
自
席
か
ら
お
衿
ね
し
ま
す
。

点
ち
よ
っ
と
訊
解
の
な
い
よ
う
に
お
含
み
お
さ
即
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

は
八
岱
が
来
て
税
企
が
入
っ
て
き
た
ら
四

H
市
市
に
出
す
の
で
あ
っ
て
、
漁
業
梱
そ
の
も
の
に
は
何
も
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の

そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
、
ち
よ
っ
と
私
の
聞
き
述
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

肌
か
ら
云
々
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

県
の
ほ
う

市
の
財
政
を
投
助
す
る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

て
、
そ
う
し
て
当
分
の
う
ち
保
布
し
て
お
き
た
い
、

こ
う
い
う
考
え
で
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、

そ
の
金
額
は
そ
れ
に
凡
合
せ
る
よ
う
に
両
立
て
を
い
た
し
ま
し

こ
れ
は
先
般
も
御
説
朋
中
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ま
し
て
、
こ
れ
は
漁
業
補
償
と
い
う
問
題
で
な
く
て
、

四
日
市

ら
柿
供
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
に
ら
み
合
せ
る
の
か
。

（
坂
上
長
十
郎
君
「
さ
よ
う
」

と
呼
ぶ
）

〇
此
（
平
田
佐
矩
氾
）

ち
ょ
っ
と
了
蹄
し
か
ね
る
の
で
す
が
、
予
葬
外
義
務
負
担
を
片
方
で
し
て
お
る
が
、
片
方
で
八
幡
の
ほ
う
か

財
源
と
し
て
お
何
い
し
た
い
わ
け
で
す
。
慈
味
わ
か
り
ま
す
ね
。

あ
れ
は
ど
う
な
っ
て
お
る
か
、
八
幡
の
補
供
と
関
連
し
一
●
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
八
笞
の
補
債
の
問
題
は
予
算
外
義

務
れ
担
の
皿
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
関
辿
し
て
こ
れ
は
つ
い
て
お
る
の
か
、
ど
っ
か
へ
使
わ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
将
来
の

が
ご
ざ
い
ま
す
ね
、

脊
ど
私
は
財
源
間
題
に
つ
き
ま
し
て
●
ろ
い
ろ
伺
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
が
ね
、
将
来
の
市
政
の
上
に
財
源
が
重
要

な
間
阻
だ
と
い
う
こ
と
は
総
務
部
此
も
い
っ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、

そ
れ
で
、
当
初
予
葬
の
際
に
緒
喪
の
中
に
六
千
万
円
と
い
う
補
償
費

0
坂
上
此
十
郎
氾

0
市
長
（
平
田
佐
矩
柑
）

た
だ
い
ま
の
御
匹
間
の
う
ち
八
幡
の
ほ
う
か
ら
補
償
を
も
ら
う
、

〔
市
此
（
平
田
佐
矩
社
）
笠
培
〕

〇
践
長
（
山
本
三
郎
柑
）

〇
談
此
（
山
本
三
郎
社
）

ま
す
。

休
懃
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
会
諾
を
開
き
ま
す
。

密
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

重
要
な
認
識
に
お
立
ち
に
な
っ
て
、

ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
の
八
幡
の
問
題
で
す
ね
。

午
前
十
一
時
十
七
分
再
開

は
よ
い
市
民
を
作
る
上
に
お
い
て
あ
る
い
は
よ
い
宵
少
年
を
作
ろ
上
に
お
い
て
非
常
に
私
は
重
要
な
問
題
だ
と
感
じ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
C

次
に
、
市
長
さ
ん
に
お
尋
ね
し
て
お
答
え
が
な
く
て
、
教
育
長
が
か
わ
っ
て
答
え
ら
れ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
幼
児
教
育
の
問
閻

、
こ
れ
は
義
器
教
育
の
土
台
に
な
る
も
の
だ
と
い
う

に
関
し
ま
し
て
も
、
義
務
教
育
で
な
く
て
多
少
軽
ん
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が

こ
ん
ご
の
予
鉢
潤
成
に
十
分
な
配
慮
を
願
い
た
い
こ
と
を
私
は
希
望
し
て
や
ま
な
い
も
の
で
ご
ざ
い

次
に
、
殷
業
基
本
法
に
対
す
る
と
こ
ろ
の
問
阻
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
部
長
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
説
朋
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

私
の
ひ
と
つ
吸
望
し
た
い
こ
と
は
、
．
殷
家
の
方
｀
々
は
基
本
法
の
内
容
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
方
法
で
耳
に
入
っ
て
お
る
。
こ
れ
に
対
し
て

不
安
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
と
に
殷
家
の
方
は
保
守
的
な
方
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
非
常
に
将
来
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と

に
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
股
業
基
本
法
の
内
容
を
股
家
の
方
々
に
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
P

R
を
し

っ
か
り
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
同
時
に
殷
菜
の
甜
政
策
に
関
し
ま
し
て
は
中
央
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
、
新
農
村
の
建
設
と
か
い
ろ
い
ろ
の
方

法
が
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
う
い
う
間
閻
を
よ
く
統
合
し
て
、
縦
に
平
行
に
や
ら
ず
し
て
、
横
に
う
ま
く
統
合
し
て
殷
村
の
最
も
喜
ば
れ

る
よ
う
な
施
策
を
新
し
い
庇
莱
部
長
と
し
て
ひ
と
つ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
特
に
希
望
し
て
私
の
質
問
を
打
ち
切
る
次
オ
で
ご
ざ
い

午
前
十
時
五
十
五
分
休
憩

こ
こ
で
特
に

-ダ?- ーダ6-



て
あ
く
ま
で
も
支
払
い
を
し
て
そ
れ
は
保
有
し
て
い
っ
て
も

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
漁
業
補
供
は
八
括
の
ほ
う
は
四
日
市
市
に
お
い

ら
う
ん
だ
、
四
日
市
市
で
保
有
し
て
い
っ
て
も
ら
う
ん
だ
。
そ
れ
と
は
関
係
な
く
四
日
市
市
の
財
政
に
悪
影
響
を
与
え
ち
ゃ
い
か
な
い
か

ら
、
該
当
す
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
を
四
日
市
市
に
財
政
援
助
を
す
る
。
従
い
ま
し
て
四
日
市
市
の
取
り
扱
い
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
い
ま

ま
で
と
少
し
も
変
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
予
紅
外
義
務
負
担
と
し
て
漁
菜
組
合
に
対
し
て
補
依
し
て
い
く
こ
と
は
い
ま
ま
で
ど
お
り
で
ご
ざ

0
坂
上
長
十
郎
君

そ
う
し
ま
す
る
と
ね
、
昨
年
度
の
二
回
に
わ
た
っ
て
市
が
漁
業
の
補
供
を
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
利
子
負
｀

い
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君

担
は
ず
っ
と
そ
の
ま
ま
あ
れ
が
生
き
て
い
く
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
ね
。

が
、
実
質
的
に
片
方
の
ほ
う
で
財
政
援
助
を
受
け
ま
す
か
ら
、

0
市
品
（
平
田
佐
短
君
）
哭
買
的
に
は
利
子
負
担
も
何
も
●
ざ
い
ま
せ
ん

支
払
い
の
日
に
、
発
生
し
た
日
に
片
方
か
ら
援
助
を
受
け
ま
す
か
ら
実
質
的
に
は
何
も
必
要
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
き
よ
う
ま
で
経
過
し
て
お

り
ま
す
か
ら
何
も
影
響
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
に
該
当
す
る
も
の
を
受
け
取
っ
て
お

る
分
に
対
し
ま
し
て
は
一
皿
一
毛
の
相
述
も
な
く

し
て
は
そ
の
義
務
『

と
こ
ろ
の
普
遥
漁
業
組
合
と
の
契
約
に
つ
き
ま

た
だ
し
か
し
な
が
ら
最
初
に
議
会
に
お
き
ま
し
て
御
決
議
屈
っ
て
お
る

い
る
。
そ
の
場
合
に
お
き
ま
し
て
県
は
八
幡
が

乳
わ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
県
の
問
題
と
は
関
係
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
市
が
負
っ
て

、
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
漁
業
組

や
っ
て
き
て
税
金
が
お
れ
の
ほ
う
へ
入
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
四
日
市
市
に
補
供
す
る
、
こ
う
し

合
に
は
何
も
関
係
ご
ざ
い
ま
廿
ん
●

だ
い
た
い
私
は
市
長
の
説
閉
に
お
い
て
よ
く
わ
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
将
来
に
こ
の
問
題
が
財
源
的
に
起
っ

て
き
た
と
き
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
と
質
間
を
し
た
り
意
見
を
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
、
き
よ
う
は
さ
し
控
え
て
お
き
ま
す
。

浜
田
議
且
゜

oiii品
（
山
本
三
郎

it)

．
〔
浜
田
弥
平
打
狂
培
〕

〇
浜
田
弥
平
氾
前
川
議
且
と
た
だ
い
ま
坂
上
餓
且
か
ら
の
烈
間
に
対
し
て
、
当
初
予
算
審
議
当
時
建
設
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
大
へ
ん
沢
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
前
川
誤
員
に
申
し
出
を
い
た
し
ま
し
て
質
問
順
位
を
変

っ
て
い
た
だ
い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
坂
上
議
且
か
ら
、
当
時
錦
議
員
の
質
問
に
対
し
て
云
々
と
い
う
こ
と
ば
が
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
私
は
当
時
市
此
と
委
且
会
を
遥
じ
ま
し
て
約
束
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
錦
議
貝
だ
け
で
な
く
い
た
し
ま
し
て
、
全
般

議
易
に
お
見
え
に
な
り
ま
す
同
椋
に
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
申
し
わ
け
な
く
考
え
て
お
り
ま
す
。
か
よ
う
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
も

う
こ
と
ば
短
か
く
市
長
さ
ん
は
、
私
は
こ
う
い
う
大
へ
ん
、
こ
う
皮
肉
に
お
聞
こ
え
に
な
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
六
月
と
七
月
、
こ

ら
ま
あ
六
月
予
算
、
年
に
四
回
こ
そ
な
い
定
例
本
会
紐
を
通
じ
て
私
は
三
月
予
葬
に
市
長
に
要
請
を
申
し
上
げ
、
委
員
会
の
席
上
で
そ
の

御
答
弁
を
え
ま
し
た
の
で
、
述
設
委
ハ
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
予
葬
の
組
み
か
え
を
や
ら
ず
に
提
案
ど
お
り
に
承
認
し
た
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
し
て
大
へ
ん
大
き
な
条
件
の
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
委
且
会
等
の
糀
事
録
を
お
調
ぺ
に
な
れ
ば
わ
か
る
ご
と
く
、
私
ど
も
は
予
算
の

組
み
か
え
を
や
ら
な
け
れ
ば
当
初
予
坑
は
閲
め
ら
れ
な
い
と
い
う
線
ま
で
、
と
に
か
く
三
日
間
、
あ
る
日
に
は
晩
の
十
一
・
時
半
ま
で
も
審

議
を
い
た
し
ま
し
て
か
よ
う
な
結
論
を
出
し
て
、
当
時
の
委
員
此
と
い
た
し
ま
し
て
皆
さ
ん
に
報
告
を
申
し
上
げ
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
市
兵
さ
ん
に
、
こ
の
六
月
議
会
を
私
は
一
悉
近
い
横
会
と
考
え
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
も
う
水
害
等
の
関
係
も
あ
り
ま
し

一

て
七
月
に
な
っ
て
ま
い
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
木
議
会
の
名
称
を
私
ど
も
は
六
月
定
例
会
と
称
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
六
月
、
七
月
と

“lt 

し
と
思
い
ま
す
、
六
月
と
七
月
が
ど
ち
ら
が
先
に
来
る
の
か
、
ク

九
月
の
月
と
ど
ち
ら
が
早
い
の
か
、
こ
れ
だ
け
簡
単
に
御
答
弁
を
願
い
た
、

こ
れ
だ
け
を
市
長
さ
ん
か
ら
御
符
弁
を
願
え
れ
ば
、
私
は
訣
員
蹄
公
は
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
、
か
よ
う
に
考
え
ま
す
。

(t

す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
、

円
は
こ
の
ま
ま
予
箕
が
生
き
て
い
く
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
御
答
弁
と
見
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
ど
う
か
、

く
だ
さ
い
。

ち
よ
っ
と
そ
こ
を
は
っ
き
り
し
て

い
ま
市
長
さ
ん
の
説
明
で
は
八
幡
か
ら
来
た
金
は
別
途
市
が
保
有
し
て
お
る
。
従
っ
て
こ
の
六
千
万

ーダg-



こ
れ
は
坂
上
談
且
か
ら
盛
ん
に
こ
の
こ
と
を
お
取
り
上
げ
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
当
時
市
長
に
私
ど
も
は
十
名
の
委
員
会
を
通
じ
て
委
員
一.
O
 

会
の
構
成
を
通
じ
て
市
長
に
お
願
い
を
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
簡
単
に
、
六
月
、
七
月
と
九
月
と
ど
ち
ら
が
早
い
の
か
、
こ
れ
だ
け
を
お

S

聞
か
せ
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

磨
、
せ
っ
か
く
の
年
に
四
回
こ
そ
な
い
定
例
本
会
議
で
ご
ざ
・
ま
す
の
で
、
や
や
政
姶
的
に
私
は
深
入
り
を
申
し
上
げ
る
質
問
を
申

し
上
げ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
市
是
さ
ん
並
び
に
誂
事
を
お
取
り
扱
い
に
な
り
ま
す
議
長
に
あ
ら
か
じ
め
お
わ
ぴ
を
申
し
上

ま
あ
こ
の
予
紅
を
仕
組
ま
れ
る
当
時
に
は
余
裕
も
な
か
っ
た
。
集
中
荻
雨
が
提
案
を
な
さ
る
時
期
に
ま
い
っ
て
、
し
か
も
私
ど
も
二
斑

・
ヽ
｀
こ
の
祝
察
の
結
果
、
一
番
手
近
い
隣
り
、
市
内
の
中
心
を
流

に
分
れ
て
早
急
に
市
内
の
災
宙
個
所
を
視
察
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
カ

れ
て
お
り
ま
す
三
滝
川
ー
つ
を
見
ま
し
て
も
十
三
の
橋
が
、
こ
ら
ま
あ
県
追
で
あ
ろ
う
と
市
道
橋
で
あ
ろ
う
と
、
四
日
市
市
内
に
か
か
っ

て
お
る
橋
が
十
三
流
れ
て
お
る
こ
と
が
現
央
の
姿
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
流
れ
た
橋
が
ほ
と
ん
ど
全
部
木
橋
で
あ
り
ま
す
。
•
そ
れ
で
、

か
ら
漁
菜
補
償
の
間
図
を
盛
ん
に
問
い
つ
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
点
は
私
は
市
長
さ
ん
が
大
へ
ん
八
幡
に
対
し
て
、

先
ほ
ど
坂
上
磁
且

当
初
予
狂
の
と
き
に
も
私
は
中
し
上
げ
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
大
へ
ん
努
力
を
な
す
っ
て
四
日
市
市
の
市
民
に
一
銭
の
負
担
も
か

け
ず
に
八
侶
の
巡
出
を
見
た
、
こ
れ
は
市
長
の
努
力
で
あ
り
、
あ
る
い
は
側
面
わ
れ
わ
れ
の
代
表
の
餞
長
が
こ
れ
に
協
力
を
な
す
っ
た
た

ま
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
初
予
年
の
と
き
に
も
こ
の
六
千
万
円
の
利
子
が
も
う
い
ら
な
く
な
・
っ
た
の
で
、
次
、
予
算
の
組
み
か
え
を
．
ど
の
よ
う
に
な

さ
る
の
で
す
か
と
い
う
質
問
を
私
が
巾
し
上
げ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
計
画
的
に
利
子
補
給
と
申
し
ま
す
か
、
出
さ
れ

与
狂
の
内
容
で
こ
ざ
い
ま
し
た
の
で
事
史
は
現
在
ま
で
三
似
円
八
幡
か
ら
い
た
だ
い
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
も
し
こ
れ
が

市
長
が
、
あ
る
い
は
市
長
だ
け
で
な
く
し
て
、
私
ど
も
四
十
名
の
謡
且
が
市
長
の
捉
案
に
対
し
て
も
ろ
手
を
挙
げ
て
贅
成
を
し
た
工
場
誘

致
で
あ
っ
た
と
私
は
記
憶
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
大
梵
成
を
や
っ
た
オ
ー
人
者
で
あ
っ
た
、
そ
の
私
は
一
人
で
あ
っ
た
と
自
分
も

記
憶
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
災
也
に
、
先
回
の
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
こ
の
程
度
の
損
害
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
像
の
損

宙
を
建
設
部
か
ら
お
問
か
せ
願
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
此
さ
ん
、
大
へ
ん
御
努
力
を
な
す
っ
て
、
最
近
学
校
建
設
に
い
た
し
ま

し
て
も
あ
る
い
は
そ
の
他
の
雄
設
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
次
か
ら
次
へ
と
永
久
的
な
も
の
を
お
考
え
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
余
談
を
申
し

上
げ
て
巾
し
わ
け
あ
り
ま
せ
ん
が
、
予
狂
が
相
関
述
い
た
し
ま
せ
ん
と
、
か
よ
う
な
私
ど
も
が
要
求
を
申
し
上
げ
て
も
な
か
な
か
容
易
に

市
品
は
答
え
ら
れ
な
い
の
で
な
い
か
と
考
え
ま
す
の
で
、
八
倍
の
今
日
ま
で
出
さ
れ
た
三
億
円
と
い
う
財
源
の
引
き
当
て
に
持
ち
出
し
て

お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ま
市
内
で
二
十
何
力
所
流
れ
た
市
逍
橋
、
こ
の
橋
だ
け
で
も
、
せ
め
て
こ
の
災
害
を
通
じ
て
市
長
は
永

久
柄
に
、
将
来
い
か
な
る
災
柑
が
起
っ
て
も
市
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
と
い
う
よ
う
な
基
本
線
を
お
持
ち
で
あ
る
か
な
い
か
、
こ
の
点
を

ひ
と
つ
私
が
、
昭
和
二
十
六
年
に
議
会
に
出
て
ま
い
り
ま
し
た
後
、
野
田
橋
ー
つ
取
り
上
げ
て
み
ま
し
て
も
、
昭
和
二
十
七
年
に
一
回
流

れ
て
お
る
。
二
十
八
年
の
災
掛
で
ま
た
流
れ
て
お
る
。
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
お
い
て
も
全
部
す
っ
き
り
流
れ
て
お
る
。
こ
の
た
び

で
四
回
目
な
ん
で
す
。
四
回
の
予
坑
を
一
応
合
鉢
い
た
し
ま
す
と
、
あ
の
揉
は
最
初
人
が
遥
れ
る
橋
と
い
う
約
束
で
あ
り
ま
し
た
が
、
．
徐

徐
に
大
き
く
な
り
ま
し
て
、
三
十
四
年
庇
に
は
オ
ー
ト
三
綸
く
ら
い
通
れ
る
橋
に
か
け
か
え
を
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
こ

の
た
び
流
れ
て
し
ま
っ
て
、
先
回
の
説
朋
に
よ
り
ま
す
と
既
坑
、
復
旧
我
が
三
百
万
円
く
ら
い
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
を
合
せ
ま
す
と
、
今
日
ま
で
か
け
て
ば
流
れ
か
け
て
は
流
れ
、
約
1

千
百
五
十
万
円
く
ら
い
の
、
小
さ
な
野
田
橋

‘
一
橋
で
す
ら
負
担
を
し
て
さ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
か
ら
考
え
合
せ
ま
す
と
、
ぜ
ひ
ひ
と
つ
市
長
さ
ん
は
最
近
私
が
よ
く
悪

口
の
意
味
で
去
現
を
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
新
し
く
合
併
さ
れ
た
地
域
に
対
し
て
も
、
学
校
建
設
が
起
り
ま
す
な
ら
ば
、
山
の
谷

合
の
た
ん
ぽ
を
埋
め
立
て
て
り
っ
ば
な
鉄
筋

n
ッ
ク
リ
ー
ト
を
お
立
て
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
か
よ
う
な
意
欲
に
燃
え
て
お
り
ま
す

が
市
北
は
も
う
い
ま
の
状
況
、
三
施
川
一
本
を
見
ま
し
て
も
新
し
い
合
併
地
域
の
あ
る
い
は
川
島
や
神
前
や
県
や
保
母
、
も
し
四
日
市
の
市

げ
て
質
問
に
移
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

-=-SI-



内
へ
出
て
く
る
に
つ
き
ま
し
て
も
水
逝
橋
の
上
く
ら
い
通
過
し
な
い
と
比
較
的
近
い
コ
ー
ス
で
出
て
こ
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
状
態
、
特
に

三
浣
川
は
四
日
市
橋
、
新
し
い
国
逍
一
号
線
の
四
日
市
橋
と
、
古
く
か
ら
か
か
っ
て
お
る
橋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
幸
い
永
久
橋
で
あ
り
ま

で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
他
の
地
域
の
方
々
に
は
大
へ

す
三
滝
橋
と
あ
の
近
く
接
近
し
た
と
こ
ろ
で
橘
が
一
橋
残
っ
て
お
る
に
す
ぎ
な
い
の

り
ま
す
。
こ
れ
が
も
し
こ
の
た
び
の
災
害
を
契
機
に
四
日
市
市
の
現
状
で
あ
れ
ば
、
先
ほ

ん
な
御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お
る
と
考
え
て
お

一
似
く
ら
い
の
繰
越
金
が
余
っ
て
お
る
。
こ
の
予
葬
に
一
億
円
使
っ
た
か
ら
ま
だ
一
俯
余

ど
総
務
部
品
の
予
紅
の
昭
和
三
十
五
年
股
に
も
一

っ
て
お
る
と
い
う
表
現
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
も
ど
の
よ
う
な
伸
び
を
示
し
ま
す
の
か
、
ま
だ
七
月
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
は
お
母
わ
す
る
の
も
ち
よ
っ
と
や
ぽ
な
質
問
か
と
考
え
ま
す
が
、
こ
れ
ら
と
、
あ
る
い
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
八

笞
が
も
し
四
日
市
市
に
来
て
く
れ
な
い
場
合
に
は
六
億
一
千
万
円
の
う
ち
三
低
円
だ
け
は
も
う
出
し
て
あ
っ
た
金
な
ん
で
す
。
こ
れ
が
来

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
わ
れ
わ
れ
市
長
も
る
と
も
心
中
を
し
て
で
も
市
民
に
申
し
わ
け
を
し
て
、
あ
と
に
続
く
人
が
こ
の
三
億
円
の
借
金
を

か
と
私
、
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
等
を
―
つ
の
記

返
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
も
惹
起
し
た
の
で
は
な
い

念
財
毅
に
さ
れ
て
、
市
長
は
貼
逍
橋
か
、
い
ま
す
ぐ
に
県
に
向
っ
て
、
せ
め
て
、
四
日
市
市
が
こ
れ
だ
け
の
額
を
負
担
す
る
か
ら
永
久
橋

す
と
、
県
橋

に
し
て
く
れ
と
い
う
こ
と
は
成
り
立
た
な
い
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
災
由
前
の
原
形
に
復
帰
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

は
大
へ
ん
こ
の
点
む
ず
か
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
市
追
橋
に
限
っ
て
は
ぜ
ひ
ひ
と
つ
市
民
に
、

い
か
な
る
災
害
を
受
け
て

も
将
来
こ
の
よ
う
な
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
な
、
金
さ
え
か
け
れ
ば
で
き
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
等
の
お
考
え
い
か
ん
。

す
の
で
、
最
近
市
長
、

•
も
う
ひ
と
つ
つ
け
加
え
ま
す
と
、
皿
捩
な
県
泊
と
い
え
ど
も
四
日
市
市
民
が
中
心
に
述
っ
て
お
る
橋
で
ご
ざ
い
ま

さ
ん
ば
政
治
的
に
県
庁
を
四
日
市
市
へ
持
っ
て
き
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
四
日
市
市
は
五
低
や
七
低
の
負
担
を
し
て
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
あ
こ
れ
ら
等
に
つ
き
ま

と
い
う
よ
う
な
政
治
的
な
お
考
え
も
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
新
聞
報
道
で
知
っ
て
お
る

し
て
は
、
私
ど
も
は
た
し
か
に
市
品
の
お
劣
え
は
け
っ
こ
う
と
恩
い
ま
す
。
し
か
し
私
ど
も
に
相
談
を
な
す
っ
た
上
の
発
言
で
あ
り
ま
せ
・

ん
の
で
、
や
や
談
員
の
一
人
と
し
て
市
長
の
お
考
え
方
は
｀
議
会
に
相
談
を
な
す
っ
て
か
ら
御
発
言
な
す
っ
た
ほ
う
が
い
ち
ば
ん
穏
当
で

は
な
い
か
と
い
う
考
え
を
持
つ
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
大
へ
ん
忠
告
が
ま
し
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
話
の
つ
い
で
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
か
よ
う
な
点
に
つ
き
出
し
て
は
、
や
や
も
い
た
し
ま
す
と
議
会
軽
視
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
こ
の
た

び
の
災
也
に
つ
き
出
し
て
こ
の
市
此
発
行
を
私
は
偶
然
に
と
ら
え
ら
れ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
庁
を
四
日
市
市
に
持
っ
て
き
た
つ

も
り
で
県
逍
橋
に
対
し
て
も
、
県
庁
は
県
会
で
議
決
を
さ
れ
て
、
土
地
も
只
収
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
．
私
ど
も
が
二
十
億
出
し
て
や
る

か
ら
四
日
市
へ
来
い
と
い
っ
て
も
私
は
来
れ
な
い
状
態
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
で
す
ね
、
市
長
さ
ん
が
か
よ
う

な
斌
汎
で
、
四

n市
市
、
私
ど
も
訊
会
に
相
談
な
さ
ら
ず
と
も
五
低
や
七
似
出
せ
る
と
い
う
御
自
信
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
た
ぴ
の
災

告
に
ひ
と
つ
こ
れ
を
私
は
利
川
し
て
い
た
だ
さ
た
い
、
決
し
て
、
そ
の
木
橋
を
原
形
に
復
旧
を
し
ま
す
と
い
っ
た
っ
て
市
は
、
こ
れ
こ
そ

私
は
こ
こ
で
於
成
沢
説
や
っ
て
い
く
ん
で
す
か
ら
、
四
日
市
市
民
は
決
し
て
反
対
し
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
県
庁
を
四
日
市
市
へ
誘
致

す
る
た
め
に
五
位
円
を
お
川
し
に
な
っ
た
と
恩
っ
て
、
こ
の
た
び
の
災
甜
を
至
る
す
み
ず
み
ま
で
市
民
に
向
っ
て
、
県
庁
は
来
な
か
っ
た

が
こ
の
身
が
わ
り
に
市
民
に
こ
れ
だ
け
の
投
只
を
中
し
上
げ
ま
す
と
い
う
市
品
の
一
つ
の
大
き
な
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た

い
。
こ
れ
は
ア
ド
パ
ル
ー
ン
だ
け
で
な
く
し
て
、
広
告
宜
伝
だ
け
で
な
く
し
て
、
央
際
の
市
民
が
使
え
る
考
え
方
に
お
立
ち
に
な
っ
て
、

こ
の
災
柑
の
復
旧
、
将
来
に
府
っ
て
先
ほ
ど
、
も
う
一
皿
繰
り
返
し
て
中
し
上
げ
ま
す
。
昭
和
二
十
七
年
、
二
十
八
年
、
三
十
四
年
、
三

十
六
年
と
野
田
橋
ー
つ
を
と
ら
え
て
も
四
皿
流
れ
て
し
ま
っ
て
お
る
。
こ
の
予
荘
を
一
挙
に
ま
と
め
ま
す
と
永
久
橋
が
で
き
て
お
る
わ
け

で
す
。
あ
の
橋
は
ト
ラ
ッ
ク
を
涌
せ
る
永
久
橋
が
で
き
る
と
息
い
ま
す
、
あ
の
川
巾
で
あ
れ
ば
。
も
う
千
二
百
五
十
万
に
近
い
金
を
橋
が

流
れ
る
た
び
に
市
民
の
税
金
を
つ
ざ
込
ん
で
お
る
。
市
及
も
、
い
ま
ま
で
お
考
え
は
、
私
は
も
う
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
も
ろ
手
を
挙
げ
て
賛

成
し
て
お
る
。
大
へ
ん
市
民
の
先
瑞
を
行
か
れ
る
市
仕
の
考
え
に
対
し
ま
し
て
は
私
は
究
成
を
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
ん
せ
ん

県
庁
間
皿
は
県
会
が
議
決
を
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
は
市
品
さ
ん
に
つ
い
て
い
く
わ
け
に
い
か
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
幸
い

-33•一
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、
市
長
の
お
先
棒
を
か
つ
い
で
県
庁
を
四
日
市
市
の
誘
致
し
た
誘
致
費
を
出
し
た
と
お
思
い
に
な
っ
て

こ
の
災
害
を
利
用
い
た
し
ま
し
て

市
民
に
向
っ
て
、
せ
め
て
橋
で
も
、
将
来
い
か
な
る
災
害
が
起
っ
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
は
県
の
橋
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は

ー
ビ
ス
精
神
を
、
か
よ
う
申
し
上
げ
る
の
も
、

市
が
こ
れ
こ
れ
こ
れ
の
金
を
出
し
た
か
ら
永
久
橋
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う
市
民
に
対
し
て
サ

当
初
予
葬
、
市
政
方
針
の
中
で
、
市
長
さ
ん
は
や
や
も
す
る
と
内
政
に
不
干
渉
で
は
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
よ
う
け
れ
ど
も
「
内
に
目

を
転
じ
て
」
と
い
う
•
こ
と
ば
を
い
ま
な
お
記
位
を
新
た
に
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
等
の
考
え
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
長
く

て
も
う
四
日
市
市
内
の

し
に
な
り
ま
す
の
で
、
吐
ひ
ひ
と
つ
市
長
さ
ん
の
今
次
の
災
害
に
対

L

と
り
ま
し
て
も
、
私
の
放
説
が
長
い
ば
か

橋
と
い
う
橋
は
全
部
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
ま
た
木
橋
を
か
け
た
ら
で
す
よ
、
あ
の
程
度
の
集
中
薮
雨
は
時
お
り
あ
る

ま
た
こ
ん
ど
の
こ
の
集
中
薮
雨
等
は
大
台
ヶ
原
あ
た
り
行
け
ば
し
よ
っ
ち
ゅ
う
あ
る
。
そ
の
雨

と
恩
う
ん
で
す
。
伊
勢
荷
台
風
が
あ
り
、

、
っ
こ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
は
市
民
の
生
命
、
生
活
を
守
る
l

つ
の
橋

r

ぅ
カ

つ

＇し

で
四
日
市
市
で
は
全
部
橋
が
流
れ
て
し
ま
た
と

す
が
、
こ
の
財
源
を
あ

な
り
ま

と
し
て
、
こ
の
災
料
を
契
扱
に
市
品
は
ど
の
よ
う
な
お
考
え
か
。
私
は
誘
避
訊
問
を
申
し
上
げ
た
よ
う
に

て
馬
に
し
な
い
と
市
長
に
考
え
よ
と
い
っ
て
も
無
理
な
ん
で
す
。
無
理
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
は
か
よ
う
な
財
源
を
と
ら
え
て
、
ひ
と

つ
市
長
に
こ
の
股
の
う
ち
を
聞
き
た
い
。
そ
う
し
な
い
と
次
に
か
け
ら
れ
る
仮
橋
で
す
が
、
か
り
に
か
け
た
こ
れ
が
永
久
橋
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
、
次
の
災
宙
に
な
る
と
避
雌
し
よ
う
と
思
っ
て
も
橋
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
う
数
回
、
私
ど
も
が
議
会
に
出
て
か
ら
、

―
つ
の
橋
を
と
ら
え
て
も
三
回
、
四
回
と
流
れ
て
お
る
橋
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
も
う
こ
こ
ら
あ
た
り
で
四
日
市
市
は
い
ま
昭
和
三
十
五

年
度
の
予
年
の
結
末
を
見
ま
し
て
も
、
総
茄
部
長
が
い
わ
れ
た
よ
う
に
こ
の
予
算
に
一
億
円
計
上
さ
れ
て
も
ま
だ
一
低
円
黒
字
が
残
っ
て

こ
こ
ら
あ
た
し
の
市
長
の
実
際
内
に
目
を
向
け
ら
れ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
さ
れ
よ
う
と
す
る

お
る
と
い
う
衷
現
な
ん
で
す
。

茄
本
を
お
持
ち
な
ん
か
、
以
上
、
誘
浮
訊
間
を
含
め
て
お
母
ね
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
こ
れ
は
大
へ
ん
む
ず
か
し
い
間
悶
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
私
、
本
日
こ
の
質
間
は
控
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

大のて
へ IIf お
ん会っ
質謀た
li!] 且わ
以でけ
上ごで
にざご
、し、ざ

近まい
りすま
越のす
しでが-c 、、
お他ま
る人あ
かさ年
もんに
わか四
から回
りいこ
まろそ
せいな
んろい
がの本
‘こ会
筒と議
単をで
に耳ご
おにざ―

尋いい
ねたま
をしす
しまの
たすで-
し、と←、
。ぁゃ
収まや
入りも
役おい
さもた
んしし
がろま
収くす
入あ．と

役り私
さまど
ん、せ｀も

のん四
任の日
務て市
を‘市

ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
る
か
、
こ
の
点
ひ
と
つ
お
尋
ね
し
た
い
。

こ
れ
は
政
近
、
私
の
耳
に
し
た
例
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
此
さ
ん
も
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
お
使
い
に
な
っ
て
お
る
か
。

こ
れ
は
私
ち
よ
っ
と
市
長
さ
ん
の
考
え
も
含
め
て
開
か
な
い
と
私
の
四
間
は
ぽ
け
て
し
ま
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
か
り
に
市
長
さ
ん

が
県
会
議
且
の
方
々
と
お
会
い
に
な
る
。
そ
う
し
て
政
治
折
箭
を
な
す
っ
て
お
る
中
に
収
入
役
さ
ん
も
介
在
さ
れ
て
口
を
お
き
き
に
な
る

と
い
う
こ
と
を
お
開
き
す
る
わ
け
で
ど
ざ
い
咤
す
が
、
私
、
不
勉
強
で
あ
り
ま
す
の
で
、
け
さ
か
ら
三
十
分
前
に
談
場
に
入
っ
て
地
方
自

治
法
を
一
応
め
く
っ
て
糾
在
を
し
て
み
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
読
ん
だ
範
囲
で
は
ち
ょ
っ
と
い
ろ
い
ろ
の
面
で
こ
れ
は
ま
あ
出

ら
れ
る
こ
と
が
戦
紐
の
た
め
か
あ
る
い
は
不
利
に
な
る
こ
と
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
昨
年
あ
た
し
新
開
に
帯
か
れ
て
若
干
市
民
か
ら
不
安

の
念
を
持
た
れ
て
、
私
ど
も
市
戚
且
組
合
と
団
体
交
渉
の
局
に
も
出
ら
れ
る
と
か
、
小
さ
い
新
開
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
見
た
こ
と
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
政
務
梱
限
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
臨
み
に
な
っ
て
お
る
か
。
私
ど
も
の
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
三
権
分
立

で
金
扉
の
番
を
公
正
に
し
て
も
ら
っ
て
お
れ
ば
一
悉
職
衰
も
全
う
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
治
的
に
市
長
代
理
で
よ
そ
に
出
張
し
て
い

た
だ
＜
椛
限
す
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
C

今
日
ま
で
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
他
人
さ
ん
か
ら
、
四
日
市
市
選
出
の
県
会
議
員
さ
ん
あ

た
し
か
ら
あ
ら
、
か
ん
ば
し
く
な
い
や
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
問
き
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
職
務
権
限
に
つ
き
ま
し
て
ど
の
よ
う

に
お
考
え
に
な
っ
て
お
る
か
｀
収
入
役
に
仰
匹
間
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
取
ね
て
、
市
此
さ
ん
、
こ
ら
ま
あ
皮
肉
で
申
し
上
げ
て
お
る
わ
け
じ
ゃ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

紐
箸
も
多
い
の
で
、
私
は
大
へ
ん
ひ
ね
く
れ
た
践
且
の
よ
う
に
開
か
れ
る
と
、
大
き
な
体
で
片
股
痛
い
の
で
、
当
初
予
算
に
お
約
束
を

-sダー



、
ま
す
の
で
、
こ
ら
も
う
こ
の
議
会
議
員
さ
ん
か
ら
当
初
予

特
に

申
し
上
げ
ま
し
た
一
番
、
市
諮
会
と
私
ど
も
は
約
束
し
た
わ
け
で
ご
ざ
"

あ
た
し
の
集
中
質
問
に
対
し
て

狂
滞
誤
に
委
杜
長
が
不
行
き
屈
き
な
答
弁
を
申
し
上
げ
て
、
幸
い
各
諮
員
さ
ん
か
ら
質
問
、
錦
議
員
さ
ん

御
了
解
を
え
た
つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、
一
番
、
市
長
さ
ん
の
お
考
え
に
な
っ
て
お
る
の
は
、
六
月
よ
り
九
月
の
ほ
う
が
早
か
っ
た
の

、
こ
れ
は
私
だ
け
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
先
に

か
、
こ
れ
は
大
へ
ん
む
ず
か
し
い
質
問
を
申
し
上
げ
て
お
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
要
仮
よ
く

の
で
、
私
は
譲
員
に
向
っ
て
、
四
十
名
の
諾
員
に
向

ぉ
玲
ね
に
な
り
ま
し
た
坂
上
議
且
か
ら
も
こ
れ
に
関
連
し
た
質
問
が
出
て
お
り
ま
す
、

っ

き

り

と

う

こ

と

で

議

会

に

も

御

了

解

を

え

て

お

り

ま

す

の

で

、

六

月

、

市
長
に
約
束
し
た
、
近
い
機
会
と
い

っ
て
委
且
長
救
告
の
中
で
は

り
や
す
く
御
答
弁
を
願
い
た
い
、
こ
れ
だ
け

七
月
よ
り
九
月
の
ほ
う
が
先
な
の
か
、
節
単
に
四
ね
て
こ
れ
だ
け
を
ひ
と
つ
私
ど
も
に
わ
か

を
御
質
間
巾
し
上
げ
ま
す
。

〔
市
品
（
平
田
佐
矩
射
）
笠
既
〕

0
市
品
（
平
田
佐
矩
射
）

お
答
え
巾
し
上
げ
ま
す
c

、
て
直
ち
に
こ
れ
を
や

し
て
非
帖
な
御
熱
意
を
も
っ
て
追
路
の
補
修
政
策
に
つ
し

逆
路
政
策
に
つ
き
ま
し
て
当
時
、
委
且
会
に
お
か
れ
ま

い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上

る
べ
し
、
こ
う
い
う
御
衣
見
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
私
は
故
も
近
い
懐
会
に
こ
れ
を
や
ら
し
て

、
と
思
っ
て
、
今
回
そ
れ
を
実
行
す
べ
く

げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
当
時
、
私
は
で
き
れ
ば
直
ち
に
や
り
た
し

係
の
オ
を
招
梨
い
た
し
立
し
て
十
分
囮
在
い
た
し
ま
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
ま
た
先
般
、
私
も
こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道

ま
し
た
も
」
ろ
、
幸
い
東
梅
市
長
会
践
が
ご
ざ
い
ま
し
て
岐
阜
へ
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

路
の
や
り
方
に
つ
い
て
幾
分
の
懸
念
が
こ
ざ
い

と
き
に
紋
阜
の
市
此
さ
ん
が
自
ら
陣
班
に
立
た
れ
て
、
そ
う
し
て
岐
阜
市
の
道
路
政
策
に
つ
い
て
一
々
御
熱
心
に
御
説
明
を
賜
わ
り
ま
し

た
だ
さ
ま
し
た
。
作
架
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
ま
し
て
勘
案
い
た
し
ま
し
た
る
と
こ
ろ
、
＇
ど
う
も
岐

て
現
拐
を
見
せ
て
い

従

り
忠
す
る
四
日
市
市
の
使
用
状
態
と
は
よ
ほ
ど
趣
き
を
私
は
異
に
し
て
お
る

阜
節
の
逍
路
の
使
用
状
態
と
、
非
営
な
活
罪
を
じ
て
お

い
ま
し
て
そ
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
も
、
物
氷
を
う
の
み
に
す
る
の
で
な
く
し
て
、
よ
ほ
ど
注
意
を
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
劣
え
を
も
ち
ま
し
て
、
関
係
係
の
祈
と
熟
忍
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
は
お
約
束
も
し
て
あ
る
ん
だ
か
ら
ぜ
ひ
い
ま
や
り
た

、、
し
力
ら
し
て
Jt1
忌
に
ひ
と
つ
手
を
打
っ
て

nし
い
と
い
う
こ
と
を
中
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な

い
る
い
ろ
事
情
を
勘
案
い
た
し
ま
す
と
、
直
も
に
あ
の
ま
出
の
や
り
方
を
利
用
し
た
ほ
う
が
い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
は
委
且
会
の
席
上
で
も
と
ら
し
て
い
た
だ
さ
た
い
と
中
し
上
げ
た
ん
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
ま
ま
使
う
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
る

が
な
お
伐
分
私
は
必
臥
す
る
必
樅
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
，
こ
う
息
い
ま
し
て
、
そ
れ
で
史
は
最
も
近
い
期
間
は
六
月
で
ご
ざ
い
ま
す
る

が
、
仰
承
知
の
と
お
り
当
初
予
箕
を
組
み
ま
し
た
と
さ
に
も
巾
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
一
応
の
段
取
を
つ
け
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
や

り
士
す
に
つ
｀
さ
ま
し
て
は
追
加
予
狂
で
お
願
い
し
た
い
と
、
こ
う
巾
し
て
お
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
ぜ
ひ
こ
れ
を
実
行
し
た
い
と
自
分

も
労
え
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

ヽ

い
ろ
し
ろ
の
収
情
を
勘
案
い
た
し
ま
す
る
と
い
う
と
、
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
な
い
が
、

で
き

れ
ば
ひ
と
つ
九
月
ま
で
廷
ば
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
う
し
て
完
全
な
処

tftを
と
っ
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
庁
内
の

劣
え
方
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
は
な
は
だ
恐
約
に
存
じ
ま
す
る
が
、
九
月
注
で
延
期
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た

せ
ん
。

い
出
し
て
、

よ
う
た
次
オ
で
ご
ざ
い
出
す
。
お
説
の
と
お
り
九
月
の
は
う
が
六
月
よ
り
遅
れ
ま
す
こ
と
に
対
し
ま
し
て
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
ご
ざ
い
ま

し
か
し
四
＂
市
市
滸
路
政
策
の
た
め
に
約
な
を
持
っ
て
考
え
点
し
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、
ど
う
か
善
意
に
御
解
釈
を
願

い
出
し
ば
ら
く
の
御
滸
予
を
お
即
い
で
き
れ
ば
非
常
に
あ
り
が
た
い
と
存
ず
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
ほ
梁
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
の
災
掛
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま
こ
と
に
浜
田
議
員
の
仰
せ
ら
れ
る
と
お
り

わ
れ
な
が
ら
あ
い
そ
が
つ
き
る
日
本
の
川
、
特
に
わ
れ
わ
れ
の
持
っ
て
お
る
川
は
非
常
な
性
急
な
川
で
、
幾
た
ぴ
か
け
て
も
こ
う
い
う
災

由
が
起
る
と
は
な
は
だ
い
か
ん
に
た
え
な
い
。
こ
こ
ら
あ
た
り
で
し
っ
か
り
し
た
腹
を
く
く
っ
て
、
そ
う
し
て
市
と
し
て
も
永
久
的
な
こ

と
を
や
っ
た
ら
ど
う
か
、
い
出
士
で
の
よ
う
に
県
を
あ
て
に
し
た
り
補
助
を
く
れ
な
い
か
ら
ど
う
だ
と
か
、

, ;•.. 
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ざ
い
ま
す
。

と

う
だ
と
か
、
そ
う
い
う
よ
う
な
旧
来
の
い
わ
ゆ
る
地
方
財
政
、
地
方
政
治
の
関
係
等
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
も
っ
と
四
日
市
市
は
四
日
市
市

の
よ
う
に
ひ
と
つ
独
自
の
立
場
で
案
を
立
て
て
、
そ
う
し
て
な
お
か
つ
で
き
う
る
限
り
県
と
か
国
と
か
の
補
助
を
求
め
て
し
っ
か
り
し
た

方
針
を
立
て
た
ら
ど
う
か
、
こ
う
い
う
御
意
見
の
よ
う
に
承
わ
り
ま
す
が
、
ま
こ
と
に
そ
の
と
お
り
と
私
も
存
じ
ま
す
。
従
い
ま
し
て
こ

ん
ど
は
な
ん
か
そ
う
い
う
よ
う
な
立
掲
に
も
ど
し
て
い
き
た
い
と
こ
う
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
、
少
し
＜
失
礼

な
こ
と
を
申
す
か
も

L
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
ど
各
方
面
か
ら
御
視
察
に
お
い
で
に
な
っ
た
方
々
も
口
を
そ
ろ
え
て
こ
う
い
う
大
き
な
雨
は

必
ら
ず
し
も
な
か
っ
た
こ
と
は
な
い
ん
だ
。
あ
っ
た
こ
と
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
当
時
に
は
日
本
の
山
河
は
青
々
と
し
て
お
っ
て
、
そ

う
し
て
植
物
は
根
を
張
っ
て
そ
の
水
が
一
時
い
ろ
い
ろ
の
植
物
の
根
に
よ
っ
て
保
有
せ
ら
れ
て
、
そ
う
し
て
徐
々
に
は
き
出
さ
れ
て
、
そ

の
水
が
自
然
の
流
れ
を
作
っ
て
、
そ
の
自
然
の
流
れ
に
さ
か
ら
わ
な
い
よ
う
に
流
れ
る
ま
ま
の
川
と
い
う
も
の
の
作
り
方
を
や
っ
て
き
た
。

従
っ
て
ず
い
ぶ
ん
回
り
く
ど
い
と
こ
ろ
の
川
の
流
れ
方
を
し
て
お
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
当
時
の
日
本
の
森
林
状
態
、
山
岳
状
態
と

い
う
も
の
が
そ
れ
に
造
応
し
て
お
っ
た
と
息
ぅ
ん
で
あ
り
ま
す
C

こ
ん
ど
の
よ
う
に
も
う
山
は
切
り
ぽ
っ
か
い
、
そ
う
し
て
あ
と
の
手
順

に
つ
い
て
は
植
林
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
こ
ん
な
小
さ
な
も
の
を
植
え
た
っ
て
一
た
ま
り
も
な
い
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
次
々
こ

ん
ど
の
川
の
流
れ
た
跡
を
見
ま
し
て
、
橋
梁
の
流
れ
た
跡
を
見
ま
し
て
い
か
に
も
不
自
然
な
る
政
策
を
と
っ
て
お
る
C

そ
う
い
う
よ
う
な

根
木
屯
竹
が
変
っ
て
お
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ん
ら
そ
れ
に
対
し
て
新
し
い
手
を
オ
l

、
政
府
が
打
っ
て
い
な
い
、
国
の
認
識
が
な

い
。
私
に
い
わ
す
れ
ば
、
こ
う
事
俯
が
変
っ
て
お
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
今
日
の
い
ろ
い
ろ
の
建
設
事
業
、
土
木
事
業
の
状
態
と

い
う
も
の
が
む
か
し
の
よ
う
な
余
裕
を
も
た
な
い
よ
う
に
変
っ
て
お
る
の
に
、
な
お
か
つ
姑
息
な
る
や
り
方
で
橋
を
一
っ
か
け
る
の
に
も
、

こ
の
既
定
の
方
針
で
な
い
と
か
け
さ
せ
な
い
、
こ
れ
で
な
き
ゃ
補
助
は
や
ら
な
い
そ
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
実
は

も
う
時
代
の
今

H
に
お
き
ま
し
て
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
よ
う
な
い
ろ
い
ろ
の
施
策
が
行
な
わ
れ
て
お
る
f

は
な
は
だ
私
は
い
か
ん
に
た
え

ぬ
と
息
ぅ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
わ
が
四
日
市
市
だ
け
い
か
に
い
ば
っ
て
み
ま
し
て
も
や
は
り
―
つ
の
ル
ー
ル
の
中
を
通
ら
な
け
れ
ば

今
日
ま
で
は
い
け
な
か
っ
た
と
息
い
ま
す
る
し
、
ま
た
こ
の
前
の
伊
勢
湾
台
風
の
と
き
に
は
た
だ
単
に
橋
ば
か
り
で
な
し
に
、
全
般
的
な
・
そ

問
題
て
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
僻
釈
す
る
の
に
も
ず
い
ぶ
ん
努
力
を
い
た
し
ま
し
た
結
呆
だ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

自
然
の
試
練
は
ま
こ
と
に
さ
ぴ
し
ゅ
う
こ
ざ
い
ま
し
て
、
見
事
に
こ
れ
ら
の
も
の
が
払
拭
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
で
私
が
考
え
ま
す
る
の
に
、
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
た
よ
う
に
今
日
橋
を
建
て
直
し
て
、
つ
ご
う
に
よ
っ
て
は
で
き
う
る
限
り
市
の
カ

を
多
く
用
い
て
そ
う
し
て
永
久
橋
に
か
え
て
い
く
C

そ
の
永
久
橋
の
作
り
方
も
、
必
ら
ず
し
も
旧
来
の
技
術
を
尊
童
し
な
い
で
、
で
き
ぅ

る
限
り
橋
の
姐
失
を
少
な
く
し
て
、
そ
う
し
て
こ
う
い
う
よ
う
な
尻
暴
性
を
持
っ
て
お
る
日
本
の
河
川
に
対
す
る
独
特
な
建
設
方
法
を
、
．

せ
め
て
四

H
市
市
か
ら
で
も
手
本
を
出
し
た
い
、
そ
れ
く
ら
い
の
気
力
を
示
し
て
い
き
た
い
、
つ
く
づ
く
こ
ん
ど
私
，
は
そ
う
思
い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
い
る
い
ろ
に
田
と
か
県
と
か
い
う
も
の
も
よ
ほ
ど
こ
ん
ど
は
考
慮
せ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
ら
の

点
も
い
ろ
い
ろ
御
相
談
は
い
た
し
ま
す
る
が
、
で
き
う
る
限
り
市
独
特
の
考
え
を
強
く
主
張
い
た
じ
ま
し
て
、
そ
う
し
て
た
だ
い
ま
仰
せ

ら
れ
た
よ
う
に
市
民
の
安
心
で
き
る
よ
う
な
橋
を
も
っ
て
い
き
た
い
。
予
郭
等
に
ら
み
合
せ
て
い
き
た
い
と
、
こ
う
思
っ
て
お
る
の
で
ご

こ
の
間
題
に
つ
き
ま
し
て
、
は
し
な
く
も
皿
庁
問
題
が
お
口
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
一
言
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
四
日
市
市
へ
県
庁
を
持
っ
て
く
る
ぺ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
い
ま
す
の
は
、
こ
れ
は
理
論
の
上
の
話
で
あ
り
ま
す
。
県
と
い
た

し
ま
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
を
も
っ
て
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
私
は
日
本
の
眼
を
調
べ
て
み
ま
し
て
、
人
口
が
そ
の
県
で
一
番
大
き
い
人

ロ
を
持
っ
て
予
卯
を
持
っ
て
、
こ
ん
な
と
ろ
く
さ
い
町
は
日
本
の
中
で
は
二
県
か
三
県
し
か
な
い
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
は
な
は
だ
遺

憾
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
財
政
規
校
か
ら
い
っ
て
段
迩
い
に
リ
ー
ド
を
し
て
お
る
も
の
が
、
そ
の
資
格
を
持
た
な
い

い
う
こ
と
も
お
か
し
い
。
ま
た
そ
の
周
辺
に
お
い
て
大
き
な
都
市
が
二
つ
も
あ
っ
て
、
も
し
こ
れ
ら
の
も
の
が
―
つ
の
グ
ル
ー
プ
だ
と
す
る

な
ら
ば
や
が
て
五
十
万
に
近
い
努
力
を
も
つ
、
そ
う
い
う
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
行
な
い
に
く
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
周
囲
の
事
．

iヽ
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い
う
と
こ
ろ
で
す
ね
。

情
を
勘
案
し
て
み
て
も
ど
う
し
て
も
県
庁
の
あ
り
方
と
し
て
は
そ
う
い
う
立
地
条
件
の
い
い
と
こ
ろ
へ
も
っ
て
い
く
べ
き
で
、
ま
た
今
日
＿

。

ま
で
の
情
勢
か
ら
眺
め
て
み
て
、
こ
れ
か
ら
数
年
の
間
ど
う
い
う
都
市
が
伸
び
方
を
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
て
み
る
と
い
う
と
ま

6

こ
と
に
お
こ
が
ま
し
い
い
い
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
北
勢
一
体
と
い
う
9

の
が
、
成
長
率
は
必
ら
ず
強
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
ま
た

平
素
わ
れ
わ
れ
が
北
勢
が
あ
ま
り
近
い
と
こ
ろ
に
問
図
が
あ
る
の
で
関
心
を
払
わ
な
い
で
お
る
け
れ
ど
も
、
日
本
の
港
湾
を
調
べ
て
み
る

と
い
う
と
、
横
浜
、
神
戸
、
こ
れ
は
日
本
の
代
衷
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
次
は
ど
こ
か
と
い
う
と
天
下
の
大
阪
で
あ
る
。
天
下
に
名
を
知

ら
れ
た
名
古
墨
で
あ
る
。
そ
の
次
は
東
京
港
で
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
こ
の
五
つ
は
折
紙
つ
き
の
別
格
官
幣
社
で
、
こ
れ
は
ど
う
に
も

こ
う
に
も
な
ら
な
い
培
の
上
の
も
の
だ
が
、
そ
の
次
に
わ
が
四
日
市
市
が
登
湯
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
見
る
と
い
う
と
、
日
本

の
中
小
都
市
の
う
ち
で
は
ト
ッ
ブ
を
切
っ
て
お
る
。
し
か
も
そ
の
貿
易
状
態
と
い
う
も
の
は
新
し
い
産
業
を
に
な
う
に
足
る
と
こ
ろ
の
性

格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
の
球
俯
を
勘
案
し
て
い
き
ま
す
る
と
い
う
と
、
ど
こ
に
で
も
こ
こ
に
や
っ
た
ほ
う
が
い

い
か
、
ど
の
よ
う
に
点
を
つ
け
た
ら
い
い
か
と
い
う
ー
か
ら
十
ま
で
の
点
取
表
を
作
っ
て
い
く
と
い
う
と
．
旧
来
の
考
え
を
や
め
て
四
日
・

市
市
に
点
を
つ
け
な
く
ち
ゃ
い
か
な
い
e

こ
れ
は
ど
な
た
が
お
や
り
に
な
っ
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
三
重
県
人
が
や
っ
て
も
日
本
の
方

が
点
を
つ
け
ら
れ
て
も
私
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
点
数
を
つ
け
て
、
し
い
て
い
う
な
ら
ば
中
央
に
あ
る
、
旧
来
の
と
こ
ろ
だ
、
こ
う

し
か
し
朋
治
時
代
か
ら
の
古
い
廷
物
が
く
さ
っ
て
こ
わ
れ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
く
さ
り
は
て
た
と
こ

ろ
を
取
り
の
ぞ
い
て
、
ま
た
そ
の
跡
へ
そ
こ
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
そ
こ
へ
建
‘
て
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な
無
為
無
策
は
と
る
べ
き
で
な
い
と

私
は
思
い
ま
す
。
や
は
り
こ
こ
三
誼
県
の
た
め
、
中
央
経
済
界
の
た
め
へ
い
ろ
い
ろ
の
点
か
ら
考
え
ま
し
て
、
や
は
り
点
数
が
断
然
多
い

と
こ
ろ
へ
も
っ
て
く
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
私
は
恩
っ
た
、
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
然
資
格
を
持
っ
て

お
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
表
示
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
ま
ず
い
、
こ
う
い
う
い
い
方
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
皆
様

方
の
仰
贄
同
を
え
ら
れ
れ
ば
大
い
に
自
此
を
促
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
恩
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
は
直
接
関
係
の
な
い
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
・

の
で
、
私
の
感
想
を
中
し
述
ぺ
て
お
願
い
い
た
し
て
お
き
ま
す
，

な
お
、
そ
の
と
き
に
は
四
日
市
市
は
五
低
、
六
低
で
も
出
す
と
い
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
は
出
し
う
る
力
が
あ
る
、
出
す
と
は
い

い
ま
せ
ん
。
出
し
う
る
力
が
あ
る
、
こ
う
い
っ
た
の
で
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
誤
解
の
な
い
よ
う
に
、
県
会
議
員
さ
ん
、
市
会
議
員
さ
ん
の
権

限
を
お
か
す
よ
う
な
こ
と
を
こ
ん
な
老
い
ぽ
れ
市
品
が
申
し
上
げ
る
と
い
う
気
づ
か
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ち
ゃ
ん
と
折
目
、
切
目
は
つ
け

て
お
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
そ
そ
の
点
に
つ
い
て
誤
解
の
な
い
よ
う
に
ひ
と
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
た
だ
い
ま
収
入
役
の
問
題
が
ち
よ
っ
と
出
ま
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
る
が
、
こ
れ
は
収
入
役
さ
ん
か
ら
も
お
答
え
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
御
承
知
の
と
お
り
四
日
市
市
は
非
常
に
財
政
問
題
が
市
の
政
策
の
上
に
密
接
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
る
し
、
ま
た
旧
来
、

私
が
助
役
を
さ
し
て
お
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
時
分
に
も
、
い
つ
も
市
長
さ
ん
は
三
役
を
お
召
し
に
な
っ
て
、
そ
う
し
て
よ
く
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
お
開
き
に
な
っ
て
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
と
き
に
は
管
轄
外
の
失
対
の
と
き
に
も
お
召
し
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
よ
う
に
息
い
ま
す
る
し
、
ま
た
市
職
の
問
題
の
と
き
も
非
常
に
困
っ
た
と
き
に
は
御
相
談
を
か
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
い
ず
れ

も
ま
あ
財
政
に
関
連
し
て
お
る
か
ら
そ
う
な
さ
い
ま
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
る
が
、
い
つ
も
収
入
役
さ
ん
は
御
自
身
の
役
柄
か
ら

ほ
と
ん
ど
発
甘
が
な
い
。
そ
う
し
て
財
政
問
題
に
関
す
る
限
り
は
自
分
は
こ
う
い
う
よ
う
に
思
う
が
と
い
う
よ
う
な
つ
け
加
え
が
あ
，
っ
た
，

よ
う
に
、
こ
れ
は
前
の
古
河
収
入
役
さ
ん
の
と
き
に
も
そ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
収
入
役
さ
ん
に
お
か
れ
て
も
非
常
に
そ
の
点
に

つ
き
ま
し
て
は
厳
密
な
る
お
考
え
を
持
っ
て
お
い
で
に
な
る
の
み
な
ら
ず
、
収
入
役
と
い
う
立
場
か
ら
お
立
ち
に
な
る
と
き
に
は
、
ど
う

し
て
ど
う
し
て
市
長
の
甘
も
な
か
な
か
お
受
け
に
な
ら
な
い
。
や
は
り
御
自
身
の
お
立
場
か
ら
市
長
に
対
し
て
の
非
常
な
強
い
線
で
も
。

て
、
い
つ
も
制
約
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
私
ど
も
も
収
入
役
さ
ん
の
権
限
に
対
し
て
千
与
し
よ
う
と
い
う
考
え
は
も
う
と
う
持
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
ま
た
あ
る
べ
き
は
ず
の
こ
と
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
厳
然
た
る
区
別
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
御
承
知
の
と
お
り
内
外

と
も
非
常
に
多
事
な
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
し
、
両
助
役
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
最
近
お
越
し
を
願
い
ま
し
て
市
の
内
外
の
情
勢

. ・--. 
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〇
浜
田
弥
平
君

と
思
う
ん
で
す
。

市
此
さ
ん
か
ら
懇
切
丁
寧
な
る
御
答
弁
を
え
ま
し
た
の
で
、
再
度
、
質
問
し
な
く
と
も
ひ
と
っ
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い

市
此
さ
ん
の
大
へ
ん
力
強
い
御
答
弁
を
え
ま
し
て
、
国
の
ひ
と
つ
の
災
菩
に
対
し
て
の
お
考
え
方
等
も
、
市
長
さ
ん
は
私
と
同
じ
意
見
で

こ
れ
に
向
っ
て
国
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
四
日
市
市
は
こ
れ
に
対
応
す
る
力
が
あ
る
市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
そ
の
表

現
の
中
で
お
涌
ら
し
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
．
こ
れ
は
大
へ
ん
私
は
満
足
す
べ
き
御
回
答
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ひ
と
つ

御
答
弁
い
た
だ
き
ま
し
た
精
神
で
ぜ
ひ
ひ
と
つ
将
来
、
四
日
市
市
民
が
不
使
を
惑
じ
な
い
よ
う
に
、
不
自
由
を
し
な
．
い
よ
う
に
災
害
復
旧
に

つ
き
ま
し
て
も
、
も
う
こ
れ
か
ら
は
ま
た
そ
ろ
ち
ょ
っ
と
災
害
が
あ
る
と
流
れ
る
橋
等
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
お
か
け
に
な
ら
な
い
と
私
は

浜
田
謀
且

〔
浜
田
弥
平
君
登
堕
〕

〇
紐
長
（
山
本
三
郎
君
）

休
煎
削
に
引
き
続
き
ま
し
て
会
議
を
開
き
ま
す
。

．
 

に
つ
い
て
も
幾
分
ま
だ
御
得
心
の
い
か
ぬ
よ
う
な
点
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
と
こ
ろ
ま
で
い
ろ
い
ろ
ぉ
尋
ね
し
た
．
い
と
い
う
点

も
あ
り
ま
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
で
き
る
限
り
三
役
と
い
う
も
の
は
寄
り
ま
し
て
．
い
ろ
い
ろ
基
礎
的
な
考
え
に
な
る
も
の
を
ね
っ
て
お
る

次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
柄
に
お
き
ま
す
る
分
野
に
お
き
ま
し
て
は
厳
然
た
る
立
場
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
点

に
つ
き
ま
し
て
は
絶
対
に
御
安
心
を
願
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
感
じ
ま
し
た
所
感
を
申
し
述
べ
て
お
る
の
で
ご

ざ

い

ま

し

て

、

ま

た

収

入

役

さ

ん

か

ら

も

お

開

き

と

り

を

屈

い

た

い

と

思

い

ま

す

。

‘

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
収
入
役
さ
ん
の
答
弁
い
り
ま
す
か
。
（
浜
田
弥
平
君
「
い
り
ま
す
。
」
と
呼
ぶ
）

〔
収
入
役

m峙
祐
男
君
）
登
坑
〕

〇
収
入
役
（
川
崎
祐
男
君
）
浜
田
議
員
の
お
尋
ね
に
対
し
て
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。
収
入
役
の
仕
事
に
つ
い
て
は
い
ま
さ
ら
私
が
こ
へ
就

、
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
私
の
こ
ち
ら

こ
に
皆
さ
ん
の
前
で
御
説
朋
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
権
限
は
は
っ
き
り
し
と
る
の
で
ご
ざ
し

任
以
来
、
ち
ょ
う
ど
助
役
さ
ん
が
欠
け
て
み
え
た
時
期
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
間
に
お
き
ま
し
て
市
長
の
特
命
に
よ
っ
て
市
長
代
理
を

し
た
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
し
た
。
あ
る
い
は
失
対
に
つ
る
し
上
げ
を

V
っ
て
逃
げ
ま
わ
っ
た
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
よ
う
な

た
め
に
私
は
昨
年
過
労
の
た
め
に
病
い
を
え
ま
し
て
倒
れ
た
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
間
に
お
い
て
収
入
役
の
権
限
以

上
に
私
自
身
が
や
っ
た
と
は
私
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

た
だ
一
酋
、
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
私
が
前
身
が
銀
行
員
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
自
分
も
金
融
の
ほ
う
は
多
少
皆
さ
ん
よ
り
も

あ
る
い
は
知
っ
て
お
る
点
が
多
少
あ
る
だ
ろ
う
。
皆
さ
ん
か
ら
も
金
磁
の
面
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
御
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
そ
う
い

9

う
場
合
に
お
い
て
私
は
い
る
い
ろ
な
御
相
談
に
応
ず
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
席
に
出
た
り
お
話
を
伺
っ
た
よ
う
な
ふ
う
に
も
、
そ
の
後
も

ご
ざ
い
ま
す
し
現
在
も
本
謀
会
に
計
上
に
な
り
ま
し
た
予
紅
外
義
務
負
担
の
借
入
金
に
つ
い
て
も
私
は
銀
行
に
交
渉
も
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
う
い
う
こ
と
が
、
．
私
が
全
部
や
る
の
で
な
く
し
て
、
下
相
談
は
受
け
ま
し
て
、
そ
う
し
て
最
後
の
し
め
く
く
り
は
担
当
の
皆
さ

ん
9

が
お
や
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
、
ま
あ
た
と
え
て
い
い
ま
す
な
ら
ば
金

利
も
非
常
に
安
く
金
隈
も
円
滑
に
伯
り
入
れ
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
よ
り
ま
し
て
私
は
市
民
の
た
め
に
そ
う
い
う
仕
事
を
し
て
い
い
と

確
伯
を
も
っ
て
や
．
っ
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．

以
上
の
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
C

0
議
位
（
山
本
三
郎
君
）
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
後
零
時
十
二
分
休
憩

午
後
一
時
三
十
二
分
再
開

け

-¢3一・ -4 2-
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確
信
を
え
ま
し
た
の
で
、
そ
の
線
で
ぜ
ひ
ひ
と
つ
災
害
復
旧
等
も
お
進
め
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
な
お
、
七
月
と
九
月
は
ど
ち
ら
が
早
い
か
と
い
う
問
阻
、
こ
れ
は
市
長
さ
ん
も
お
認
め
願
っ
た
の
で
、
私
だ
け
一
人
聞
い
た
の
で
な
く

大
へ
ん
約
束
が
食
い
違
っ
て
お
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い

し
て
、
私
が
当
初
予
年
の
餓
会
に
お
い
て
委
員
長
報
告
の
中
で
申
し
上
げ
た
こ
と
と

こ
れ
も
一
応
、
私
は
そ
う
い
う
事
情
を
お
開
き
し
て
や
は
り
九
月

．
ま
す
が
、
こ
と
が
棋
皿
を
期
し
て
や
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

の

ほ

う

が

平

か

っ

た

の

だ

な

と

い

う

解

釈

に

了

解

を

し

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。

ノ

あ
ま
り
に
も
本
日
の
こ
の
場
で
質
問
す
る
の
は
ど
う
か
と
思
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

ー
＇
残
る
収
入
役
さ
ん
に
対
し
て
の
か
且
問
、
こ
れ
は

、
え
て
し
て
私
は
自
分
の
目
で
直
接
み
た
問
題
で
は
ご

今
日
ま
で
い
ろ
い
る
新
聞
紙
上
に
も
二
回
も
三
皿
も
報
逍
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

了
承
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、
市
政
に

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
収
入
役
さ
ん
は
四
日
市
の
収
入
役
と
．
し
て
金
血
番
に
私
ど
も
は
屈
う
こ
と
を

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
衷
朋
な
る
収
入
役
さ
ん
で
あ
り
ま
す
か
ら
私
は
こ
れ
以

携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
私
ど
も
は
含
め
て
了
泳
い

で
、
こ
れ
か
ら
ぜ
ひ
ひ
と
つ
自
分
の
任
務
だ
け
を
全
う
し
て
い
た
だ

上
く
ど
く
と
は
申
さ
な
く
と
も
よ
く
御
了
解
で
き
る
と
恩
い
ま
す
の

く
こ
と
、
こ
れ
は
も
う
ぜ
ひ
ひ
と
つ
企
廊
を
預
か
二
て
も
ら
う
収
入
役
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ひ
と
つ
全
う
し
て
い
た
だ
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
そ
う
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
私
ど
も
は
お
願
い
す
る
た
め
に
収
入
役
に
就
任
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
人
事
問
題
に
関

て
は
な
ら
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
私
は
聞
い
た

与
し
た
り
あ
る
い
は
内
部
間
凹
の
ど
た
こ
た
に
関
与
す
ろ
収
入
役
で
あ
っ

範
囲
で
ひ
と
つ
収
入
役
さ
ん
に
も
う
お
答
え
も
何
も
い
り
ま
せ
ん
か
ら
、
注
文
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
う
。
自
分
の
臓
責
は
、
自
分
の

職
沢
内
に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
此
さ
ん
も
、
こ
う
い
う
収
入
役
の
立
慇
ひ
と
つ
こ
れ
か
ら
は
十
分
に
理
解
し
て
、
そ
う
し
て
あ

た
か
も
助
役
の
代
理
も
で
さ
た
り
市
長
の
代
珊
も
で
き
た
り
す
る
よ
う
な
収
入
役
は
、
対
外
的
に
今
日
の
四
日
市
市
で
は
非
常
に
恥
ず
か

し
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
劣
え
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
ひ
と
つ
私
は
強
く
弧
望
い
た
し
ま
し
て
私
の
質
問
を
打
ち
切
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
原
ね
て
市
此
さ
ん
に
い
ま
お
笞
え
に
な
っ
た
梢
神
を
次
の
予
坑
に
も
ぁ
る
い
は
災
胆
仮
旧
に
も
、
ぜ
ひ
ひ
と
つ
目
で
も
の
の
見
え
る
．

よ
う
に
御

m慮
を
扉
い
た
い
と
重
ね
て
お
師
い
い
た
し
ま
し
て
私
の
代
間
を
打
ち
切
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
柑
）
前
川
紐
負

〔
前
川
辰
刃
れ
狂
堺
〕

0
前
川
辰
刃
れ
今
皿
の
生
i

l

皿
追
加
予
れ
を
み
出
す
と
一
低
三
千
万
円
余
り
が
計
上
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
こ
の
う
ち
の
大
部
分

約
一
低
円
、
こ
れ
が
紐
設
関
係
の
予
往
だ
と
息
わ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
こ
の
予
紅
を
遂
行
す
る
に
当
り
ま
し
．
て
そ
の
態
勢
と
い
う
も
の
が
ど

の
よ
う
に
で
き
て
お
る
か
と
い
う
こ
と
を

it間
し
た
い
わ
け
で
す
。
そ
の
後
そ
の
態
勢
い
か
ん
に
よ
っ
て
こ
の
予
算
の
審
議
も
で
き
、
あ

る
い
は
で
さ
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
劣
え
て
お
る
わ
け
で
す
。
こ
ぅ
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
ど
ま
た
も
や

大
き
な
災
得
を
受
け
て
、
さ
ら
に
こ
の
災
柑
復
旧
と
い
う
も
の
が
こ
れ
に
過
皿
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
す
。
こ
の
間
の
市
長
の
報
告
を
み
ま

し
て
も
市
逍
関
係
に
お
き
出
し
て
況
十
八
件
、
そ
れ
か
ら
橋
梁
が
二
十
六
件
、
河
川
関
係
が
二
十
二
件
点
井
常
に
多
い
件
数
。
金
額
の
上

で
は
あ
ま
り
の
し
て
お
ら
な
い
よ
う

fC
の
で
率
い
な
の
で
す
が
、
と
に
か
く
非
常
に
た
く
さ
ん
の
災
害
復
旧
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
お
る
ん
で
す
。
こ
の
災
柑
間
期
に
つ
さ
ま
し
て
民
生
関
係
と
か
あ
る
い
は
術
生
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
早
急
に
非
常
に
忙
し
い
期

間
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
士
あ
比
校
的
、
趾
期
間
に
終
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
が
、
し
か
し
建
設
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
災
害
復

旧
と
い
う
の
は
少
な
く
と
も
一
年
や
二
年
あ
る
い
は
扮
合
に
よ
っ
て
は
も
っ
と
か
か
る
場
合
が
あ
る
わ
け
な
の
で
、
こ
れ
は
災
害
の
臨
時

拍
位
と
い
う
よ
う
な
劣
え
方
は
と
れ
な
い
と
息
う
ん
で
す
。
ま
し
て
先
ほ
ど
か
ら
各
談
只
が
い
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
よ
う
に
、
橋
を
直
す

に
し
て
も
こ
ん
ど
は
永
久
橋
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
本
格
的
な
取
り
組
み
を
す
る
以
上
、
こ
の

災
柑
復
旧
と
い
う
の
は
伍
常
的
な
非
常
に
大
き
な
事
菜
に
な
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う
も
の
を
さ
ら
に
プ
ラ
ス
し
て
考
え
た
湯
合

に
、
こ
の
市
架
を
迎
行
す
る
態
功
と
い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
お
る
の
か
、
そ
れ
を
ま
ず
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
廷
設
部
此
（
城
井
殺
夫
布
）
迎
培
〕
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ぬ
か
と
い
う
ふ
う
な
こ
と
が
、

答
弁
の
中
に
も
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
お
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、

的
な
計
荘
で
な
し
に
、

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
事
業
を
や
る
の
か
、
そ
の
事
架
を
や
る
の
に
は
ど
う
い
う
態
勢
で
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ど
う
も
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
．
ん
で
す
。
こ
の
こ
と
は
先
ほ
ど
の
部
長
の

い
わ
ゆ
る
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、
新
し
い
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
計
画

こ
れ
な
ん
か
も
た
だ
単
に
二
十
万
都
市
だ
か
ら
こ
の
程
度
だ
と
い
う
表
面

こ
う
い
う
ふ
う
に
屯
栗
を
た
く
さ
ん
や
る
牒
に
お
い
て
は
非
常
に
超
過
勁
務
と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
年
中
行
事
の
よ

う
な
形
に
な

2
ぶ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
み
て
お
る
わ
け
で
す
。
さ
っ
き
市
長
の
午
前
中
の
答
弁
の
中
に
も
岐
阜
で
も
、
っ
て

舗
装
の
状
況
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
非
僻
に
岐
阜
と
四
日
市
と
は
条
件
が
違
う
こ
と
を
は
．
っ
き
り
み
た
。
非
常
に
な
ん
と
い
い
ま
す
か
利
用

庇
が
苅
い
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
お
ら
れ
た
と
m心
り
ん
で
す
。

下
水
、

耕
地
関
係
、

〇
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）

／
 

建
設
部
関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
災
害
の
以
前
に
お
き
ま
し
て
も
仕
事
が
オ
ー
バ
ー
し
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
で
、
¢ーす

戟
場
内
あ
る
い
は
組
合
関
係
と
も
話
を
し
て
お
っ
た
ち
ょ
う
ど
矢
先
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
先
ほ
ど
の
御
質
問
の
と
お
り
全
く
の
非
常
態
勢

を
し
か
な
く
て
は
こ
の
処
置
が
全
う
で
き
な
い
と
い
う
感
じ
を
も
っ
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
主
と
し
て
土
木
関
係
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
こ
こ
約
一
カ
月
近
く
は
国
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
補
助
そ
の
他
の
書
類
を
作
る
た
め
に
全
員
分
担
い
た
し
ま
し
て
、
災
害
と
同
じ
よ

う
な
状
況
で
仕
事
を
続
け
な
く
て
は
こ
れ
が
し
ま
つ
が
つ
か
な
い
と
、
こ
う
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て

県
の
土
木
関
係
あ
る
い
は
他
の
と
こ
ろ
か
ら
応
援
を
求
め
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
県
の
土
木
関
係
に
お
き
ま
し

て
も
市
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
こ
の
麻
う
の
援
助
は
ま
ず
求
め
ら
れ
な
い
C

市
の
部
内
的
に
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
ま

し
た
の
で
す
が
、
一
応
、
現
地
調
査
を
や
り
ま
し
て
国
の
査
定
を
受
け
る
書
類
ま
で
責
任
を
も
っ
て
や
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、

主
と
し
て
土
木
技
術
者
を
中
心
に
し
て
仕
半
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
が
、
や
は
り
書
類
の
規
格
そ
の
他
が
ご
ざ
い
ま
し
て
土

木
の
職
且
で
も
若
干
、
経
験
を
経
た
人
で
な
い
と
年
齢
的
に
任
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
部
内
的
に

話
し
合
い
ま
し
て
検
討
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
応
こ
の
際
、
土
巖
、
日
躍
程
度
の
返
上
と
申
し
ま
す
か
は
全
面
的
に
ひ
と
つ

仕
事
を
お
煕
い
し
た
い
と
息
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
そ
の
臓
員
の
住
ま
い
の
関
係
等
で
あ
る
時
間
を
過
ぎ
ま
す
と
う
ち
に
帰
っ
て
休

む
よ
り
も
役
所
で
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い
か
ら
役
所
で
休
ま
し
て
く
れ
と
い
う
希
望
も
あ
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
応
そ
う
い
う
点
を
考

え
ま
し
て
十
時
前
後
に
は
必
ず
一
応
き
り
を
つ
け
て
帰
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
で
、
仕
事
を
検
討
い
た
し
ま
し
て
一
応
そ
れ
で
見
通
し
が

つ
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

一
応
、
現
在
の
耽
員
を
中
心
に
い
た
し
ま
し
て
日
曜
、
土
躍
も
ふ
つ
う
通
り
作
業
し
て
い
た
だ

一
応
、
＋
時
ご
ろ
ま
で
の
作
業
を
当
分
、
続
け
さ
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
解
決
の
つ
く
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ

き
ま
し
て
ち
ょ
う
ど
夏
休
み
も
控
え
ま
す
の
で
関
係
の
あ
る
大
学
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
は
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
利
用
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
恒
久
的
な
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
い
ま
ま
で
の
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
す
で
に
市
が
採
用

の
滋
恩
を
表
朋

L
た
時
期
に
は
、
す
で
に
他
の
会
社
等
に
卒
栗
生
が
決
定
し
て
お
る
と
い
う
状
況
も
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
人
事
課
の
ほ

う
と
も
よ
く
述
絡
を
と
り
点
し
て
、
そ
う
い
う
点
に
対
し
て
も
ひ
と
つ
笞
処
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
話
し
合
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

,＇ヽ
．

す。

だ
い
た
い
そ
う
●
う
か
っ
こ
う
で
こ
の
た
び
の
災
宙
の
処
訟
を
切
り
抜
け
だ
い
と
考
え
て
お
り
ま

＜ ヽ

〔
前
川
辰
刃
社
登
坦
〕

0
前
川
反
男
君

残
菜
と
か
い
わ
ゆ
る
現
在
の
人
間
で
こ
の
処
訟
を
し
た
い
と
い
う
お
話
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
、
さ
っ
き
の
部
長
の
答
弁

の
中
に
も
組
合
と
話
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
実
は
四
月
、
五
月
に
か
け
ま
し
て
国
庫
補
助
の
期
間
の
締
め
切
り
の

た
わ
け
で
す
。
極
端
な
場
合
に
は
二
百
時
間
を
越
え
る
よ
う
な
超
勤
を
や
っ
て

関
係
等
も
あ
っ
て
か
な
り
の
無
理
な
残
菜
が
続
い
て
お
っ

お
る
。
私
ど
も
は
そ
う
い
う
点
で
が
ん
ば
っ
て
も
ら
う
の
は
大
い
に
け
っ
こ
う
だ
け
れ
ど
も
、
か
ら
だ
を
こ
わ
し
て
ま
で
仕
事
を
や
っ
た

の
で
は
け
っ
き
よ
く
、
仕
事
そ
の
も
の
も
で
き
な
い
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
こ
と
で
折
衝
を
し
て
お
っ
・
た
わ
け
で
す
9

こ
れ
が
四
月
、

五
月
と
い
う
ふ
う
な
ひ
と
つ
の
締
め
切
り
の
期
間
も
あ
る
わ
け
で
す
が
、
だ
い
た
い
に
お
き
ま
し
て
土
木
そ
れ
か
ら
都
市
計
画
あ
る
い
は

お
答
え
い
た
し
ま
す
。
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し
や
っ
た
と
お
り
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で
、

と
思
い
ま
す
。

も
二
」
い
く
と
い
う
ふ
う
に
逐
次
、
充
央
さ
し
て
い
き
た
い
、

そ
れ
か
ら
将
来
の
こ
と
に
向
い
ま
し
て
は
年
々
計
回
を
新
た
に
し
ま
し
て
、
そ
う
し
て
補
助
を
し
て
い
く
と
、

り
っ
ば
な
構
成
組
織
を

こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
た
だ
い
ま
前
川
議
員
の
お
っ

ど
う
そ
仰
難
旨
に
沿
い
ま
し
て
進
め
て
●
き
た
い
と
存
じ
ま
す
る
か
ら
御
了
承
い
た
だ
き
た
い

い
う
こ
と
。

て
い
た
だ
く
、

そ
う
し
て
特
に
芍
門
の
、
ど
う
し
て
も
や
む
を
え
な
い
も
の
だ
け
は
こ
れ
は
ひ
と
つ
外
部
か
ら
補
て
ん
さ
し
て
い
た
だ
く
と

市
の
方
々
の
ま
ね
が
で
き
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
惑
が
い
た
し
ま
す
る
の
で
、

で
き
れ
ば
内
部
か
ら
で
き
る
だ
け
上
に
上
っ

ー、？一

的
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
出
て
お
っ
た
わ
け
で
す
。
い
ろ
ん
な
面
に
お
い
て
事
業
量
の
多
い
、
非
常
に
変
化
の

激
し
い
四
日
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
他
の
都
市
と
の
単
な
る
数
字
的
な
関
係
で
は
な
く
し
て
、
四
日
市
自
身
が
ど
う
や
っ
て
仕
事
を
し
て

い
く
か
と
い
う
そ
の
態
勢
が
と
も
に
提
案
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
こ
こ
で
事
業
そ
の
も
の
の
内
容
を
審
議
し
て
み
ま
し

て
も
結
果
的
に
は
そ
う
い
う
よ
う
な
事
業
繰
り
越
し
に
な
り
、
あ
る
い
は
粗
雑
な
仕
事
と
い
う
ふ
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

な
ん
に
も
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
＇
市
民
の
要
求
に
こ
た
え
ら
れ
な
い
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
ヽ
私
は
少
な
く
と
も
十
時
ま
で
残
業
を
当
分

続
け
て
い
く
と
い
う
ふ
う
な
考
え
方
で
な
し
に
、
も
っ
と
根
本
的
に
こ
の
事
業
に
見
合
っ
た
と
こ
ろ
の
構
成
と
い
う
も
の
を
は
っ
き
り
つ

し
、
ま
た
日
常
の
土
木
関
係
の
あ
る
い
は
建
設
関
係
あ
る
い
は
そ

か
ん
で
、
そ
う
し
て
進
め
な
け
れ
ば
災
害
対
策
も
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い

の
他
に
も
な
る
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
仕
事
の
遂
行
が
で
き
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
る
わ
け
で
す
。

ま
す
か
ら
、

こ
こ
で
例
を
申
し
上
げ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
事
業
を
担
当
し
て
お
ら
れ
る
管
理
者
の
方
が
十
分
御
承
知
だ
と
思
い

ど
こ
が
で
き
て
い
な
い
と
か
ど
う
い
う
点
に
欠
陥
が
あ
る
と
か
と
い
う
こ
と
は
避
け
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
と
に
か
く
合
併

前
の
四
日
市
か
ら
合
併
し
て
さ
ら
に
発
展
し
、
そ
れ
か
ら
ま
た
こ
と
し
の
当
初
予
算
で
は
全
地
域
を
都
市
計
画
地
域
と
し
て
進
め
る
と
い

ぅ
ふ
う
に
非
常
に
事
業
祉
が
ふ
え
て
お
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
伴
っ
た
と
こ
ろ
の
人
員
構
成
な
り
あ
る
い
は
機
構
と
い
う
も
の
を
は

っ
き
り
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
っ
、
人
事
の
計
固
採
用
と
い
う
こ
と
は
年
々
や
は
り
年
を
と
っ
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
新
陳
代
謝
と
い
う
の
は
当
然

行
な
わ
れ
る
わ
け
で
す
C

で
す
か
ら
い
ま
人
が
足
ら
な
い
か
ら
人
を
い
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
な
し
に
、
計
画
的
に
毎
年
あ
る
人
員
の

確
保
を
巡
め
て
お
か
な
い
と
い
う
と
途
中
で
抜
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。

そ
う
い
う
面
に
対
し
て
市
長
の
お
考
え
を
開
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〔
市
長
金
＇
田
佐
矩
君
）
登
坑
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
君
）
•
お
答
え
中
し
上
げ
ま
す
。

た
だ
い
定
の
四
日
市
の
巡
め
方
に
つ
い
’
て
、
非
常
に
怠
磁
な
逆
め
方
も
し
、
か
つ
そ
の
様
相
も
い
ろ
い
ろ
含
ん
で
お
る
の
で
や
は
り
四

日
市
と
し
て
は
ひ
と
つ
の
独
自
の
立
場
を
と
っ
て
研
さ
ん
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
が
、
か
ね
が
ね
御
承
知
お
き
く
だ

さ
い
ま
す
る
と
お
り
、
す
で
に
こ
の
人
字
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
年
配
の
方
々
に
剪
退
し
て
い
た
だ
き
空
し
て
、
新
進
の
若
い
方
々
に
順

次
そ
の
仕
素
を
や
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
段
取
り
を
つ
け
て
お
り
ま
す
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し

て
は
い
ろ
い
る
い
き
さ
つ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
一
応
、
軌
逆
に
の
せ
ま
し
た
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
従
い
ま
し
て
十
分
、
人
の
足
り
な

い
分
に
対
し
ま
し
て
は
こ
れ
を
補
っ
て
い
く
、
余
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
が
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
は
こ
れ
を
で
き
る
だ
け
盤
備
し
て
い
く

と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
仰
せ
ら
れ
る
ま
で
も
な
く
わ
れ
わ
れ
は
絶
え
ず
繰
り
返
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
特
に
土
木
関

係
、
辿
設
関
係
に
お
さ
ま

L
て
は
お
説
の
よ
う
に
人
が
足
り
ま
せ
ん
の
で
、
や
や
と
も
し
ま
す
と
少
し
仕
事
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
無
理

が
あ
る
か
の
よ
う
に
も
存
じ
ま
す
か
ら
こ
の
方
面
の
拡
充
を
は
か
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
が
、
御
承
知
の
と
お
り
建
設
部
の
各
位
は

非
常
な
熱
寇
を
も
っ
て
一
所
懸
命
や
っ
て
お
っ
て
い
た
だ
沢
ま
す
の
で
、
な
ま
は
ん
ち
か
な
方
を
い
れ
て
み
ま
し
て
も
お
そ
ら
く
四
日
市

士
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．
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ーり

ん
け
っ
こ
う
な
ん
で
す
が
、
私
が
い
ま
氾
み
た
い
こ
と
は
技
術
狡
な
い
か
に
う
ま
く
操
作
を
し
て
い
く
か
。
技
術
脱
と
い
う
の
は
た
く
さ

ん
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
合
理
的
に
竹
珂
し
て
、
そ
う
し
て
十
分
に
似
糀
を
発
揮
す
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

り
惑
移
的
に
す
ぺ
て
労
え
ら
れ
て
お
っ
た
よ
う
に
瓜
う
わ
け
で
す
。
そ
れ
で
や
は
り
竹
理
政
に
あ
る
方
々
の
仕
事
と
い
｀
＾
ォ
も
の
低
も
ち
ろ

ん
そ
の
技
術
た
り
内
登

nu．
に
お
い
て
十
分
、
熟
知
し
て
お
ら
れ
る
必
要
が
あ
ろ
と
息
う
ん
で
す
が
そ
れ
と
と
も
に
や
は
り
人
事
を
掌
握
ず

る
と
い
い
ま
す
か
人
事
を
応
ぃ
珊
す
る
い
わ
ゆ
る
竹
烈
茂
と
し
て
指
命
が
非
僻
に
必
採
じ
ゃ
な
い
か
。

部
髭
炉
技
術
談
で
あ
る
こ
と
は
大
へ

そ
れ
か
ら
汝
後
に
お
即
い
し
て
お
き
た
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
非
常
に
こ
れ
は
極
端
な
ん
で
す
が
、

い
ま
ま
で
そ
の
人
事
問
題
が
や
は

う
い
う
も
の
を
作
り
上
げ
て
具
体
的
な
梢
匠
を
と
t

て
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。

予
葬
を
構
成
し
し
か
も
そ
れ
を
ど
う
こ
な
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
出
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

で
す
か
ら
で
き
る
だ
け
早
い
将
来
に
そ

い
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
花
す
。

〇
前
川
辰
男
財

災
街
の
処
脱
の
問
凹
に
つ
さ
ま
し
て
は
ま
だ
現
在
い
る
い
ろ
鯛
．
査
中
で
あ
る
の
で
、

お
そ
ら
く
い
ま
ど
う
い
う
ふ
う
に

に
つ
き
注
し
て
、
披
術
屈
且
に
つ
き
世
し
て
は
本
市
で
は
不
幸
に
し
て
土
木
図
係
の
学
校
が
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
津
、
名
古
犀
、
大
阪
、

岐
阜
と
こ
う
い
う
ふ
う
た
と
こ
る
で
ご
ざ
い
文
す
の
で
拭
員
と
学
校
，
と
の
凶
係
が
ご
ざ
い
ま
す
関
係
上
、
住
宅
の
点
に
非
常
に
役
所
に
勤

め
て
い
た
だ
く
に
し
ま
し
て
も
旧
紐
が
生
ず
，
e
と
息
い
ま
す
の
で
、
屈
共
寮
の
廷
設
が
で
き
う
る
こ
と
な
ら
ば
御
慾
可
し
て
い
た
だ
き
た

打
ち
た
い
と
息
っ
て
お
り
安
す
c

そ
れ
か
ら
で
き
う
る
こ
と
な
ら
ば
災
柑
あ
る
い
は
l

般
級
急
の
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
談
員
の
寮
の
件

ざ
い
丈
し
て
、

上
司
の
決
該
を
え
ま
し
て
で
き
う
る
限
り
早
い
と
こ
る
各
関
係
の
学
校
に
出
向
き
ま
し
て
契
約
ぁ
る
い
は
そ
う
い
う
手
を

て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

技
術
関
係
の
以
且
が
本
市
の
場
，
＾
い
は
四
十
五
名
の
収
虹
を
団
区
い
た
し

る
い
は
関
係
浙
に
お
府
い
い
た
し
ま
し

WC
で
き
ぅ
る
阪
り
確
保
し
た
い
と
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
申
す
ま
で

も
な
く
庇
菜
界
の
狛
股
に
よ
り
丈
し
て
按
術
貶
且
の
歿
得
に
つ
き
ま
し
て
け
、
企
業
に
お
き
ま
し
て
も
非
常
に
底
を
つ
い
て
お
る
の
で
ご

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
各
学
校
あ

土
木
事
栗
而
か
ら
み
ま
し
て
も
、
技
術
戟
且
に
対
し
点
し
て
は
必
ら
ず
し
も
多
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
現
在
、

土
木

貼
股
部
門
に
従
事
い
た
し
て
お
り
ま
す
技
術
戦
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
の
均
合
と
本
市
に
に
か
よ
う
同
格
都
市
あ
る
い
は
本
市
の

0
人
事
牒
長
（
天

ruf正
春
社
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
人
事
腺
品

（
天
野
正
春
刺
）
登
均
〕

0
前
川
貶
男
沼
先
ぽ
ど
お
伺
い
し
た
人
事
の
計
固
採
用
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
査
任
者
の
方
の
御
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

位
は
十
分
い
た
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

、一？／一

も

う

で

す

け

れ

ど

も

、

十

時

ま

で

の

残

業

を

続

け

て

い

く

と

い

う

こ

と

な

ん

で

す

一

。

0
前
川
辰
男
君

l

つ
建
設
部
長
に
お
恐
ね
し
た
い
の

が
、
こ
れ
ま
で
ず
い
ぶ
ん
続
い
て
お
っ
た
と
息
い
定
す
。
無
理
し
て
お
っ
た
と
息
う
ん
で
す
が
、
こ
ん
ご
も
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
な
た
は
？
一

戟
只
の
健
康
管
理
と
い
う
点
に
つ
い
て
宜
任
も
た
れ
ま
す
か
。

〔
建
設
部
品
（
城
井
淡
夫
射
）
登
陸
〕

〇
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
一
応
め
ど
と
し
て
十
時
定
で
の
残
業
を
当
分
、
続
け
さ
じ
て
い
た
だ
い
て
仕
事
を
処
理
し
た
い
と
い
う

こ
と
は
央
は
昨
日
、
土
木
牒
の
中
で
十
分
、
談
討
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
課
品
が
こ
れ
を
強
要
し
た
と
い
う
形
で
な
し
に
い
か
に
し
て

こ
れ
を
解
決
つ
け
る
か
と
い
う
問
囮
で
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
結
呆
、
一
般
の
戟
員
と
し
て
は
役
所
で
ろ
ぅ
城
し
て
や
る
ん
だ
と

い
う
窓
見
も
出
て
、
わ
れ
わ
れ
涙
の
出
る
旧
ど
慇
激
し
た
わ
け
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
そ
う
い
う
状
況
で
い
ま
い
わ
れ
ま

し
た
他
殷
の
問
題
そ
の
他
が
心
回
さ
れ
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
ま
し
て
は
最
大
十
時
で
帰
っ
て
も
ら
い
た
い
、
十
時
な
ら
電
車
、
．
汽

寧
等
の
関
係
上
う
ち
に
帰
っ
て
十
分
、
安
静
が
と
れ
る
と
、
だ
か
ら
限
底
と
し
て
は
十
時
ま
で
で
切
り
上
げ
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
師
い

し
て
、
一
応
そ
う
い
う
お
答
え
を
さ
し
て
い
た
だ
い
た
次
オ
で
こ
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
本
人
の
状
況
に
よ
っ
て
牒
長
に
も
よ
く
注
意
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
、
か
ら
だ
の
疲
労
が
出
た
ら
早
速
、
休
焚
を
と
っ
て
も
ら
う
な
り
診
断
を
受
け
る
な
り
の
措



具
体
的
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
た
だ
い
ま
腺
品
か
ら
巾
し
上
げ
て
お
り
ま
す
の
で
す
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
非
常
に
そ
の
四
日
市
の

問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
県
に
お
か
れ
ま
し
て
も
わ
れ
わ
れ
に
い
た
し
て
も
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
と
か
ら
あ
と
へ
と
議
題
が
出
て
ま

い
り
ま
し
て
、
そ
う
し
て
こ
う
い
う
ふ
う
に
一
応
、
区
切
り
を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
を
今
日
ま
で
か
な
り
踏
切
っ
た
湯
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
状
勢
が
こ
こ
ま
で
さ
ら
に
こ
う
い
う
こ
と
を
延
ば
し
た
い
と
こ
う
い
う
状
勢
に
な
っ
て
こ
こ
も
ど
う
し
て
も
こ

n
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
笠
班
Cl

0
市
品
（
平
田
佐
矩
君
）

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

間
者
の
よ
う
に
、
当
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
そ
の
日
う
の
技
術
渚
が
当
面
の
予
算
の
滸
化
に
手
が
足
り
な
い
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
り

i
す
廊
か
、
こ
れ
が
出
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

い
文
こ
こ
で
こ
の
用
途
地
城
の
設
定
が
で
き
な
い
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
市
政
に

渋
滞
を
さ
い
し
、
行
政
効
果
が
上
っ
て
い
な
＇
い
と
い
う
点
を
脱
朋
し
な
く
と
も
議
員
の
方
、
当
局
の
方
は
よ
く
こ
の
点
は
お
わ
か
り
に
な

っ
て
き
る
と
思
う
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
時
間
も
長
く
経
過
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
い
か
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

〔
土
木
課
此
（
天
野
助
春
社
）
登
壇
〕

0
土
木
諌
品
（
天
野
助
邪
沿
）
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

き
ま
し
て
は
、
こ
こ
二
、
三
年
前
か
ら
い
ろ
い
ろ
検
討
い
た
し
ま
し
て
い

用
途
地
域
並
び
に
四
日
市
の
都
市
計
画
の
街
路
の
叶
画
に
つ

よ
い
よ
三
十
六
年
疵
に
お
い
て
最
終
の
決
定
を
い
た
し
た
い
と
、
そ
う
い
う
計
画
の
も
と
に
都
市
計
画
係
に
お
い
て
県
の
計
画
課
、
建
設

省
の
計
圃
局
の
方
々
と
よ
く
打
ち
合
せ
を
い
た
し
ま
し
て
、
最
終
的
な
一
応
、
案
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
今
晩
、
上
京
い
た
し
ま
し
て
県

し
て
、
故
終
的
な
打
ち
合
せ
並
び
に
い
ろ
い
る
の
建
設
省
の
御
意
見
を
聞
き
に
ま
い

の
計
画
諜
の
方
と
一
耕
に
市
か
ら
も
阿
行
い
た
し
ま

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
•
そ
れ
が
終
り
ま
し
た
ら
一
応
、
法
的
な
都
市
計
画
の
街
路
計
画
並
び
に
用
途
地
域
の
設
定
に
つ
い
て
の
認

可
を
と
り
ま
し
て
決
定
い
た
し
た
い
、
こ
の
よ
う
な
叶
画
を
い
ま
進
め
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
そ
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
こ
二
、
三

カ
月
を
要
す
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

す
か
、
市
長
か
ら
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
凪
い
ま
す
。

用
途
地
坂
の
設
定
を
い
た
し
た
い
と
い
う
湖
説
朋
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
非
常
に
品
こ
ん
ど
の
議
会
に
は
こ
の
問

阻
が
提
染
さ
れ
る
こ
と
と
息
い
亡
r

し
て
期
待
し
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
ま
た
ま
災
害
等
も
ご
ざ
い
ま
し
た
か
ら
先
ほ
ど
の
質

都
市
計
阿
を
巡
め
て
、

御
謡
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
月
の
悶
会
の
市
長
の
泌
明
の
中
に
初
め
て
総
合
的
な
見
地
か
ら
早
急
に

は
も
っ
と
も
先
決
条
件
に
な
i

．
て
お
ろ
と
い
う
こ
と
は
い
ま
さ
ら
私
が
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
、
多
年
に
わ

た
り
ま
し
て
訊
会
に
お
さ
ま
し
て
当
屈
の
旧
う
に
こ
の
間
四
を
製
沿
い
た
し
て
お
っ
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
こ
れ
の
実
施
の

ざ
い
注
す
。

用
途
地
域
の
設
定
は
都
市
計
団
の
対
象
で
あ
り
ま
し
て
効
呆
的
近
代
的
な
都
市
行
政
を
行
な
い
ま
す
上
に
お
い
て
は
、

こ
れ

0
柴
田
総
君
秋
は
都
市
依
託
戦
に
関
述
い
た
し
し
江
し
て
、
都
市
計
圃
中
、

〔
柴
田
燐
貼
登
坑
〕

用
途
地
域
の
設
定
に
つ
い
て
お
恐
ね
し
た
い
と
思
う
の
で
ご

〇
諮
品
（
山
本
三
郎
叩
い
）

柴
田
揺
且
゜

で
す
か
ら
や
は
り
こ
の
時
間
内
に
十
分
に
誤
能
を
発
抑
で
さ
る
よ
う
な
形
を
皆
さ
ん
方
に
お
話
し
合
い
願
一
て
、

次
の
訊
会
に
で
も
そ
う
い
う
態
勢
を
班
菜
叶
回
と
と
も
に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
要
望
し
て
終
り
ま
す
C

で
す
。

で
き
た
ら
こ
の

た
ら
め
に
作
り
出
し
た
も
の
で
け
な
い
わ
け
で
す
。

長
い
問
の
・
い
る
ん
な
過
去
の
デ
ー
ク
が
出
さ
れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
大
事
な
時
問
な
ん

入
問
の
他
力
の
限
界
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
で
す
。

五
月
と
い
う
の
は
非
常
に
極
端
な
残
菜
を
や
っ
て
、

に
さ
ら
に
十
時
ま
で
残
業
を
し
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
は
現
実
の
問
題
と
し
て
は
わ
か
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は

た
と
え
ば
一
時
間
当
り
の
仕
寡
の
筑
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
に
消
化
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
は
な
は
だ
疑
問
が
出
て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
が
八
時
間
労
萄
と
い
う
形
で
規
定
づ
け
ら
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
で

“
 

は
な
い
か
。

い
ま
は
残
業
が
ほ
と
ん
ど
悛
性
に
な
っ
て
し
か
も
四
月
、

こ
う
い
う
上

-?3- -？2-， 
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品

を

き

た

t
そ
れ
に
よ
っ
て
せ
っ
か
く
市
民
の
方
々
の
血
と
汗
の
税
金
が
浪
費
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に
い
ろ
い
ろ
の
手
紙
き
を
終
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
ら
私
は
か
れ
こ
れ
申
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、

を
と
-
‘
て
申
し
ま
す
な
ら
ば
こ
ん
ど
の
水
密
等
に
お
き
ま
し
て
も
山
手
の
ほ
う
は
別
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
‘

一
例

臨
海
地
帯
に
お
き
ま
し

0
柴
田
繁
荊

¥
'
，
ぱ
す
が
、
私
も
四
日
市
の
た
だ
単
な
る
四
日
市
の
ぽ
う
張
を
み
ま
し
て
も
、

．
が
ツ
急
激
な
発
展
に
対
し
て
、

い
か
な
る
と
こ
ろ
で
い
か
な
る
計
画
を
設
定
す
る
か
と
い
う
面
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
に
至
難
で
あ
る
と
い

う
こ
と
は
私
も
わ
か
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
わ
か
れ
ば
わ
か
る
ほ
ど
こ
の
問
囲
は
早
く
解
決
を
し
て
お
か
な
い
＇
と
あ
ら
め
る
面
に
お
い

こ
の
産
業
構
造
の
改
革
の
状
態
を
み
ま
し
て
も
な
か
な
か
こ

市
長
か
ら
い
わ
ゆ
る
総
合
的
な
見
地
か
ら
綿
え
硲
々
な
る
御
計
画
の
心
摺
え
を
承

nま
し
て
さ
こ
そ
と
思
う
の
で
ご
ざ
い

広
い
視
野
か
ら
御
検
討
を
い
た
だ
き
た
い
、

9
,
 

〔
柴
田
繁
君
登
壇
〕

こ
う
い
う
ふ
う
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
を
三
市
の
上
に
お
い
て
、
さ
ら
に
三
県
の
上
に
お
い
て
の
考
慮
を
将
来
さ
し
て

ふ
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
屯
時
代
が
そ
う
な
っ
て
き
て
お
る
と
思
い
ま
す
の
で
こ
う
い
う
こ
と
も
御
参
考
に
申
し
上
げ
て
、
い
ろ
い
ろ

こ
ろ
の
地
域
の
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

四
日
市
だ
け
の
考
え
、
狭
あ
い
な
考
え
で
な
し
に
四
日
市
あ
る
い
ぱ
桑
名
、
鈴
鹿
、
こ
う
い
う
北
西
の
三
市
に
お
き
ま
す
る
大
き
な
観
点

に
も
立
ち
、
さ
ら
に
そ
れ
が
伊
勢
湾
浩
で
あ
り
そ
の
伊
勢
湾
沿
と
い
う
の
が
中
部
経
済
詞
と
い
い
ま
す
か
、
中
部
発
達
圏
と
い
い
ま
す
か

新
し
い
牌
光
を
浴
び
て
き
た
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
う
こ
の
北
西
地
域
が
動
く
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
非
常
に
論
議
せ
ら

れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
る
の
で
、
た
だ
い
ま
御
答
弁
申
し
上
げ
た
よ
う
な
こ
と
は
き
わ
め
て
わ
れ
わ
れ
の
身
近
の
、
近
い
と

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
、

こ
こ
に
も
息
い
を
い
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
事
態
が
迫
っ
て
き
て
お
り
ま
す
る
の
で
‘

わ
れ
わ
れ
が
単
に

経
営
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
る
点
と
、
す
で
に
わ
が
四
日
市
は
三
重
県
に
籍
は
お
い
て
お

”
’
'
．
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
二
県
あ
る
い
は
三
県
に
ま
た
が
っ
た
計
酉
の
中
に
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
い

そ
う
し
て
将
来
、

•. 0・・ 

_75→ 

う
い
う
ふ
う
に
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
て
、
非
常
に
変
化
の
度
が
早
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
従
い
ま
し
て
そ

の
し
っ
か
り
し
た
も
の
を
立
て
て
お
い
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
今
日
ま
で
こ
の
テ
ソ
ポ
に
追
い
つ
け
な
か
っ
た
た
め
に
か

ぇ
・
ゎ
そ
よ
か
i

た
の
か
、
そ
の
へ
ん
ち
ょ
っ
と
私
も
判
断
に
迷
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
御
承
知
の
r
と
お
り
ス
ケ
ー
ル
が
前
に
考
え
て
お

り
ま
し
た
と
り
大
き
く
な
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
点
を
よ
く
に
ら
み
合
せ
ま
し
て
、
こ
の
へ
ん
ま
で

は
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
こ
う
い
う
ふ
う
に
も
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
て
お
る
ん
で
ご

ざ
い
ま
す
し
、
ま
た
県
の
ほ
う
と
も
意
見
を
交
換
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か
し
、
県
の
ほ
う
に
お
か
れ
ま
し
て
も
実
は
最
初

は
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
た
い
と
い
う
お
考
え
も
御
主
張
に
な
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
む
、
＇
缶
禿
窟
を
み
て
こ
れ
ほ
ど
う
忍
わ
れ
わ
れ
の
r

考
え
が
．

少
し
甘
過
ぎ
た
、
小
さ
過
ぎ
た
、
こ
れ
じ
ゃ
ま
ず
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
こ
れ
じ
ゃ
と
て
も
計
画
に
な
ら
な
い
と
い
う
よ
う
な
お
考
え

も
起
r
て
ま
い
り
ま
し
て
、
な
ん
と
い
い
ま
す
か
非
常
に
テ
ン
ボ
の
早
い
の
に
迫
い
つ
い
て
い
く
力
が
な
か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
感
が
あ

っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
お
よ
そ
の
線
も
ま
と
ま
り
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
た
だ
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
な
手
順
を
踏
み

ま
し
て
、
．
お
お
よ
そ
の
区
域
と
い
う
も
の
が
設
定
せ
ら
れ
て
ま
い
る
と
思
い
ま
す
C

た
だ
こ
の
際
ち
ょ
•
と
つ
け
加
え
て
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
四
日
市
の
発
展
力
を
さ
ら
に
ど
の
へ
ん
ま
で
考
え
る
か
と
い

う
こ
と
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
御
氷
知
の
と
お
り
今
日
ま
で
の
四
日
市
は
四
日
市
市
の
総
合
開
発
計
画
を
も
ち
ま
し
て
、
そ
の
中
に

お
け
る
考
え
方
が
非
常
に
大
さ
な
ウ
ニ
イ
ト
を
も
っ
て
お
り
ま
し
て
、
最
近
に
な
り
ま
す
と
い
う
と
ど
う
も
四
日
市
だ
け
の
計
画
で
は
非

常
に
ま
ず
い
と
：
う
紐
論
が
起
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
ご
く
最
近
に
起
r

て
ま
い
り
ま
し
た
現
象
に
つ
い
て
参
考
ま
で
に
申
し
上
げ

た
の
で
あ

た
い
と
存
じ
ま
す
る
が
、
愛
知
の
名
古
足
方
面
か
ら
四
日
市
池
域
ま
で
を
伊
勢
湾
港
区
と
い
う
こ
と
に
大
き
く
わ
り
き
っ
て
き

り
ま
す
c

こ
の
こ
と
は
い
ま
ま
で
の
四
日
市
、
三
は
県
に
な
い
現
象
で
，
こ
ざ
い
ま
，
し
て
、
他
の
県
と
の
総
合
し
た
計
画
～
と
い
う
も
の
が
一

つ
の
具
体
性
を
お
び
て
き
た
。
こ
れ
は
関
逃
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
事
実
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
港
湾
を
一
本
と
み
な
し
て
、

-~ダーI し--. 



の
水
路
の
管
理
権
の
問
題
、
牒
道
と
市
道
と
の
管
理
権
の
問
題
、
そ
う
い
う
よ
う
な
い
ろ
い

下
水
関
係
と

て
は

H
事
関
係
と
土
木
関
係
、

い
う
点
が
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
ち
ろ

し
ま
し
て
こ
ん
ど
の
災
害
に
拍
車
を
か
け
た
と

ろ
な
問
題
が
さ
く
そ
う
い
た

お
き
ま
し
て
御
洞
察
を
い
た
だ
く
の
は
も
ち
ろ

に
世
界
の
産
業
構
造
の
動
向
等
に

ん
市
長
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
三
県
総
合
の
計
画
並
び

、
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
切
に
要
望
い
た
し
ま
し

ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
喫
緊
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
な
る
ぺ
く
早
く
こ
と
を
進
め
て
し

一
よ
私
の
質
問
を
終
り
ま
す
。

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
伊
藤
太
郎
君
簡
単
●
に
御
質
問
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
土
木
費
に
つ
き
ま
し
て
お
母
ね
申
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
坂
上
議
員
そ
の
他
の
方
々
か
ら
御
質
問
が
あ
り

て
二
点
だ
け
お
尋
ね
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
。
＇

、
こ
れ
に
関
逃
し
た
事
項
に
つ
い

ま

t
た
の
で
、
翫
複
を
避
け
ま
し
て

ら
あ
る
い
は
そ
の
他
の
理
事
者
か
ら
こ
れ
に
対
し
て
の
調
査
並
び
に

て
は
三
十
日
に
市
長
さ
ん
か

オ
ー
点
。
今
回
の
災
由
に
つ
き
ま
し

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
お

応
急
の
対
策
に
つ
い
て
る
る
承
り
ま
し
て
、
御
心
情
の
ほ
ど
に
つ
い
て
衷
心
か
ら
感
謝
を
い
た
し
て
お
る
の
で

ら
出
先
と
申
し
ま
す
か
出
張
所
、
そ
う

、
こ
の
緊
急
時
に
お
き
ま
し
て
本
部
と
そ
れ
か

尋
ね
を
申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
、
や
れ
水
が
出
た

、
こ
の
点
に
つ
い
て
承
り
た
い
の
で
ご
ざ
ぃ

い
う
点
と
の
連
絡
が
い
か
に
な
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
有
機
的
な
御
計
画
が
あ
る
の
か

い
て
不
安
を
も
っ
て
お
る
わ
け
で

ま
す
。
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
台
風
期
に
向
い
ま
す
の
で
お
お
か
た
市
民
の
方
々
は
非
常
な
こ
の
点
に
つ

些
一
点
。
工
場
地
帯
あ
る
い
は
そ
の
他
で
も
県
の
エ
菜
用
水
が
施
設
さ
れ
る
と
か
あ
る
い
は
各
種
の
ガ
ス
管
が
埋
設
さ
れ
る
と
か
と
い

、
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
•
こ
の
事
業
が
完
了
し
た

て
そ
の
も
と
に

5
と
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
ず
市
の
許
可
が
な
さ
れ

以
上
の
二
点
に
つ
い
て
お
衿
ね
中
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

＇

〔

総

務

部

足

（

林

義

刃

社

）

登

壇

〕

．

0
総
籾
部
長
（
林
義
男
社
）
買
間
の
オ
ー
点
に
つ
い
て
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
尋
ね
の
御
製
旨
は
本
部
と
い
い
ま
す
か
、
本
庁
と
出
先
の
関
逃
が
あ
あ
い
っ
た
災
害
喫
緊
3

場
合
に
は
ど
う
い
う
考
え
を
も
っ
て
お

る
か
そ
う
い
う
御
孤
行
だ
と
解
釈
し
ま
し
て
お
答
え
し
た
い
と
恩
い
ま
す
。
特
に
伊
藤
議
員
さ
ん
の
御
注
釈
で
は
土
木
に
関
連
し
て

9

と
い

う
お
こ
と
ば
が
つ
い
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
．
そ
う
い
っ
た
場
合
を
想
定
し
な
が
ら
現
在
、
私
ど
も
が
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
を
お
答
え
し

た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
恩
っ
て
お
り
ま
す
。
機
構
改
革
と
い
い
ま
す
か
、
四
月
以
来
い
ろ
い
ろ
出
先
で
も
出
張
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ん
に
ず
い
分
御
心
配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
考
え
方
は
出
張
所
の
人
員
あ
る
い
は
業
務
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
•
も

っ
と
も
簡
潔
に
し
か
も
能
率
的
に
監
備
を
す
る
と
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
職
員
数
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
だ
い
た
い
御
了

承
あ
る
い
は
御
想
像
の
よ
う
な
状
態
に
現
在
で
は
七
月
十
日
と
ろ
を
も
っ
て
処
理
し
た
い
、
そ
う
い
う
考
え
方
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
ね
ら
っ
て
お
り
ま
す
改
革
の
趣
旨
の
オ
ー
点
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
り
ま
す
の
は
、
出
張
所
長
の
枢
限
は
従
来
以
上
、
こ
れ
を
披

化
し
た
い
、
こ
う
い
う
考
え
方
で
ご
ざ
い
ま
し
て
そ
の
考
え
方
か
ら
い
い
ま
し
た
ら
、
あ
あ
い
っ
た
災
害
非
常
の
場
合
、
そ
の
地
域
の
い

っ
さ
い
の
沢
任
あ
る
い
は
処
理
は
出
張
所
長
の
手
を
経
て
さ
れ
る
の
が
本
当
で
あ
る
。
私
た
ち
は
そ
う
い
う
解
釈
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
•

と
こ
ろ
が
央
際
問
題
に
な
り
ま
す
と
堤
防
決
拭
に
備
え
た
か
ま
す
そ
の
他
の
毀
材
の
入
手
そ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
張
所
そ
の
も
の

が
そ
う
い
っ
た
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
菜
者
な
ん
か
と
の
関
逃
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
い
う
よ
う
な
湯
合
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
本
庁
、
一
9
?
 

の
指
示
を
え
て
処
理
を
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
楊
合
が
今
回
な
ん
か
ま
ま
多
か
っ
た
C

？
 

そ
れ
か
ら
い
ま
ー
つ
は
堤
防
そ
の
他
の
間
題
が
県
営
の
事
業
に
関
連
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
に
、
県
の
土
木
出
張
所
の
指
示
を
受

f

と
き
に
ど
の
よ
う
な
処
趾
が
踪
じ
ら
れ
て
お
る
の
か
。

ご
ざ
い
ま
す
。

伊
藤
太
郎
諾
員
。

〔
伊
藤
太
郎
君
登
壇
〕

屯？ヽ.,..



の
で
、
出
張
所
の
皆
さ
ん
は
ず
い
分
そ
う
い
っ
た
と
き
の
処
理
に
一
・

-
C
o
 

け
な
い
と
た
と
え
市
の
本
部
に
お
き
ま
し
て
も
処
理
で
き
な
い
と
い
う

が、一’

す
。
そ
れ
で
現
在
わ
れ
わ
れ
部
内
的
に
は
二
、
三
回
の
会
合
を
も
ち
ま

7

御
浪
乱
を
惑
じ
て
お
ら
れ
た
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
問
い
て
お
り
ま

こ
て
、
あ
る
程
度
あ
あ
い
っ
た
緊
急
非
常
の
場
合
に
は
出
張
所
長
の
独
断
で
あ

し
．
て
出
張
所
長
の
戟
務
椛
限
の
益
化
と
い
う
砧
前
か
ら
い

っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
判
既
に
よ
る
寡
務
．
の
遂
行
に
つ
い
て
は
大
い
に
こ
れ
を
後
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
い
う
ふ
、
う

な
処
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
お
互
い
全
般
的
に
確
認
を
い
た
し
て
沿
り
ま
す
の
で
、
早
急
に
こ
の
読
会
終
了
後
、
八

ー
ペ
ん
出
先
の
出
張
所
長
さ
ん
に
も
御
意
見
な
り
御

、
そ
の
へ
ん
も
う

日
ご
る
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
出
張
所
長
会
誂
を
開
き
ま
し
て

碑
認
を
願
い
た
い
C

わ
れ
わ
れ
分
担
し
ま
し
て
各
斑
三
斑
作
り
ま
し
て
、
災
白
直
後
、
各
出
張
所
を
追
絡
そ
の
他
で
回
り
ま
し
た
と
き
に
そ
う
い
う
趣
旨
を

そ
れ
ぞ
れ
お
伝
え
し
て
、
そ
の
後
の
処
理
な
ん
か
に
つ
き
ま
し
て
は
仰
心
配
、
御
質
問
の
点
の
な
い
よ
う
な
処
理
を
し
て
お
る
の
で
は
な

｛
 

〔
監
理
課
長
（
小
林
醤
君
）
登
壇
〕

坦
管
の
た
め
の
逝
路
の
掘
さ
く
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
許
可
を
受
け
た
期
問
中
に
工
事
を
終
っ
て
埋
め
も

〇
藍
班
膝
是
（
小
林
滸
引
）

｀
そ
れ
が
工
事
が
終
っ
た
拗
合
に
は
こ
ち
ら
へ
も
連
絡
を
し
て

ど
し
、
つ
け
か
た
め
等
を
す
る
よ
う
に
許
可
条
件
を
つ
け
て
お
り
ま
し
て

も
ら
い
土
木
牒
の
ほ
う
か
ら
一
応
見
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
処
置
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
．

〔
伊
蔽
太
郎
君
登
壇
〕

0
伊
胚
太
郎
氾
た
だ
い
文
オ
一
間
に
つ
き
ま
し
て
は
総
務
部
長
か
ら
笥
切
な
御
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
張
所
長
の
権
限
と
申
し

ま
す
か
、
と
り
は
か
ら
い
が
阻
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
御
趣
旨
に
拝
承
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
＇

今
回
の
災
柑
は
さ
い
わ
い
に
も
凪
ば
あ
ま
り
な
か
っ
た
し
霞
話
も
通
じ
た
し
電
燈
も
切
れ
な
か
っ
た
し
．
は
た
ま
た
昼
問
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
の
で
非
常
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
市
の
ほ
う
か
ら
か
ま
す
が
運
搬
さ
れ
た
、
そ
れ
は
も
う
市
の
ほ
う
を
出
た
と

い
う
述
知
を
出
張
所
に
お
さ
ま
し
て
お
阿
き
し
て
か
ら
現
物
が
屈
く
ま
で
に
ほ
と
ん
ど
二
時
問
余
り
も
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
に

も
し
も
こ
れ
か
ら
台
風
時
に
お
い
て
交
通
は
と
絶
え
た
、
夜
中
で
あ
る
と
い
う
と
き
に
ど
れ
ぐ
ら
い
市
民
が
戸
惑
う
で
あ
ろ
う
か
、
こ
う

い
う
点
を
台
風
時
を
前
に
し
て
央
は
昨
日
も
市
民
の
有
志
が
舟
り
ま
し
て
た
い
へ
ん
な
心
配
で
あ
り
ま
し
た
。

~9.ti.9, 

そ
こ
で
私
は
思
い
ま
す
。
鉛
鹿
の
堤
防
に
も
そ
の
他
に
も
県
営
の
水
防
介
庶
と
申
し
ま
す
か
、
材
料
が
陪
保
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
い
ま
部
長
の
お
っ
し
や
っ
た
遥
り
で
あ
り
ま
す
C

と
こ
ろ
が
あ
れ
を
開
け
よ
う
に
も
か
ぎ
が
な
い
し
、
逃
絡
は
な
か
な
か
と
れ
ぬ
し
土

木
出
張
所
は
さ
っ
さ
と
や
っ
て
く
れ
ん
し
央
に
困
っ
た
。
鈴
鹿
の
川
が
培
水
い
た
し
ま
し
て
堤
防
も
も
う
一
尺
余
り
と
な
っ
た
の
で
ご
ざ
，

い
ま
す
。
や
む
を
え
ず
あ
れ
を
こ
わ
し
て
中
の
か
ま
す
を
出
し
た
、
こ
う
い
う
非
常
手
段
に
訴
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
願
わ
く
ば
市

が
ど
こ
か
に
そ
う
い
う
非
僻
用
水
防
介
庫
で
も
作
こ
て
か
ま
す
な
り
な
わ
な
り
応
急
資
材
を
た
く
わ
え
て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

こ
れ
が
こ
の
私
た
ち
市
民
の
大
き
な
要
訊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
改
め
て
御
答
弁
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
オ
ニ
間
に
つ
き
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
御
回
答
く
だ
さ
い
ま
し
て
非
常
に
宮
ん
で
お
り
ま
す
が
、
私
が
考
え
ま
す
の
に
は
工
業

用
水
な
り
危
険
を
伴
う
よ
う
な
ガ
ス
行
が
た
く
さ
ん
坦
蔵
さ
れ
た
楊
合
は
、
あ
と
の
点
検
を
十
分
に
な
さ
れ
こ
れ
が
現
状
に
か
え
っ
て
お

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
．
＇
こ
れ
が
私
の
お
廂
い
を
い
た
し
た
い
点
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
、
塩
浜
病

院
の
前
あ
た
り
に
い
ま
ま
で
に
な
い
よ
う
な
床
下
没
水
を
み
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
が
三
日
も
四
日
も
引
か
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
エ

菜
用
水
に
よ
っ
て
す
で
に
前
に
で
き
て
お
っ
た
り
っ
ば
な
排
水
爵
が
ほ
と
ん
ど
こ
わ
さ
れ
て
お
る
。
こ
う
い
う
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
み
ま
し
．

て
こ
れ
は
復
旧
し
て
も
ら
う
の
に
も
た
い
へ
ん
だ
し
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
綿
密
な
検
査
の
も
と
に
完
了
が
確
認
さ
れ
て
あ
っ
た
ら
こ

-.. ？
 

う
は
な
ら
な
か
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
、
か
よ
う
に
考
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

？
 

先
ぼ
ど
お
屈
い
を
い
た
し
ま
し
た
水
防
介
庫
の
設
匹
が
で
き
な
い
も
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
う
一
度
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
．

い
か
と
私
は
確
伯
し
て
お
り
ま
す
。



水
防
倉
廊
の
問
題
に
．
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

水
防
倉
血
に
つ
き
ま
し
て
は
す
で
に
七
｀
八
年
前
か
ら
国
の
ほ
う
か
ら
補
助
金
を
出
し
ま
し
て
、
重
要
河
川
筋
に
年
々
何
個
所
ず
つ
か

建
設
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
す
で
に
十
二
、
三
カ
所
の
水
防
念
庫
が
ご
ざ
い
ま
し
て
こ
れ
に
必
要
資
材
を
備
蓄
し
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
鈴
鹿
川
に
つ
き
ま
し
て
は
河
川
が
直
轄
河
川
の
た
め
に
水
防
倉
庫
は
県
の
ほ
う
で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
市
の
ほ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
現
在
、
所
管
が
消
防
署
の
ほ
う
，

う
の
水
防
念
血
は
一
応
い
ま
ま
で
設
低
さ
れ
な
か
っ
た
ん

で
扱
っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
建
設
部
の
水
防
態
勢
あ
る
い
は
河
川
の
危
険
状
況
、
は
ん
ら
ん
状
況
等
を
よ
く
意
見
を
総
合
検
討
い
た
し

ま
し
て
一
応
決
定
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
建
設
部
の
ほ
う
で
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
。

が
、
こ
れ
は
先
ほ
ど
の
御
説
明
ち
ょ
．
っ
と
私
、
聞
き
も
ら
し
た
ん
で
ご
ざ
い
ま

な
お
水
防
介
血
の
中
に
備
窃
す
る
材
料
で
ご
ざ
い
ま
す

す
が
、
大
き
な
水
防
合
廊
を
ど
っ
か
作
っ
て
そ
こ
で
も
っ
て
お
れ
と
い
う
ふ
う
に
開
い
た
ん
で
ご
ざ
ぃ

9
す
が
、
水
防
倉
庫
は
大
き
な
の

を
中
央
で
も
っ
て
お
る
必
挺
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
危
険
個
所
に
即
座
に
小
さ
い
と
き
に
食
い
止
め
る
施
設
も
必
要
で
な
い

だ
ろ
う
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
て
い
ま
ま
で
の
五
坪
か
六
坪
の
小
さ
い
水
防
倉
庫
も
こ
ん
ご
大
い
に
役
立
つ
ん
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
伊
藤
太
郎
君
登
壇
〕

0
伊
昨
太
郎
君

た
だ
い
ま
私
の
中
し
上
げ
ま
し
た
の
は
廷
股
部
是
の
お
っ
し
や
っ
た
の
と
は
全
く
変
っ
て
お
り
ま
し
て
、
中
央
に
と
は
申
し
ま
せ
ん
の

で
、
危
険
に
屈
わ
れ
る
と
ヒ
ろ
、
い
つ
も
堺
水
を
す
る
交
造
点
と
か
な
ん
と
か
な
っ
て
お
る
と
こ
ろ
に
小
さ
く
と
も
、
自
由
に
使
え
る
も

の
を
設
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
全
然
、
不
可
能
で
あ
れ
ば
県
と
の
連
絡
を
密
接
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、

こ
れ
が
出
張
所
に
お
い
て
災
由
の
場
合
に
私
に
応
じ
て
使
え
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
と
思
う
ん

で
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
の
八
月
の
二
十
九
日
に
殴
律
の
悔
岸
の
台
風
で
破
地
さ
れ
た
河
川
に
高
潮
が
浸
水
い
た
し
ま
し
て
大
騒
ぎ
を
し
た
と
き
に
県
の

ほ
う
に
い
く
ら
逃
絡
を
し
て
も
つ
い
に
お
し
ま
い
ま
で
き
て
い
た
だ
か
な
か
っ
た
。
そ
の
と
き
も
倉
庫
を
破
っ
て
使
っ
た
と
い
う
、
今
，
回

も
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
繰
り
返
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
こ
と
し
の
秋
ま
で
、
台
風
期
の
す
む
ま
で
き
っ
と
こ
れ
が
必
要
な

時
期
が
、
い
ま
よ
り
以
上
に
必
要
を
感
ず
る
と
き
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
具
合
に
応
急
に
処
置
が
で
き
う
る
よ
う

こ
れ
を
炭
望
い
た
し
ま
し
て
私
の
灯
問
を
終
り
ま
す
。

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
氾
）

山
中
践
且
゜

〔
山
中
忠
一
君
登
瑕
〕

0
山
中
忠
一
君
私
は
同
俯
賊
員
か
ら
熱
心
な
朝
か
ら
の
質
問
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ほ
ぼ
理
事
者
の
こ
ん
ご
の
対
策
も
今
回
の
議
案
の

内
容
も
よ
く
了
承
は
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
同
僚
議
員
の
触
れ
て
い
な
い
私
は
今
回
の
災
害
と
こ
の
予
算
と
関
連
い
た
し
ま

し
て
、
い
か
に
こ
ん
ご
の
市
の
対
策
を
も
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
に
要
点
を
し
ぽ
り
ま
し
て
質
問
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

休
憩
前
に
引
き
紐
き
ま
し
て
会
議
を
開
き
ま
す
。

に
お
考
え
を
屈
い
た
い
。

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）
登
壇
〕

〇
建
設
部
長
（
城
井
義
夫
君
）

午
後
二
時
三
十
一
分
休
憩

午
後
二
時
五
十
二
分
再
開

f
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歳
出
面
に
対
し
て
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
歳
入
と
い
た
し
ま
し
て
は
定
例
に
よ
っ
て
定
例
の
ご
と
し
で
繰
り
越
し
と
補
助
と
で
で
き
て

捻
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
•
こ
の
歳
柑
面
を
は
た
し
て
今
回
の
よ
う
な
行
き
方
で
あ
っ
た
な
れ
ば
私
は
い
つ
ま
で
四
日
市
が
ど
ぶ
の
中
へ

金
を
ほ
ぅ
り
込
む
よ
う
な
予
箕
の
組
み
方
を
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
痰
点
を
し
ぽ
っ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

先
ほ
ど
前
川
賊
只
が
仰
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
低
一
＿
＿
千
と
い
う
今
回
の
追
加
の
数
字
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
約
半
分
ほ
ど
が
土
木
費
に
ス

っ
て
お
る
。
し
か
し
先
日
来
の
水
白
に
お
い
て
一
は
や
二
低
の
金
を
ど
こ
に
ほ
う
り
込
ん
で
い
っ
て
も
こ
れ
は
焼
石
に
水
に
も
足
ら
な
い

こ
と
を
は
た
し
て
追
加
し
て
い
く
の
か
。
浜
田
餞
設
の
い
ま
の
質
問
に
お
い
て
市
長
も
大
い
に
考
え
る
と
意
の
強
い
と
こ
ろ
を
お
問
か
せ
，

即
っ
た
の
で
、
非
常
に
満
足
に
存
ず
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
ヽ
私
は
い
ま
世
論
が
新
聞
紙
上
に
符
き
た
て
て
音
斗
を
し
て
い
る
こ
の

災
也
が
は
た
し
て
災
む
と
考
え
て
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
災
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
先
日
も
私
は
各
地
の
視
菜
を
さ
し
て
い
た
だ
い

て
つ
く
づ
く
感
じ
た
一
端
を
、
迎
事
者
に
老
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
お
顧
い
す
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

地
区
的
に
申
し
て
い

。
橋
の
決
壊
、
．
流
失
あ
る
い
は
堤
防

き
ま
す
な
れ
ば
私
は
塩
浜
地
区
な
ん
か
の
今
回
の
水
告
、
こ
れ
は
完
全
に
私
は
人
災
で
あ
る
と
思
ぅ

の
決
填
も
ほ
と
ん
ど
は
私
は
人
災
で
あ
る
と
息
う
。
な
ゼ
な
れ
ば
去
年
も
流
れ
た
、
こ
と
し
も
流
れ
た
。
わ
ず
か
私
が
六
カ
年
間
盈
諏
員

れ
は
は
た
し
て
理
事

生
活
の
間
に
三
回
も
柄
が
流
れ
た
。
エ
芽
の
期
間
が
長
い
の
か
洒
．
っ
た
期
間
が
此
い
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
こ

者
と
し
て
、
市
品
と
し
て
天
災
で
あ
る
と
す
ま
し
て
お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
私
は
中
し
上
げ
た
い
。
そ
こ
で
先
ほ
ど
市
長
も
舷
れ
ら

れ
ま
し
た
が
、
人
災
で
あ
る
な
ん
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
少
し
・
さ
れ
た
よ
う
に
息
い
ま
す
る
が
、
私
は
こ
の
災
害
か
ら
ど
う
い
う
よ
う

に
し
て
守
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
い
ま
一
歩
も
う
少
し
小
さ
い
と
こ
ろ
に
私
は
気
を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
わ
ず
か
五
万
の
工
事

股
で
す
む
も
の
が
五
十
万
に
な
り
百
万
に
な
る
ま
で
手
を
つ
け
な
い
。
こ
れ
は
国
家
的
に
考
え
ま
し
て
も
県
に
し
て
も
こ
れ
は
盲
点
で
あ

る
。
先
日
も
私
は
自
分
の
地
区
の

H
事
を
役
所
の
人
に
伺
っ
て
み
た
な
れ
ば
「
し
も
う
た
な
、
な
ぜ
石
の
二
つ
三
つ
流
し
て
や
ら
な
ん
だ
、

そ
う
し
て
か
た
向
い
た
な
れ
ば
災
忠
で
い
け
た
の
に
、
現
在
こ
の
橋
は
折
れ
て
通
れ
ん
よ
う
に
な
っ
て
お
る
、

か
た
向
い
て
お
る
、
そ
れ

は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
●
流
れ
て
い
っ
て
か
ら
で
な
い
と
。
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
申
さ
れ
ま
し
た
が
こ
れ
は
こ
の
盲
点
と
し
て
私
は
市

長
と
し
て
市
の
行
き
方
に
つ
い
て
も
う
少
し
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
に
市
長
が

欧
担
す
る
似
限
に
お
き
ま
し
て
私
は
一
甘
、
御
忠
告
を
申
し
上
げ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
市
長
ば
下
水
も
土
木
も
都
市
計
画
も
、
そ

う
し
て
殷
地
委
．
貝
会
に
し
ろ
私
は
市
長
の
力
に
お
い
て
こ
れ
は
も
っ
て
い
け
る
の
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
の
三
者
の
団
体
が
自
分
の
思
ぅ
追
り

に
H
$
を
巡
め
て
お
る
。
こ
の

H
事
が
わ
ざ
わ
い
を
し
て
そ
う
し
て
今
日
の
災
密
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
多
い
の
じ
ゃ
な

い
か
。
こ
の
点
を
私
は
市
技
の
椛
限
の
筒
囲
内
に
お
い
て
私
は
も
う
少
し
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
褻
点
を
市
長
に
要
菫
し
て
、
こ

ん
ご
市
品
は
い
か
な
る
対
策
の
用
意
が
あ
る
か
、
そ
の
点
を
浪
り
た
い
と
い
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

〔
市
提
（
平
田
佐
短

tt)
登
培
〕

0
市
長
（
平
田
佐
短
む
）
こ
の
災
杏
に
際
し
ま
し
て
た
ぴ
誼
な
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
な
る
ほ
ど
天
災
で
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
し
か
し
人

の
力
の
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
事
央
じ
ゃ
な
い
か
、
會
こ
う
い
う
ふ
う
に
私
に
は
承
れ
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
は
至
匿
ご
も
っ

と
も
だ
ろ
う
と
屈
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
は
全
部
、
市
長
の
共
任
だ
ろ
う
と
は
考
え
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
、
今
日
き
で
の
こ
の
土
木
事
業
に

対
す
る
考
え
方
、
ま
た
こ
の
災
密
に
対
す
る
考
え
方
と
い
う
も
の
が
非
常
に
そ
の
扮
を
一
応
、
切
り
抜
け
る
こ
と
が
茄
本
で
あ
っ
て
、
そ

う
し
て
根
本
的
な
対
策
が
そ
の
つ
ど
政
府
に
お
い
て
も
磁
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、
非
常
な
大
き
な
わ
ざ
わ
い
を
し
て
お
る

の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
政
府
を
う
ら
ん
で
み
ま
し
て
も
人
を
う
ら
ん
で
み
ま
し
て
も
、
自
分
の
う
ち
の
こ
と
は

自
分
の
力
で
や
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
や
っ
て
、
や
れ
な
い
と
こ
る
は
こ
れ
は
県
な
り
国
な
り
の
力
を
仰
ぐ
と
い
う
方
途
に
も
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
忍
い
ま
す
る
が
、
例
え
ば
橋
の
問
図
に
い
た
し
ま
し
て
も
い
か
に
し
て
も
こ
ん
ど
の
こ
の
災
害
を
み
ま
す
る
と
い
う
と

全
く
考
え
を
変
て
、
そ
う
し
て
旧
来
の
法
規
に
引
き
ず
ら
れ
な
い
よ
う
に
も
う
・
一
歩
先
ん
ず
る
か
、
ら
う
一
段
上
の
捻
策
を
諮
ず
る
と
い

う
よ
う
な
処
砒
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
同
じ
こ
と
を
該
り
返
す
の
で
な
い
か
、
こ
う
思
い
ま
す
る
の
で

•. :.、
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さ
い
ぜ
ん
も
御
答
弁
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
ん
ど
は
少
し
く
考
え
を
変
え
て
、
そ
う
し
て
四
日
市
の
考
え
方
と
い
う
も
の
を
多
分

に
も
っ
た
行
き
方
を
し
た
い
。
た
だ
そ
う
い
う
こ
と
を
申
し
ま
し
て
、
限
り
あ
る
財
力
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
も
か
も
理
想
ど
お
り
に

は
い
か
ぬ
と
思
い
ま
す
る
が
、
財
力
と
の
問
題
も
勘
案
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
し
て
将
来
の
わ
ざ
わ
い
を
で
き
る
限
り
暴
圧
す
る
よ
う
な

新
方
途
を
購
じ
て
い
き
た
い
。
ま
た
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
県
な
り
国
な
り
の
で
き
る
だ
け
ひ
と
つ
御
協
賛
を
え
た
い
、
こ
う
思

v
て
お

る
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
さ
い
ぜ
ん
御
答
弁
申
し
上
げ
た
の
と
全
く
同
じ
考
え
方
を
も
っ
て
お
り
ま

、
た
だ
き
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま

し
て
で
き
る
限
り
た
だ
い
ま
の
お
話
の
よ
う
な
お
考
え
に
お
沿
い
申
し
上
げ
る
よ
う
に
努
力
を
さ
し
て
し

、
〔
山
中
忠
一
君
登
壇
〕

0
山
中
忠
一
君

た
だ
い
ま
市
長
さ
ん
か
ら
た
い
へ
ん
御
親
切
に
心
強
い
御
答
弁
を
い
た
だ
い
て
、
ぜ
ひ
こ
ん
ど
に
お
き
ま
し
て
も
綿
密

、
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
先
ほ
ど
も
う
少

な
述
携
の
も
と
に
私
は
こ
ん
ご
の
対
策
を
練
っ
て
＂

す。

r

う
こ
と
を
い
っ
て
お
り
ま
す
の
で
二
点
ほ
ど
要
墓
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

し
細
か
く
触
れ
て
み
た
い
と
い

は
大
へ
ん
ふ
ん
ば
っ
て
い
っ
て
あ
の
補

一
般
土
木
の
ほ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
近
路
の
修
理
補
修
喪
で
ご
ざ
い
ま
す
。
市
長
と
し
て

で
あ
の
補
修
費
な
ん
か
で
も
用
意
し
て
い
た
だ
い
て

修
喪
を
考
え
て
も
ら
っ
て
お
る
し
、
ま
た
土
木
部
長
も
味
長
も
大
へ
ん
な
お
骨
折
り

は
た
し
て
あ
の
補
修
費
で
あ
の
で
こ
ぽ
こ
に
な
っ
た
道
が
、
い
っ

お
る
と
思
い
ま
す
る
が
、
今
日
の
こ
の
発
展
途
上
に
あ
る
四
日
市
が
、

、
。
お
そ
ら
く
や
全
市
道
を
私
は
完
全
舗
装

い
逍
路
を
建
設
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
仕
上
げ
る
の
で
あ
ろ
ぅ
カ

の
日
に
四
日
市
の
逆
路
ら
し

ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
こ
に
一
段
、
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
非
常
に
私

に
す
る
ま
で
は
悩
み
は
絶
え
な
い
と
思
う
の
で

り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
ー
つ
の
会
社
が
そ
こ
に
自
分
の
専
属
の
ダ

は
業
者
に
対
し
て
皮
肉
に
当
り
、
ま
た
梱
限
外
の
こ
と
に
な
る
か
も
わ
か

ッ
プ
カ
ー
を
何
百
台
と
も
っ
て
く
る
。
そ
う
し
て
わ
が
専
用
逆
路
の
ご
と
く
各
十
字
路
に
は
自
分
の
と
こ
ろ
の
人
ま
た
は
女
の
人
を
当
て

て
、
そ
う
し
て
交
遥
安
全
の
た
め
に
努
力
し
て
く
れ
る
の
は
よ
ろ
し
い
が
あ
れ
は
私
は
む
し
ろ
専
用
道
路
と
い
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
辺
の
人
の
迷
惑
が
私
は
凪
い
や
ら
れ
る
と
思
う
の
て
ど
ざ
い
ま
す
。
あ
の
よ
う
な
仕
事
が
こ
ん
ご
四
日
市
に
ま
す
ま
す
私
は
ふ

え
て
く
る
と
息
う
。
そ
の
よ
う
な
珀
路
の
補
修
維
持
費
と
い
う
も
の
は
ど
こ
か
ら
出
す
ん
だ
。
市
民
の
血
税
を
も
っ
て
私
は
何
年
戦
っ
て

そ
れ
を
し
た
ら
補
伯
が
で
き
る
の
か
。
私
は
む
し
ろ
今
日
、
一
低
の
金
を
ほ
う
り
込
む
な
れ
ば
こ
れ
は
四
日
市
の
固
定
資
産
で
あ
り
税
金

に
よ
る
財
煎
と
し
て
私
は
残
す
べ
き
で
あ
る
。
理
事
者
は
消
耗
品
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
ん
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
こ
を
も
う
少
し
考
え
て
こ
こ
は
市
条
例
か
何
か
を
も
っ
て
そ
う
し
て
専
用
道
路
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
と
き
に
は
、
そ
の
会
社
に
対
し
て
、

あ
る
額
の
毀
任
を
も
っ
て
も
ら
っ
て
も
私
は
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
れ
が
社
会
の
人
に
尽
く
す
義
謗
で
な
か
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
ま
す
の
で
、
法
的
に
は
無
知
で
は
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
さ
ら
に
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
う
し
て
先
日
の
災
害
地
の
視
察
で
市
営

住
宅
の
山
の
決
壊
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
の
土
地
造
成
な
ん
か
で
も
あ
る
会
社
が
造
成
を
し
て
お
る
、
市
も
小
林
団
地
に
お
い
て
造
成
を
し

て
お
り
ま
す
る
が
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
つ
い
て
私
は
も
う
少
し
計
画
的
に
、
無
制
限
に
あ
ち
ら
で
土
を
取
り
こ
ち
ら
で
土
を
取
り
つ
い

に
は
そ
の
土
砂
が
流
れ
出
し
て
、
こ
れ
は
天
災
で
な
く
人
災
と
い
う
よ
う
な
無
計
酉
な
こ
と
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

も
う
少
し
留
意
を
し
て
い
た
だ
い
た
な
れ
ば
こ
の
よ
う
に
大
き
な
被
告
を
受
け
て
こ
の
被
轡
が
消
耗
品
と
な
っ
て
消
え
て
い
く
よ
う
な
私

は
考
え
方
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
、
と
こ
ろ
を
特
に
お
認
め
願
っ
て
こ
ん
ご
の
対
策
に
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
を
特
に
私
は
炭
望
い
た
し
ま
し
て
、
私
の
買
間
を
打
ち
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
膝
谷
祐
一
君

予
葬
の
問
屈
並
び
に
災
也
復
旧
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
質
問
の
結
果
、
理
事
者
か
ら
親
切
な
答
弁
が
あ
り
ま

し

て

だ

い

た

い

よ

く

わ

か

っ

た

の

で

あ

り

ま

す

が

、

二

、

三

簡

単

に

御

質

問

申

し

上

げ

ま

す

。

＇

n
藤
谷
祐
一
君
登
培
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

膝
谷
議
只
゜

す。
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こ
れ
は
大
き
な
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
以

l

.
/
0
'
 

い
て
小
さ
い
事
業
で
あ
り
ま
す
る
が
、

し
ま
し
て
殷
業
施
設
の
復
旧
に
つ

災
害
に
関
述
い
た

て
、
橋
も
か
け
て
お
る
ん
で
あ
り
ま
す
が

•
O
O

一．

前
に
も
逍
路
と
か
橋
梁
な
ん
か
の
諏
要
道
路
、
橋
梁
あ
た
り
は
す
ぐ
に
復
旧
さ
れ
て
お
り
ま
し
な
か
復
旧
が
は
か
ば
か
し
く
な
く
て
、
し
か
も
し

一
応
め
ど
は
つ
い
て
お
る
ん
で
す
が
、
小
さ
い
股
地
施
設
の
災
密
に
つ
き
ま
し
て
は
な
か

‘
•
こ
れ
を
通
過
し
な
け
れ
ば
や
は
り
補
助
対
策
に
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
し
て
非
常

こ
れ
は
国
や
県
等
の
査
定
が
あ
り
ま
し
て

り
ま
す
の
で
、
地
元
に
お
き
ま
し

た
次
の
水
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

て
討
り
ま
す
。
こ
れ
は
こ
の
ま
ま
お
き
ま
す
と
直
ち
に
ま

に
困
ら

た
し
ま
し
て
は
す
み
や
か
に
こ
の
指
導

で
あ
り
ま
す
が
、
市
の
ほ
う
と
い

て
は
労
力
を
提
供
し
て
で
き
る
限
り
こ
の
復
旧
を
し
て
お
る
ん

、、

て
や
っ
て
ほ
し
"

‘
‘
―
つ
の
確
立
し
た
指
導
方
針
を
作
ら
れ
て
早
く
知
ら
し

と
え
ば
補
助
で
あ
る
と
か
隕
資
で
あ
る
と
カ

方
針
並
び
に
た

す
。
こ
れ
は
私
ど
も
常
に
感
じ
て
お
る
ん
で
あ
り
ま
す
る
が
、
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
す
み

こ
れ
を
ー
つ
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
―

す
。
急
い
で
こ
れ
を
ひ
と
つ
と
り
き
め
て
方
針
を
確
実
に

、
に
ま
た
災
街
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

や
か
に
処
匠
を
し
て
も
ら
わ
ん
と
次

、
と
思
い
ま
す
。

し
て
御
指
速
願
い
た
し

、
県
な
り
国
か
ら
の
指
導
を
受
け

り
は
災
菩
救
助
法
の
適
用
を
受
け
て

そ
れ
か
ら
特
に
こ
れ
で
感
じ
た
こ
と
は
近
い
貝
辮
東
貝
村
あ
た

て
い
ろ
い
る
特
別
な
措
梃
を
開
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
る
が
、
四
日
市
市
は
財
政
力
が
翡
か
で
あ
る
の
で
そ
う
い
う
処
置
は
諧
じ
ら
れ
●
ぉ

で
、
そ
う
い
う
点
に
お
き
ま
し
て
も
市
は
全
部
の
立

う
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
市
自
体
に
力
が
あ
る
と
い

す。

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

う
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
―

切
で
ー
つ
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
、
早
く
処
低
を
と
る
と
い

ひ
と
つ
お
願

≫
、
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
さ
い
わ
い
消
防
長
も
み
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

次
に
、
各
地
城
の
防
災
体
系
と
い
い
ま
す
ヵ

の
が
で
き
て
お
り
ま
す
る
が
、
．
こ
う
い

、
し
た
い
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
る
が
、
各
地
域
に
一
応
水
防
団
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も

＇ 

、
ぅ
体
制
が
立
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

9・t
応
連
合
自
治
会
長
あ
た
り
が
水
防
団
長
と
い

う
方
々
が
い
よ
い
よ
災
告
に
面
し
て
す
ぐ
に
動
く
と
し
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
こ
と
に
当
っ
て
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
調

う
形
に
な
っ
て
お
っ
た
り
、
ま
た
い
る
い
ろ
そ
う

ペ
て
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
ど
れ
ぐ
ら
い
水
位
が
あ
る
ん
だ
と
、
い
ど
れ
ぐ
ら
い
以
上
が
危
険
で
あ
る
か
と
、
ど
の
地
域
が
危
険
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も
手
を
つ
け
て
何
も
つ
か
ん
で
お
り
ま
せ
ん
c

そ
う
い
う
状
態
を
み

ま
し
て
私
ど
も
は
こ
の
災
也
の
直
後
に
自
治
会
を
開
き
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
て
わ
れ
わ
れ
は
受
け
入
れ
体
制
を
作
ろ
う
じ
ゃ
な
い

そ
う
し
て
も
う
少
し
統
制
あ
る
行
勁
を
し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
き
め
た
ん
で
あ
り
ま
す
る
が
•
早
逮
こ
の
問
題
に
つ
き

、、カま
し
て
は
消
防
長
あ
た
り
に
御
指
渫
願
（
て
各
地
域
、
こ
と
に
危
険
水
域
は
よ
く
わ
か
っ
て
お
る
は
ず
で
あ
り
ま
す
。
特
に
危
険
な
順
位

あ
ろ
う
と
息
い
ま
す
。

う
し
て
防
止
す
る
と
い
う
こ
と
が
災
脊
の
防
除
の
，
オ
ー
根
本
問
題
だ
と
息
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
、
町
の
暴
力
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
暴
力
は
今
回
の
舒
察
の
指
導
並
び
に
地
域
の
皆
さ
ん
の
指
導
に
よ
っ
て
、
一
応
排
除
さ

れ
た
形
に
な
っ
て
お
り
ま
す
る
が
、
四
日
市
に
は
最
近
、
車
の
暴
力
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
も
の
が
救
近
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
特
に

皆
さ
ん
徊
承
知
の
よ
う
に
、
国
道
一
号
線
か
ら
近
鉄
四
日
市
駅
の
間
の
あ
の
遊
固
地
帯
と
花
団
地
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
夜
に
な
り
ま
す
と

車
百
台
ぐ
ら
い
あ
の
地
帯
に
た
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
れ
は
駐
車
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
り
っ
ば
に
木
を
伸
ば
し
て
芝
を
祖
え
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
に
平
が
百
台
ぐ
ら
い
い
つ
も
入
っ
て
お
り
京
す
。
こ
れ
は
な
ん
と
か
防
止
を
し
て
た
と
え
ば
さ
く
を
作
る
と
か
し
て
な
ん
と
か

あ
れ
が
」
排
除
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
の
都
市
に
行
き
ま
し
て
も
、
訳
前
の
一
番
中
心
地
帯
に
車
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
る

と
こ
ろ
は
ど
こ
も
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
排
除
し
て
い
た
だ
く
方
法
を
踏
じ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
関
係
の
方
々
か
ら
、
簡
単
な
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
〔
産
莱
部
長
（
浅
川
際
一
君
）
登
壇
〕

0
産
業
部
長
（
浅
川
躇
一
君
）

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

．． 
.... 

→$？-

を
き
め
て
ど
う
い
う
個
所
を
ど
う
い
う
具
合
に
や
る
と
い
う
l

ヤ
と
を
早
く
つ
か
ん
で
や
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
番
も
と
で

い
く
ら
あ
と
で
顆
い
で
も
こ
れ
は
む
だ
で
あ
り
ま
し
，
て
、
で
き
れ
ば
被
害
の
小
さ
い
う
ち
に
つ
ん
で
し
ま
う
、
そ



り
ま
す
実
態
に
立
ち
ま
し
て
こ
れ
ま
で
の
災
害
復
旧
と
い

15
の
は
、
御
指
摘
が
あ
り
ま

殷
莱
施
設
が
四
百
力
所
ほ
ど
被
害
を
受
け
て
お

っ
て
い
く
と
非
常
に
時
間
が
か
か
る
し
、
地
元
で
負
担
等
の
問
題
も

し
た
よ
う
に
国
、
県
、
市
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
に
の
せ
ま
し
て
や

、
こ
う
い
う
御
質
問
だ
と
思
い
ま
す

、
し
か
も
早
急
に
指
示
を
せ
よ
と
い
う
こ
と

あ
る
の
で
、
四
日
市
市
は
特
別
な
方
針
を
打
ち
立
て
て

、
な
る
べ
く
地
区
の
皆
さ
ん
方

、
で
き
る
だ
け
こ
う
い
う
災
害
と
い
う
特
殊
な
事
態
に
立
っ
て

が
、
御
趣
旨
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
し
て

の
負
担
が
か
か
り
え
な
い
よ
う
な
方
針
で
解
決
を
す
る
よ
う
に
、
な
る
ぺ
く
早
い
様
会
に
お
示
し
が
で
き
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
き
た

い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

〔
土
木
牒
長
（
天
野
助
春
君
）
登
瑕
〕

メ
ー
ト
ル
の
グ
リ
ー
ソ
•
ペ
ル
ト
ヘ
自
動
車
が
入
り
込
む
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
―
’

七
十

0
土
木
牒
品
（
天
野
助
春
君
）

た
し
ま
し
て
、
こ
の
よ
う

れ
は
グ
リ
ー
ソ
・
ペ
ル
ト
は
車
の
入
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
取
り
締
り
当
局
と
よ
く
打
ち
合
せ
い
ー
い
う
事
誤
が
起
っ
た
場
合

、
、
こ
う
い
う
処
匠
を
と
り
た
い
。
な
お
、
ど
う
し
．
て
も
入
る
と

な
と
こ
ろ
に
入
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
し

に
は
さ
く
を
設
け
る
よ
う
な
、
そ
の
他
の
施
策
を
し
た
い
、
こ
う
い
う
よ
う
に
凪
っ
て
お
り
ま
す
。

〔
藤
谷
祐
一
君
登
埴
〕

〇
脳
谷
祐
一
氾

は
、
た
だ
い
ま
部
長
か
ら
考
え
を
聞
い
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
で
き
ま
し
た
な
ら
ば

股
架
災
白
の
防
止
に
つ
き
ま
し
て

ベ
ヤ
ー
ぐ
ら
い
の
準
備
は
し
て
お
っ
て
い
つ
で
も
そ
れ

今
回
考
え
ま
し
た
よ
う
に
、
小
さ
い
プ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
か
ま
た
は
ベ
ル
ト
。

n
ン

ま
す
。
こ
れ
は
こ
ん
ご
の
い
ろ
い
ろ
御
相
談
の
と
き
に
、
．
十
分
こ
れ
を
審
議
さ
れ
て
、

が
使
え
る
と
い
う
態
功
ま
で
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

央
我
さ
れ
る
よ
う
お
師
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
c

そ
れ
か
ら
い
ま
の
、
こ
の
前
、
伊
藤
議
貝
か
ら
も
お
話
あ
り
ま
し
た
水
防
合
庫
で
あ
り
ま
す
る
が
、
そ
れ
は
十
三
号
台
風
の
と
き
に
、
．

朝
明
川
地
帯
に
ニ
カ
所
ぐ
ら
い
の
水
防
倉
庫
を
作
り
た
い
＼
敷
地
を
ひ
と
つ
準
備
し
て
お
っ
．
て
ぼ
し
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
後
そ
う
い
う
予
算
が
組
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
待
っ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
そ
の
実
現
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
場
合

で
も
あ
れ
が
あ
れ
ば
か
ま
す
の
百
枚
ゃ
千
枚
出
し
て
、
す
ぐ
に
準
備
が
で
き
た
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
土
木
事
業
屋
か
ら
一
千
枚
も
ら
っ
て

早
速
、
時
間
を
か
け
て
よ
う
や
く
そ
れ
を
問
に
合
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
い
う
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
や
っ
ば
り
危
険
で
あ
る
と

こ
ろ
は
皆
、
考
え
る
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
央
現
す
る
よ
う
に
お
顧
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
"成
長
（
山
本
三
郎
氾
）

0
大
谷
社
正
君

大
谷
議
貝
゜

で
あ
り
ま
す
し
、
な
お
午

て
は
、
市
長
の
説
朋
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
と
お
り

今
回
の
追
加
予
算
の
詞
成
の
骨
子
に
つ
い

前
中
、
坂
上
訊
貝
か
ら
の
質
間
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
予
算
縞
成
の
理
念
に
つ
い
て
の
市
長
の
答
弁
も
聞
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
説

明
と
御
答
弁
の
内
容
に
甚
づ
い
て
関
逃
の
あ
る
点
を
二
、
三
質
問
い
た
し
ま
す
。

〔
大
谷
社
正
沼
登
拉
〕

以
上
へ
二
つ
で
あ
り
ま
す
。

思
い
ま
す
。

'
し
？
，

｀
 

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。

．

て
、
災
害
の
お
そ
れ
が
切
迫
い
た
し
ま
し
た
な

水
防
の
場
合
の
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
分
団
即
水
防
分
団
と
な
っ
て
お
り
ま
し

し
•
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
全
市
の
各
一
戸
ず
つ
が
氷
防
組
合
に
加
入
を
し

ら
ば
述
絡
を
い
た
し
ま
し
て
、
出
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

、
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
る
の
で

、
災
街
が
発
生
し
ま
し
た
掲
合
に
発
生
の
直
前
に
は
仕
事
を
し
て
も
ら
う
と
し

て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
の
で

っ
て
は
く
る
け
れ
ど
も
そ
の
現
場
に
お
い
て
適
切
な
る
技
術

、
人
は
や

し
ま
し
た
拐
合
に

ど
ざ
い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
災
宙
が
発
生
い
た

て
も
ら
っ
て
万
全
を
期
し
て
い
き
た
い
と

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
将
来
大
い
に
研
究
さ
し

指
沼
を
す
る
も
の
が
非
常
に
乏
し
い
、

〇
消
防
長

（
中
村
松
次
郎
君
）

〔
消
防
長
（
中
村
松
次
郎
君
）

登
坦
〕

•4 
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て
の
解
釈
を
承
わ
り
た
い
と
瓜
う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

た
し
ま
す
。
最
近
、
日
本
全
国
的
な
問
岡
と
も
い
う
べ
き
小
児
マ
ヒ
対

ま
ず
オ
ー
に
保
飩
梱
生
に
つ
い
て
、
民
生
部
長
に
お
浴
ね
を
い

、
て
、
ど
こ
ま
で
配
慮
を

策
に
つ
い
て
、
市
は
こ
れ
が
予
防
対
策
に
つ
い
て
ど
う
い
う
よ
う
な
見
解
と
、
し
か
も
そ
の
対
策
の
内
容
に
つ
し

巡

め

ら

れ

て

い

る

か

と

い

う

こ

と

に

つ

い

て

お

恐

ね

を

い

た

し

ま

す

。

．

、

一
部
そ
の
内
容
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
の
で
す
が
、
地
財
法
の
改

し
ま
す
が
、
坂
上
謡
艮
か
ら
も

ォ
ニ
悉
目
に
、
教
育
品
に
お
母
ね
い
た

、
、
う
こ
と
を
オ
ニ

れ
が
遂
行
が
で
き
る
か
ど
う
力
と
し

で
、
本
年
皮
滴
足
に
こ

定
に
伴
い
ま
し
て
、
義
務
孜
育
四
予
郭
が
今
回
の
追
加
夏
正

点
と
し
て
伺
い
ま
す
。

部
、
触
れ
ら
れ
て
消
防
本
部
長
か
ら
の
御
答
弁
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
は
そ

芝
＿
＿
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
膝
谷
談
貝
か
ら
一

、
、
き
わ
め
て
災
害
の
事
態

の
代
間
の
趣
の
内
容
を
や
や
変
え
て
お
母
ね
す
る
わ
け
で
す
が
、
指
揮
記
力
と
そ
の
枢
限
の
侶
釈
に
よ
っ
．
て
は

ろ
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、

、
、
こ
れ
を
大
き
く
す
る
か
と
い
う
非
常
に
殴
要
な
要
索
を
お
び
て
い

を
最
小
限
疫
に
食
い
止
め
る
カ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
職
務
権
限

て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
水
防
活
動
の
組
織
あ
る
い
は
機
構
等
も
充
央
さ
れ
て
い
る
わ
け

地
城
に
お
き
ま
し

が
、
き
わ
め
て
微
妙
で
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
例
を
も
っ
て
お
話
し
す
れ

あ
る
い
は
一
朝
有
串
の
際
に
お
け
る
そ
の
範
囲
の
見
罪

ば
、
そ
の
地
戒
に
発
生
し
た
災
街
時
に
与
え
ら
れ
た
耽
秒
名
が
、
も
し
不
在
で
あ
r

た
楊
合
に
は
そ
の
代
理
者
は
だ
れ
が
こ
れ
を
遂
行
す

ま
す
が
、
出
張
所
長
の
枢
限
に
つ
い
て
も
相
当
の
苦
慮
を
さ
れ
て
い
る
、
こ
ん
ど
し
よ
う
と
す
る

る
か
。
ま
た
、
午
前
中
と
記
低
い
た
し

と
い
う
総
務
部
長
の
お
話
も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
た
ま
た
ま
逃
日
に
わ
た
っ
た
災
害
を
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
時
間
外
、
時

ご
ざ
い
ま
す
が
、
急
に
時
間
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
急
に
も
し
そ
う
い
う
事
態

問
内
を
問
わ
ず
そ
の
態
扮
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
でよ
っ
て
そ
の
任
務
が
完
全
に
遂
行
で
き
な
か
6

た
と
き
は
、
そ
の
代
咳
は
だ
れ
に
あ
る
か
。

が
発
生
し
た
粉
合
に
、
出
張
所
此
等
の
不
在
に

っ
て
は
非
常
に
技
術
的
な
見
解
を
適
切
に
処
理
せ
な
く
て
は
な
ら
な
い

ま
た
、
い
ま
の
梢
防
此
の
御
答
弁
の
中
に
も
、
災
也
の
内
容
に
よ

す
。
従
い
ま
し
て
、
そ
う
い
う
点
に

こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
災
野
は
必
ず
し
も
水
料
だ
け
で
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま

も
こ
ん
ご
ど
う
い
う
よ
う
な
考
え
方
に
よ
っ
て
こ
れ
を
検
肘
さ
れ
る
か
と
い
、
~
器
想
の
一
践
で
も
承
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
予
鉗
紺
成
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
午
前
中
に
坂
上
議
貝
ま
た
は
浜
田
践
貝
か
ら
の
質
間
も
出
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

匹
問
を
中
し
上
げ
る
私
の
ほ
う
が
、
あ
る
い
は
当
を
え
た
内
容
で
な
い
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
八
幡
製
鉄
が
今
回
、
漁
業
補
償
の
精
神
に

の
？
と
っ
て
、
本
市
の
財
政
而
に
ま
で
深
い
心
配
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
額
の
相
当
額
に
な
っ
た
も
の
を
三
月
の
末
に
市
の
ほ
う
ヘ

繰
り
入
れ
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
聞
き
、
ま
た
そ
の
反
対
に
当
初
予
葬
に
お
き
ま
し
て
六
千
万
余
の
元
利
含
め
た
歳
出
も
漁
業
補
償
費

の
一
部
と
し
て
叶
上
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
事
務
的
な
解
釈
で
あ
り
ま
す
が
、
．
市
長
の
御
答
弁
で
は
市

民
に
対
し
て
は
一
銭
の
御
迷
惑
も
か
け
て
い
な
い
、
ま
こ
と
に
け
っ
こ
う
で
あ
り
、
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
取
り
扱

い
方
が
地
方
自
治
法
施
行
令
の
百
四
十
三
条
に
「
地
方
税
そ
の
他
一
切
の
収
入
を
歳
入
と
し
、
一
切
の
支
出
を
歳
出
と
し
、
歳
入
歳
出
は
、

こ
れ
を
予
算
に
耀
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
が
朋
確
に
柑
か
れ
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
逆
に
申
し
上
げ
れ
ば
六

千
万
余
の
歳
出
が
当
初
予
算
に
計
上
さ
れ
、
そ
の
後
に
お
い
て
八
幡
か
ら
一
＿
一
億
余
の
歳
入
に
類
す
る
も
の
が
、
入
っ
た
と
す
れ
ば
、
今
回
の

追
加
予
算
に
こ
れ
が
い
か
に
ト
ソ
ネ
ル
予
鉢
に
な
ろ
う
と
も
、
ど
う
し
て
こ
れ
を
歳
入
措
置
を
せ
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

以
上
、
簡
単
に
要
点
の
み
を
御
答
弁
断
い
ま
す
。

'
〔
民
生
部
是
（
中
山
英
郎
氾
）
登
瑕
〕

0
民
生
部
品
（
中
山
英
郎
君
）
保
他
衛
生
の
間
四
に
つ
き
ま
し
て
ま
ず
、
小
児
マ
ヒ
の
対
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
小
児
マ

ヒ
は
法
的
に
伝
染
病
と
し
て
現
在
、
指
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
法
的
の
対
象
者
と
し
ま
し
て
は
満
三
才
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
し
て
、
本
市
で
は
四
月
一
日
現
在
で
九
千
百
二
名
、
だ
い
た
い
九
千
名
が
対
象
者
に
な
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
そ

の
法
的
に
処
匠
さ
れ
る
ま
で
は
、
厚
生
省
の
行
政
処
匝
に
よ
り
ま
し
て
任
意
的
な
予
防
接
種
を
実
施
し
て
お
，
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま
し
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こ
れ
は
先
刻
来
、
市
長
の
ほ
う
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
関
係
議
員
さ
ん
の
御
質
問
に
お
答
え
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
だ
い
た
い
市
長
の

に
対
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〔
総
務
部
長
（
林
筏
男
君
）
登
坦
〕

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

.. 
＼ 

9 - - ？ 3-

て
も
昨
年
来
、
実
施
し
て
お
り
ま
し
て
、

で
は
実
施
し
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
後
、
法
的
に
強
制
予
防
接

了
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
総
数
は
二
千
二
百
名
程
度
を
本
市

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ

う
の
が
任
意
希
望
で
涸
れ
て
お
っ
た
人

種
と
い
う
法
に
な
り
ま
し
て
、
残
る
人
が
現
在
、
五
千
五
百
五
十
名
と
い

．
し
ま
し
て
、
任
意
の
時

み
ま
し
て
へ
所
管
課
長
及
び
保
健
所
と
相
談
い
た

で
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
般
の
久
居
町
の
続
発
に
か
ん
が

う
ふ
う
に
考
え
ま
し
て
、
薬

っ
た
の
で
は
、
も
し
そ
の
間
に
発
生
す
れ
ば
申
し
わ
け
な
い
と
い

代
の
よ
う
な
手
ぬ
る
い
こ
と
を
や
っ
て
お

た
し
ま
し
て
市
内
に
五
カ
所
、
、
大
グ
ル
ー

か
ら
、
公
会
幽
を
始
め
と
い

を

確

保

す

る

と

と

も

に

ち

ょ

う

ど

台

風

の

く

る

一

週

間

前

く

ら

い

．

い
つ
を
処
理
す
る
と
い
う
強
行
方
策
を

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
短
時
日
に
こ

プ
に
寄
せ
ま
し
て
、
そ
う
し
て
辿
く
の
人
は
気
の
函
だ
っ

、
実
施
し
た
と
い
う
の
が
実
情
で
ご
ざ
い
ま

と
り
ま
し
て
、
さ
い
わ
い
台
風
に
ひ
，
つ
か
か
ら
ず
に
一
応
、
強
制
の
残
り
の
も
の
に
は
大
半

し
た
ら
二
回
打
っ
た
人
は
牙
三
回
目
、
一
回
の
人
は
一
・
一
回
、

す
。
続
い
て
こ
れ
は
期
間
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
次
、
法
定
の
期
問
が
す
み
ま

ず
の
で
、
こ
の
菜
品
分
は
一
応
、
県
と
連
絡
と
り
ま
し
て
予
約
確
保
ず
み

三
回
と
、
こ
れ
は
だ
い
た
い
三
回
打
つ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
後
の
状
蝕
も
に
つ
き
ま
し
て
＇
は
県
下
で
は
少
し
衰
え
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
前
年
の
実
例
を
調
べ
て

み
ま
す
と
、

一
月
か
ら
六
月
の
上
半
期
ま
で
に
は
本
市
で
は
だ
い
た
い
五
名
発
生
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
本
年
度
は
一

う
と
七
月
、
八
月
、
九
月
と
い
う
ふ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
六
名
、
三
名
、
二
名
と

『
名
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
昨
年
の
実
数
を
み
ま
す
と
い

す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
十
分
、
注
意
を
要
す
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

い
う
ふ
う
に
下
半
期
に
た
く
さ
ん
発
生
し
て
お
り
ま

ま
せ
ん
の
で
、
現
在
の
と
こ

ま
だ
正
式
に
通
知
が
ご
ざ
い

S

、
カ

ワ
ク
チ
ン
の
利
用
と
い
う
こ
と

ま
す
。
新
閲
祇
上
で
伝
え
て
お
り
ま
す
生

、
さ
ら
に
非
常
措
置
を
要
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考

ん
に
よ
っ
て
は

ろ
ま
だ
手
は
打
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
流
行
期
の
き
す
う
い
か

一
応
、
進

え
て
お
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定
の
と
お
り
一
応
、
緊
叙
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
市
と
し
て
は
順
調
な
予
防
接
種
を

行
中
だ
と
い
う
こ
と
を
御
報
告
巾
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

く
と
い
う
趣
旨
で
ご
ざ
い
ま
す
の

ま
す
と
、
父
兄
の
税
外
負
担
を
軽
減
し
て
い

地
財
法
の
趣
旨
か
ら
い
い

で
、
四
日
市
市
の
中
、
小
、
幼
の
だ
い
た
い

P
T
A
の
方
に
咋
年
来
｀
御
厄
介
を
か
け
て
お
り
ま
す
額
を
計
算
し
て
み
ま
す
と
、
約
一
千

す
と
、
は
る
か
に
及
ば
な
い

す
。
こ
の
税
外
れ
担
を
な
く
し
て
い
く
と
い
う
こ
の
趣
旨
か
ら
い
き
ま

万
私
は
あ
る
よ
う
に
息
っ
て
お
り
ま

ま
す
、
徴
収
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
条
項
に
触
れ
な
い
程
度

現
在
の
事
菜
股
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
地
財
法
関
係
で
梨
止
さ
れ
て
い

の
も
ん
を
実
旋
し
て
い
く
段
附
で
は
、
現
在
の
予
窮
で
よ
う
や
く
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

お
答
え
を
い
た
し
ま
す
c

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
団
長
指
揮
下
に
お
い
て
水

水
防
活
助
の
均
合
の
指
揮
系
統
は
、
水
防
団
の
場
合
は
消
防
団
即
水
防
団
に
変
る
わ
け

す
。
な
お
、
水
防
組
合
の
ほ
う
に
お
き
ま
し
て
は
、
．
市
長
が
水
防
管
理
者
と
な
り
ま
す
こ
と
9

各

防
団
員
は
活
勁
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま

わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
地
に
お

ま
す
。
そ
の
系
統
に
お
い
て
活
動
を
す
る

地
区
に
お
き
ま
し
て
水
防
組
合
の
支
部
長
さ
ん
が
ご
ざ
い

す
。
い
ず
れ
も
指
揮
に
は
従
わ
な
い
と
解
釈
を
い
た
し
て

き
ま
し
て
は
水
防
団
と
水
防
組
合
は
互
い
に
協
力
関
係
に
立
つ
も
の
で
あ
り
ま

お
り
ま
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

〇
梢
防
長
（
中
村
松
次
郎
君
）

〔
梢
防
品
（
中
村
松
次
郎
君
）
登
壇
〕

0
教
背
此
（
山
本
軍
一
宕
）

〔
教
育
長
（
山
木
軍
一
沼
）
登
坦
〕

こ
の
二
月
、
三
月
に
本
年
の
二
月
、
三
月
を
も
ち
ま
し
て
牙
二
回
目
の
任
意
の
予
防
接
種
を
完

才
四
点
の
八
悟
製
鉄
の
財
政
援
助
資
金
に
つ
い
て
の
事
務
的
な
考
え
方
は
ど
う
か
と
、
こ
う
い
う
お
尋
ね
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い
う
も
の
に
つ
い
て
は
御
了
承
を
え
た
の
で
は
な
い

考
え
て
お
り
ま
す
そ
の
沼
金
の
迎
営
、
現
在
の
段
陪
に
お
け
る
保
有
の
仕
方
、
こ
う

か
、
問
題
は
ど
う
あ
ろ
う
と
も
御
了
承
を
え
た
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
前
提
に
立
っ
て
お
答
え
を
し
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い

ま
す
。
自
治
法
あ
る
い
は
財
政
法
の
廷
前
か
ら
い
い
ま
し
て
、
あ
あ
い
っ
た
狡
金
が
予
群
の
一
般
財
源
あ
る
い
は
特
定
財
源
．
と
し
て
予
算
化
せ

ね
ば
な
ら
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
処
説
を
皆
さ
ん
予
窮
化
す
る
と
い
う
意
味
は
、
謡
会
の
御
承
認
を
え
て
処
理
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
・
’

こ
と
は
、
た
だ
い
ま
の
御
灯
間
の
中
に
大
谷
さ
ん
御
日
身
が
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
る
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
お
り
ま
す
の
け
、
こ
れ
を
拍
失
補
供
の
見
地
か
ら
樵
業
組
合
そ
の
も
の
が
借
り
入
れ
て
お
る
資
金
に
す
ぐ
充

当
し
て
、
樵
菜
糾
合
の
い
わ
ゆ
る
依
務
を
そ
の
災
金
に
よ
っ
て
弁
済
す
る
と
い
う
よ
う
な
方
法
が
一
っ
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
す
か
ら
、

こ
れ
は
労
え
方
に
よ
り
ま
し
て
市
の
蔽
計
現
金
と
し
て
処
刑
し
な
く
と
も
、
ー
つ
の
考
え
方
は
依
務
者
で
あ
る
漁
業
組
合
が
銀
行
に
返
済

す
る
と
い
う
形
で
処
咄
す
る
と
い
う
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
市
の
い
わ
ゆ
る
歳
計
現
金
と
し
て
考
え
る
考
え
方
に
は
、
条
例
そ

の
他
の
規
定
を
こ
し
ら
え
ま
し
て
、
積
立
金
あ
る
い
は
砧
本
財
府
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
処
理
す
る
方
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
い
ろ

ん
な
点
に
お
き
ま
し
て
、

ー
つ
に
は
八
幡
か
ら
入
っ
て
く
る
援
助
臼
金
が
本
年
の
十
二
月
、
そ
れ
か
ら
来
年
の
十
二
月
、
こ
う
い
う
二
回

に
わ
た
り
ま
し
て
、
全
部
入
っ
て
く
る
と
い
う
時
期
ま
で
に
熊
殷
を
は
っ
き
り
す
る
と
い
う
考
え
方
と
、
そ
れ
か
ら
そ
の
と
き
ど
き
に
お

き
ま
し
て
態
皮
を
は
っ
き
り
し
て
い
く
と
い
う
方
法
と
、
ま
あ
建
前
上
、
政
計
現
金
あ
る
い
は
予
卯
上
の
拮
訟
を
と
る
と
い
う
筋
道
を
通

ず
る
場
合
に
は
、
そ
う
い
う
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
検
討
も
し
、
考
え
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在

の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
長
が
坂
上
訊
且
に
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
態
度
を
は
っ
き
り
す
る
ま
で
あ
る
程
度
保
留
い

た
し
ま
し
て
、
付
さ
ん
と
そ
の
と
さ
に
は
御
協
磁
を
し
て
決
定
い
た
し
た
い
、

こ
う
い
う
線
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
考
え
方
と
し
て
は
市

の
践
入
と
し
て
こ
れ
を
計
上
す
れ
ば
、
岡
時
に
収
出
と
し
て
な
ん
ら
か
の
態
度
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
建
前
か
ら
、
い
ず
れ
態

度
が
は
っ
き
り
い
た
し
庄
し
た
と
さ
に
廿
さ
ん
に
お
詔
り
い
た
し
ま
し
て
、
御
承
認
を
え
て
処
理
し
て
い
き
た
い
、
事
務
的
に
は
そ
う
い

う
ふ
う
に
ガ
え
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
が
＿
＿
＿
点
に
仄
り
ま
し
て
9

消
防
長
か
ら
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
水
防
団
あ
る
い
は
水
防
組
合
以
外
に
、
た
と
え
ば
出
張
所
に

お
け
る
戟
務
樅
限
の
委
該
と
い
う
よ
う
な
場
合
は
ど
う
か
と
い
う
お
妹
ね
に
つ
き
ま
し
て
、
お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
以
在
労
え
て
お
り
ま
す
の
は
、
出
張
所
に
お
き
ま
し
て
所
此
の
下
に
主
任
の
あ
る
出
脹
所
と
主
任
を
お
い
て
い
な
い
出
張
所
と

二
つ
ご
ざ
い
ま
す
が
、
主
任
の
あ
る
出
張
所
に
お
き
ま
し
て
は
す
ぐ
に
所
長
の
代
理
者
あ
る
い
は
所
長
の
不
在
の
と
き
に
、
こ
れ
に
か
わ

っ
て
指
揮
を
す
る
と
い
う
の
が
き
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
主
任
の
な
い
出
張
所
に
お
き
ま
し
て
は
、
先
任
者
を
も
．
っ
て
こ
れ
に
あ
て
る
よ

う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
大
谷
さ
ん
の
お
尋
ね
の
総
括
的
な
問
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
一
朝
有
事
の
と
き
に
あ
る
地
域
に
お
け

る
指
抑
系
統
、
こ
う
い
っ
た
も
の
が
ー
つ
の
市
役
所
と
い
う
機
栴
の
上
で
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
出
張
所
の
あ
る
と
こ
ろ
は
そ
の
出
張
所

と
ち
ゃ
ん
と
し
た
位
四
づ
け
を
も
っ
て
処
珊
し
て
い
き
た
い
、
こ
れ
は
伊
膝
議
且
さ
ん
に
お
答
え
申
し
上
げ
ま
し
た
の
と
同
様
で
あ
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
民
間
諮
団
体
の
問
姐
に
な
り
ま
す
と
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
し
、
同
時
に
は
っ
き
り
考
え
て
お
か
な

か
っ
た
ら
有
事
の
際
に
非
常
に
間
に
あ
わ
な
い
と
い
う
問
題
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
機
会
に
水
防
団
あ
る
い
は
消
防
団
そ
う
い

っ
た
と
こ
ろ
と
、
あ
る
い
は
日
治
会
と
い
う
よ
う
な
各
組
緻
と
よ
く
に
ら
み
あ
わ
せ
ま
し
て
、
防
災
態
努
を
は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
、
御

指
摘
の
よ
う
に
必
狐
な
こ
と
で
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
お
知
恵
を
十
分
、
拝
借
し
て
、
な
ん
と
か

早
く
そ
う
い
っ
た
熊
約
が
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

〔
大
谷
喜
正
沿
狂
挫
〕

5
 
？
 

0
大
谷
喜
正
対
例
問
い
た
し
ま
し
た
オ
ー
点
の
小
児
マ
ヒ
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
民
生
部
長
か
ら
の
御
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ほ

ぽ
そ
の
実
情
が
つ
か
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
わ
が
一
i
l

囮
県
下
に
お
き
ま
し
て
も
久
居
町
あ
た
り
に
お
い
て
は
、
相
当
こ
の
被
害
者
が
出
．
一 ー？ダー



．
 

す
。

れ
に
仮
る
こ
の
被
害
者
が
出
て
、
き
わ
め
て
ま
ん
中
あ
た
り
に
位
置
す
ろ
本
市
の
住
民

て
い
る
。
と
な
り
の
愛
知
県
に
お
き
ま
し
て
も
こ

す
。
こ
れ
が
小
児
に
対
す
る
対
象
者
が
三
才
以
下
で
あ

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
い
へ
ん
な
蕊
以
が
最
近
に
続
い
て
い
る
わ
け
で
あ
り
ま

し
よ
う
と
も
、
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い
て
は
当
然
で
あ
り
ま
す
が
、

ろ
う
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
年
附
で
あ
り
ま

る
か
な
い
か
の
御
批
判
を
し
て
、
も
し
正
し
い
考
え
方
で

さ
ら
に
つ
け
加
え
て
私
の
し
ろ
う
と
考
え
的
な
窓
見
で
、
そ
れ
が
間
迄
っ
て
い

で
あ
り
ま
す
。

た
だ
き
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
の

ぜ
ひ
こ
れ
を
実
施
に
移
し
て
い

'ヽ

ぁ
る
と
す
れ
ば
、

て
集
団
赤
痢
が
発
生
し
た
と
し

‘, 

．
す
な
わ
ち
そ
の
小
児
マ
ヒ
は
ー
つ
の
伝
染
病
で
あ
り
ま
し
て
、
昨
年
、
．
不
幸
に
も
窃
田
の
方
面
に
お
し

望
の
照
異
を
与
え
る
伝
染
病
だ
と
認
ず
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
筋
の
樅
威
者
か
ら
聞
き
ま

う
こ
と
と
、
私
は
な
ん
の
変
り
も
な
い

よ
る
と
か
、
ま
た
は
毎
年
定
期
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
春

す
れ
ば
、
相
当
に
排
水
の
箭
抽
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
汚
物
の
汲
み
取
り
法
に

ヽ
ヽ

3

ろ
い
ろ
と
そ
う
い
う
よ
う
な
大
し
て
予
竹
か
の
伴
わ
な
い
よ
う
な
予
防
対
策
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

力

し

て
、
全
市

の
大
拍
除
等
の
問
題
で
あ
る
と

こ
と
の
み
が
予
防
で
は
な
く

ま
し
て
小
児
マ
ヒ
の
予
防
対
策
は
、
注
射
を
打
つ

杞
戚
者
か
ら
皿
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
い
，

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
し
そ
う
い
う

ま
る
よ
う
な
場
所
も
数
多
く

し
い
不
衛
生
き
わ

い
た
る
と
こ
ろ
に
そ
う
い
っ
た
い
か
が
わ

ぜ
ひ
実
雄
に
移
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
ご

こ
と
が
予
防
の
一
っ
に
で
も
な
れ
ば
、
こ
れ
を
十
分
、
御
校
討
阿
っ
て

う
な
ら
ば
別
で
あ
り
ま
す
の
で
、
つ
け
加
え
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ざ
い
ま
す
。
私
の
私
見
が
も
し
予
防
対
策
に
な
ら
な
い
と
い
て
の
地
財
法
改
定
に
伴
う
問
凹
に
つ
い
て
、
要
を
え
た
御
答
弁
を
い
た
だ
い
た
わ

生
一
帝
目
の
教
咋
長
の
、
義
務
教
脊
股
問
迎
に
つ
いり
く
つ
を
申
し
上
げ
る
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
が
、
法
に
触
れ
な
い
範
囲
と
い
う
そ
の

け
で
す
が
、
そ
の
御
答
弁
の
お
こ
と
ば
の
中
で
、
ヘ

で
、
あ
ま
り
法
に
触
れ
る
と
触
れ
な
い
と
を
問
わ
ず
し
て
、
で
き
る
限
り
触

こ
と
ば
に
、
若
干
、
気
が
か
り
が
残
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の

嘉
、
そ
れ
よ
り
以
上
に
勇
気
を
も
っ
て
対
策
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

れ
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
り
京
b
,

の
ご
と
き
は
屎
尿
の
汲
み
取
り
の
年
額
予
罪
と
い
う
も
の
は
、
も
う
ほ
と

身
近
な
問
低
で
一
例
を
巾
し
上
げ
れ
ば
、
た
と
え
ば
あ
る
学
校

ん
ど
毎
年
、
走
ま
っ
た
よ
う
な
割
当
て
し
か
き
て
い
な
い
、
そ
の
割
当
額
は
一
カ
月
か
ニ
カ
月
間
で
も
っ
て
使
い
は
た
し
て
し
ま
っ
て
、

ー
カ
年
の
う
ち
十
力
月
ほ
ど
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
地
元
の
ほ
う
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
財
源
を
捻
出
し
て
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
事

史
で
あ
り
立
す
。
必
淡
で
あ
り
ま
す
れ
ば
具
体
的
に
そ
の
学
校
も
二
、
三
御
紹
介
を
由
し
上
げ
て
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
も
現
実
に
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
法
の
僻
釈
は
ど
こ
ま
で
に
そ
れ
を
解
釈
し
て
い
い
か
悪
い
か
は
、
そ

れ
は
判
斯
す
る
も
の
の
立
均
に
よ
っ
て
呉
な
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
と
も
再
検
討
罪
っ
て
、
も
し
事
俯
が
許
せ
ば
こ
れ
を
も
う
少
し
拡
大
解
釈

の
で
き
る
よ
う
な
御
考
凪
を
廂
い
た
い
こ
と
を
希
望
い
た
し
ま
す
。

斗
三
爵
目
の
水
防
態
努
に
つ
い
て
、
指
揮
の
枷
限
箱
囲
に
つ
い
て
梢
防
長
な
り
総
務
部
長
か
ら
御
答
弁
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

そ
の
御
答
弁
を
総
合
い
た
し
ま
す
と
、
そ
の
地
域
に
は
指
部
者
と
い
う
の
が
三
人
あ
る
こ
と
を
感
ず
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
c

た
と
え
ば
地

域
の
民
間
人
で
あ
る
水
防
組
合
等
の
長
、
あ
る
い
は
消
防
団
即
水
防
団
の
団
長
、
ま
た
は
そ
の
地
域
に
出
張
所
が
あ
れ
ば
出
張
所
長
、
三

人
の
だ
い
た
い
指
抑
者
の
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
不
幸
に
し
て
こ
の
三
者
の
方
が
防
災
の
見
地
に
立
っ
て
、
災
害
を
守
る

上
に
お
い
て
、
も
し
そ
う
い
う
よ
う
な
指
抑
能
力
の
乏
し
い
方
、
あ
る
い
は
災
害
の
上
に
立
っ
て
技
術
的
に
そ
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

欠
け
て
い
る
方
等
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
こ
ん
ご
こ
れ
を
十
分
に
深
く
掘
り
下
げ
て
御
推
考
顧
い
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
も
の
で
あ
り
ま

一
例
を
巾
し
上
げ
れ
ば
、
そ
う
い
う
鉗
任
あ
る
方
々
に
は
き
わ
め
て
御
苦
労
を
か
け
る
と
は
息
い
ま
す
が
、
た
と
え
ば
講
習
会
で
あ
る

と
か
、
ま
た
滋
任
、
任
務
、
ま
た
は
枷
限
等
の
箇
囲
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
と
数
多
く
の
問
題
が
こ
ん
ご
に
残
さ
れ
＿

る
こ
と
を
息
う
と
き
に
、
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
を
契
槻
に
し
て
、
理
京
者
各
位
に
お
か
れ
て
最
善
の
努
力
と
研
究
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
希
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

妓
後
に
八
幡
製
鉄
の
援
助
臼
金
に
つ
い
て
、
総
務
部
長
か
ら
御
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
梢
神
は
よ
く
わ
か
る
わ
け
で
す
。
市
長

_??- -？る一
9ン9.、



し
て
、

「
な
お
、
こ
の
際
お
罪
い
い
た
し
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

0
議
品
（
山
木
三
郎
沼
）

〔
「
緑
設
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

御
異
談
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
c

各
常
任
委
且
会
の
担
当
部
門
は
、
お
手
元
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
付
託
議
案
一
覧
表
に
よ
っ
て
御
了
承
願
い
ま
す
c

〇
謡
長
｀
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
、
日
程
オ
ニ
で
あ
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
休
憩
中
に
運
営
委
員
会
を
開
ぎ
ま
し
た
結
果
、
日
程
牙
二
か
ら

日
程
沖
九
ま
で
を
一
．
括
御
帯
諾
顧
う
こ
と
と
御
内
定
願
い
ま
し
た
の
で
、
さ
よ
う
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

ま
す
。
御
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
発
言
顧
い
ま
す
9

〇
錦
安
吉
君 〔

「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

そ
れ
で
は
日
程
オ
ニ
、
譲
案
オ
七
十
九
号
か
ら
日
程
オ
九
、
議
案
牙
八
十
九
号
ま
で
を
一
括
議
題
と
い
た
し

〇
磁
長
（
山
本
三
郎
君
）

諾
案
牙
七
十
九
号
に
つ
き
ま
し
て
、
市
長
さ
ん
の
：

．．
 
o
 

錦
践
且
、
ど
う
ぞ
迂
埴
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
錦
安
吉
君
登
埴
〕

〇
錦
安
吉
沿

？
 
？
 

議
案
オ
七
十
九
号
の
特
別
会
計
市
立
四
日
市
病
院
の
、
歳
入
歳
出
オ
一
回
追
加
更
正
予
算
の
市
長
説
明
の
最
終
に
お
き
ま

「
病
院
敷
地
の
一
括
払
い
下
げ
を
考
え
て
お
る
か
ら
、
い
ま
し
ば
ら
―

託
い
た
し
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

0
試
品
（
山
本
三
郎
沿
）

0
議
長
（
山
本
一
i

一
郎
君
）

（
錦
安
吉
君
「
登
壇
、
こ
こ
で
い
い
け
ど
な
」
と
呼
ぷ
）

>
た
だ
い
た
そ
の
精
神
は
私
も
十
分
わ
か
る
わ
け

の
御
答
弁
で
も
部
長
の
御
答
弁
で
も
、
八
幡
の
ほ
う
が
本
市
に
財
政
援
助
資
金
と
し
て
4

で
す
。
た
だ
、
こ
れ
が
予
算
外
義
務
負
担
と
い
う
形
の
上
で
相
当
、
理
事
者
各
位
に
お
か
れ
て
も
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
心
配
を
し
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
心
配
し
た
の
が
さ
い
わ
い
に
八
幡
の
好
意
に
よ
っ
て
、
ま
た
午
前
中
も
市
長
か
ら
答
弁
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
本

市
に
漁
梁
補
償
を
見
返
り
に
と
い
う
そ
う
い
う
変
な
ひ
も
つ
き
で
な
く
て
、
財
政
援
助
資
金
と
し
て
本
市
に
八
幡
の
ほ
う
か
ら
三
億
余
の

金
が
き
た
も
の
な
れ
ば
、
私
は
自
分
の
見
解
と
し
て
は
当
然
、
歳
入
予
邸
措
置
を
と
る
の
が
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
解
釈
を
し
た

の
で
ぉ
尋
ね
し
た
わ
け
で
す
。
梢
神
と
し
て
は
当
然
、
桶
業
補
倣
に
対
す
る
見
返
り
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
子
供
で
も
わ
か
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
が
、
市
長
の
お
こ
と
ば
で
も
午
前
中
に
は
っ
き
り
と
漁
業
補
償
と
い
う
そ
う
い
う
精
神
の
も
と
で
は
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も

表
面
は
本
市
に
及
ぼ
す
財
政
影
靱
を
考
え
ら
れ
て
、
投
助
資
金
と
し
て
こ
ら
れ
た
も
の
な
ら
歳
入
に
こ
れ
を
計
上
し
て
、
必
要
な
も
の
を

歳
出
と
し
て
こ
れ
に
す
る
の
が
、
当
然
、
行
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
務
的
な
予
紅
拮
図
だ
と
、
私
は
ま
あ
、
こ
う
い
う
解
釈
を
し
た
の

で
、
こ
の
解
釈
に
迷
っ
た
か
ら
お
が
ね
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
精
神
を
私
は
即
い
て
お
る
の
で
は
な
い
。
従
い
ま
し
て
こ
う
い
う
よ

う
な
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ま
再
答
弁
を
求
め
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
う
い
う
考
え
方
に
お
い
て
こ
ん
ご
も
最
善
の
御
留
意
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
希
望
し
て
虹
問
を
終
り
ま
す
。

暫
時
、
休
憩
い
た
し
ま
す
。

＇巨

午
後
ー
ー
一
時
四
十
八
分
休
憩

午
後
四
時
三
十
一
分
再
開

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
議
を
続
行
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
他
に
御
釘
疑
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
の
で
、
譲
案
オ
七
十
七
号
及
び
オ
七
十
八
号
を
関
係
常
任
委
員
会
へ
付

‘ 
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ぉ
考
え
が
強
く
行
ぐ
の
で
あ
り
ま
し
て
、

ま
こ
と
に
微
々
た
る
日
々
の
商
い
を
い
た
し
て
お
る
、

あ
い
そ
の
な
ん
と
巾
し
ま
す
る
か
、
事
業
家
的
、
企
業
的
に
、
と
に
か
く
そ
う
い
う
よ
う
な
ふ
つ
に
頭
が
す
る
ど
く
働
か
れ
る
。

ま
す
る
こ
と
は
、
大
企
業
と
か
大
狡
本
家
、
ま
た
市
の
発
展
と
い
う
意
味
か
ら
、

こ
こ
に
四
日
市
の
市
民
が
、

そ
う
し
て

そ
う
い
う
よ
う
な
人
の
力
を
利
用
す
る
と
い
う
点
に
、

と
申
し

ま
た
そ
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
心
配
を
も
っ
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

つ
ま
り
、
市
長
さ
ん
は
わ
り

な
い
か
と
い
う
こ
と
を
推
測
で
き
る
。

な
、
相
当
大
き
な
企
業
と
申
し
ま
す
る
か
、
も
の
に
一
括
し
て
払
い
下
げ
た
い
、
か
よ
う
に
お
っ
し
や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
私

は
従
来
の
市
長
さ
ん
の
市
政
の
行
き
方
か
ら
か
ん
が
み
ま
し
て
、
市
長
さ
ん
と
し
て
は
、
そ
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
る
の
も
無
理
は
な
い
、

つ
ま
り
、
場
所
柄
と
か
、
地
理
的
と
い
う
よ
う
な
点
を
考
殿
し
て
、

括
払
い
下
げ
て
有
効
適
切

病
院
の
跡
が
、
そ
う
い
う
も
の
を
入
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
将
来
ま
た
あ
の
よ
う
な
場
所
が
で
き
そ
う
に
も

な
い
現
在
の
状
勢
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
し
て
、
こ
の
機
会
を
は
ず
し
て
は
、
ち
よ
っ
と
将
来
む
ず
が
し
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気

持
ち
を
も
っ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
c

,

先
ほ
ど
市
長
さ
ん
の
御
説
明
の
お
こ
と
ば
の
中
に
、
お
こ
と
ば
の
一
端
を
伺
い
ま
し
て
も
、
相
当
な
お
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
の
で

な
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
、

ー
つ
の
社
会
問
題
と
し
・
て
で
も
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
か
よ
う
に
存
じ
、

ま
た
市
立

じ
て
で
も
、

立
ち
の
き
を
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、

こ
ん
ご
の
夏
生
の
追
を
た
ど
ら
せ
る
よ
う
、
政
治
的
に
も
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

あ
る
い
は
風
紀
に
も
と
や
か
く
心
配
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
ご
ざ
い
，
哀
す
か
ら
し
て
、

こ
れ
ら
は
市
に
お
い
て
も
な
ん
ら
か
の
措
置
を
講

見
苦
し
く
な
い
よ
う
な
建
物
を
建
て
て
、
そ
こ

に
集
結
を
し
て
営
業
を
さ
し
て
も
ら
う
か
ら
、
ひ
と
っ
払
い
下
げ
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
相
当
の
予
算
の

見
込
み
を
も
ち
ま
し
て
、
払
い
下
げ
の
方
針
に
な
っ
て
お
る
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
世
間
並
み
の
値
段
で
い
た
だ
き
ま
す
か
ら
、
ひ
と
つ

便
宜
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
を
願
い
出
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
の
道
路
上
の
交
通
を
阻
害
し
、
体
裁
を
損
じ

の
市
立
病
院
の
一
角
を
、

ー
店
舗
あ
た
り
一
坪
か
二
坪
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
い
い
か
ら
、

-/O/-_ 

ら
く
御
処
分
の
時
期
は
猶
予
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
、
か
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
私
は
か
ね
が
ね
、
か
の
病

院
の
敷
地
跡
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
長
ま
た
諮
長
に
陳
情
の
出
て
お
る
こ
と
も
よ
く
存
じ
て
お
り
ま
す
る
し
、
と
き
に
は
私
は
そ
の
紹
介

を
い
た
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
陳
情
の
趣
旨
と
申
し
ま
す
る
の
は
市
立
病
院
が
移
転
を
い
た
し
て
、
そ
の
跡
は
売
却
処
分
を
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
か
の
地
を
ひ
と
つ
、
特
に
払
い
下
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
最
近
、
四

日
市
市
の
旧
市
内
の
中
心
部
に
お
き
ま
し
て
は
、
だ
ん
だ
ん
と
土
地
が
な
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
価
も
暴
騰
を
い
た
し
て
ま

い
っ
て
お
り
ま
し
て
、
相
当
の
資
力
が
あ
る
と
こ
ろ
の
事
業
家
あ
る
い
は
商
店
、
会
社
等
で
あ
れ
ば
、
い
か
な
る
高
価
な
土
地
で
も
あ
が

な
い
う
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
市
内
に
は
そ
の
日
葬
し
の
、
そ
の
日
そ
の
日
の
か
せ
ぎ
に
よ
っ
て
よ
う
や
く
糊
口
を
し
の
ぐ
、

多
く
は
母
子
家
庭
あ
る
い
は
戦
災
引
き
掲
げ
あ
る
い
は
媒
婦
等
の
集
ま
っ
て
お
り
ま
す
る
非
常
に
み
じ
め
な
、
気
の
主
毎
な
商
売
人
が
多
数

あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
諏
訪
公
園
の
す
ぐ
南
の
通
り
の
道
路
わ
き
に
露
店
を
出
し
て
お
り
ま
す
露
店
組
合
あ
る

い
は
新
道
通
り
に
い
ろ
い
ろ
の
雑
貨
を
販
売
い
た
し
て
お
り
ま
す
る
あ
の
露
店
で
す
c

．
か
れ
ら
の
中
に
は
自
宅
も
あ
り
、
店
舗
も
も
っ
て

お
っ
て
出
て
お
る
人
も
中
に
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
特
に
飲
食
店
の
露
店
の
辿
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
家
庭
的
に
も
恵
ま
れ
な

い
人
が
多
い
の
で
あ
り
ま
す
C

戦
後
、
今
日
ま
で
衛
生
方
面
あ
る
い
は
交
通
の
方
面
、
道
路
の
管
理
の
面
か
ら
大
目
に
み
て
も
ら
っ
て
、

今
日
ま
で
よ
う
や
く
あ
そ
こ
で
営
業
い
た
し
て
お
り
ま
す
る
が
、
か
れ
ら
は
す
で
に
期
限
つ
き
で
立
ち
の
き
を
要
求
さ
れ
’
も
っ
と
も
強

力
な
取
り
締
り
を
受
け
て
お
る
保
健
所
の
ほ
う
も
、
す
で
に
本
年
一
年
く
ら
い
で
許
可
は
お
り
な
い
。
．
霰
察
も
道
路
上
の
一
時
使
用
の
許

可
も
、
こ
れ
は
そ
の
月
々
よ
う
や
く
一
月
一
月
延
ば
し
て
も
ら
っ
て
お
る
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
に
同
情
す
べ
き
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
人
が
道
路
上
を
占
有
い
た
し
ま
し
て
交
通
の
妨
害
に
も
な
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
公
園
の
か
た
わ
ら
に
見
苦
し
い
店
を
出
し
て

お
っ
て
は
、
市
民
に
巾
し
わ
け
が
な
い
、
早
く
自
立
し
な
け
れ
ば
と
い
う
意
気
に
燃
え
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
ま
た
そ
の
よ

う
な
感
謝
と
遠
慮
の
気
持
ち
を
も
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
か
ん
せ
ん
行
く
と
こ
ろ
が
な
い
。
つ
い
て
は
こ
れ
ら
の
人
は
ど
う
か
あ

ー/00_..._



か
よ
う
に
存
ず
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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う
こ
と
は
、
四
日
市
市
の
発
展
に
や
は
り
そ
う
い
う
整
理
と
申
し
ま
す

こ
こ
に
同
情
す
べ
き
も
の
が
お
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
救
済
と
い

そ
の
よ
う
な
も
の
が
お
る
c

そ
れ
の
救
済
と
い
う
点

る
か
、
社
会
の
か
げ
に
お
ち
ぷ
れ
て
お
る
と
い
う
か
、
落
伍
者
で
あ
り
ま
す
る
が
、

う
よ
う
な
こ
と
わ
ざ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
市
の

と
ど
ち
ら
を
優
先
し
て
考
え
る
べ
き
か
。
小
の
虫
を
殺
し
て
大
の
虫
を
生
か
す
と
い

よ
う
な
施
設
を
作
ろ
う
と

も
、
こ
こ
に
相
当
な
利
用
価
値
の
あ
る

、
発
展
の
た
め
に
は
、
多
少
の
そ
の
よ
う
な
人
の
申
し
出
を
拒
否
し
て
で

と
も
申
せ
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
け
れ

一
理
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
あ
な
が
ち
私
は
、
そ
れ
は
い
け
な
い

お
考
え
に
な
る
の
も

ど
も
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
熱
心
に
陳
俯
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
後
こ
こ
数
年
来
、
絶
え
ざ
る
申
し
出
を
、
希
望
を
も
っ
て
そ
こ

に
ー
つ
の
光
明
を
見
い
だ
し
た
よ
う
な
気
持
ち
で
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
の
病
院
跡
の
利
用
の
構
想
は
い
か
に
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
陳
情
の
出
て
お
る
点
は
、
将

か
の
方
途
を
講
じ
て
や
ろ
う
と
い
う
お

来
い
か
に
お
考
え
に
な
ら
れ
ま
す
か
。
一
屈
の
価
値
も
な
い
か
、
あ
る
い
は
ま
た
別
途
に
な
ん
ら

そ
の
片
す
み
に
割
愛
を
し
て
や
っ

考
え
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
わ
ず
か
の
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
か
ら
し
て
、
百
坪
程
度
の
も
の
を

こ
れ
も
一
括
払
い
下
げ
に
該
当
す
る
の
で
ご
ざ

て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
で
も
一
括
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
二
十
数
軒
の
店
が
全
部
入
る
、

か
、
こ
う
い
う
点
を
ひ
と
つ
こ
の
際
、
承
わ
っ
て
お
き
た
い
と
、

い
ま
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
措
股
を
請
じ
て
い
た
だ
け
る
も
の
か
ど
う

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

、
旧
病
院
敷
地
の
売
却
に
つ
き
ま
し
て
は
、

し
た
中
に

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
先
般
、
御
説
明
申
し
上
げ
ま

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

，
ん
が
み
一
括
払
い
下
げ
を
な
し
て
、
で
き
う
る
限
り
こ
れ
を
広
く
一
般
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

敷
地
の
位
屈
、
利
用
価
値
等
に
か

ま
し
ば
ら
く
の
御
猶
予
を
お
顧
い
い
た
し
た
い
、
か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に
つ
き
ま

か
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
い

っ
て
い
た
だ
き

か
ら
い
ろ
い
ろ
お
尋
ね
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
方
面
か
ら
御
熱
心
に
御
検
討
を
加
え
て
お

し
て
、
た
だ
い
ま
錦
議
且
さ
ん

ま
し
て
、
い
ず
れ
も
御
理
解
の
あ
る
御
窓
見
だ
ろ
う
と
、
私
は
拝
承
い
た
し
て
感
服
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
た
だ

．
 

ヽ
3し
ま
の
四
日
市
の
状
努
と
い
た
し
ま
し
て
は
あ
の
辺
の
一
角
と
い
う
も
の
が
非
常
に
重
く
見
ら
れ
て
お
り
ま
す
る
し
、
ま
た
、
四
日
市
の

利
川
す
ぺ
き
と
こ
ろ
と
し
で
は
、
非
常
な
重
要
な
と
こ
ろ
で
な
い
か
と
存
じ
ま
す
る
の
で
、
で
き
う
れ
ば
私
が
説
明
申
し
上
げ
ま
し
た
よ

う
な
、
一
括
的
な
処
四
を
い
た
し
ま
し
て
、
そ
う
し
て
四
日
市
と
し
て
い
か
に
も
整
っ
た
り
っ
ぱ
な
、
市
と
し
て
恥
し
く
な
い
、
ど
な
た

か
ら
見
て
い
た
だ
い
て
も
こ
れ
は
い
い
考
え
で
あ
る
、
と
い
う
ふ
う
に
御
了
承
を
賜
わ
れ
る
よ
う
な
方
途
を
立
て
ま
し
て
、
こ
れ
を
皆
さ

ま
に
御
相
談
を
巾
し
上
げ
、
御
聟
成
を
え
て
実
現
し
た
い
と
、
こ
う
考
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
そ
の
際
に
か
よ
う
な
も
の
に

つ
い
て
は
四
日
市
市
と
し
て
は
む
し
ろ
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
御
意
見
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
の
考
え
て
お
り
ま
す
る
と
こ
ろ

で
は
、
皆
様
に
非
常
な
り
っ
ぱ
な
計
画
だ
と
い
っ
て
宕
ん
で
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
、
こ
う
考
え
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

つ
き
ま
し

て
は
、
片
方
で
そ
．
つ
い
う
市
と
し
て
恥
し
く
な
い
よ
う
な
考
え
方
を
、
ゃ
り
方
を
し
よ
う
と
、
こ
う
思
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
ま
た
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
ま
す
よ
う
に
、
あ
そ
こ
の
付
近
に
は
い
ろ
い
ろ
の
業
者
の
方
も
お
い
で
に
な
っ
て
、
な
ん
と
か
し
て
あ

あ
い
う
も
の
が
払
い
下
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
恩
典
に
浴
し
た
い
も
の
だ
、
そ
う
し
て
更
生
の
道
ー
を
講
じ
た
い
。
ま
た
、

ど
う
い
う
も
の
が
で
き
る
か
し
ら
ん
が
、
．
で
き
た
ら
そ
の
中
へ
も
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
、
ど
う
だ
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
な
い

ろ
い
ろ
の
お
考
え
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
ご
も
っ
と
も
な
話
で
あ
り
ま
し
て
、
決
し
て
私
は
御
無
理
な
お
考
え
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

る
し
、
で
き
れ
ば
そ
う
い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
恩
い
ま
す
る
が
、
実
際
、
計
画
を
立
て
て
み
ま
し
て
皆
さ
ん
に
御
覧
に
い
れ
た
と
き
に
、

そ
う
い
う
こ
と
が
は
た
し
て
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
御
賢
察
願
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
御
判
断
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
り

ま
す
。
も
し
そ
う
い
う
こ
と
が
、
そ
う
い
う
よ
う
な
使
い
方
で
あ
れ
ば
こ
れ
は
少
し
無
理
だ
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
お
も
し
ろ
く
な
か
ろ
う

と
い
う
御
意
見
が
出
ま
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
し
ま
し
て
は
別
途
、
い
ろ
い
ろ
お
知
恵
を
賜
わ
り
ま
し
て
、
な
ん
と
か
皆
様
方
の
生
き
て
い

け
る
方
途
を
案
出
い
た
し
た
い
、
こ
う
息
っ
て
お
り
ま
す
。

~-103..,.. 
ーー／0.2-



一
般
財
源
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
部
長
か
ら
坂
上
議
員
の
御
質
問
に
対
し
ま
し
て
る
る
御
説
明
が
あ

り
、
そ
の
と
き
に
税
の
面
に
お
い
て
も
多
少
、
触
れ
ら
れ
た
よ
う
に
思
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ま
し
て
、
税
の
面
に
対
し
て
の
み
ぉ
答
え
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

〇
税
務
部
品

（
松
野
窯
況
君
）

い
ま
田
村
議
員
か
ら
の
御
質
問
に
対
し

-/OS-

〔
税
務
部
品
（
松
野
窓
泥
君
）
登
坦
〕

以
上
、
二
点
で
あ
り
ま
す
。

っ
た
社
会
性
の
あ
る
と
こ
ろ
の
税
法
が
施
行
せ
ら
れ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
け
っ
こ
う
で
あ
り
ま
す
。

は
た
し
て
四
日
市
市
民
に
ど
の
く
ら
い
の
減
収
に
な
る
の
か
、
そ
の
点
も
詳
細
お
伺
い
し
た
い
。

こ
ん
ど
こ
の
条
例
が
改
正
さ
れ
て
、

私
ど
も
も
こ
う
し
た
改
正
は
非
常
に
菩
ん
で
お
り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
電
気
消
費
税
に
お
い
て
は
、
三
百
円
未
満
の

消
費
者
に
対
し
て
は
課
税
を
し
な
い
。
市
民
税
に
お
い
て
の
こ
の
身
体
隙
害
者
や
老
年
者
ゃ
及
び
寡
婦
等
に
は
課
税
を
し
な
い
。
こ
う
い

わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、

務
の
調
査
会
に
お
い
て
い
ろ
い
ろ
検
討
せ
ら
れ
、

市
長
が
説
明
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、

こ
れ
は
地
方
税
法
が
改
正
せ
ら
れ
た
結
果
や
ら
れ
る

こ
の
点
に
つ
い
て
市
の
財
務
を
担
当
す
る
と
こ
る
の
部
長
の
考
え
方
、
本
年
度
に
お
い
て
は
な
お
、
ど
れ
だ

け
の
税
収
入
を
見
込
ま
れ
て
お
る
か
、
来
年
度
は
ど
う
か
、
さ
来
年
度
は
ど
う
か
。
あ
る
い
は
年
度
別
に
区
別
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
、
だ

い
た
い
の
予
想
だ
け
で
も
市
民
に
公
表
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
れ
が
一
っ
。

い
ま
ー
つ
は
、
八
十
四
号
の
四
日
市
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
ん
ど
の
こ
の
改
正
は
、
．
財
務
、
税

て
く
る
と
息
う
ん
で
す
が
、

わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
実
娘
に
お
い
て
は
、
自
治
省
は
、

ワ
ク
を
容
易
に
許
し
て
く
れ
な
い
c

こ
ん
ど
の
こ
う
し
た
予
箕
外
義
務
負
担
の
契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
、
積
極
的
な
施
策
が
行
な
わ
れ
て

、
エ
・
・

．
 

い
か
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
今
日
、
南
の
ほ
う
に
お
い
て
は
高
分
子
化
学
、
松
下
電
兆
あ
る

い
は
味
ノ
紫
、
三
菱
油
化
等
の
工
場
建
設
を
み
て
お
ら
れ
ま
し
て
二
、
三
年
後
に
は
満
足
に
固
定
資
産
税
や
償
却
資
産
税
な
ん
が
は
入
っ

こ
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
も
う
前
々
か
ら
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
い
ま
ま
で
に
も
各
方
面
か
ら
そ
う
い
う
御
要
請
が
あ
り

ま
し
て
、
一
カ
所
で
そ
う
い
う
こ
と
を
や
り
ま
す
と
、
各
方
面
に
も
同
時
に
そ
う
い
う
こ
と
を
い
た
し
ま
せ
ん
な
ら
ん
の
で
、
―
つ
の
例

を
作
っ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
点
か
ら
行
き
づ
ま
り
を
き
た
し
ま
し
て
、
な
か
な
か
難
渋
を
き
わ
め
て
お
っ
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
四
日
市
が
こ
う
い
う
よ
う
な
段
階
に
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
る
と
、
さ
よ
う
な
方
面
に
つ
き
ま
し
て
も
い
ろ
い

ろ
皆
様
方
の
お
知
恵
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
市
と
し
て
な
ん
ら
か
の
方
途
を
講
ず
る
よ
う
に
努
力
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
考
え
て

お
り
ま
す
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
る
の
で
、

て
お
り
ま
す
。
〔
田
村
末
松
君
登
壇
〕

0
田
村
末
松
君

こ
う
し
た
健
全
財
政
を
と
る
と
こ
ろ
の
裕
福
な
市
町
村
に
対
し
て
は
、
起
債
の

一
応
、
考
え
方
を
立
て
ま
し
た
上
で
い
ろ
い
ろ
御
審
議
を
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
存
じ

私
は
、
二
点
に
つ
い
て
質
問
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
9

こ
ん
ど
二
億
の
巨
費
を
投
じ
て
、
教
育
施
設
の
設
備
を

ま
ず
、
予
算
外
義
務
契
約
の
、
義
務
負
担
の
契
約
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

完
備
し
た
い
と
い
う
の
で
提
案
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
い
ろ
い
ろ
問
題
が
あ
ろ
う
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
私
は

よ
く
ぞ
踏
み
切
っ
た
と
こ
う
い
う
考
え
方
を
も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
c

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
は
裏
づ
け
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
私
は
市
の
理
事
者
に
、
こ
う
し
た
踏
み
切
っ
た
限
り
市
の
財
力
の
問
姻
、
い
わ
ゆ
る
市
税
の
育
成
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

お
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
申
し
上
げ
た
い
。
四
日
市
総
合
開
発
計
画
に
委
員
と
し
て
委
嘱
い
た
し
、
四
日
市
市
の
財
政

す
る
と
、
「
四
日
市
市
は
非
常
に
こ
れ
ま
で
は
消
極
的
で
あ
っ

面
を
担
当
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
稲
葉
秀
三
先
生
の
あ
の
報
告
杏
に
よ
り
ま

た
。
四
日
市
市
の
現
在
の
財
力
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
も
っ
と
萩
極
的
に
や
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
起
債
の
獲
得
と
い
う
こ
と
は
全
国

の
都
市
よ
り
も
非
常
に
有
利
な
条
件
に
あ
る
。
」
こ
う
い
う
こ
と
を
報
告
さ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
事
実
、
起
債
と
い
う
も
の

は
、
い
ま
国
家
は
そ
の
ワ
ク
を
非
常
に
規
制
い
た
し
ま
し
て
、
容
易
に
え
ら
れ
な
い
C

い
わ
ゆ
る
財
政
の
評
論
家
で
あ
る
稲
葉
先
生
の
い

、 ~10 ダー
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、
坂
上
議
員
さ
ん
の
御
質
問
に
お
答
え

て
は
、
当
初
予
算
の
御
審
議
の
際
に

本
年
度
の
税
の
自
然
増
収
、
増
収
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し

七
ヽ
八
千

て
は
こ
の
予
算
に
見
積
も
っ
た
以
外
に

し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
時
、
私
が
申
し
上
げ
た
の
は
、
三
十
六
年
度
に
お
き
ま
し

今
日
に
な
り
ま
す
と
相
当
、
状
塾
が
変
っ
て
お

ヽ

こ
う
し
ぅ
ふ
う
に
申
し
上
げ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

万
円
の
増
収
を
期
待
し
て
お
る
、

に
、
昨
年
、
南
部
地
域
に
お
き
ま
し
て
、

お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

た
だ
い
ま
田
村
議
員
か
ら

る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•
本
年
は
、
特
に
、

の
が
相
当
、
予
想
外
の
数
字

、
こ
の
用
地
買
収
に
伴
い
ま
す
る
譲
渡
所
得
と
い
う

の
進
出
を
み
ま
し
た
の
で

南
部
地
域
に
各
種
の
大
工
場

す
。
私
が
当
初
、
申
し
上
げ
ま
し
た
数

ま
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま

こ
れ
だ
け
で
も
約
七
、
千
万
円
の
増
収
が
見
込

を

示

し

て

お

り

ま

す

。

八

ま
す
が
、
こ
れ
は
四
日
市
市
の
産

．
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
非
常
に
恐
縮
に
存
じ
て
お
る
次
オ
で
ご
ざ
い

字
が
、
非
常
に
寡
少
で
見
込
み
違
い

に
、
当
初
の
経
済
成
長

ま
す
。
先
ほ
ど
市
長
か
ら
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
よ
う

業
経
済
が
、
急
激
に
伸
長
を
示
し
て
お
る
結
果
で
ご
ざ
いし
て
も
、
私
ど
も
の
将
来
の
市
税
収
入
に
対
す
る
見
通
し
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
い

の
テ
ン
ポ
が
早
す
ぎ
ま
す
た
め
に
、
税
の
而
に
お
き
ま

け
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

上
げ
ま
す
と
、
三
十
五
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
税
収
予
算
額
が
十
三
億
二
百
八
十
八
万

．
御
参
考
ま
で
に
昨
年
度
の
市
税
収
入
を
申
し

と
、
十
四
億
四
千
九
百
四
十
二
万
二
千
円
の
数
字
を
示
し
て
ぉ

5

、
締
め
切
り
ま
し
た
決
算
収
入
を
み
ま
す

五
千
円
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
カ

、
こ
れ
が
三
十
六
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
て
お
る

り
ま
し
て
、
予
算
に
対
し
ま
し
て
一
低
四
千
六
百
五
十
三
万
七
千
円
の
増
収
を
み
ま
し
て

し
ま
す
と
、
三
十
四
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
市
税
決
算
額
が

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
を
三
十
四
年
度
の
市
税
収
入
の
実
績
に
比
較
い
た

て
二
億
九
千
万
円
、

ま
す
の
で
、
実
に
三
十
五
年
度
は
三
十
四
年
度
に
比
較
い
た
し
ま
し

十
一
億
五
千
八
百
五
十
五
万
三
千
円
で
ご
ざ
いご
ざ
い
ま
す
』
C

本
年
度
の
予
想
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
譲
渡
所
得
ヽ

約
二
五
彩
の
増
収
の
率
を
示
し
て
お
る
の
で
八
千
万
円
を
筑
頸
と
い
た
し
ま
し
て
、
経
済
界
の
好
況
に
よ
り
ま
す
他
の
税
の
面
に
お
き
ま

に
対
し
ま
す
る
個
人
市
民
税
の
削
徴
分
七
、

ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
日
、
提
案
い
た
し
て
お
り
ま
す
税
制
の
改
正
な
ど
も
影
響
い
た
し
て
お

し
て
も
、
相
当
の
増
収
が
予
想
さ
れ
る
の
で

り
ま
す
の
で
、
確
出
な
、
造
確
な
数
字
は
ま
だ
巾
し
上
げ
る
時
期
に
逹
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
だ
い
た
い
昨
年
度
、
三
十
五
年
度
の
実
績

は
下
ら
な
い
と
推
測
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
十
五
似
円
税
収
、
．
最
終
的
に
十
五
低
円
は
間
迩
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
か
よ
う
な
推
測
｝
9

を
も
っ
て
お
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
c

こ
れ
が
私
の
税
収
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
オ
ニ
点
の
税
制
改
正
に
よ
る
影
智
に
つ
き
ま
し
て
，

は
、
担
当
の
課
品
か
ら
ぉ
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
了
承
を
お
顧
い
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

9. 

〔
税
務
課
長
（
伊
藤
涼
一
君
）
登
壇
〕
[

三
十
六
年
度
の
税
収
の
見
通
し
に
つ
き
ま
し
て
、
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

0
税
務
課
長
（
伊
藤
涼
ー
活
）

だ
い
た
い
の
傾
向
と
い
た
し
ま
し
て
は
＼
た
だ
い
ま
部
長
か
ら
説
明
し
た
と
お
り
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
十
六
年
度
の
予
算
編
成

当
時
に
お
き
ま
し
て
は
、
税
制
改
正
も
ほ
ぼ
大
綱
が
き
ま
っ
た
と
、
こ
う
い
う
程
度
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
確
実
な
も
の
は
予
算
に
見
込
ん

だ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
，
地
方
税
の
改
正
は
そ
の
後
、
非
常
に
難
行
い
た
し
ま
し
て
、
法
律
と
し
て
確
定
い
た
し
ま
し
た
の
が
こ
の
四
月

三
十
日
に
法
律
が
で
き
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
が
で
き
上
り
ま
す
と
、
｀
最
初
の
見
通
し
と
や
や
違
っ
た
面
も
出
て
ま
い
り
ま

し
た
の
で
、
そ
う
い
う
点
も
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
予
邸
編
成
当
時
に
税
制
改
正
に
よ
る
税
収
へ
の
影
智
と
い
た
し
ま
し
て
計
上

い
た
し
ま
し
た
も
の
が
、
償
却
沢
産
の
耐
用
年
数
の
短
縮
に
よ
り
ま
す
る
法
人
市
民
税
の
減
収
分
と
、
そ
れ
か
ら
内
航
船
舶
に
関
し
ま
す

る
課
税
標
準
の
特
例
の
関
係
、
そ
れ
か
ら
磁
気
0

ガ
ス
税
に
お
き
ま
す
る
三
百
円
の
免
税
点
制
度
を
作
り
ま
す
こ
と
に
よ
る
減
収
と
こ
う

い
う
も
の
を
含
め
ま
し
て
、
三
千
百
九
十
六
万
円
計
上
を
み
た
の
で
減
収
を
見
込
ん
だ
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
地
方
税

法
が
確
定
い
た
し
ま
し
て
、
判
明
い
た
し
ま
し
た
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ガ
ス
事
業
の
新
設
伯
却
資
産
に
対
し
ま
す
る
課
税
椋
準
の

•
特
例
が
今
回
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
分
と
そ
れ
か
ら
こ
れ
は
減
収
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
分
が
約
百
四
万
を
予
想
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
軽
自
勁
車
税
の
税
率
改
正
に
よ
り
ま
す
増
収
、
＇
並
び
に
三
公
社
に
対
し
ま
す
軽
自
勁
車
の
税
の
非
課
税
拮
置
の
鹿
止
に
対

a., ＇` 
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0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

ぉ
尋
ね
の
オ
ー
点
に
関
辿
い
た
し
ま
し
て
、
財
政
担
当
の
事
務
屋
と
し
て
の
考
え
方
を
御
参
考
ま
で
に
申

税
務
部
品
そ
れ
か
ら
税
務
珠
品
か
ら
い
わ
ゆ
る
市
税
の
三
十
六
年
度
の
見
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
に
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、

二
億
と
い
う
教
育
の
、
学
校
整
備
の
予
雰
外
殴
務
凸
担
の
考
え
方
を
全
体
計
糊
の
中
で
私
ど
も
は
ど
う
考
え
て
お
る
か
と
、
こ
う
い
う
こ

翌
在
、
市
の
市
債
の
無
償
還
額
は
、
全
部
で
十
億
七
百
四
十
一
万
二
千
円
と
相
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
一
般
会
計
に
お
き
ま

し
て
五
億
三
千
万
円
、
そ
れ
か
ら
特
別
会
計
に
お
き
ま
し
て
は
四
億
七
千
万
円
、
こ
れ
が
俗
に
い
い
ま
す
起
債
と
称
し
ま
す
る
公
債
費
そ

の
他
で
叶
上
し
て
お
り
ま
す
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
•
そ
れ
で
先
ほ
ど
田
村
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
稲
葉
さ
ん
の
所
説
を
引
用
な
さ
い
ま
し
て
、

四
日
市
市
の
将
来
の
起
依
狸
得
な
ん
か
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
見
通
し
が
明
る
い
か
の
よ
う
な
御
発
言
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
す
が
、
わ

れ
わ
れ
の
現
在
、
，
考
え
て
お
り
ま
す
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
と
、
そ
う
い
う
面
と
そ
う
で
な
い
面
と
は
相
交
錯
し
て
お
る
と
、
こ
う
い
う
よ

う
な
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
ま
す
と
、
下
水
迩
事
業
あ
る
い
は
上
水
道
事
業
、
こ
う
い
っ
た
公
共
事
業
的
な
性
格
を
も
っ

て
お
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
財
政
力
の
豊
か
さ
と
い
う
も
の
が
あ
る
い
は
発
展
性
と
い
う
も
の
が
十
分
、
認
識
さ
れ
ま
し
て
、

起
債
獲
得
は
比
較
的
、
楽
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
他
都
市
と
く
ら
ぺ
ま
し
た
と
き
に
は
、
非
常
に
御
理
解
が
し
や
す
い
と
い
う
よ
う
な
状
況

で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
特
別
会
計
に
お
け
る
起
俵
獲
得
は
、
稲
葉
氏
の
い
わ
れ
る
傾
向
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
に
お
き
ま
す
と
こ
ろ

の
起
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
非
常
に
反
対
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
自
治
省
に
お
き
ま
し
て
も
大
蔵
省
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
う
い
う
点
は
現

実
的
に
は
、
た
と
え
ば
建
設
当
局
が
自
治
省
に
ま
い
り
ま
し
た
と
き
に
、
自
治
省
の
あ
る
係
の
ご
と
き
は
、
四
日
市
は
職
員
の
給
与
な
ん

か
が
非
常
に
よ
い
と
聞
い
て
お
る
と
、
そ
う
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
起
使
な
ん
か
は
そ
う
い
う
余
裕
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は
な
る
べ
く
割
引

き
し
て
考
え
た
い
と
い
う
よ
う
な
皮
肉
に
近
い
御
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
ま
た
聞
き
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
あ
、
そ
う
い
う
よ
う
な
見
方

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
琺
員
給
与
の
状
態
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い

と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
見
方
を
さ
れ
る
む
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
へ
財
政
的
に
豊
か
で
あ
る
と
い
う
証
拠
で
は
。
な

い
か
、
ま
あ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
C

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
い
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
い
わ
ゆ
る
一
，
般
市
債
に
つ
き
ま
し

て
は
、
総
額
と
そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
来
、
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
予
算
外
義
務
負
担
の
一
っ
と
し
て
、
漁
業
補
償
分
が
約
六
億
余
り
あ

と
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
上
げ
た
い
。
〔
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）
登
坦
〕

の
が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

す
る
と
こ
ろ
の
俯
収
、
こ
う
い
う
も
の
を
含
め
ま
し
て
最
初
に
、
予
雰
当
初
に
見
込
み
ま
し
た
も
の
が
以
上
三
つ
の
事
項
に
つ
き
ま
し
て

三
千
百
九
十
六
万
を
み
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
そ
の
後
の
地
方
税
法
の
改
正
の
決
定
に
よ
り
ま
し
て
判
明
い
た
し
ま
し
た
も
の
が
ガ
ス
事

れ
を
百
四
万
、
そ
れ
か
ら
軽
自
勁
車
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
に

業
の
新
設
償
却
資
産
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
に
よ
り
ま
す
減
収
分
こ

よ
り
ま
す
る
削
収
分
、
並
び
に
旬
々
公
社
、
国
鉄
等
三
公
社
に
対
し
ま
す
経
自
勁
車
税
の
非
課
税
措
監
の
廃
止
に
伴
う
増
収
、
S

こ
れ
が
合

せ
て
百
二
十
四
万
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
恕
気
0

ガ
ス
税
関
係
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回
、
合
成
ゴ
ム
関
係
が
非
課
税
と
し

て
111気
c
ガ
ス
税
に
指
定
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
ま
す
る
減
収
が
四
百
八
十
万
程
度
、
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
こ
の
税

制
改
正
に
よ
る
．
分
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
今
回
、
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
す
国
際
観
光
ホ
テ
ル
に
対
す
る
課
税
標
準
の
特
例
、
不
均
一
課

税
、
こ
れ
に
閃
し
ま
す
る
分
が
六
十
八
万
円
、
差
し
引
き
い
た
し
ま
し
て
五
百
二
十
八
万
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
最
初
に
予

合
せ
て

窮
紺
成
当
時
か
ら
わ
か
っ
て
お
り
ま
し
た
も
の
、
そ
れ
か
ら
そ
の
後
に
地
方
税
法
の
確
定
に
よ
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
も
の
、

三
千
七
百
二
十
四
万
円
が
税
制
改
正
並
び
に
困
際
観
光
ホ
テ
ル
に
対
す
る
不
均
一
課
税
と
い
た
し
ま
し
て
減
収
に
な
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
た
だ
い
ま
も
部
長
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
と
お
り
、
三
十
六
年
度
の
税
収
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
そ
の
後
、
個
人
の
市
民
税
に

対
す
る
増
収
見
通
し
で
あ
る
と
か
、
ほ
か
に
い
ろ
い
ろ
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
を
う
ず
め
て
あ
ま
り
あ
る
と
い
う

ー／0'1,-
-/og-



9 しi い
う
こ
と
に
相
な
り
ま
す
の
で
、
だ
い
た
い
現
在
、
市
が
義
務
負
担

る
。
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
加
え
て
今
回
の
教
育
の
二
億
が
あ
る
、
こ
う

額
と
し
て
考
え
て
な
い
総
額
は
約
十
八
億
円
、
こ
の
議
案
を
御
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
そ
う
し
て
実
現
に
移
し
ま
し
た

あ
か
つ
き
に
は
そ
う
い
う
状
態
に
相
な
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
の
は
、
四
日
市
港
整
備
に
関
連
し
ま
し
て
、
い
わ
ゆ
る
負

そ
れ
か
ら
も
う
一
っ
、
皆
さ
ん
が
頭
に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

担
金
と
い
う
形
で
県
に
納
入
す
る
額
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
。
．
こ
れ
は
実
際
、
御
承
知
の
よ
う
に
高
潮
対
策
の
事
業
と
し
て
、
朝
日
防
波

堤
あ
る
い
は
今
回
、
計
画
し
て
お
り
ま
す
防
波
堤
の
問
題
な
ん
か
は
、
漿
の
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
県
が
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ

に
対
し
て
国
は
金
の
融
汽
を
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の
分
に
つ
き
ま
し
て
、
市
が
従
来
の
よ
う
な
状
態
で
負
担
を
い
た
し
ま
す
も
の
で
あ
る

う
い
う
も
の
を
含
め
ま
し
て
、
だ
い
た
い
義
務
的
賭
経
費
が
昭
和
三
十
六
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
八
俯
九
千
万
円
と
い
う
よ
う
な
額
に

な
り
ま
す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
人
件
股
を
函
務
的
経
股
と
考
え
て
お
る
状
況
で
申
し
上
げ
て
お
る
。
そ
れ
か
ら
昭
和
四
十
三
年
に
は
、
，

十
二
●
四
千
万
円
く
ら
い
が
想
定
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
で
す
か
ら
、
来
年
か
ら
本
年
度
に
く
ら
べ
ま
し
て
来
年
は
約
一
億
、

そ
の
次
か
ら
は
約
二
倍
く
ら
い
ず
つ
の
義
務
的
な
踏
経
股
が
だ
ん
だ
ん
ふ
え
ま
し
て
、
八
年
先
の
昭
和
四
十
三
年
に
は
、
十
二
億
く
ら
い

の
経
伐
に
な
る
、
こ
う
い
う
よ
う
な
心
配
を
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
現
在
の
こ
の
二
億
の
義
務
負
担
額
は
現
在
、
考
え
る
状
況
か
ら
い

っ
た
ら
マ
キ
シ
マ
ム
と
い
い
ま
す
か
、
こ
れ
以
上
ち
よ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
財
政
の
安
定
性
と
い
う
も
の
を
考
え
た
場
合
に

は
考
え
ら
れ
な
い
。
市
品
と
い
た
さ
れ
ま
し
て
は
、
お
こ
と
ぱ
の
よ
う
に
相
当
、
思
い
切
っ
て
、
一
応
そ
う
い
う
窮
屈
な
ワ
ク
も
考
え
な

が
ら
佐
さ
ん
の
御
嬰
望
に
お
応
え
し
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
財
政
担
当
者
と
し
て
は
あ
ま
り
歓
迎
し
に
く
い
と
、
ま

ぁ
、
は
っ
き
り
い
い
ま
す
と
そ
う
い
う
ふ
う
に
申
し
上
げ
て
問
迩
い
な
い
、
こ
う
息
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
税
の
仲
び
の
問
題
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
税
務
部
長
と
し
て
の
見
解
は
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
ど
も
は
一
応
、
想
定
じ

て
お
り
ま
す
仲
び
は
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
お
そ
ら
く
現
在
の
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
十
五
億
内
外
か
二
十
億
を
相
当
、
，
上
回
る
よ
う
な

状
態
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
税
制
が
現
在
の
段
階
か
ら
い
っ
て
変
わ
ら
な
い
限
り
と
、
そ
う
い
う
想
定
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

．
 

あ
だ
い
た
い
二
十
二
億
か
ら
二
十
五
億
く
ら
い
ま
で
、
非
常
に
大
き
な
幅
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
見
通
し
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
そ
う
い
っ
た

状
況
を
一
応
、
勘
案
し
ま
し
て
十
二
倍
と
い
う
義
務
的
諮
経
股
に
も
耐
え
て
い
け
る
の
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
い
う
想
定
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
国
の
税
制
改
正
の
勁
き
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
四
日
京
と
し
ま
し
て
は
非
常
に
悲
し
む
べ
き
と
い
い
ま
す
か
、

そ
う
い
う
賃
な
財
政
幾
か
な
、
い
わ
ゆ
る
財
源
穀
か
な
市
の
そ
の
財
源
を
、
な
ん
と
か
財
源
の
貧
弱
な
市
町
村
へ
回
す
よ
う
な
、
税
制

改
正
と
い
い
ま
す
と
い
わ
ゆ
る
財
源
的
に
全
国
の
各
地
方
団
体
が
均
等
化
さ
れ
る
よ
う
な
状
態
に
も
っ
て
い
く
と
い
う
傾
向
が
、
税
制
改

正
の
甚
本
的
な
ね
ら
い
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
の
で
、
四
日
市
の
も
二
J

お
り
ま
す
よ
う
な
特
異
性
は
、
税
制
改
正
が
行
な
わ
れ
る
ご

一Illー

い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
分
と
県
の
考
え
て
お
り
ま
す
分
の
半
額
を
も
っ
て
い
く
の
が
現
在

な
ら
ば
、
半
額
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
‘
'

．
っ
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
れ
や
こ
れ
や
考
え
合
せ
ま
す
と
、

ま
で
の
歴
史
的
な
と
い
い
ま
す
か
、
恨
習
的
な
と
い
い
完
す
か
、
そ
う
い

し
ま
し
て
は
、
だ
い
た
い
十
億
を
少
し
上
回
る
の
で
な
い
か
、
こ
う
い
う
判

こ
の
分
は
私
ど
も
が
想
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
総
額
と
い
た

断
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
ー
つ
の
義
務
負
担
額
と
考
え
ま
す
な
ら
ば
、
結
局
現
在
、
四
日
市
市
は
借
金
｀

ん
だ
と
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
お
考
え
い
た
だ
い
て
間

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
、
だ
い
た
い
三
十
億
近
い
義
務
負
担
額
を
背
負
っ
て
お
る

し
ま
す
の
は
、
こ
う
い
っ
た
・

す
。
そ
れ
で
計
算
的
に
私
た
ち
が
心
配
い
た

述
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
存
じ
て
お
り
ま

結
局
こ
れ
が
将
来
の
四
日
市
の
経
常
喪
に
対
し
ま
し
て
、
非
常
に
圧
迫
を
加
え
る
。
ど
う

義
務
負
担
額
が
相
当
額
に
上
り
ま
し
た
場
合
、

た
し
ま
し
た
と
き
に
、
そ

、
一
十
五
似
と
相
な
っ
た
と
い

ま
す
と
、
か
り
に
本
年
度
の
財
政
柏
石
団
が
一

い
う
と
と
を

ftiし
上
げ
る
か
と
い
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
は
二

一
低
五
千
万
円
と
い
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い

う
い
っ
た
伯
遥
そ
の
他
に
要
す
る
股
用
が
、

く
ち
ゃ
な
ら
ぬ
。
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
き
ま
す
と
、
人
件
費
な
ん
か
も
義
務
的

十
五
億
の
う
ち
か
ら
染
し
引
い
て
考
え
て
い
か
な

な
経
股
だ
と
考
え
て
間
迩
い
な
い
と
私
た
ち
は
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
だ
い
た
い
十
力
年
間
く
ら
い
の
見
通
し
を
立
て
ま
す
と
、
そ

-/ /0-
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に
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

0
大
谷
喜
正
君

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

ど
う
ぞ
登
壇
し
て
く
だ
さ
い
。

哲
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

午
稜
五
時
三
十
八
分
再
開

と
に
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
弱
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
い
う
こ
と
を
頭
に
入
れ
ま
す
と
、
先
ほ
ど
い
い
ま
し
た
二
十
二
億
な

い
し
二
十
五
億
と
い
う
考
え
方
は
、
現
在
の
ま
ま
で
い
っ
た
ら
上
の
数
字
に
い
く
し
、
だ
ん
だ
ん
そ
う
い
う
傾
向
が
強
ナ
よ
っ
て
い
っ
た
場

合
、
い
わ
ゆ
ろ
地
方
団
体
の
財
源
の
い
わ
ゆ
る
詞
整
と
い
う
も
の
が
強
く
行
な
わ
れ
た
場
合
に
は
下
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
く
、
そ

う
い
う
判
断
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
大
規
模
償
却
登
産
の
動
き
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
筒
単
に
市
し
上
げ
ま
す
と
三
十
五
年
度
の
後
半
、
ト
ッ
。
フ
0

ク
ラ
ス
で

ご
ざ
い
走
す
昭
和
石
油
ほ
、
本
年
度
は
ほ
と
ん
ど
一
低
二
千
万
以
上
の
税
を
納
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
の
が
、
三
菱
油
化
に
か
わ

る
と
い
う
程
度
で
、
だ
ん
だ
，
IV

工
場
誘
致
と
い
い
ま
す
か
、
工
場
進
出
あ
る
い
は
そ
の
拡
充
と
い
う
こ
と
が
年
次
的
に
、
ま
あ
、
い
ま
の

四
日
市
に
と
り
ま
し
て
は
、
こ
う
い
う
で
こ
ぽ
こ
が
な
い
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
パ
ト
ン
が
そ
の
ま
ま
受
け
・
つ
い
で
い
く
よ
う
な
状
態
で
、

工
場
そ
の
も
の
が
進
出
し
あ
る
い
は
拡
張
さ
れ
て
い
っ
て
お
り
ま
す
の
は
、
最
初
に
お
答
え
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
四
日
市
の
財
政
状

態
か
ら
考
え
ま
し
た
ら
御
同
慶
に
た
え
な
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
新
し
く
進
出
し
て
お
り
ま
す
こ
の
工
場
の
投
衰
額
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
内
翰
に
し
て
お
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
が
、
私
ど
も
の
ほ
う
で
承
知
し
て
お
り
ま
す
の
は
、
江
戸
川
化
学
が
三
十
五
億
、
松
下
電
光
が
十
億
、
味
ノ
素
が
六
十
低
、

合
成
ゴ
ム
が
百
八
十
億
、
三
菱
油
化
が
三
百
五
十
億
、
昭
和
三
十
六
年
か
ら
四
十
年
く
ら
い
ま
で
の
計
画
で
は
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
会
社

で
は
公
表
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
合
計
は
六
百
三
十
五
低
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
相
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
は
経
済

｛
成
長
速
度
の
い
か
ん
に
よ
り
ま
し
て
、
オ
一
期
が
す
ん
で
オ
ニ
期
に
移
る
と
い
う
よ
う
な
状
態
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
工
場
進
出
等
に
よ

り
ま
し
て
、
想
定
さ
れ
る
の
は
そ
の
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
上
回
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
非
常
に
楽
観
的
な
よ
う
な
材
料
を
申
し
上
げ
な
が
ら
、
こ
れ
で
梢
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
は
、
現
段
階
に
立
っ
て
わ
れ
わ
れ
事
務
屋
と
し
て
の
検
討
を
経
た
上
で
は
、
二
依
こ
と
し
借
り
て
こ
と
し
事
業
を
や
る

と
い
う
状
態
で
は
マ
キ
シ
マ
ム
な
状
態
で
あ
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
御
了
解
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

午
後
五
時
二
十
三
分
休
憩

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
会
歳
を
続
行
い
た
し
ま
す
。

牙
七
十
九
号
議
案
の
病
院
敷
地
の
点
に
つ
い
て
、
先
ほ
ど
錦
議
員
か
ら
御
質
問
が
あ
り
ま
し
た
の
に
関
連
し
て
、
簡
単

三
月
の
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
多
少
こ
の
問
題
に
触
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
ん
ど
の
病
院
跡
の
敷
地
を
一
括
売
却
す
る
と

い
う
市
長
の
方
針
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
、
そ
の
売
却
さ
れ
た
の
ち
の
構
想
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
し

て
、
こ
れ
も
時
期
に
よ
っ
て
そ
の
問
題
も
は
っ
き
り
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
も
し
た
だ
い
ま
の
錦
諮
員

の
御
趣
旨
の
よ
う
な
問
題
を
、
病
院
跡
の
敷
地
内
に
そ
う
い
う
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
は
、
市
長
は
他
に
か
わ
る
こ
れ
を
、

考
え
方
を
も
つ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
尋
ね
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
錦
議
員
の
申
さ
れ
ま
し
た
内
容
に
お
い

て
は
、
そ
の
業
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
る
方
々
の
更
生
あ
る
い
は
自
活
の
道
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
こ

と
も
た
い
せ
つ
で
あ
り
私
も
意
見
を
同
じ
く
す
る
わ
け
で
す
が
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
考
え
て
み
る
と
き
に
、
本
市
が
非
常
な
勢
い
を
も

っ
て
産
業
の
発
展
途
上
に
あ
る
と
き
に
、
そ
れ
と
併
行
し
ま
し
て
勤
労
者
の
方
々
も
お
の
ず
と
ふ
え
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
財
力
の
伴
う

:113- -I/2-



病
院
跡
の
利
用
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
お
説
の
と
お
り
、
こ
の
屋
台
店
等
、
皆
さ
ん
や
っ
て
お

)

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

e

こ
れ
は
こ
ん
ど
計
画
を
出
さ

こ
う
し
う
こ
と

い
で
に
な
る
方
々
が
な
ん
と
か
そ
の
中
に
は
ま
る
か
は
ま
ら
な
い
か
、

う
こ
と
も
自
然
に
御
判
断
い
た
だ
け
る
こ
』
，

い
い
か
は
め
な
い
ほ
う
が
い
い
か
と
い

し
て
い
た
だ
い
て
御
覧
願
っ
た
上
で
、
は
め
る
ほ
う
がう
こ
と
で
あ
れ
ば
、
な
ん
か
ひ
と
つ
対
策
を
講
じ
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

と
と
存
じ
ま
す
る
が
、
も
し
そ
れ
が
で
き
な
い
と
い

に
、
あ
と
に
も
こ
れ
に
引
き
続
く
よ
う
な
例
も
出
て
き
ま

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
最
前
も
申
し
上
げ
ぷ
し
た
よ
う
9

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
場
所
に
つ
き
ま
し
て
も
な
か
な
か
実
際
問
題
と
な
り
ま
す
と
容
易
で

す
る
の
で
、
非
常
に
慎
重
に
や
ら
さ
し
て
い

も
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
託
し
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
要
領
の
い
い
考
え
が
浮
か
ば
な
ー

ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
日
ま
で
で

に
、
ま
た
前
に
も
他
の
議
員
さ
ん
か
ら
も
十
分
そ
う
い
う
方
面
の
こ
と
に
つ

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
る
し
、
た
だ
い
ま
仰
せ
ら
れ
た
よ
う

、
な
ん
ら
か
ひ
と
つ
方
法
等
を
講
じ
ろ
と
い
う
御
意
見
が
多
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き

い
て
市
の
理
事
者
と
し
て
は
心
を
配
っ
て

っ
て
お
応
え
申
し
上
げ
ま
す
、
と
い
う
こ
と
は
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
で
き

ま
し
て
は
い
ま
直
ち
に
そ
れ
じ
ゃ
こ
う
い
う
方
法
を
も

、
皆
様
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
も
何
か
い
い
お
知
恵

し
て
も
勘
案
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
る
の
で

る
限
り
理
事
者
に
お
き
ま

か
、
ひ
と
っ
御
提
案
も
拝
承
さ
し
て
い
た
だ
け

が
あ
り
ま
し
た
な
ら
ば
、
理
事
者
に
こ
う
い
う
こ
と
も
ひ
と
つ
取
り
上
げ
て
み
た
ら
ど
う

る
こ
と
が
で
き
た
ら
た
い
へ
ん
け
っ
こ

5
だ
と
恩
う
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
す
る
が
、
こ
れ
は
ま
ぁ
、
今
回
限
り
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
仰
せ
ら

そ
れ
か
ら
た
だ
い
ま
の
こ
の
予
卯
外
義
務
の
問
迎
で
ご
ざ
い

し
た
処
置
は
、
市
内
の
学
校
の
著
し

す
る
が
、
御
承
知
の
と
お
り
こ
ん
ど
と
り
ま

れ
ま
す
と
非
常
に
む
ず
か
し
い
問
題
だ
ろ
う
と
存
じ
ま

く
劣
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
も
ご
ざ
り
ま
す
る
し
、
ま
た
で
き
る
限
り
こ
の
際
、
市
内
の
ほ
う
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
い
う
意
，

図
も
か
ね
が
ね
ご
ざ
い
ま
し
た
し
し
ま
す
る
の
で
、
思
い
切
っ
た
英
断
を
施
す
こ
と
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

て
も
こ
れ
は
恩
い
切
っ
て
こ
う
い
う
ふ
な
処

し
か
ら
ば
こ
れ
は
こ
れ
で
打
ち
切
り
か
と
お
っ
し
ゃ
れ
ば
、
財
政
が
許
し
ま
た
他
に
ど
う
し

皿
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
い
う
皆
様
か
ら
の
御
意
見
も
出
、
理
事
者
に
お
き
ま
し
て
も
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
場
合
は
、
ま
た
同
じ

0
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）

ま
す
。以上
‘
二
点
で
あ
り
ま
す
。

〔
市
長
（
平
田
佐
矩
君
）
登
壇
〕

問
の
内
容
を
別
に
し
て
簡
単
に
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
は
、
今
回
の
御
超
旨
は
き
わ
め
て
適
切
で
あ
り
当
を
え
て
い
る
こ
と
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
ん
ご
残
さ
れ
た
こ
れ
に
類
す
る
場
合
の
事
例
が
も
し
近
い
将
来
に
あ
っ
た
と
き
に
は
、
同
様
の
取
り
扱
い
方
を
考
え
ら

れ
る
も
の
か
、
今
回
に
限
る
と
い
う
ー
つ
の
制
約
が
あ
る
も
の
な
の
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
お
考
え
方
も
明
確
に
承
わ
り
た
い
と
思
い

い
き
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
場
所
と
い

れ
る
余
裕
が
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
こ
の
際
、
承
わ
っ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
c

、
先
ほ
ど
田
村
議
員
か
ら
御
質
問
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
質

も
う
一
っ
、
八
十
九
号
の
予
窮
外
義
務
負
担
契
約
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は

-IIS-

っ
て
も
お
の
ず
か
ら
範
囲
が
せ
ば
ま
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
ら

う
よ
う
な
考
恵
で
き
る
と
い
う
記
虞
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う

い
と
い
う
こ
と
に
範
囲
を
せ
ば
め
ず
に
、
他
に
適
当
な
場
所
で
そ
う
い

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ま
あ
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
が
一
般
住
宅
敷
地
と
迩
っ
て
ま
さ
か
山
の
臭
地
の
ほ
う
へ
も
っ
て
い
く
と
い
う
わ
け
に
も

で
は
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。
他
に
も
そ
れ
に
類
す
る
よ
う
な
問
題
は
非
常
に
少
数
で
は
あ
っ
て
も
、
施
策
の
上
に
は
大
き
く
浮
か
び

上
っ
て
い
る
と
い
う
実
例
等
も
あ
る
と
き
に
、
本
問
題
に
つ
い
て
は
市
長
な
ど
の
お
考
え
方
が
、
必
ず
し
も
病
院
跡
で
な
く
て
は
な
ら
な

一
.、ダ

ろ
い
ろ
と
慰
安
を
求
め
る
と
い
う

は
そ
れ
に
類
す
る
施
設
を
利
用
し
て
、
い

方
々
に
お
き
ま
し
て
は
、
た
と
え
ば
料
亭
で
あ
る
と
か
ま
た

:
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い
っ
た
屋
台
等
を
利
用
し
て
一
日
の
疲
れ
を
休
め
ら
れ
る
と
い
う
姿

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、
．
勁
労
者
の
方
々
の
多
く
は
あ
あ

一

、
そ
う
い
、
っ
た
零
細
の
勤
労
者
の
方
々

、
営
業
者
た
ち
の
立
場
だ
け
を
救
う
と
い
う
の
で
な
く
て

も
非
常
に
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
き
に

、
施
策
の
上
に
ぉ
い
て
も
な
ん
ら
か
の
方
途
を
聞
ず
る
必
要
が
あ
る
の

い
う
現
状
を
み
た
と
き
に

が
そ
の
施
設
を
数
多
く
利
用
さ
れ
る
と

、A. t 



オ
ニ
点
目
の
予
算
外
義
務
負
担
契
約
が
、
こ
ん
ご
も
こ
の
事
例
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
と
き
そ
の
と
き
に
対
処
し
て
考
え
た
い
と
、
お
考
え
方
も
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
惜
訊
は
い
ま
ま
で
に
な
さ

ね
ば
な
ら
な
い
年
次
計
画
が
遅
れ
た
の
で
、
そ
の
し
わ
を
こ
う
い
っ
た
方
法
に
よ
っ
て
一
挙
に
解
決
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
だ
れ
し
も
こ
う
い
う
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
進
め
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
を
望
む
も
の
は
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
ご
計
画
に

も
し
ず
れ
が
あ
っ
た
と
き
に
は
、
ま
た
何
年
か
の
の
ち
に
こ
の
し
わ
を
さ
う
い
う
よ
う
な
拮
説
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
当
然
か
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
逆
に
こ
と
ば
を
か
え
し
て
い
え
ば
、
計
画
は
計
画
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
研
究
さ
れ
、
ま
た
議
会
に
お
い

て
も
そ
れ
を
了
と
せ
ら
れ
た
問
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
忠
実
に
こ
れ
を
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
し
て
、
む
し
ろ
早
め
て
い
く
よ
う
な

は
強
い
要
望
と
し
て
御
留
意
あ
り
た
い
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
c

酪いよ
にてう
な‘な
る．向こ
か後と
もはを
しや繰
れはり
まり返
せ規し
ん定て
が計さ
‘酉し
このて
れ面い
はにた
別のだ
にせく
私て場
がい合
いきも
ままご
こしざ
こてい
で．、ま

い順し
い次よ
のそ、う

がのと
れ改思
を善い
すをま
る期す

ゎ・しる
けてし
でい、

ごくま
ざとた
いい一

まう応
せ｀ほこ
んうれ
ががは
、い打

将いち
来と切
のいら
問うし
題よて
でうい
ごなた
ざ形だ

り
ま
す
る
の
で
、
さ
い
ぜ
ん
財
政
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
も
る
る
良
い
と
こ
ろ
も
申
し
上
げ
、
ま
た
悪
い
面
に
つ
き
ま
し
て
も
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
る
よ
う
な
ふ
う
に
、
必
ず
し
も
経
済
界
と
い
う
も
の
が
一
本
調
子
で
い
く
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
か
よ
．
つ
な
早

い
テ
ン
ボ
で
進
む
と
こ
ろ
に
は
、
ま
た
早
い
テ
ン
ボ
で
そ
の
逆
の
効
果
も
で
で
く
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
、
や
は
り
心
の
ど
こ
か
に
引

き
締
め
を
も
っ
て
お
り
ま
せ
ん
と
い
う
と
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
る
と
存
じ
ま
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
向
後
の

推
移
を
よ
く
な
が
め
て
み
ま
し
て
、
皆
様
方
も
こ
れ
な
ら
ば
引
き
続
き
こ
う
い
う
考
え
を
も
っ
て
進
め
て
い
け
と
い
う
御
意
見
も
出
て
く

る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
し
よ
う
し
、
ま
た
こ
の
状
勢
で
は
そ
う
い

-5
こ
と
を
繰
り
返
し
て
は
少
し
市
に
困
難
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
お
考
え
も

出
て
く
る
と
思
い
ま
す
る
の
で
、
市
の
理
事
者
と
い
た
し
ま
し
て
は
よ
く
内
外
の
事
情
を
勘
案
い
た
し
ま
し
て
あ
ら
た
め
て
御
提
案
申
し

上
げ
る
こ
と
に
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
と
い
た
し
ま
し
て
は
こ
れ
を
引
き
続
き
や
る
か
や
ら
な
い
か
と
い
う
こ

と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
し
ば
ら
く
意
見
を
保
習
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
の
ほ
う
が
市
の
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す

る
の
で
、
私
の
考
え
方
を
率
直
に
申
し
述
べ
ま
し
て
御
批
判
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

〔
大
谷
喜
正
君
登
壇
〕

す
る
と
も
せ
な
い
と
も
そ
の
御
意
思
が

0
大
谷
喜
正
君
病
院
跡
の
敷
地
の
問
題
に
つ
い
て
い
ま
市
長
の
御
答
弁
を
願
っ
た
結
呆
で
は
、

な
い
も
の
を
は
っ
き
り
答
弁
求
め
る
ほ
う
が
あ
る
い
は
無
理
か

あ
ま
り
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
構
想
が
出
て
い

一
例
を
あ
げ
て
御
参
考
に
考
王
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
こ
と
は
、
す
で
に
過
般
来
、
大
き
な
問
題
と
な

と
も
思
い
ま
す
が
、

っ
て
お
り
ま
し
た
例
の
富
洲
原
中
学
校
の
敷
地
問
題
に
つ
い
て
、
種
々
い
ろ
い
ろ
と
批
判
も
あ
り
研
究
も
さ
れ
、
そ
の
過
程
に
お
き
ま
し

て
は
相
当
、
不
当
な
あ
あ
い
っ
た
居
す
わ
り
策
で
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
処
理
す
る
が
た
め
に
は
な
ん
と
か
他
に
敷
地
を
あ

っ
せ
ん
し
て
も
い
い
ん
だ
と
い
う
く
ら
い
の
熱
意
を
示
さ
れ
た
こ
と
ば
を
問
い
た
記
憶
が
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
ど
の
問
題
と

い
た
し
ま
し
て
も
当
然
、
市
が
施
策
の
上
に
お
い
て
こ
の
方
々
の
行
き
先
に
つ
い
て
あ
っ
せ
ん
を
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
と
い
う
義
務
づ

け
は
な
い
で
あ
り
ま
し
よ
う
が
、
問
題
の
内
容
か
ら
比
較
し
て
み
れ
ば
私
は
俊
者
の
ほ
う
が
は
る
か
に
性
格
上
、
俊
位
に
考
え
る
べ
き
だ

と
い
う
見
地
か
ら
い
た
し
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
こ
の
場
に
お
い
て
は
っ
き
り
と
御
答
弁
を
願
う
こ
と
に
つ
い
て
は
多
少
、
無
理
で
あ
る
か

も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
近
い
時
期
に
必
ず
や
そ
う
い
っ
た
あ
っ
せ
ん
の
労
を
お
せ
わ
願
い
た
い
こ
と
を
希
望
す
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
＜

ど
い
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
限
ら
れ
た
方
々
の
営
業
を
擁
蔑
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
て
、
広
く
市
民
の
中
に
そ
う
い
っ
た
施
設
を
利
用

す
る
と
い
う
そ
の
桁
神
を
十
分
、
加
味
し
、
し
か
も
そ
の
後
に
お
い
て
安
全
で
あ
り
、
食
品
衛
生
法
の
取
り
締
り
あ
る
い
は
交
通
法
の
建

前
か
ら
い
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
を
施
策
の
上
に
お
い
て
そ
れ
だ
け
の
あ
っ
せ
ん
の
労
を
と
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
言
申
し
上
げ
た
よ
う

に
富
洲
原
中
学
校
の
換
地
の
場
合
の
問
題
と
は
内
容
的
に
雲
泥
の
差
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
こ
れ
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法
に
よ
る
楊
合
に
、
こ
の
法
律
中
に
不
均
一
課
税
を
規
定
し
て
お
り
ま
す
c

そ
れ
か
ら
他
に
地
方
鉄
道
軌
道
整
備
法
、
こ
の
法
律
に
「
地

理
的
な
閃
係
上
そ
の
必
製
あ
る
掲
合
に
、
市
町
村
は
迎
輸
大
臣
の
認
可
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
不
均
一
課
税

を
で
き
る
」
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
規
定
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
こ
と
が
公
益
上
に
必
要
で
あ
る
、
こ
う
い
う
場

合
に
市
町
村
の
誤
会
の
感
息
に
よ
っ
て
こ
れ
を
行
な
う
、
こ
う
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
お
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整

備
法
に
よ
り
ま
す
と
、
も
と
も
と
こ
の
国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
と
い
う
法
律
が
外
国
客
の
入
り
口
並
び
に
そ
の
受
け
入
れ
態
磐
を
整
備

充
災
す
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
た
法
律
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
こ
う
い
う
宿
泊
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
観
光
の
面
で
あ
る
と
か
あ
る
い
は
そ
れ
に
関
述
し
た
産
業
の
発
展
、
そ
れ
か
ら
あ
る
い
は
ま
た
外
交
方
面
ま
た
は
貿
易
の
方
面
と

い
ろ
い
ろ
こ
の
外
困
客
を
受
け
入
れ
て
こ
れ
に
対
す
る
宿
泊
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
有
形
無
形
の
た
く
さ
ん
の
公
益
上
の
利

益
を
受
け
る
と
、
こ
う
い
う
こ
と
で
こ
の
法
律
自
体
に
不
均
一
課
税
を
規
定
し
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当

市
に
お
き
ま
し
て
は
近
鉄
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
0

ホ
テ
ル
が
指
定
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
運
輸
大
臣
か
ら
知

事
を
通
じ
ま
し
て
、
こ
れ
に
は
不
均
一
課
税
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
と
、
こ
う
い
う
よ
う
な
要
請
も
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
市

と
い
た
し
ま
し
て
は
艇
睛
は
ま
い
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
法
律
自
体
に
そ
の
よ
う
な
不
均
一
課
税
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
よ
う
な
法
律
が
出
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
四
日
市
と
よ
く
似
た
、
ほ
か
に
観
光
ホ
テ
ル
を
も
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
都
市

の
状
況
を
調
べ
て
み
た
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
各
市
へ
照
会
を
い
た
し
ま
し
て
名
古
屋
市
、
神
戸
市
、
東
京
都
、
奈
良
、
浜
松
、
大
津
、

熱
海
、
和
歌
山
、
蒲
郡
、
赤
秘
こ
う
い
う
よ
う
な
絨
光
ホ
テ
ル
を
有
し
て
お
る
都
市
に
つ
き
ま
し
て
実
施
状
況
を
照
会
し
た
の
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
い
ず
れ
も
条
例
ま
た
は
市
長
の
減
免
規
定
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
送
用
い
た
し
ま
し
て
、
こ
れ
を
不
均
一
課
税
を
行
な
っ
て
い

る
。
こ
う
い
う
よ
う
な
状
況
に
か
ん
が
み
ま
し
て
、
当
市
も
ほ
か
の
都
市
と
の
均
衡
も
あ
り
、
ま
た
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
こ
の
法
律
に
そ

う
い
う
ふ
う
に
規
定
し
て
お
る
。
ま
た
、
述
輸
大
臣
、
知
事
を
通
じ
て
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
要
請
し
て
ま
い
っ
た
と
い
う
経
緯
で
ご

ま
す
が
、

せ
の
と
お
り
課
税
す
る
か
し
な
い
か
、
ま
た
不
均
一
諌
税
を
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
は
市
町
村
の
任
意
に
任
せ
て
あ
る
ん
で
ご
ざ
い

こ
の
適
川
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
う
い
う
不
均
一
課
税
を
規
定
し
た
ほ
か
の
法
律
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新
市
町
村
の
建
設
促
進

理
由
に
よ
っ
て
必
挺
が
あ
る
褐
合
に
は
市
町
村
は
不
均
一
課
税
が
で
き
る
と
、

こ
う
い
う
規
定
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

二
項
に
規
定
し
て
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

こ
の
不
均
一
牒
税
は
御
承
知
の
よ
う
に
地
方
税
法
牙
六
条
の
オ

こ
れ
は
た
だ
い
ま
仰

お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
は
公
益
そ
の
他
の

〇
税
務
課
長
（
伊
藤
涼
一
対
）

〔
税
務
課
長
（
伊
藤
涼
ー
店
）
火
盆
坦
〕

る
不
均
一
課
税
に
つ
き
ま
し
て

十
五
号
の
都
市
計
画
税
に
対
す

た
だ
い
ま
御
只
問
に
な
り
ま
し
た
オ
八

．
 

ま
し
た
経
緯
と
い
い
ま
す
か
、
趣
廿
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

慕
芥
八
十
五
号
に
つ
い
て
四
問
い
た
し
ま
す
c.

、
私
は
義
務
規
定
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
課
税
す
る
こ
と
が
で

こ
の
八
十
五
号
の
不
均
一
課
税
の
問
題
に
つ
い
て

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
こ
の
際
、
提
案
さ
れ

き
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
く
て
も
よ
い
と
、
こ
う
い
う
解
釈
が
な
り
立
つ
ん
で
は
な
い
か

0
前
川
辰
男
君

〔
前
川
辰
男
君
狂
埴
〕

前
川
訊
貝
゜

延
長
い
た
し
ま
し
て
午
後
七
時
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

〇
説
品
（
山
本
三
郎
君
）

が
、
希
望
意
見
を
巾
し
述
ぺ
ま
し
て
こ
ん
ご
の
斑
料
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
さ
い
わ
い
で
あ
り
ま
す
。

一
応
、
一
時
間

こ
の
際
、
仔
さ
ん
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
会
議
時
間
が
午
後
六
時
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

り予
ま節
た的
こ．な
う哀
いづ
うけ
処ま
闘た
をは
とそ
らう
れい
るう
必方
痰針
もの
な再
い確
の認
でさ
はえ
なは
いっ
かき
とり
息、と
っ明
か示，`
ら言し、
でて
ぁ~し 3

りた
まだ
す▼け

°ば
別‘
にあ
御え
答て~
弁・こ

・、彎•

をつ
願い
`•言つつ
必こ
要と
は~を

あお

り尋
ま』ね
せし
ん・た
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0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

思
い
ま
す
が
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ざ
い
ま
し
て
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
不
均
一
課
税
を
行
な
う
こ
と
が
遥
当
で
あ
る
、
か
よ
う
に
考
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
市
ず
。

非
常
に
調
査
を
さ
れ
ま
し
て
御
提
案
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
が
、
し
か
し
市
と
い
た
し
ま
し
て
こ

う
い
う
こ
と
が
是
で
あ
る
が
否
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
税
金
等
々
を
比
校
し
ま
し
て
で
す
ね
、
建
設
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
を
も
う
ひ
と
つ
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
ず
。
事
務
的
で
は
な
く
て
政
治
的
に
芍
え
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
c

〔
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）
登
培
〕

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

御
指
摘
の
事
務
的
に
で
は
な
く
て
政
治
的
に
と
い
う
お
こ
と
ば
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
ナ
が
、

お
尋
ね
は
市
と
し
て
十
分
、
検
討
し
た
か
ど
う
か
、
こ
う
い
う
お
尋
ね
だ
と
と
ら
し
て
い
た
だ
い
て
お
答
え
し
た
い
と
恩
い
士
す
c

こ
れ
は
先
ほ
ど
税
務
課
長
か
ら
御
説
明
巾
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
市
と
い
た
し
ま
し
て
は
十
分
、
検
討
の
納
果
、
他
市
と
の
状
況
も

勘
案
い
た
し
ま
し
て
こ
う
い
っ
た
処
買
を
と
り
た
い
、
こ
う
い
う
結
論
を
出
し
た
の
で
ご
ざ
い
立
す
。

以
上
で
あ
り
ま
す
。

〔
前
川
辰
男
君
登
壇
〕

こ
う
い
う
こ
と
な
も
の
で
す
か
ら
私
は
こ
こ
で
一
訂
巾
し

し
て
十
分
、
検
討
を
し
て
提
出
し
た
、

0
前
川
辰
男
君
こ
の
問
題
に
つ
き
ま

と
巾
し
ま
す
と
、
内
容
的
に
は
非
常
に
小
さ
い
問
題
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

上
げ
た
い
わ
け
で
す
が
、
な
ぜ
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
か

、
あ
た
た
か
い
手
を
盗
し
の
ぺ
る
と
い
う
政
治
上

先
ほ
ど
大
谷
議
員
、
錦
餞
員
の
御
質
問
に
あ
り
ま
し
た
零
細
企
業
者
の
問
屈
に
対
し
て

の
ほ
ん
と
う
の
行
き
届
い
た
考
え
方
に
対
し
ま
し
て
、
こ
れ
が
ち
ょ
う
ど
対
象
的
に
出
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
＂
つ
ま
り
円
悶
観
光

ホ
テ
ル
と
い
う
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
外
同
人
あ
る
い
は
一
部
の
特
定
の
人
た
ち
に
対
し
て
提
供
し
て
お
る
わ
け
な
の
で
、
そ
の
財
力
そ

の
他
に
お
き
ま
し
て
十
分
に
能
力
を
も
っ
た
人
た
ち
が
利
用
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
う
い
う
と
．
こ
ろ
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
氾
限
が
な
さ

れ
る
な
ら
ば
な
お
い
っ
そ
う
で
す
ね
、
力
の
な
い
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
る
と
い
う
こ
と
が
ぽ
ん
と
う
の
施
政
の
本
筋
で
は
な
い
か
、
こ
う

い
う
ふ
う
に
考
え
ま
し
て
い
っ
て
お
る
わ
け
で
す
。
ま
た
、
前
の
税
務
課
長
の
説
明
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
合
成
ゴ
ム
の
電
気

ガ
ス
税
が
こ
ん
ど
四
百
八
十
万
で
す
か
減
税
に
な
る
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
大
き
な
特
定
の
と
こ
ろ
に
対
し
て
は
、
減
税
と
か
あ
る
い
は
免

税
と
い
う
措
置
が
か
な
り
詳
細
に
取
り
扱
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
租
税
特
別
措
四
法
と
い
う
の
が
あ
っ
た
り
し
て
十
致
項
目
、
二
十
数
項
目

と
い
う
項
目
に
お
い
て
俊
遇
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
な
ん
で
す
が
、
い
っ
た
ん
こ
れ
が
市
民
個
人
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
た
ら
こ
う
い
う

項
目
は
一
・
つ
も
な
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
火
事
に
な
っ
て
家
が
焼
け
て
し
ま
っ
て
も
一
月
一
日
況
在
に
そ
の
家
が
立
っ
て
お
れ
ば
、
そ
れ

は
猶
予
は
、
納
期
の
猶
予
は
で
き
る
け
れ
ど
も
免
税
に
は
な
ら
な
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
蔽
格
に
規
定
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
。
ま
あ
、

法
律
的
に
き
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
ま
げ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
こ
う
い
う
も
の
を
配
阻
す
る
と
き
に
必
ず
し
も
別
の
よ
り
力
の

な
い
余
裕
の
な
い
人
た
ち
の
こ
と
も
十
分
、
考
え
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。
な
お
こ
の
問
屈
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
務
委

員
会
に
お
い
て
さ
ら
に
お
伺
い
し
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
息
い
ま
し
て
と
れ
で
質
問
を
打
ち
切
り
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

を
関
係
委
員
会
に
付
託
い
た
し
ま
す
。
各
委
員
会
の
担
当
部
門
は
、
付
託
誤
案
一
既
表
に
よ
っ
て
御
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
c

議
案
才
七
十
九
号
か
ら
議
案
オ
八
十
九
号
に
い
た
る
十
二
議
案

次
に
日
程
オ
十
、
こ
れ
よ
り
選
挙
沖
四
号
に
よ
り
四
日
市
市
ほ
か
三
カ
町
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
を
行
な
い
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
C

本
件
に
つ
き
ま
し
て
は
さ
る
五
月
、
選
考
願
い
、
す
で
に
御
内
定
願
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
任
期
の
つ

0
前
川
辰
男
君

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
他
に
質
問
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
へ
ん
で
閃
係
委
且
会
に
付
託
い
た
し
た
い
と

-/.21- ー／.20-



0
出
席
紐
只
（
三
十
名
）

0
昭
和
三
十
六
年
七
月
七
日
（
金
醗
日
）
午
後
二
時
四
分
開
会

噂
I

l

十
六
眸
四
日
市
市
膝
会
定
例
会
議
事
速
記
録
牙
四
号

本
日
は
こ
れ
を
も
っ
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

〔
「
異
薮
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〔
「
異
謡
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）

渡

部

J' 

君

高早

橋

権．伊

太

郎

川

和

祐．一

君 君

大

谷

喜

正

君

池

畑

佐

太

郎

君

志 鈴

積木

政敏
’~ • 

..』
•. 

郎

君，君

錦

安

吉

’

君

平

野藤

太

七

君

伊矢

太

．

郎

田

．

繁

郎

内

ー

山

野

呂

君君君君

馬

、

嶋

温

知

君

米

田

好

兼

速

記

午
後
六
時
八
分
散
会

ご
う
上
、
本
日
提
案
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
、
御
異
諮
も
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
の
で
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ

と
と
し
議
長
に
お
い
て
指
名
い
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
さ
よ
う
い
た
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
選
挙
の
方
法
は
指
名
推
選
に
よ
る
こ
と

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）
御
異
訊
な
し
と
認
め
ま
す
。

・
一
君
、
服
部
昌
弘
君
、
田
村
末
松
君
を
指
名
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
馬
嶋
温
知
君
、
伊
藤
太
郎
君
、
錦
安
吉
君
、
早
川
和
・

し
ま
す
る
に
御
異
諮
あ
り
ま
せ
ん
か
。

た
だ
い
ま
諮
長
に
お
い
て
指
名
い
た
し
ま
し
た
六
君
を
、
選
挙
牙
四
号
の
当
選
者
と
い
た

御
異
説
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
馬
岨
温
知
君
、
．
伊
藤
太
郎
君
ヽ
錦
安
吉
君
、
早
川
和
一
君
、
服
部
昌
弘

君
、
田
村
末
松
君
が
四
日
市
市
ほ
か
三
カ
町
村
伝
染
病
隔
離
病
舎
糾
合
紐
会
磁
員
に
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
日
の
議
事
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
談
を
閉
じ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
次
回
の
本
会
践
は
来
た
る
七
月
七
日
午
後
二
時
に
再
開
い
た
し
ま
す
か
ら
御
了
承
願
い
ま
す
。

弥幸

十太

郎＇郎

u 
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ヽ

0
市
該
会
事
務
局
（
四
名
）

〇
欠
席
議
且
(
+
名
）

議
事
．
係
長

庶

務

係

長

ー
，
，
＇
~

佐

藤

ー／.2S-

J I I 

原

[
E

事

務

次

長

菊

地

英

茂裕也

事

務

局

長

市

JI I 

善

雄＼

森

田

卯

七

君

藤

君

小．橋

谷林

祐喜

-～夫

君

詰

興

．

隆

柴

・

田

繁＇一

君．君

山

中

忠

｀
 

君

辻荒

木

定

章

武

，

治

君君

谷

ロ
~

専

九

君

山

ロ
~

信

生

君

中

島•本

忠三

勝

山

郎

永

田

已

．

側

-9 :.．君君、君

田 日

村比

末義

9-. 

松平蔵

9君君

生伊

) l l 藤

平~宗

君 君

伊

膝

坂

上

君君
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前笠服浜

J I I 

泰長

十

郎男

辰

君

田
七
．
：
．
．
衛 弘

部
・
・
昌

君 94君

田

．

弥

平

君
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木藤

愛

次男

君

定

君

伊—

藤

金
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い
た
し
ま
す
。

ま
す
9

0
議

事

日

程

オ
四
日
七
月
七
日
（
金
）
午
後
二
時
開
議

．
 

~,.'•~’ 

~' 

:
・
・
:
・
:
・
：
・
・
・
・
各
常
任
委
貝
長
報
告
：
・
:
・
：
質
疑
、
討
論
、
議
決

¢
哉
案
牙
七
七
号
乃
至
才
八
九
号

.
2
委
貝
会
報
告
才
四
号
乃
至
牙
六
号
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
採
否
決
定
・

苔
二
号
、
オ
ー
号
乃
至
才
一

i一
号
：
·
·
:
;
…
•
…
…
・
・
承
認

3
監
査
報
告
オ
三

0
号、

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
定
例
会
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

名
、
遅
刻
六
名
で
あ
り
ま
す
。

し
ま
す
。
出
席
者
二
十
七
名
、
欠
席
届
出
者
七

本
日
の
出
席
識
貝
数
を
報
告
い
た

、
ま
か
ら
会
議
を
開
き
ま
す
。
．

た
だ
＂

本
日
の
議
事
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
御
決
定
願
い
ま
し
た
お
手
元
の
談
事
日
程
に
よ
り
と
り
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
か
ら
御
了
承
願
い

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

本
案
に
対
す
る
各
委
貝
長
の
結
果
報
告
を
求
め
ま
す
。

ま
ず
建
設
委
貝
長
に
お
師
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
日
程
オ
一
、
諮
案
オ
七
十
七
号
及
び
談
案
才
七
十
八
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

〔
建
設
委
貝
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）
登
壇
〕

建
設
委
只
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
議
案
才
七
十
七
号
の
一
般
会
計
牙
三
回
羞
喜
予
算
の

〇
建
設
委
只
長
（
野
呂
幸
太
郎
氾
）

ヽ

も
、
歳
●
牙
四
款
土
木
只
、
及
び
オ
五
款
、
都
市
計
直
喪
に
つ
い
て
当
委
貝
会
の
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告

ま
ず
オ
ー
に
議
論
の
中
心
と
な
り
ま
し
た
の
は
、
現
在
に
お
い
て
、
建
設
事
業
の
進
捗
状
況
が
職
員
の
日
夜
に
わ
た
る
懸
命
の
努
力
に
、
、
》

も
か
か
わ
ら
ず
相
当
迎
延
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
●
蔽
雨
に
よ
る
災
者
の
発
生
も
あ
り
、
現
在
の
脱
員
の
配
置
を
も
っ
て
し
て
は
こ

れ
ら
予
狂
計
上
を
さ
れ
た
事
業
を
十
分
に
そ
し
ゃ
く
し
う
る
自
信
が
あ
る
か
と
い
う
点
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
、
事
業
の

巡
捗
状
況
は
土
木
夜
開
係
で
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
―
•
四
半
期
程
炭
の
遮
れ
を
み
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
予
定
ど
お
り
進
行
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
災
街
の
発
生
を
み
た
現
在
、
段
構
人
貝
の
配
置
に
つ
い
て
植
々
具
体
策
を
検
討
中
で
、
本
年
度
中
に
都
市
計
画
課
を
設
筐
．
．
’

し
独
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
股
地
買
収
に
つ
い
て
も
専
門
の
係
を
設
け
る
計
画
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

当
委
貝
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
こ
で
市
長
並
び
に
庄
司
助
役
そ
し
て
人
事
課
長
の
出
席
を
求
め
ま
し
て
、
こ
れ
ら
建
設
部
担
当
職

し
ま
し
て
、
技
術
経
験
者
の
不
足
し
て
い
る

貝
の
執
務
状
況
と
叩
業
の
進
捗
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
結
論
と
い
た

と
き
で
も
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
庁
内
に
お
い
て
経
験
の
あ
る
戟
貝
の
交
流
を
行
な
う
と
と
も
に
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

使
用
あ
る
い
は
ま
た
倅
年
退
域
者
の
う
ち
で
経
験
塁
か
な
者
を
使
用
す
る
等
の
点
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
と
と
も
に
、
総
力
を
あ
げ

て
事
業
の
進
展
を
は
か
り
、
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
た
い
旨
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
↓

次
に
、
オ
四
款
土
木
我
二
千
七
百
六
十
五
万
九
千
五
百
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
が
、
橋
梁
維
持
修
繕
費
で
は
、
老
松
橋
は
こ
の
際
ど
う

し
て
も
永
久
橋
と
し
て
架
け
か
え
た
い
の
で
、
こ
れ
に
は
少
な
く
と
も
ニ
カ
年
の
期
間
が
必
要
と
な
る
の
で
か
り
橋
を
設
置
す
る
必
要
が

こ
れ
ら
理
事
者
の
説
‘

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
橋
梁
新
設
改
良
費
の
開
栄
橋
は
産
業
開
発
事
業
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
等
の
説
朋
が
あ
り
、

朋
を
了
と
し
ま
し
て
、
原
案
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

次
に
、
ー
オ
五
款
都
市
計
画
費
四
千
二
百
五
十
二
万
六
千
円
の
追
加
で
あ
り
ま
す
が
、
南
浜
公
図
敷
地
造
成
工
事
に
つ
い
て
は
、
よ
く
地

十
分
に
設
計
す
る
こ
と
、
ま
た
南
部
地
域
に
お

元
の
意
見
を
閉
き
、
陪
渠
工
事
等
に
つ
い
て
は
排
水
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
の
な
い
よ
う
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し
ま
し
た
。 こ

と
。

た
し
た
の
で
あ
り
点
す
が
、
理
事
者

い
て
、
名
四
国
道
と
国
道
一
号
線
を
連
絡
す
る
逝
路
が
な
い
か
ら
考
應
す
る
こ
と
の
二
点
を
要
望
い

、
煎
点
的
に
行
な
い
た
い
意
向
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が
あ

よ
り
こ
ん
ご
都
市
計
画
費
の
計
上
に
は
総
花
的
な
面
を
極
力
避
け
る
こ
と
に
し

り
ま
し
て
、
都
市
計
画
喪
を
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
建
設
委
員
会
に
お
き
ま
す
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
き
ま
し
て
の
報
告
を
終
り
ま
す
c

よ
ろ
し
く
御
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
産
業
経
済
委
貝
長
（
渡
部
権
太
郎
君
）
登
班
〕

次
に
産
菜
経
済
委
貝
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
産
業
経
済
委
貝
長
（
渡
部
植
太
郎
君
）

こ
の
際
、

庇
業
経
済
委
旦
会
の
帝
査
結
果
に
つ
い
て
何
報
告
巾
し
上
げ
ま
す
。

談
案
才
七
十
七
号
、
一
般
会
計
オ
三
回
追
加
更
正
予
舘
中
歳
出
才
十
一
款
産
業
経
済
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
煎
に
滞
究
い
た
し
ま
し

た
結
果
、
い
ず
れ
も
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
て
、
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

以

下

、

そ

の

経

過

と

主

な

要

望

に

つ

い

て

御

報

告

申

し

上

げ

ま

す

。

．

耕
地
事
業
費
の
追
加
は
、
県
単
寡
業
の
三
十
二
年
旅
越
分
、
茂
福
及
び
伊
府
の
用
水
路
に
対
す
る
県
補
助
の
，
決
定
に
甚
づ
き
泊
加
計
上

、
さ
れ
ま
し
た
土
地
改
良
費
と
、
茂
福
排
水
塔
に
お
け
る
排
水
機
補
助
ニ
ソ
ジ
ソ
及
び
ス
ク
リ
ー
ソ
の
改
良
工
事
匹
で
あ
り
ま
し
て
、
県
単

土
地
改
良
事
業
に
お
け
る
施
越
分
は
こ
れ
を
も
っ
て
完
了
す
る
と
の
理
事
者
の
説
明
を
了
と
し
た
の
で
あ
り
定
す
。

次
に
、
商
工
奨
励
費
の
減
額
夏
正
は
、
中
小
企
業
設
俯
近
代
化
設
置
資
金
貸
付
金
の
県
の
箕
付
ワ
ク
の
決
定
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
別

段
異
議
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
迅
般
の
本
会
談
に
お
い
て
採
択
い
た
し
ま
し
た
訛
竹
「
設
備
近
代
化
妓
金
托
付
別
ワ
ク
中
謂
に

つ
い
て
」
の
そ
の
後
の
対
策
等
を
た
だ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
目
下
、
調
査
研
究
中
で
あ
る
と
の
理
事
者
の
答
弁
を
え
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

本
貸
付
制
度
の
道
用
を
受
け
る
こ
と
で
き
な
い
業
種
中
小
零
細
企
業
者
に
対
し
て
、
早
急
に
共
付
別
ワ
ク
の
対
策
を
樹
立
し
て
、
恵
ま
れ

な
い
地
元
産
業
の
育
成
に
努
力
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
本
抒
付
金
の
ワ
ク
は
県
の
決
定
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
市
単
独
の
立
場
か
ら
も
そ
の
申
請
者
に
対
す
る
綿
密
な
調
査
と
検
討
を
加
え
ら
れ
る
よ
う
痰
望
い
た
し
た
次
オ
で
ご
ざ

当
委
員
会
は
、
去
る
七
月
一
日
、
三
日
の
両
日
に
わ
た
り
ま
し
て
災
杏
現
地
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
農
地
、

農
業
施
設
の
被
害
は
特
に
、
山
間
、
低
地
の
各
所
に
分
散
し
て
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
の
ご
と
く
腹
業
が
深

刻
な
状
態
に
お
か
れ
、
そ
の
所
得
の
向
上
が
、
国
策
と
し
て
さ
け
ば
れ
て
い
る
と
き
、
殷
地
を
生
命
と
す
る
農
家
の
困
窮
は
想
像
以
上
の

も
の
が
あ
り
ま
す
Q

当
委
貝
会
は
こ
の
現
状
に
か
ん
が
み
、
本
市
股
業
の
発
展
の
た
め
に
そ
の
復
旧
の
す
み
や
か
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
し
て
、

一
、
小
災
害
特
に
（
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
）
股
地
及
び
農
業
施
設
の
災
害
復
旧
に
当
っ
て
は
、
そ
の
被
害
の
現
状
を
把
握
し

て
、
復
旧

H
事
費
の
負
担
区
分
等
に
つ
い
て
、
本
市
独
自
の
復
旧
対
策
を
樹
立
さ
れ
る
こ
と
C

一
、
国
、
県
、
市
の
補
助
対
象
と
な
る
復
旧
事
業
の
地
元
負
担
に
つ
い
て
も
、
今
回
特
別
の
措
匹
を
謂
ず
る
こ
と
。

一
、
耕
地
災
害
の
応
急
復
旧
に
対
処
す
る
た
め
機
械
力
（
ダ
ン
プ
カ
ー
＇
、
プ
ル
ト
ー
ザ
ー
、
ペ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー
等
）
を
常
備
さ
れ
る

以
上
、
三
点
を
当
委
員
会
と
し
て
、
市
長
に
強
く
要
睾
す
る
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
b

？
 

次
に
、
議
案
牙
七
十
八
号
中
小
企
業
設
備
近
代
化
資
金
に
つ
い
て
は
予
算
の
別
案
で
あ
り
ま
し
て
、
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
承
認
い
た

2

い
ま
す
。

一
言
、
御
報
告
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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は
、
こ
れ
ま
た
去
る
七
月
一
日
四
日
市
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
県
下
保
護
司
大
会
に
＂

社
会
福
祉
蹄
既
に
つ
き
ま
し
て

際
し
ま
し
て
の
補
助
金
十
万
円
で
あ
り
、
社
会
福
祉
出
菜
施
設
諸
費
に
お
け
る
二
十
二
万
八
千
円
は
す
で
に
竣
工
を
見
ま
し
た
神
前
寺
方
'

,

9

の
公
会
所
敷
地
の
賂
佃
H
事
炭
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
旧
公
会
所
跡
に
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
の
を
地
主
と
の
折
衝
が
ま
と
ま
ら
ず
、

別
に
土
地
を
益
備
し
て
建
築
し
た
た
め
に
要
し
た
経
費
で
あ
り
ま
し
て
、
必
要
や
む
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
認
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。

し
口
腔
衛
生
相
談
所
｀
歯
科
技
術
研
究
所
等
を
持

て
は
四
日
市
市
国
民
他
康
保
険
実
施
に
際

次
に
、
オ
九
款
保
他
衛
生
致
に
つ
き
ま
し

万
円
中
の
本
年
度
分
補
助
金
で
あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
は
過

つ
歯
科
保
他
相
談
所
を
建
設
計
両
の
歯
科
医
師
会
に
対
す
る
補
助
金
六
百
五
十

般
の
全
只
協
醗
会
に
お
い
て
す
で
に
承
認
し
て
お
り
ま
す
関
係
上
、
な
ん
ら
異
議
な
く
原
案
を
認
め
ま
し
た
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
当
委
貝
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
議
案
の
関
係
部
分
の
審
議
の
経
過
と
結
果
報
告
を
終
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
沓
訊
の
程
を
お
廊
い
い
た
し
ま
す
。

．
．
 

次
に
、
総
務
委
貝
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
総
務
委
貝
長
（
伊
藤
泰
一
君
）
登
坦
〕

0
総
務
委
且
長
（
伊
藤
泰
一
）
総
務
委
貝
会
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

七
号
の
歳
入
全
般
並
び
に
歳
出
関
係
部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
慎
重
に
審
査
い
た
し

当
委
只
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
議
案
才
七
十

ま
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
以
下
そ
の
主
な
る
経
過
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
歳
出
オ
ニ
款
市
役
所
只
に
つ
き
ま
し
て
は
、
名
営
市
民
公
舎
の
謡
交
際
喪
三
十
万
円
は
同
公
舎
の
電
気
、
．
ガ
ス
、
水
道
そ
の
他
の

維
持
費
並
び
に
公
舎
と
し
て
の
賭
按
待
費
が
、
月
平
均
二
万
五
千
円
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
交
際
費
に
こ
れ
ら
を
一
括
計
上
す

る
こ
と
は
疑
装
が
あ
る
の
で
、
年
金
制
度
そ
の
他
、
よ
り
い
っ
そ
う
適
切
な
方
法
で
礼
退
す
る
考
え
は
な
い
か
と
た
だ
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

一

た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
・

理
事
者
か
ら
考
慮
し
た
い
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
て
こ
れ
を
了
と
い

•I 

う
ち
消
防
碧
南
出
張
所
の
建
設
工
事
喪
の
追
加
は
、
敷
地
決
定
が
遅
延
し
た
た
め
議
決
後
一
カ
年
余
を
経
て
い
よ
い

3

オ
三
款
消
防
費
の

／
 

よ
滸
工
の
段
階
に
い
た
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
地
質
の
関
係
上
、
甚
礎
、
杭
打
工
事
を
強
化
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
と
、
南
部
地
域
の

t

こ
れ
を
了
と
い
た
し
ま
し
た
し

な
に
と
そ
、

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
顆
い
申
し
上
げ
ま
す
C

‘
〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）
次
に
、
教
育
民
生
委
貝
長
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
教
育
民
生
委
貝
長
（
錦
安
吉
君
）
登
坦
〕

0
教
育
民
生
委
貝
長
（
錦
安
吉
君
）

＇
と
そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。十
三
万
一
千
四
百
七
十
円
の
追
加
は
教
育
委
貝
会
裁
貝
で
、
去
る
三
月
末
ま
で
に
申
し
出

ま
ず
牙
七
款
教
育
費
に
お
き
ま
し
て
二
百
六

の
あ
り
ま
し
た
希
望
退
職
者
に
対
す
る
退
戦
手
当
と
、
中
学
校
生
徒
数
急
培
に
伴
い
自
転
車
置
楊
を
朝
明
、
富
田
、
大
池
、
三
滝
、
橋
北
、

で
、
別
段
異
議
な
く
承
認
い
た
し
ま
し
た

中
部
、
笹
川
、
南
の
各
中
学
按
に
そ
れ
ぞ
れ
新
築
す
る
た
め
に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
た
も
の

の
で
あ
り
ま
す
が
、
文
教
施
設
盤
俯
十
力
年
計
画
に
基
づ
き
こ
れ
が
執
行
に
遺
撼
の
な
い
よ
う
思
い
き
っ
た
教
育
推
進
を
は
か
ら
れ
る
よ
．

う
強
く
喪
望
を
い
た
し
ま
す
。

す
三
十
三
万
二
千
九
百
五
十
円
は
、
去

す
が
、
宵
少
年
対
策
既
に
計
上
さ
れ
て
お
り
ま

次
に
オ
八
款
社
会
及
び
労
働
施
設
投
で
あ
り
ま

ク
ー
を
開
設
に
内
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
警
察
裁
員
に
対
す
る
報

る
七
月
一
日
か
ら
貼
智
察
戦
貝
の
派
造
を
受
け
て
宵
少
年
補
誼
セ
ソ

し
ま
す
補
導
員
の
報
償
．

窃
洲
原
、
塩
浜
、
地
区
の
繁
華
街
等
に
お
け
る
街
頭
補
導
を
い
た

供
金
と
近
鉄
、
国
鉄
四
日
市
駅
周
辺
、
官
田
、

塩
浜
等
十
地
区
に
対
す
る
青
少
年
対

窟
洲
原
、
宮
田
、
悔
蔵
、
橋
北
、

し
ま
す
と
こ
ろ
の
諸
度
調
弁
喪
並
び
に

金
及
び
そ
れ
に
付
随
い
た

た
い
旨
理
事
者
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、

、
宵
少
年
の
不
良
化
防
止
に
さ
ら
に
万
全
を
期
し

策
協
議
会
運
営
喪
の
蹄
炭
仇
担
企
で
あ
り
ま
し
て

：、:a 

教
育
民
生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
町
七
十
七
号
中
関
係
部
分
に
つ
い
て
、
審
査
の
経
過
・

．］ 
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な
い
か
、
だ
か
ら
何
か
礼
遇
上
、

お
答
え
い
た
し
ま
す
c

（
「
え
え
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）

他
に
い
い
方
法
が
な
い
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
理
事
者
は
考
成
を
す
る
、

こ
う
い
う
報
告
の
よ
う

道
な
い
し
名
誉
市
民
と
し
て
訪
門
を
受
け
た
と
き
の
接
待
費
、

こ
う
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
ど
う
も
ぐ
あ
い
の
悪
い
点
が
あ
る
で

自
席
で
よ
ろ
し
い
か
ら
な
る
ぺ
く
大
き
な
声
で
。

自
席
で
よ
ろ
し
い
か
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

よ
ろ
し
く
御
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

発
展
性
よ
り
か
ん
が
み
て
、
南
出
張
所
が
将
来
消
防
培
に
昇
格
し
た
場
合
二
階
建
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
際
鉄
竹
構
述
を
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
に
改
め
た
た
め
の
単
価
培
な
ど
諸
経
究
の
不
足
見
込
額
が
計
上
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
の
泊
加
を
含
め

て
南
出
張
所
の
総
工
事
喪
は
一
千
四
十
四
万
五
千
五
百
円
と
相
な
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
た
次
オ
で
あ
り
ま

市
役
所
喪
、
消
防
費
の
他
の
迫
加
並
び
に
オ
十
二
款
の
財
茂
費
、
オ
十
三
欲
開
発
濶
査
府
及
び
オ
十
六
吠
の
語
文
111
金
に
つ
き
ま
し
て

は
別
段
異
醗
な
く
い
ず
れ
も
原
案
を
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
走
す
。

次
に
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
、
歳
出
の
特
定
財
源
で
あ
る
国
県
の
支
出
金
の
ほ
か
は
、
前
年
底
礫
越
金
が
七
〇
名
を
示
め
て
い
る
の
で
あ

り
ま
し
て
、
迅
日
の
田
村
議
貝
に
対
す
る
答
弁
に
よ
っ
て
匂
了
派
の
ご
と
く
繰
越
企
は
な
お
一
低
円
余
り
を
歿
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

す
な
わ
ち
三
十
五
年
度
の
決
算
見
込
額
は
設
入
が
約
二
十
五
低
五
千
万
円
、
歳
川
は
約
二
十
一
低
七
千
万
円
と
な
り
、
三
低
八
千
万
円
余

り
が
三
十
六
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
非
常
ポ
娘
を
考
應
し
た
の
と
、
税
収
が
予
想
以
上
に
仲
ぴ
た
た
め
と
中

し
ま
す
も
の
の
、

一
面
市
政
の
消
極
性
に
も
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
ん
ご
理
事
者
は
、
財
源
の
見
遥
し
が
つ
き
次
オ

早
急
に
予
算
化
し
、
横
梧
的
な
事
業
の
遂
行
を
は
か
ら
れ
る
よ
う
特
に
要
望
い
た
し
花
し
て
奴
入
全
紋
を
原
案
ど
お
り
承
認
い
た
し
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
総
務
委
員
会
の
御
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

0
馬
鵠
温
知
君

と
思
い
ま
す
。

以
上
を
も
ち
ま
し
て
日
程
オ
一
に
対
す
る
各
委
貝
長
の
報
告
は
終
了
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
よ
り
質
疑
を
行
な
い
ま
す
。

各
委
員
長
の
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
阿
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
馬
鵠
温
知
君
た
だ
い
ま
総
務
委
貝
長
報
告
に
よ
り
ま
す
る
と
、
市
役
所
費
の
中
の
名
脊
市
民
公
舎
に
こ
れ
が
三
十
万
円
迫
加
に
出
て

き
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
月
額
二
万
五
千
円
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
る
が
、
こ
れ
は
委
只
会
に
お
い
て
内
容
は
霞
気
、
ガ
ス
、
水

で
あ
っ
た
と
聞
い
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
問
違
い
な
い
で
す
か
。
そ
れ
で
よ
ろ
し
い
ね
。

そ
こ
で
三
十
万
円
組
ま
れ
て
き
た
と
い
う
物
の
考
え
方
と
、
こ
ん
ご
考
慰
す
る
、
適
当
な
礼
遇
を
考
應
す
る
•
こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い

て
御
質
問
い
た
し
ま
す
。

00給
務
部
長
（
林
義
男
君
）

た
だ
い
ま
の
御
質
問
の
交
際
費
に
お
き
ま
す
と
こ
ろ
の
名
営
市
民
と
し
て
三
十
万
円
計
上
し
た
趣
旨
、
そ
れ
か
ら
委
貝
会
に
お
い
て
考

慮
す
る
と
い
っ
た
が
、
そ
の
遮
当
な
礼
遇
に
つ
い
て
の
考
殴
と
は
ど
う
い
う
考
え
方
か
、
こ
う
い
う
二
点
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
た
い

先
ほ
ど
委
員
長
の
御
報
告
に
も
申
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
こ
の
経
夜
の
積
算
の
基
礎
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
名
誉
市
民
公
舎
の
維
持
、

管
理
の
た
め
に
必
要
な
諸
経
費
、
そ
れ
か
ら
公
舎
そ
の
も
の
の
持
っ
て
お
り
ま
す
性
格
上
必
要
な
謡
経
喪
、
こ
う
い
（
．
た
も
の
を
一
応
、

年
額
三
十
万
円
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
と
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
四
日
市
市
に
お
き
ま
し
て
は
公
舎
と
い
う
性
格
の
建
物
を

持
ち
ま
し
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
皆
さ
ん
も
御
了
承
い
た
だ
き
ま
し
て
御
承
知
の
よ
う
な
位
置
に
こ
れ
を
建
設
し
、

そ
れ
に
名
誉
市
民
の
吉
田
氏
を
お
す
ま
い
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
相
な
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
公
舎
そ
の
も
の
の
性
格

す
c
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か
ら
申
し
ま
し
た
ら
、
こ
こ
に
お
す
ま
い
い
た
だ
＜
以
上
、
必
喪
諸
経
費
は
計
上
し
、
そ
れ
を
維
持
、
心
宜
珂
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
考
え

い
わ
ゆ
る
私
生
活
上
の
生
活
喪
を
み
る
と
い
う
労
え
方

nも
う
と
う
ご
ざ
い
北
せ

ん
の
で
、
名
巻
市
民
と
し
て
の
公
的
な
諸
活
勁
を
な
さ
い
ま
す
諸
経
税
を
、

0
馬
嶋
温
知
君

い
わ
ゆ
る
符
踵
翌
以
外
に
＂
ポ
瓜
っ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
出
す
。

市
と
い
た
し
ま
し
て
も
初
め
て
の
経
欺
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
拭
葬
の
い
わ
ゆ
ろ
茄
本
的
な
収
礎
に
つ
き
ま
し
て
は
こ
ん
ご
十
分
注
寇
を

ー
カ
年
問
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
と
き
に
は
っ
き
り
し
て
い
さ
た
い
、
こ
う
い
う
よ
う
た
芳
え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
オ
ニ
点
の
名
脊
市
民
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
礼
遇
上
の
、
年
金
的
な
芳
え
方
で
こ
れ
を
処
理
し
た
ら
ど

ら
の
御
窯
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
わ
れ
わ
れ
と
い
た
し
ま
し
て
は

う
か
と
い
う
問
題
が
委
員
会
の
席
上
、
委
貝
の
多
数
の
方
か

い
ま
は
お
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
時
お
二
人
の
名
許
市
民
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
名
狩
市
民
推
胞
寮
議
会
に
お
き
立
し
て
礼
迅
そ
の

ん
で
し
た
の
で
、
こ
こ
で
祈
し
く
そ
う
い
っ

他
に
つ
い
て
お
話
し
合
い
が
あ
り
ま
し
た
と
き
に
は
、
そ
う
い
っ
た
御
謡
見
も
ご
ざ
い
ナ
ふ
せ

た
制
度
を
持
つ
か
持
た
な
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
定
た
別
途
に
研
究
、
協
渡
い
た
し
ま
し
て
、
竹
さ
ん
の
御
承
認
を
え
て
対

処
し
た
い
、
こ
う
い
う
意
味
で
考
慮
さ
し
て
い
た
だ
く
、
考
應
と
い
う
よ
り
も
研
究
さ
し
て
い
た
だ
さ
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
お
答
え

一
年
問
を
経
過
し
な
い
こ
と
に
ば
そ
の
額
の
穴
と
い
う
も
の
ぼ
は
っ
き

り
し
な
い
、
こ
れ
を
よ
く
研
究
し
て
こ
ん
ご
い
く
ん
だ
。
し
か
も
な
お
考
應
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
は
、
礼
遇
を
持
つ
か

持
た
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
こ
ん
ご
こ
れ
は
、
芍
慮
と
い
う
こ
と
は
研
究
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
•
こ
こ
で
お
尋
ね
し
た
い
こ
と
は
、
礼
過
と
い
う
文
字
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
礼
迅
の
解
釈
も
な
か
な
か
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。
礼
退
の
こ
と
ば
で
息
い
出
す
の
は
、
名
許
市
民
の
規
則
の
中
に
条
例
の
オ
五
条
の
そ
の
二
か
ら
そ
の
五

ま
で
名
巻
市
民
を
定
め
る
、
推
薦
す
る
、
名
脊
市
民
を
礼
過
す
る
、
こ
う
い
っ
た
と
き
に
は
市
長
は
答
議
会
の
諮
問
を
、
帝
議
会
に
諮
問

を
し
て
そ
の
趣
旨
を
尊
重
す
る
、
こ
う
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
る
が
、
礼
退
と
い
う
こ
と
に
は
こ
の
三
十
万
円
を

出
さ
れ
る
と
き
に
は
帯
議
会
に
諮
っ
て
の
上
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
る
し
、
委
貝
長
報
告
の
中
に
は
礼
追
と
は
っ
き
り
う
た
わ
れ
て
お
っ

て
、
い
ま
総
務
部
長
の
説
明
の
中
に
は
礼
遇
を
持
つ
か
ど
う
か
と
い
う
は
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
ぽ
や
か
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
公
舎
と
い
う
建
前
上
、
電
気
‘
ガ
ス
、
水
遥
と
い
っ
た
の
は
、
当
然
お
入
り
い
た
だ
い
た
閃
係
上
、
支
出
す
る
の
け
当
然
だ
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
名
誉
市
民
の
名
音
を
保
持
す
ろ
た
め
の
処
既
と
い
う
こ
と
が
条
例
、
規
定
の
中
に
出
と
る
わ
け
な
ん
で
あ
り

ま
す
が
、
名
誉
市
民
と
し
て
来
訪
者
が
あ
っ
た
場
合
、
動
く
場
合
、
そ
う
い
っ
た
場
合
の
経
荻
だ
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
る
と
私
は
礼
遇

と
解
釈
し
え
ら
れ
る
と
も
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
で
、
こ
の
三
十
万
円
の
説
明
内
容
が
、
公
舎
に
付
随
し
た
経
只
と
解
釈
せ
ら
れ
る
面
と

礼
遇
等
と
い
え
る
面
と
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
に
な
っ
と
ら
せ
ん
か
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
い
ま
総
籾
部
長
の
答
弁
に
あ
り

る
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
こ
ん
ご
研
究
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
ご
研
究
さ
れ
る
で
あ
り
ま
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
あ
い
ま
い
な

と
い
い
ま
す
る
か
、
ど
ち
ら
で
も
解
釈
し
え
ら
れ
る
よ
う
な
説
明
を
し
た
り
あ
る
い
は
出
し
方
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
ど
う
か
と
思
わ
れ

し
か
も
名
昔
市
民
の
公
舎
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
も
う
前
か
ら
わ
か
っ
て
お
る
こ
と
で
も
あ
る
し
、
従

っ
て
当
初
に
こ
う
い
っ
た
よ
う
な
公
舎
が
で
き
た
以
上
は
公
舎
に
つ
い
た
と
こ
ろ
の
経
費
は
当
然
見
絞
ら
れ
る
ぺ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
三
月
に
出
さ
ず
に
い
ま
ご
ろ
出
て
き
て
お
る
と
い
っ
た
よ
う
な
状
態
，
1

お
い
て
そ
の
問
に
何
か
あ
っ
た
の
じ
ゃ
な
い
か
、
こ
う
も

思
わ
れ
る
ふ
し
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
あ
り
ま
す
。

る
点
を
明
ら
か
に
答
弁
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
答
え
い
た
し
ま
す
。

〇
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
礼
退
の
意
味
と
公
舎
経
宍
の
慈
味
と
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
に
な
っ
て
い

た
だ
い
ま
市
の
説
明
の
中
に
は
公
舎
の
維
持
管
理
と
い
う
こ
と
と
礼
遇
と
い
う
こ
と
と
ち
ゃ
ん
ぼ
ん
に
考
え
て
お
る
の
で
な
い
か
と
い

一
応
、
三
十
万
円
は
俎
ん
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

申
し
て
御
了
承
を
え
と
る
よ
う
な
次
オ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
た
し
ま
し
て
、

方
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
限
界
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
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て
お
り
ま
せ
ん
。
名
誉
市
民
公
舎
の
維
持
、
管
理
と

う
よ
う
な
お
こ
と
ば
が
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
は
考
え

だ
く
と
い
う
場
合
の
諸
費
用
を
考
え
と
る
の
で
ご
ざ

い
う
中
に
は
い
わ
ゆ
る
名
脊
市
民
と
し
て
公
的
に
そ
の
公
舎
に
よ
っ
て
御
活
動
い
た

た
だ
く
と
、
う
こ
と
は
ー
つ
の
礼
遇
で
あ
る
か
し
り
ま
せ
ん
が
、
名
誉

,> 

、
公
舎
に
入
っ
て
い

し
て
、
決
し
て
名
脊
市
民
と
い
う
こ
と

い
ま

、
う
考
え
方
は
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

ゃ
ん
ぼ
ん
に
し
て
お
る
と
＂

市
民
公
舎
喪
の
中
に
維
持
＼
管
理
と
礼
過
と
を
ち

ま
す
よ
り
も
い
わ
ゆ
る
待
遇
と
い
い
ま
す
か
そ
う
い

、
こ
れ
は
礼
退
と
い
い

そ
れ
か
ら
や
は
り
年
金
的
な
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と

う
称
号
と
そ
れ
に
伴
う
公
的
な
諸
会
合
へ
お
運
ぴ
い
た
だ
く
、
あ
る
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
て
｀
い
わ
ゆ
る
名
脊
市
民
と
い

は
御
招
待
す
る
と
い
う
こ
と
が
現
在
市
が
と
．
っ
て
お
る
礼
遇
で
ご
ざ
い
ま
す
。
『

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

は
っ
き
り
し
た
よ
う
な
し
な
い
よ
う
な
答
弁
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
ま

ど
う
も
わ
か
っ
た
よ
う
な
わ
か
ら
ぬ
よ
う
な
、

0
馬
嶋
温
知
君

4

保
持

う
こ
と
は
名
誉
市
民
の
栄
誉
を
維
持
す
る
、

す
が
、
私
と
し
て
は
名
誉
市
民
と
し
て
来
訪
者
が
あ
っ
た
場
合
の
接
待
費
だ
、
こ
う
い

た
し
ま
し
て
も
こ
う
い
っ
た

、
う
こ
と
は
朋
ら
か
な
事
実
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
い

す
る
と
い
う
処
置
と
考
え
ら
れ
る
と
し

る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
接
待
費
に
つ
き
ま
し
て
も

も
の
が
い
ず
れ
名
誉
市
民
か
ら
市
の
ほ
う
へ
請
求
密
が
来
て
支
払
い
出
さ
れ

お
い
て
至
難
な
問
題
だ

か
な
か
実
際
の
面
に

、9
ー
こ
ら
な

私
的
に
わ
た
る
面
と
公
的
に
わ
た
る
面
と
の
差
異
を
い
っ
た
い
ど
こ
に
つ
け
る
か

｀
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
ま
た
月
額
二
万
五
千
円
と
い
う
数
字
が
必
ら
ず
し
も
毎
月
使
わ
れ
る
も
ん
で
な
い
こ
と
は
わ
か
っ
て

い
う
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
る

れ
ほ
ど
生
活
に
お
困
り
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
そ
う

お
り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
あ
の
吉
田
名
誉
市
民
さ
ん
は
そ

、
う
よ
う
な
あ
い
ま
い
も
こ
の
ま
ま
に
こ
う
い
う
も
の
が
計
上
さ
れ

と
い
っ
た
よ
う
な
方
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
る
が
、
か
え
っ
て
こ
う
＂

こ
う
思
わ
れ
る
ふ
し
む
考
え
と
る
の
で

す
れ
ば
、
か
え
っ
て
名
誉
市
民
さ
ん
に
失
礼
で
な
い
か
、

い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と

て

に
、
も
っ
と
市
と
し
て
の
態

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
た
だ
一
人
の
個
人
的
な
名
脊
市
民
に
対
す
る
公
舎
費
と
か
礼
遇
と
い
う
こ
と
じ
ゃ
な
し

庶
を
規
則
の
上
に
は
っ
き
り
さ
せ
る
私
、
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

で
あ
り
ま
す
る
か
ら
し
て
、
こ
ん
ご
市
の
ほ
う
で
研
究
す
る
と

い
う
こ
と
ば
で
答
弁
し
て
お
ら
れ
ま
す
る
が
、
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
一
日
も
早
く
名
誉
市
民
も
、
．
お
入
り
い
た
だ
い
て
お
る
の
で
あ
り
ま

す
る
か
ら
し
て
、
こ
の
公
舎
の
費
用
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
支
出
し
て
い
く
か
、
礼
遇
の
措
置
に
つ
い
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
を
公
明
に
、
私
は
諸
般
の
こ
と
と
に
ら
み
合
せ
て
多
く
の
人
の
意
見
を
聴
取
し
て
規
定
す
べ
き
だ
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
意
図
あ
り
や
い
な
や
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

お
答
え
し
ま
す
。

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

名
誉
市
民
の
公
舎
の
居
住
に
関
す
る
規
則
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
関
連
し
ま
す
一
切
の
規
定
と
い
う
も
の
は
現
在
す
で
に
成
案
を
え
て
お
り

ま
す
。
と
こ
ろ
が
御
指
摘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
よ
う
な
、
私
も
あ
い
ま
い
だ
と
い
う
御
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
月
額
二
万
五

千
円
、
月
額
二
万
五
千
円
と
い
う
状
況
で
御
説
朋
い
た
し
、
あ
る
い
は
御
解
釈
い
た
だ
き
ま
す
と
非
常
に
あ
い
ま
い
に
な
る
の
で
な
い
か
、

こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、
当
時
、
名
営
市
民
公
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
．
し
て
は
皆
さ
ん
御
承
知
の
よ
う

に
建
築
喪
の
単
価
増
あ
る
い
は
貨
金
培
な
ん
か
に
よ
り
ま
し
て
一
部
夏
の
網
戸
な
ん
か
の
施
設
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
こ
の
三
十

万
円
の
中
に
は
そ
う
い
っ
た
も
の
も
一
応
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
月
額
二
万
五
千
円
と
い
う
中
に
は
相
当
問
題

と
す
べ
き
も
の
も
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
う
し
て
馬
鵠
議
員
さ
ん
が
御
指
摘
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る

接
待
的
な
内
容
が
こ
れ
が
公
け
で
こ
れ
が
プ
ラ
イ
ベ
イ
ト
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
判
定
を
ど
こ
で
す
る
か
。
そ
れ
か
ら
い
わ
ゆ
る
生
活
費

的
な
考
え
方
と
そ
れ
か
ら
接
待
費
的
な
考
え
方
、
そ
れ
も
私
的
な
問
題
と
公
的
な
問
題
の
区
分
を
ど
こ
で
す
る
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
に

つ
き
ま
し
て
は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
年
間
、
十
分
わ
れ
わ
れ
事
務
屋
と
し
て
最
も
公
正
に
最
も
適
正
な
状
態
で
、
継
続
的
に

考
え
ま
し
た
上
で
は
っ
き
り
し
た
も
の
を
つ
か
ん
で
処
理
し
た
い
。
そ
れ
か
ら
お
こ
と
ば
の
中
に
御
請
求
が
あ
っ
て
と
い
う
お
こ
と
ば
が

ー／3？・← -f!,/36年・



0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

0
馬
嶋
温
知
岩

0
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）
こ
れ
は
成
案
と
し
て
作
っ
て
お
り
ま
す
。

，＂ 

0
馬
賂
湿
知
君
そ
う
い
う
考
え
方
で
こ
う
い
う
も
の
が
出
て
き
て
お
る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
い
ま
の
こ
と
ば
で
わ
か
り
ま
し
た
。

で
、
そ
う
い
う
規
則
を
作
っ
て
お
る
。
そ
の
規
則
に
の
っ
と
っ
て
こ
う
い
う
も
の
を
出
し
て
き
た
ん
だ
、
こ
う
い
う
わ
け
な
ん
で
す
ね
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
誤
解
い
た
だ
か
な
い
よ
う
に
い
た
し
た
い
。
規
則
は
作
っ
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
い

わ
ゆ
る
管
理
費
を
支
出
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
ぎ
ま
し
て
は
議
会
の
御
承
認
を
え
な
い
と
こ
れ
が
適
用
で
き
な
い
こ
れ
が
規
則
の
性
格
で

作
っ
て
お
る
の
か
考
え
て
お
る
の
か
ど
ち
ら
で
す
か
c

こ
う
い
う
ふ
う
に
お
答
え
し
て
お
り
ま
す
。

う
よ
う
な
の
は
名
脊
市
民
の
ほ
う
か
ら
御
請
求
が
あ
り
ま
せ
ん
で
も
、
『
市

ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
電
話
料
あ
る
い
は
電
気
代
、
ガ
ス
代
と
い

有
管
理
建
物
と
い
う
建
前
か
ら
い
え
ば
直
接
詰
求
を
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
に
相
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
お
こ
と
ば
を
お
返
し
す
る
よ
ぅ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
公
舎
と
い
う
も
の
の
性
格
が
、
な
ん
と
い
い
ま
す
か
、
生

し
た
ら
、
こ

、
う
よ
う
な
解
釈
で
名
脊
市
民
公
舎
を
御
理
解
い
た
だ
く
と
し
ま

活
に
困
ら
れ
る
た
め
に
そ
う
い
う
公
舎
を
さ
し
上
げ
た
と
，
●

か
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
考
え
ま
す
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は

と
と
も
に
名
脊
市
民
に
対
す
る
礼
を
失
す
る
こ
と
で
な
い

え
っ
て
皆
さ
ん

れ
は
か

、
そ
う
い
う
考
え
方

も
う
と
う
そ
う
い
ぅ
こ
ど
は
考
え
な
い
で
、
い
わ
ゆ
る
公
舎
の
公
的
性
格
に
要
す
る
諸
経
費
を
市
が
負
担
し
て
い
く

で
終
始
し
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

た
と
え
ば
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
と
い
っ
た
よ
ぅ

な
か
な
か
ぐ
あ
い
よ
く
答
弁
を
し
な
さ
る
方
の
よ
う
に
開
き
ま
す
が
、

0
馬
嶋
温
知
君

き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
名
誉
市
民

っ
た
よ
う
な
場
合
、
こ
れ
は
当
然
し
か
る
ペ

な
も
の
、
あ
る
い
は
ま
た
公
舎
が
修
紐
を
要
す
る
と
い

と
し
て
来
訪
者
と
か
そ
う
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
し
よ
う
け
れ
ど
も
、
生
活
に
お
困
り
で
ど
う
に
も
こ
う
に
も
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
が
発
議

た
方
が
あ
の
よ
う
な
姿
で
ど
う
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

を
し
て
わ
れ
わ
れ
の
市
の
誇
り
と
し
て
名
許
市
民
と
し
て
お
迎
え
を
し

、
ろ
ん
な
問
阻
も
お
の
ず
か
ら
変
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
る
が
、
む
し
ろ
公
舎
に
お
入
り
い
た
だ
い
て
不
自
由
を
か
け
た
り
妙
な
こ
と
が

＞` 

、
う
よ
う
な
答
弁
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
う
べ
く
し
て

あ
っ
て
は
か
え
っ
て
名
脊
を
き
ず
つ
け
る
の
じ
ゃ
な
い
か
と
し

、
う
こ
と
ば
だ
と
私
は
感
じ
と
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
網
戸
の
問
題
が
出
て
お
り
ま
し
た
が
、
網
戸
の
問
題
を
こ
う
い
う
と
こ

'
>
 

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
り
ま
す

す
。
な
か
な
か
苦
し
い
御
提
案
を
し
て
い

ろ
で
計
上
す
べ
き
で
な
い
。
ほ
か
に
款
項
目
が
あ
る
と
思
い
ま

る
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
も
っ
て
こ
れ
を
朋
ら
か
に
礼
退
申
し
上
げ
朋
ら
か
に
公
舎
を
お
使
い
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
こ
と
に

ぜ
ん
何
か
規
定
、
条
文
を
こ
し
ら
え
る
意
図
が
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
お
尋
ね
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
対

お
い
て
私
は
さ
い

し
て
答
え
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3
総
務
部
長
（
林
義
男
君
）

ち
ょ
っ
と
再
毀
問
を
受
け
る
上
で
、

お
そ
れ
入
り
ま
す
が
、
い
ま
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
条
例
、
規
定
と
い
う

の
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
答
え
が
な
か
っ
た
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
そ
の
尋
ね
ら
れ
る
、
馬
嶋
さ
ん
の
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
条
例
、
規
則
と
い
う
の
は
：

•
•
O

0
馬

嶋

温

知

射

ど

こ

花

で

こ

う

い

う

も

の

を

公

舎

に

対

し

て

は

支

出

し

て

い

く

か

。

0
総
務
部
品
（
林
義
男
君
）
そ
れ
は
こ
ち
ら
は
規
則
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
成
文
を
え
て
お
り
ま
す
。

0
島
納
温
知
射
ど
こ
に
で
す
か
。
｀

0
総
窃
部
長
（
林
義
扮
君
）

0
馬
焔
温
知
君

規
則
で
作
る
、
作
っ
て
お
こ
う
、
こ
う
い
う
考
え
で
お
り
ま
す
。

作
る
、
作
ー
っ
て
お
く
．
．
．
．
o

規
則
は
、
．
市
長
の
梱
限
で
作
っ
て
お
り
ま
す
。
条
例
は
皆
さ
ん
の
御
承
認
を
え
て
、
議
会
の
御
決
議
を
え

0
総
務
部
長
（
林
義
男
氾
）

て
制
定
い
た
し
ま
す
し
、
規
則
は
市
長
に
よ
っ
て
制
定
す
る
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
も
皆
さ
ん
と
御
相
談
を
申
し
上

げ
な
い
で
作
る
ん
だ
、
こ
う
い
う
恋
味
や
な
く
し
て
性
格
上
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
規
則
は
一
応
考
え
て
お
り
ま
す
。

い
や
い
や
、
こ
う
い
う
支
出
を
す
る
の
に
、

ー／3？-, .;..／3$-



ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
本
謡
会
で
御
承
認
を
え
た
あ
か
つ
き
は
そ
の
規
則
に
よ
っ
て
適
用
し
て
処
理
し
て
い
く
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い

〇
馬
嶋
温
知
君

そ
こ
で
、
ど
う
か
市
民
か
ら
非
鄭
の
あ
っ
た
り
ま
た
名
牲
市
民
の
問
題
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、
云
々
の
な
い
よ
う
、
こ
ん
ご
い
っ
そ

う

規

則

を

持

つ

と

き

は

注

意

し

て

い

た

だ

き

た

い

、

こ

う

い

う

ふ

う

に

要

毀

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

．

．

．

な
お
、
こ
れ
と
ま
た
問
題
が
変
っ
て
ま
い
り
ま
す
る
が
、
旧
病
院
跡
の
間
題
で
あ
り
ま
す
。
昨
日
も
新
聞
を
見
て
お
り
ま
す
る
と
、
市

と
め
ま
す
c

0
馬
娘
温
知
君

0
前
川
辰
男
引
建
設
委
且
品
に
灯
間
し
ま
す
。

先
ほ
ど
の
委
且
長
報
告
を
お
問
き
し
て
お
り
ま
す
と
い
う
と
、

っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
は
大
へ
ん
な
こ
と
だ
と
息
う
ん
で
す
。

っ
て
お
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ
う
い
う
問
題
に
つ

と
こ
ろ
の
全
部
が
そ
の
ま
ま
手
を
つ
け
ら
れ
ず
に
残
っ
て
お
る
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な

9

に
つ
い
て
は
大
へ
，
ん
敬
意
を
表
す
る
わ
け

き
ま
し
て
建
設
委
貝
会
と
し
て
俵
廊
に
そ
れ
を
消
化
す
る
態
勢
を
御
検
討
願
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
そ
の
中
で
い
る
い
ろ
と
細
部
に
わ
た
っ
て
御
報
告
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

•
い
う
ふ
う
な
お
答
え
が
ご
ざ
い
出
し
て
、
そ
の
あ
と
で
市
民
の
要
求
に
こ
た
え
る
よ
う
に
と
い
う
市
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
か
ら
了
承
し
た
、

こ
う
い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
ん
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
市
民
に
こ
た
え
る
抜
本
的
な
対
策
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
ふ
う
な
形
な
の
9

か
し
い
ま
こ
こ
で
け
っ
き
り
出
な
く
て
も
、
だ
い
た
い
の
時
期
と
か
あ
る
い
は
内
容
と
い
う
も
の
が
お
わ
か
り
に
な
り
ま
し
た
ら
お
答
え

そ
れ
か
ら
も
う
l

つ
C

A

」
の
予
符
案
が
提
出
さ
れ
た
後
に
こ
ん
ど
の
災
密
が
起
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
従
っ
て
こ
の
予
算
の
数
字
そ
の

他
は
災
掛
前
の
状
態
に
お
い
て
組
ま
れ
た
と
忍
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
現
状
に
お
い
て
こ
れ
を
検
討
し
た
場
合
に
組
み
か
え
を
し
な
く
て

も
い
い
の
か
ど
う
だ
か
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
の
肘
論
を
お
問
か
せ
即
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
橋
梁
維
持
修
繕
費
の
二
百
二
十
六

万
四
千
円
の
中
で
老
松
橋
の

H
市
の
修
烈
狡
が
出
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
ど
う
な
る
か
。
あ
る
い
は
都
市
計
固
費
の
中
の
千
歳

町
。
菰
蜀
線
と
か
そ
の
仙
の
非
常
に
大
き
な
予
算
を
伴
な
う

H
事
が
川
と
る
わ
け
で
す
が
、
先
ほ
ど
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
非
常
に

工
事
が
返
れ
て
お
そ
そ
れ
に
加
え
て
前
災
宙
の
大
き
な
処
那
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
幾
ら
応
急
的
な
採
構
を
や
っ
て
も
、
そ
れ
に

路
線
を
変
更
せ
ず
に
そ
の
ま
北
で
さ
る
の
か
ど
う
だ
か
、
そ
の
点
非
常
に
心
配
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
を
ひ
と
つ
。
'

最
後
に
璽
点
的
に
や
り
た
い
と
い
う
迎
瑣
者
の
徊
答
弁
、
こ
う
い
う
わ
け
で
す
か
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
成
点
を
置
か
れ
る
の
か
と
い
う

内
容
を
お
問
か
せ
顆
え
れ
ば
け
っ
こ
う
だ
と
思
い
主
す
。

〇
建
設
委
貝
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

｀ ｛ 

-
•
四
半
期
分
だ
い
た
い
迎
れ
て
お
ろ
、
こ
う
い
う
ふ
う
な
報
告
が
あ

、
四
半
期
と
申
し
ま
す
と
、
三
月
の
議
会
で
わ
れ
わ
れ
が
議
決
し
た

と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
な
態
勢
で
や
る
と

前
川
談
只
の
御
代
問
の
ま
ず
オ
ー
点
は
で
す
ね
、
当
初
予
算
に
組
ん
だ
仕
事
が
一
。
四
半
期
、
現

在
に
お
い
て
遅
れ
て
お
る
い
わ
ん
や
加
え
て
災
忠
が
起
っ
て
き
て
お
る
が
、
こ
れ
は
菰
大
な
問
題
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
消
化
し
う
る
か

ど
う
か
。
委
且
長
の
報
告
に
よ
る
と
い
る
い
る
対
策
を
立
て
て
、
故
終
的
に
は
市
民
に
は
御
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
く
、
こ

う
い
う
委
貝
品
の
報
告
で
あ
っ
た
が
、
詳
し
く
討
論
の
内
容
を
開
か
し
て
も
ら
い
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
説
の
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
委
以
会
に
お
き
ま
し
て
も
こ
れ
が
間
図
に
な
り
古
し
て
七
月
の
初
め
に
一
半
期
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
ん
ご

逝
ん
で
い
く
と
、
来
年
の
三
月
に
な
っ
て
三
、
四
半
期
も
迎
れ
て
く
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
C

こ
れ
で
は
予
算
を
組
む
だ
け
で
あ
っ

て
仕
事
は
で
き
な
い
。
仕
事
の
で
き
な
い
予
坑
は
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
こ
れ
は
絵
に
か
い
た
も
ち
で
あ
る
。
こ
れ
は
食
ぺ
て
も
お
い
し
い
も

ち
に
し
な
け
れ
ば
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
ず
い
ぶ
ん
討
諭
を
い
た
し
ま
し
て
、
け
っ
き
よ
く
は
現
在
の
観
構
で
は
人
員
は
不
足
で
あ
る
U

い
た
だ
き
た
い
と
息
い
ま
す
。

〇
絨
長
（
山
本
一
＿
一
郎

flt)

そ
れ
は
ち
ょ
f

と．．．．
c

長
、
記
考
会
見
の
記
事
が
出
て
お
り
ま
し
た
。

ま
す
。

そ
の
点
了
解
い
た
し
ま
し
た
。

-IダI- 今／ダo-
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次
に
皿
点
的
に
土
木
の
事
菜
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
脱
朋
が
あ
っ
た
が
共
体
的
に
説
明
を
願
い
た
い
、
こ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。
（
前

翡
刃
社
、
う
な
ず
く
）
皿
点
と
い
う
こ
と
ば
に
は
見
解
の
相
速
が
あ
り
ま
た
考
え
方
に
よ
っ
て
違
う
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
当
委
員
会
で

か
く
あ
る
ぺ
き
が
皿
点
で
は
な
い
か
、
予
れ
が
出
さ
れ
た
場
合
、
委
貝
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
た
と
え
ば
こ
こ
の
道
路
を
直
す
よ
り
も

こ
こ
の
逍
路
を
先
や
る
ぺ
き
が
誼
点
で
な
い
か
。
あ
る
い
は
こ
こ
の
橋
が
、
一
べ
ん
に
二
十
一
の
橋
も
か
か
ら
な
い
が
重
点
的
に
ど
こ
の

橋
を
先
作
る
ぺ
き
か
と
い
う
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
調
在
の
粘
呆
わ
か
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
具
体
的
に
ど
こ
を
重
点
に
置

,

1

く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
か
ら
こ
こ
で
脱
朋
し
に

V
い
点
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ー
そ
の
辺
で
御
了
承
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
前
川
辰
刃
氾
そ
れ
で
は
先
ほ
ど
委
且
伎
か
ら
御
説
朋
い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、
さ
ら
に
詳
粗
に
わ
た
り
ま
し
て
理
事
者
の
ほ
う
か

ら
私
が
質
問
し
ま
し
た
三
点
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
と
恩
う
ん
で
す
。

〇
議
長
（
山
本
三
郎
柑
）
＊
日
の
買
疑
は
逐
条
窃
朕
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ
前
川
議
貝
の
質
問
を
議
長
が
許
し
ま
し
た
の
は
、
委

貝
長
報
告
に
そ
う
い
う
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
あ
っ
た
た
め
に
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
理
事
者
の
答
弁
の
必
要
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

0
前

川

辰

男

君

そ

れ

で

は

し

ぽ

り

ま

す

し

'

/

‘

先
ほ
ど
私
が
質
問
し
ま
し
た
ォ
ニ
点
の
間
題
つ
ま
り
老
松
橋
の
問
題
は
、
こ
れ
は
い
ま
委
只
長
か
ら
御
報
告
を
受
け
た
ん
で
す
が
、
金

額
面
に
お
き
ま
し
て
か
り
橋
を
作
る
の
に
は
こ
の
前
に
組
ん
だ
予
算
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
で
や
れ
る
の
か
ど
う
か
。
そ
う
い
う
よ
う
に
う

ま
い
ぐ
あ
い
に
や
れ
る
の
か
ど
う
か
ち
ょ
っ
と
疑
問
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
は
、
千
歳
町
。
菰
野
線
ほ
か
稲
葉
町
。
生
桑
線
等
予
算
計

上
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で
計
圃
変
更
せ
ず
に
進
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
私
は
い
ま
注
意
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
は
議
会

答
弁
と
い
う
の
は
非
常
に
揚
げ
足
を
と
ら
れ
る
よ
う
で
ぐ
あ
い
悪
い
の
で
抽
象
的
に
な
り
が
ち
で
す
。
私
た
ち
は
そ
れ
で
い
い
わ
け
で
す

が
、
や
は
り
市
民
の
立
拐
か
ら
考
え
た
場
合
｀
は
っ
き
り
し
た
見
通
し
を
立
て
て
予
算
を
組
ん
で
る
の
で
す
か
ら
、
は
っ
き
り
し
た
も
の

ー
を
立
て
て
い
た
だ
か
な
い
と
安
心
で
き
な
い
わ
け
で
す
。
こ
と
し
は
こ
れ
で
災
害
が
終
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
。
こ
ん
ご
九
月
、
十
月
と
い
う

が
あ
っ
た
の
で
了
と
い
た
し
て
お
る
次
オ
で
あ
り
立
す
。

＂
ぞ
れ
か
ら
こ
ん
ど
の
災
也
に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
橋
梁
が
滞
ち
、
河
川
が
い
た
み
、
道
路
が
決
地
さ
れ
て
こ
の
予
算
は
災
害
の
前
に
組

ん
だ
予
麻
で
あ
る
心
と
こ
ろ
が
災
柑
が
起
っ
て
新
し
く
金
の
Ulj
凹
も
起
っ
て
き
て
お
る
し
俯
勢
も
変
っ
て
き
て
お
る
。
た
と
え
ば
、
例
を

学
げ
て
い
う
な
ら
ば
、
も
松
橋
節
は
こ
の
予
煎
な
紐
ん
だ
と
さ
に
は
災
也
以
前
で
あ
る
、
そ
の
と
お
り
て
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
も
わ
れ
わ

れ
質
間
い
た
し
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
c

こ
れ
は
老
松
橋
だ
け
で
な
く
老
松
橋
そ
の
他
の
橋
も
あ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
老
松
橋
が
委
員

桧
報
告
で
申
し
上
げ
丈
し
た
よ
う
に
氷
久
低
を
作
る
。
こ
れ
に
は
ニ
カ
年
の
歳
月
を
淡
す
る
、
そ
れ
ま
で
橋
な
し
で
は
と
て
も
お
れ
な
い
、

あ
そ
こ
は
煎
狐
逍
路
で
ご
ざ
い
庄
す
c

一
応
さ
し
あ
た
り
オ
ー
の
か
り
橋
を
作
っ
て
、
そ
の
次
に
は
永
久
橋
が
で
き
る
ま
で
．
i

永
久
橋
に
，

か
わ
る
ト
ラ
ッ

9
的
も
通
れ
る
橋
を
作
っ
て
市
民
の
仔
さ
ん
に
御
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
す
る
、
こ
う
い
う
計
画
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
永
久
橋
に
か
わ
る
恰
を
作
る
の
に
は
相
当
額
金
が
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
予
算
で
も
っ
て
考
え
て
・
い
き
た
ぃ
、
こ
う
い
う
説
明

、
出
す
。

し た
め
に
夜
＋
時
、
十
一
時
ま
で
戦
貝
の
方
々
は
夜
な
ぺ
を
や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
っ
て
も
、
な
お
か
つ
一
．
。
四
半
期
遅
れ
て
く
る
。
本
会

議
か
ら
灯
間
が
あ
り
ナ
ふ
し
た
よ
う
に
人
間
の
他
力
に
は
限
庶
が
あ
る
。
そ
う
い
う
夜
な
ぺ
夜
な
ぺ
で
や
っ
て
い
っ
て
載
貝
の
健
康
が
保
証

り
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
も
そ
の
点
を
心
配
い
た
し
ま
し
て
、
現
在
の
建
設
部
の
機

で
き
る
か
と
い
う
御
灯
間
が
あ
っ
た
よ
う
に
開
い
て
お

構
で
は
と
う
て
い
で
き
な
い
ん
だ
、
し
か
ら
ば
で
さ
る
こ
と
を
考
え
な
き
ゃ
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
に
は
建
設
の
技
術
者
を
増
貝

そ
う
し
て
柘
久
的
に
は
建
設
部
の
機
構
を
根
本
的
に
改
革
を
し
て
、
拡
充
、
．

し
て
、
ま
ず
日
の
前
の
間
凹
を
他

raの
IIU題
を
先
に
し
て
、

政
化
を
し
て
予
狂
案
の
消
化
に
迫
憶
の
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
炭
望
を
い
た
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
、
助
役
｀
人
事
課
長
に

も
出
席
し
て
も
ら
い
ま
し
て
、
先
ぽ
ど
委
且
長
の
報
告
に
中
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
眼
間
の
間
題
と
恒
久
的
な
問
題
の
二
つ
に
分
け
て
緊

急
に
対
策
を
立
て
て
い
く
と
い
う
は
っ
さ
り
し
た
説
明
で
あ
り
ま
し
た
の
で
．
そ
の
点
了
解
を
い
た
し
て
派
賂
を
い
た
し
た
次
オ
で
ご
ざ

ーIダ.1-., -I・ダ．2- →，9 



土
木
訣
長
、
老
松
橋
の
問
題
で
．
．
．
．
o

ま
す
u

ら
れ
ま
す
。
ま
た
オ
三
点
の
質
問
も
総
体
質
問
と
感
じ
ま
し
た
C

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

•99•99,9 

.l
ー．
I

i

,

＇

,
d
9
9
1
,

．，9
・！・・1
9
9
.
9

午
後
三
時
二
十
分
再
開
・

休

憩

前

に

引

き

続

き

ま

し

て

会

議

を

続

行

い

た

し

ま

す

。

｀

孤
ね
て
オ
ー
点
の
質
問
を
い
た
し
ま
す
が
、
こ
ん
ど
の
大
き
な
事
業
議
を
か
か
え
て
や
9

て
い
く
見
通
し
と
い
い
ま
す

か
、
こ
ま
か
い
数
字
は
出
て
こ
な
い
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
見
通
し
あ
る
い
は
覚
悟
に
つ
き
ま
し
て
市
長
の
お
答
え
を
い
た

そ
れ
か
ら
オ
ニ
点
の
老
松
橋
の
架
橋
の
点
で
す
が
、
百
五
十
万
円
の
既
決
予
算
の
中
で
や
り
た
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
開
き
と
っ
た
の

で
す
が
、
三
百
五
十
万
円
か
か
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
操
作
で
や
ら
れ
る
の
か
。
｀
．

そ
れ
か
ら
も
う
ー
つ
霞
点
的
に
や
る
と
い
う
翫
点
の
既
き
ど
こ
ろ
で
す
ね
。
た
と
え
ば
災
害
に
重
点
を
置
く
と
か
．
あ
る
い
は
産
業
道

路
に
重
点
を
置
く
と
か
、
誼
点
の
お
き
ど
こ
ろ
を
問
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
思
い
ま
す
C

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）
前
川
誡
貝
に
申
し
上
げ
ま
す
が
、
ォ
一
点
の
御
質
問
は
当
然
総
体
質
問
に
入
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
私
は
考
え

た
だ
御
答
弁
を
許
可
で
き
る
の
は
オ
ニ
点
だ
け
に
と
ど
め
た
い
と
思
い

〇
前
川
辰
男
君

〇
談
長
（
山
本
三
郎
君
）

午
後
三
時
二
分
休
憩

:・' 

‘̀ヽ

ど
う
し
て
も
こ
の
問
題
は
は
っ
き
り
さ
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
い
う
と
市
民
と
し
て
安
心
し
て
お
ら
れ
な
い
か

台
風
期
を
控
え
た
現
在
、

す
。
ど
う
か
ひ
と
つ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

A

ら
さ
ら
に
質
問
し
と
る
わ
け
で

し
た
橋
梁
維
持
修
繕
H
事

こ
の
た
び
追
加
予
算
で
お
願
い
い
た
し
ま

0
土
木
課
長
全
〈
野
助
春
君
）
老
松
橋
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が

た
し
ま
し
た
橋
梁
を
含
め
て
お
り
ま
し
て
、
老
松
橋
と
い

費
の
二
百
六
十
万
四
千
円
は
老
松
橋
、
朝
日
橋
そ
の
他
市
内
の
一
応
、
破
損
ぃ

し
た
永
久
橋
の
か
り
橋
、
す
な
わ

て
、
こ
れ
で
は
先
ほ
ど
委
貝
長
の
御
報
告
に
あ
り
ま

た
し
ま
し
て
は
百
五
十
万
円
程
度
で
ご
ざ
い
ま
し

こ
の
程
度
の
橋
を
か
け

．
~
ヽ

、
ま
す
カ

ー
ト
ル
程
疲
の
橋
、
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
木
橋
で
ご
ざ
し

も
ト
ラ
ッ
ク
を
遥
せ
る
程
度
の
橋
、
巾
貝
一
ー
ー
メ
こ
れ
は
一
．
応
、
既
決
予
算
内
か
ら
お
顧
い
し
て
操
作
い
た
し
た
い
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り

て
も
三
百
五
十
万
円
程
鹿
の
金
が
い
る
。

ま
す
。
な
お
、
永
久
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
公
共
土
木
事
業
の
査
定
の
基
準
か
ら
い
き
ま
し
て
、
当
然
老
松
橋
が
永
久
橋
の
査
定
を
受
け
ら

れ
る
、
そ
の
よ
う
な
薙
信
を
持
っ
て
お
り
ま
す
°
こ
の
橋
が
ど
の
程
度
の
橋
で
あ
る
か
と
申
し
ま
す
と
、
現
在
、
老
松
橋
は
巾
員
六
メ
ー

ー
ク
ー
五
〇
の
永
久
橋
、
こ
れ
は
当
然
国
庫
補
助
の
対
象
内
で
考
え
ら
れ
る
、
そ
の
よ
う
に

ク
ー
五
〇
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
六
メ

、
車
道
が
九
メ
ー
タ
ー
そ
れ
か
ら
歩
道

ざ
、

思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
の
路
線
は
都
市
計
回
路
線
で
ご
し
ま
す
の
で
、
巾
員
を
十
ニ
メ
ー
ク
ー

が
一
メ
ー
タ
ー
五

0
の
両
側
と
い
う
こ
と
で
十
ニ
メ
ー
ク
ー
の
巾
貝
で
計
画
中
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
程
度
む
永
久
橋
を
か
け
る
の

に
は
四
千
五
百
万
程
度
の
金
が
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
な
お
、
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
六
メ
ー
ト
ル
五

0
程
度
の
巾
貝
で
考
え
ま
す
と
千

五
百
万
円
程
度
、
そ
の
差
額
は
一
応
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
査
定
の
対
象
外
に
な
る
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
が
そ
の
点
を
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
、

で
き
え
た
な
ら
ば
都
市
計
画
の
計
画
路
線
と
し
て
の
橋
梁
を
か
け
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

が
、
千
歳
町
。
菰
野
線
そ
の
舗
装
、
稲

い
ろ
こ
ん
ど
卜
上
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
路
線
で
ご
ざ
い
ま
す

そ
れ
か
ら
都
市
計
画
の
い
ろ

t
i
日

七

メ

ー

ト

が

、

こ

れ

は

応

、

国

庫

補

助

対

象

の

内

示

を

も

ル

の

単

独

の

舗

装

で

ご

ざ

い

ま

す

一

葉
町
。
生
桑
線
の
街
路
舗
装

H
卒

前

の

十

ら
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
追
加
計
上
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
し
そ
れ
で
一
応
．
稲
葉
町
。
生
桑
線
が
西
町
の
と
こ
ろ
か
ら
国
鉄

の
関
西
線
の
路
線
ま
で
、
そ
れ
か
ら
七
十
メ
ー
ト
ル
の
幹
線
路
線
、
こ
れ
は
全
線
完
了
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
千
歳
町
上
孤
野
線
に

つ
き
ま
し
て
は
年
次
計
画
で
進
め
て
い
き
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
。

•·/．ダ s- と／ダダー



い
る
ん
で
す
が
、
そ
の
補
助
金
の
対
象
に
な
る
地
域
は
現

万
円
計
上
さ
れ
て

り
ま
す
が
、
守
少
年
対
策
協
紐
会
の
迎
侶
喪
の
補
助
金
が
十

在
の
と
こ
ろ
十
地
域
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
開
き
と
っ
だ
わ
け
で
す
が
、
額
の
多
い
、
少
な
い
に
つ
き
ま
し
て
は
委
員
会
で
種
々
御
検
討

．
も
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
こ
の
地
域
の
組
織
が
年
々
に
こ
ん
ご
拡
大
さ
れ
、
そ
の
対
象
に
な
る
区
域
が
ふ
え
る
時
期
が
あ
っ

0
大
谷
社
正
財

老
松
橋
の
三
百
五
十
万
円
租
度
の
か
り
橋
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
予
算
の
更
正
ま
た
は
流
用

に
よ
っ
て
お
師
い
し
た
い
、
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
前
川
辰
男
射

ち
よ
っ
と
わ
か
り
に
く
い
ん
で
す
が
ね
。
二
百
万
程
度
の
予
筑
の
流
用
と
い
う
も
の
は
簡
単
に
で
き
る
の
で
す
か
。

〇
建
設
部
品
（
城
井
義
夫
君
）

災
由
直
後
に
お
き
ま
し
て
市
品
の
ほ
う
か
ら
応
急
対
策
に
つ
い
て
は
既
決
予
葬
か
ら
立
て
か
え
で
滸
エ
さ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
刻
予
坑
拮
低
を
い
た
し
ま
す
と
い
う
市
品
の
説
朋
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
わ
け
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
点

に
つ
き
ま
し
て
は
老
松
橋
の
先
ほ
ど
の
説
明
の
オ
ニ
次
的
な
か
り
恰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
ほ
ど
土
木
課
長
の
申
し
た
の
は
様
算
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
れ
が
設
叶
を
い
た
し
ま
し
て
確
定
い
た
し
ま
し
た
額
は
そ
の
他
の
分
を
含
め
た
災
害
の
緊
急
対
策
費
の
よ
う
な
か
っ
こ
う

で
こ
ん
ご
お
考
え
阿
え
る
も
の
と
わ
れ
わ
れ
の
問
で
は
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
そ
の
掲
合
に
、
現
在
こ
の
予
舘
を
組
点
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
御
審
様
願
っ
て
お
る
予
尊
が
ど
う
な
る
か
、
こ
う
い
う
こ
と

で
ど
ざ
い
れ
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
点
し
て
は
当
初
予
坑
烈
成
の
と
き
に
特
に
橋
梁
維
持
狡
が
前
年
に
比
べ
て
偲
少
で
あ
る
と
い
う
強
い
建

股
委
且
会
の
御
な
見
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
は
た
せ
る
か
な
三
滝
橋
が
す
で
に
落
ち
た
。
そ
う
い
う
よ
う
な
事
態
も
発
生
い
た
し
ま
し
て
、

老
松
橋
は
災
柑
前
は
特
に

H
場
の
旗
ト
ラ
ッ
ク
が
盛
ん
に
近
り
ま
し
て
ほ
と
ん
ど
辿
統
的
な
修
理
を
続
け
て
お
っ
た
よ
う
な
状
況
で
ご
ざ

ぃi
し
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
橋
梁
紬
持
費
の
不
足
を
き
た
す
と
い
う
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
の
で
、
追
加
予
算
を
お
願
い
し
た
わ
け
で
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
っ
と
し
て
平
浜
松
低
を
考
え
て
お
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
こ
の
た
び
の
災
害
で
流
出
し
た
こ
う
い
う

粘
呆
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
の
予
罪
を
こ
ん
ご
へ
ら
し
て
別
途
な
緊
急
対
策
の
ほ
う
へ
回
す
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
は
橋
梁
維
持
の
解
釈

を
拡
大
さ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
島
合
に
よ
っ
て
は
こ
の
梢
以
外
の
橋
梁
の
低
紐
に
も
使
わ
し
て
い
た
だ
く
、
こ
う
い
う
こ
と
も
考
え

t

る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
は
こ
ん
ご
災
柑
の
予
葬
腐
成
あ
る
い
は
財
政
当
局
と
よ
く
打
ち
合
せ
て
き
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
前
川
辰
男
君
、
い
ま
の
説
朋
で
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
先
ほ
ど
諮
長
か
ら
い
わ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
私
は
ち
よ
っ
と
納
得
し
か
ね
る
の
で
す
。

ね
、
土
木
課
長
の
説
明
の
中
に
も
都
市
叶
画
費
の
組
ま
れ
て
お
る
内
容
と
い
う
の
は
国
庫
補
助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ら
や
っ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
な
説
明
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
そ
う
す
る
と
砥
点
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
ふ
う
な
点
が
想
像
さ
れ
て
く
る
わ
け
で
す
。
で
す

か
ら
私
は
こ
の
中
に
含
ま
れ
て
お
る
も
の
の
逐
条
の
烈
間
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
け
っ
き

よ
く
迩
架
逆
路
に
成
点
を
低
く
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
お
答
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
な
ん
で
す
が
ヘ

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
い
た
し
方
な
い
と
息
い
北
す
。
．
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に
重
点
を
置
か
れ
た
の
で
は
は
な
は
だ
市
民
が
迷
惑
を
す
る
。
も

っ
と
当
初
予
狂
に
お
さ
ま
し
て
も
市
内
の
氾
路
の
充
史
に
つ
き
ま
し
て
は
非
常
に
寇
見
が
た
く
さ
ん
出
て
、
ま
た
廷
設
委
員
会
に
お
い
て

も
十
分
に
御
肘
様
師
っ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ
が
解
決
さ
れ
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
心
配
す
る
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
先
ほ
ど
の
老
松
橋
の
架
橋
の
間
題
で
す
が
、
そ
の
後
の
永
久
橋
に
つ
き
ま
し
て
土
木
謀
長
か
ら
御
説
明
を
い
た
だ
い
た
わ
け

で
す
が
、
十
ニ
メ
ー
ク
ー
と
か
で
計
画
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
大
へ
ん
け
っ
こ
う
だ
と
思
う
わ
け
で
す
。
総
称
委
員
長
報
告
に
も
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
一
l

一
十
五
年
庶
の
翌
品
に
お
き
ま
し
て
ま
だ
繰
り
越
し
が
残
っ
て
お
る
ん
だ
，
こ
う
い
う
現
状
の
中
に
お
い
て
こ
う
い
う
重
点

的
な
市
民
の
足
、
そ
れ
か
ら
下
水
と
い
う
ふ
う
な
恭
本
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
十
分
金
を
か
け
て
市
単
で
も
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
要
摂
し
ま
し
て
質
問
を
終
り
ま
す
。

歳
出
才
八
款
の
社
会
及
び
労
拗
施
設
夜
中
の
オ
ニ
項
賭
宍
で
、
先
ほ
ど
錦
委
員
長
か
ら
も
若
干
報
告
に
触
れ
ら
れ
て
お

0
土
木
腺
長
（
天
野
助
春
財
）

老
松
橋
の
問
題
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

と
い
い
ま
す
の
は
、
先
ほ
ど
で
す
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老
松
恰
の
件
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
永
久
橘
で
か
け
る
場
合
に
エ
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
、
ニ
カ
年

と
い
う

H
期
が
か
か
る
の
か
予
算
的
に
ニ
カ
年
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
災
害
の
査
定
が
、
近
く
本
省
か
ら
来
ら
れ
ま
し

て
な
さ
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
こ
の
結
果
査
定
が
通
り
ま
し
て
も
災
害
予
算
の
配
分
と
い
う
も
の
が
五
、
三
、
二
の
割
合
で
三
ヵ

．
年
に
わ
た
っ
て
く
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
緊
急
査
定
で
通
り
ま
し
て
早
く
工
事
に
着
手
で
ぎ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
て
も
三
十
六
、
三
十

七
年
の
予
算
の
対
象
に
な
る
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、

H
期
に
つ
き
ま
し
て
は
テ
ィ
。
ニ
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
使
用
い

た
し
ま
し
て
、
こ
れ
は

H
拐
で
製
作
し
ま
し
．
て
現
場
へ
持
っ
て
き
て
上
へ
低
く
と
い
う
方
法
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
一
カ
年
あ
れ
ば
エ
期

は
十
分
に
問
に
合
う
ー
そ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

0
大
谷
喜
正
氾
毀
間
の
オ
ニ
点
の
答
弁
に
つ
き
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
の
課
長
の
御
答
弁
は
ニ
カ
年
度
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
を
し
て
ニ
カ

年
、
、
正
味
の
歳
月
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
ば
で
な
い
よ
う
に
解
釈
し
て
い
い
わ
け
で
す
ね
。

0
土
木
課
品
（
天
野
助
春
君
）
エ
期
と
い
た
し
ま
し
て
は
一
カ
年
で
大
丈
夫
で
き
る
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

質
間
の
オ
ー
点
に
つ
い
て
、
委
貝
長
か
ら
の
御
答
弁
を
い
た
だ
い
た
ん
で
す
が
、
関
係
の
部
課
長
さ
ん
に
ち
よ
っ
と
お

0
大
谷
喜
正
君

尋
ね
し
ま
す
。

ん
私
は
当
を
え
た
お
考
え
方
で
予
算
を
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
こ
れ
に
対
し
て
と
や
か
く
の
異
議
は
な
い
わ
け

十
万
円
の
補
助
金
、
大
へ

で
す
が
、
た
だ
交
付
の
方
法
に
つ
い
て
五
地
区
だ
か
ら
一
地
区
あ
た
り
幾
ら
と
か
十
地
区
に
な
る
か
ら
こ
う
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
事
務

的
な
お
考
え
方
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
や
や
も
し
ま
す
と
、
こ
う
い
う
活
動
内
容
と
い
う
も
の
は
地
城
的
に
は
相
当
大
き
な
活
動

内
容
が
左
右
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
率
に
そ
の
額
が
一
万
円
あ
た
り
と
か
あ
る
い
は
二
万
円
あ
た
り
と
か
い
く
配
分
の
内
容
に
つ
い
て

こ
れ
は
こ
こ
で
決
定
的
に
結
論
は
出
さ
れ
る
べ
き
も
ん
で
な
く
し
て
、
あ
る
い
は
要
望
に

は
い
さ
さ
か
疑
義
を
持
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

は
そ
の
組
織
の
実
体
す
べ
て
に
つ
い
て
の
補
助
で
あ
っ
て
、
組
織
を
作
っ
た
こ

終
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
活
動
内
容
あ
る
い

と
に
対
す
る
補
助
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
ま
あ
そ
の
金
額
が
一
万
円
で
あ
ろ
う
と
十
万
円
で
あ
ろ
う
と
も
、
や
は
り
よ

0
土
木
牒
品
（
天
野
助
春
君
）

す
。
御
了
承
を
お
茄
い
い
た
し
ま
す
c

? 

た
と
き
に
は
同
率
に
よ
っ
て
こ
う
い
っ
た
補
助
金
を
出
さ
れ
る
も
の
か
，
あ
る
い
は
総
花
的
に
十
地
域
に
一
万
円
ず
つ
補
助
を
交
付
す
る

と
い
う
考
え
方
で
な
く
て
、
重
点
的
に
そ
の
補
助
の
内
容
に
つ
い
て
も
考
え
方
を
異
に
し
て
い
く
と
い
う
お
考
え
方
な
の
か
、
こ
の
点
に

つ
い
て
理
事
者
の
ほ
う
か
ら
で
も
あ
る
い
は
委
貝
長
か
ら
で
も
け
っ
こ
う
で
す
が
、
御
答
弁
を
わ
ず
ら
わ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
｀

オ
ニ
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
設
問
題
に
つ
い
て
先
ほ
ど
か
ら
ず
い
ぶ
ん
老
松
椙
問
題
に
花
が
咲
い
て
お
っ
た
わ
け
で
す
が
委
員
長
報

告
の
中
に
も
述
べ
ら
れ
、
ま
た
先
ほ
ど
土
木
課
品
か
ら
も
御
答
弁
の
中
に
触
れ
ら
れ
て
お
っ
た
の
で
す
が
、
永
久
橋
を
作
る
の
に
つ
い
て

ニ
カ
年
の
歳
月
を
要
す
る
、
こ
う
い
う
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
ば
の
解
釈
は
ニ
カ
年
度
に
ま
た
が
る
と
い
う
解
釈
な
の

か
、
ニ
カ
年
の
歳
月
が
か
か
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
あ
わ
せ
て
二
点
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

0
教
育
民
生
委
且
品
（
錦
安
吉
沼
）
大
谷
議
貝
か
ら
質
問
の
あ
り
ま
し
た
社
会
及
び
労
偽
施
設
喪
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付
金
十
万
円

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
地
区
の
委
只
会
の
活
動
夜
に
補
助
す
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
で
は
富
田
、
富
洲
原
、
西
・

儒
北
、
悔
双
、
塩
浜
の
五
地
区
に
委
貝
会
が
で
き
と
り
ま
し
て
十
万
円
に
対
し
て
某
地
区
で
あ
る
が
ど
の
よ
う
に
配
分
を
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
理
祁
者
に
烈
問
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
い
ま
で
き
か
け
て
お
る
と
こ
ろ
も
方
々
に
あ
る
の
で
、
だ
い
た
い
十
地
区
く
ら
い
に

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
れ
に
よ
り
ま
し
て

は
委
貝
会
が
で
き
る
も
の
と
み
て
一
地
区
一
万
円
ず
つ
十
万
円
を
計
上
い
た
し
た
と
い
う
こ
と

一
万
円
の
均
一
の
補
助
金
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
は
了
解
を
い
た
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
、
五
委
員
会
よ
り
で
き

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
ん
ご
十
地
区
に
満
た
な
い
場
合
に
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
使
わ
れ
る
か
、
配
分
さ
れ
る
か
、
な
ん
と
さ
れ
る
か
。

、
全
地
域
に
十
五

と
に
か
く
現
在
の
本
市
の
宵
少
年
対
策
協
殴
会
運
営
費
補
助
で
あ
り
ま
す
る
か
ら
し
て
で
き
ま
し
た
ら
一
万
円
よ
り
少

な
く
な
る
勘
定
に
な
り
ま
す
し
、
五
委
員
会
で
き
ま
す
れ
ば
従
っ
て
金
額
が
ふ
え
る
と
い
う
ふ
う
に
解
釈
を
い
た
し
て
お
る
の
で
あ
り
ま
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り
効
果
的
に
、

し
か
も
そ
の
市
の
出
す
補
助
金
と
い
う
も
の
が
き
わ
め
て
有
効
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
活
勁
が
、
梃
端
に
い
え
ば
ゼ
ロ

で
あ
ろ
う
と
あ
る
い
は
百
の
効
果
が
あ
ろ
う
と
も
市
の
ほ
う
の
助
成
、
補
助
金
と
い
う
も
の
が
均
ー
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

特
に
こ
う
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
私
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
御
答
弁
い
た
だ
け
る
只
料
が
あ
れ
ば
い
た
だ
き
ま

す
し
、
開
き
及
ぶ
と
い
う
程
度
な
ら
ば
御
答
弁
は
必
要
な
い
わ
け
て
す
。
＜
ど
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
っ
た
も
の
の
考

え
方
を
十
分
ひ
と
つ
慎
重
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

0
民
生
部
長
（
中
村
英
郎
君
）
お
答
え
申
し
上
げ
ま
す
。

．． 

た
だ
い
ま
大
谷
さ
ん
か
ら
の
十
万
円
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
、
＋
地
区
を
想
定
し
て
均
一
、
一
万
円
に
回
分
を
す
る
か
と
い
う
考
え
は

考
え
直
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
御
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
私
も
同
様
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
の
地
城
の
少
年
対
策
の
助
成
の
手

を
打
っ
た
と
い
う
の
が
今
回
が
初
め
て
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
の
夏
休
み
を
前
に
い
た
ー
ば
し
て
い
ま
ま
で
続
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
三

十
七
名
の
市
長
部
局
の
補
導
員
を
六
十
名
程
度
に
ふ
や
し
ま
し
て
、
各
学
校
の
夏
期
休
暇
の
前
に
―
つ
の
街
頭
指
導
貝
と
し
て
大
巾
に
活

、
。
そ
れ
は
先
ぽ
ど
委
員
長
報
告
に
も
あ
り
ま
し
た
市
の
中
心
部
を
主
体
と
し
た
活
動
区
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
そ
の
ぽ

動
願
い
た
し

か
に
こ
ん
ど
は
、
先
ほ
ど
委
貝
長
報
告
に
ご
ざ
い
ま
し
た
よ
う
に
す
で
に
地
域
に
お
き
ま
し
て
五
カ
所
ば
か
り
組
織
及
び
運
動
が
展
開
さ

れ
て
お
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
低
私
ど
も
の
考
え
方
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
中
央
の
補
導
セ
ン
ク
ー
と
連
携
は
と
り
年
5

す
が
、
中

し
ま
し
て
は
わ
ず
か
ば
か
り
で
ご
ざ
い

央
の
統
制
下
に
お
か
な
い
自
主
的
な
地
域
の
活
動
を
願
い
た
い
。
従
い
ま
し
て
こ
の
金
額
と
い
た

ま
す
が
、
こ
の
配
分
に
つ
き
ま
し
て
は
形
だ
け
、
組
織
だ
け
作
っ
た
か
ら
そ
こ
に
一
万
円
ゃ
る
と
い
う
形
で
な
く
し
て
、
平
均
数
字
を
十

地
区
と
し
て
一
万
円
程
度
と
い
う
ね
ら
い
を
定
め
た
と
い
う
程
度
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
し
て
、
市
の
田
分
の
仕
方
の
方
法
に
つ
き
ま

い
う
も
の
を
合
せ
ま
し

し
て
は
市
の
青
少
年
対
策
協
誤
会
の
御
怠
見
あ
る
い
は
補
渫
貝
の
蓮
営
委
員
金
の
御
意
見
ま
た
市
自
体
の
労
え
と

て
実
体
に
即
す
る
よ
う
な
、
し
か
も
将
来
全
地
域
に
及
匠
し
う
る
、
奨
励
的
な
意
味
や
ね
ら
い
を
含
め
た
配
分
を
い
た
し
た
い
r

こ
う
い

う
心
組
み
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
御
了
承
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
浜
田
弥
平
君
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
餞
案
に
対
し
ま
し
て
四
委
貝
長
か
ら
報
告
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
私
も
各
委
只
会
で
御
承
認

を
願
っ
て
お
り
ま
す
今
回
の
追
加
の
一
億
三
千
六
十
六
万
六
千
円
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
各
委
貝
長
の
報
告
ど
お
り
に
双
認
を
し
賛
成

を
申
し
上
げ
た
い
と
思
う
ん
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
賛
成
を
申
し
上
げ
る
中
で
一
っ
理
事
者
の
方
々
に
私
は
御
意
見
を
申
し
上
げ
た
い
。
先
ほ
ど
の
総
籾
委
貝
長
の
報
告
に
よ
り
ま

す
と
、
先
回
の
総
体
質
問
の
中
で
は
、
総
務
部
長
は
ど
な
た
か
の
答
弁
の
中
に
二
億
数
千
万
円
の
決
算
に
よ
る
と
三
十
五
年
度
は
黒
字
を

み
て
お
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
総
務
委
貝
会
の
審
査
に
よ
り
ま
し
て
、
本
日
、
委
貝
長
か
ら
発
表
顔
っ
た
三
十
五
年

度
の
三
十
六
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
余
っ
た
財
源
は
三
億
八
千
万
円
あ
る
と
い
う
お
知
ら
せ
を
願
い
ま
し
て
、
そ
こ
で
私
は
一
億
三
千
数

十
万
円
の
今
回
の
追
加
予
算
を
承
認
す
る
に
当
た
り
ま
し
て
、
も
う
少
し
理
事
者
は
熱
意
を
入
れ
て
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
こ
う

い
う
こ
と
を
ひ
と
つ
大
き
な
要
望
の
要
点
と
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
．

昨
年
、
三
億
数
千
万
円
か
ら
の
金
を
余
し
な
が
ら
こ
と
し
の
三
月
の
最
終
議
会
の
あ
と
で
約
二
億
に
近
い
事
業
繰
り
越
し
が
行
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
も
し
三
檄
八
千
万
円
金
が
足
ら
ず
に
既
決
予
算
を
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
事
業
繰
り
越
し
を
や
む
を
え
ず
や
っ

た
と
い
う
こ
と
な
ら
ば
私
は
納
得
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
点
、
耳
の
あ
な
を
う
ん
と
ほ
ぜ
っ
，
て
問
い
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
賛

成
を
す
る
以
上
は
市
民
が
皆
期
待
を
し
て
お
る
の
で
す
。
な
か
ん
ず
く
二
偉
円
の
事
業
繰
り
越
し
を
や
っ
た
中
で
な
ん
と
お
そ
れ
入
り
ま

す
こ
と
に
は
こ
の
約
六
〇
弘
が
一
番
市
民
が
期
待
し
て
お
る
土
木
費
関
係
な
ん
で
す
。
一
億
一
千
三
百
六
十
五
万
何
が
し
か
を
本
年
度
に

事
業
繰
り
越
し
を
や
っ
て
お
る
の
で
す
ね
。
そ
れ
で
先
ほ
ど
建
設
委
員
長
か
ら
の
報
告
に
も
あ
り
ま
し
た
ご
と
く
、
委
員
会
を
通
じ
て
建

設
部
に
質
問
を
い
た
し
ま
す
と
、
い
ま
の
当
初
予
算
に
隠
め
ら
れ
た
事
業
費
す
な
わ
ち
今
回
の
追
加
を
入
れ
ま
す
と
、
土
木
関
係
で
土
木

費
、
都
市
計
画
費
、
下
水
道
費
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
市
民
に
一
番
寵
結
す
る
肝
心
な
仕
事
を
し
て
も
ら
う
事
業
費
な
ん
で
す
。
こ
れ
が
な

-
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承
認
＇
い
た
し
ま
し
た

9

ま
し
た
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

御
汎
説
な
し
と
認
め
ま
す
。

そ
れ
で
は
日
程
オ
一
、
議
案
才
七
十
七
号
及
び
オ
七
十
八
号
を
委
貝
長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

,
〔
「
異
談
な
し
」
と
呼
ぶ
浙
あ
り
LI

0
議
長
（
山
本
三
郎
社
）

〇
紐
長
（
山
本
三
郎

ftt)

本
案
に
対
す
る
数
宥
民
生
委
且
長
の
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
教
脊
民
生
委
貝
長
（
錦
安
吉
君
）
登
粧
〕

0
教
育
民
生
委
只
品
（
錦
安
吉
甜
）

,

1

9

 

9

9

9

1

 

次
に
日
租
オ
ニ
、
諮
案
オ
七
十
九
号
を
朕
題
と
い
た
し
ま
す
。

欲
育
民
生
委
貝
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
才
七
十
九
号
、
昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
特
別
会

計
市
立
四
日
市
病
院
歳
入
歳
出
オ
ー
回
追
加
災
正
予
舘
の
審
試
の
結
果
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
オ
ー
款
病
院
費
の
追
加
二
百
九
十
六
万
九
千
五
百
三
十
円
は
新
館
完
成
に
伴
い
病
院
に

お
け
る
洗
た
＜
莱
粉
を
直
営
で
史
施
の
予
定
で
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
？
洗
た
＜
技
術
者
人
選
の
問
題
も
あ
り
植
々
検
討
し
た
結
果
、
委
託

．
．
．
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
て
も
直
営
と
大
差
の
な
い
こ
と
が
判
明
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
人
件
費
並
び
に
消
耗
品
費
等
の
予
算
組
か
え
を

ぉ
．
罰
い
い
た
し
ま
し
て
、
洗
た
＜
業
称
を
全
面
委
託
す
る
こ
と
に
変
更
し
、
保
健
衛
生
の
万
全
を
期
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
昨
年
度
新

5
[

営
改
築
事
業
と
し
て
施
行
い
た
し
ま
し
た
さ
く
井
の
水
質
が
水
逆
局
に
依
頼
検
査
の
結
果
、
鉄
分
の
含
有
E

軍
が
多
い
た
め
除
鉄
並
び
に
減

菌
装
置
を
行
な
う
に
伴
い
こ
れ
に
関
逃
し
た
受
水
棺
の
拡
張
、
配
水
管
等
の
工
業
喪
及
び
旧
病
舎
と
り
こ
わ
し
後
の
同
敷
地
内
に
外
来
者

の
立
ち
入
り
を
防
ぐ
た
め
さ
く
を
設
区
す
る
た
め
の
工
事
役
が
計
上
さ
れ
た
も
の
で
、
必
要
や
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
別
段
異
議
な
く

〇
絨
民
（
山
本
三
郎
君
）

，．．， 

〔
「
屎
議
な
し
」
と
呼
ぶ
岩
あ
り
〕

？
 

ん
と
四
億
六
千
二
百
四
十
三
万
四
千
七
百
円
、
今
日
の
こ
の
追
加
予
算
を
決
定
さ
れ
ま
す
と
。
こ
れ
だ
け
の
金
額
を
も
っ
て
市
民
に
即
奉
―ぐ）

•I 

す
の
で
、
こ
こ
で
意
見
を
申
し
上
げ
ま
す
の
で
誤
、

仕
を
す
る
事
菜
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
事
業
を
私
は
特
に
建
設
委
貝
会
に
属
し
て
お
り
ま

i
『
.

解
の
な
い
よ
う
に
。
当
時
で
す
ね
、
委
旦
会
の
当
日
、
今
日
ま
で
議
決
さ
れ
た
予
算
を
ヽ
ど
の
よ
う
に
仕
事
が
で
き
て
お
る
か
と
い
う
お

母
ね
を
私
が
申
し
上
げ
ま
し
た
ら
四
月
一
日
現
在
で
ご
ざ
い
ま
す
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね
。
私
は
い
つ
も
口
が
悪
い
ん
で
す
が
、
特
に

土
木
費
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
ナ
ー
ー
ワ
プ
ツ
の
文
句
じ
ゃ
な
い
が
来
年
三
月
甜
尾
が
来
る
、
あ
の
時
期
に
な
ら
な
い
と
予
算
に
手
を
つ
け

よ
う
と
さ
れ
な
い
、
か
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
て
は
い
か
に
、
何
回
追
加
を
お
出
し
に
な
っ
て
も
市
民
の
期
待
を
次
か
ら
次
へ
と
裏
切
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
、
ぜ
ひ
ひ
と
つ
で
す
よ
、
今
回
の
追
加
予
鉾
を
私
は
も
ろ
手
を
挙
げ
て
茂
成
す
る
わ
け
で
す
。
四
委
員
長
報
告
ど
お

り
私
は
焚
成
を
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
央
質
面
を
ひ
と
つ
市
品
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
、
ぜ
ひ
ひ
と
つ
で
す
ね
、
早
急
に
、
災
害
と

い
う
ま
た
こ
ぶ
が
く
っ
つ
い
て
お
る
の
で
す
ね
。
災
杏
と
い
う
こ
ぶ
も
く
っ
つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
も
う
私
は
本
日
の
三
儲
八

千
万
円
と
い
う
敷
字
が
＾
小
っ
て
お
る
と
い
う
こ
と
を
問
い
て
、
ま
あ
災
忠
も
こ
ら
、
市
長
さ
ん
が
先
回
の
私
の
質
問
に
お
答
え
に
な
っ
た

ご
と
く
、
で
き
う
れ
ば
全
部
永
久
橋
に
し
た
い
、
安
全
な
橋
に
し
た
い
と
い
う
御
回
答
を
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
は
こ
の
財
源
の

哀
づ
け
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
け
大
へ
ん
意
を
政
う
し
て
お
る
一
人
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
か
よ
う
な
御
意
見
を
付
し
ま
し
て
、
こ
れ
は
ぜ

。
四
半
期
二
。
四
半
期
遅
れ

ひ
ひ
と
つ
市
民
の
絶
大
な
る
要
茫
の
中
心
で
あ
り
ま
す
の
で
、
本
年
は
九
月
の
追
加
に
は
、
少
な
く
と
も
一

ま
し
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
本
年
に
限
っ
て
は
‘
来
年
の
三
月
の
当
初
予
算
の
審
議
の
際
に
は
こ
の
既
決
さ
れ
た
予

紅
を
全
部
お
使
い
に
な
っ
て
市
民
に
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
私
は
強
い
、
こ
ら
も
う
一
大
要
望
を
申
し
上
げ
て
お
き
た
い
と
思
う

ん
で
あ
り
ま
す
。
か
よ
う
御
炭
望
を
中
し
上
げ
ま
し
て
委
只
長
報
告
の
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
原
案
に
賛
成
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

〇
紐
長
（
山
本
三
郎
君
）
お
節
り
い
た
し
ま
す
。
こ
の
辺
で
訊
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
っ
て
議
案
オ
七
十
七
号
及
び
オ
七
十
八
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し

ー／53-



承
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
料
）

な
に
と
ぞ
よ
る
し
く
御
湘
議
の
ほ
ど
お
願
い
巾
し
上
げ
ま
す
。

オ
五
款
諸
支
出
金
の
追
加
は
、
本
会
計
の
前
年
度
決
葬
五
千
二
百
七
十
五
万
五
百
五
十
円
の
収
入
不
足
を
補
填
す
る
た
め
の
措
置
で
あ

“
 

＄
 

こ
れ
ら
の
財
源
と
い
た
し
ま
し
て
旧
病
院
敷
地
並
び
に
建
物
売
払
代
金
を
も
っ
て
充
当
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
お
る
の
で
あ
一

、
り
ま
し
て
、
似
煎
器
諮
の
結
果
、
原
案
を
承
認
い
た
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
帝
談
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
財
）
委
只
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
顧
い
ま
す
。

ぉ
酔
り
い
た
し
ま
す
。
御
質
問
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
誤
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

「
拠
様
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
拠
談
な
し
と
認
め
ま
す
。

そ
れ
で
は
日
程
オ
ニ
、
議
架
オ
七
十
九
号
を
委
只
長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
屎
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
拠
紐
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
紐
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
狐
議
な
し
と
認
め
ま
す
。

1

9

 

9

1

1

.

,

＇ 

,~ 

日
程
オ
三
、
諮
索
才
八
十
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

次
に
、

本
案
に
対
す
る
建
設
委
且
品
の
報
告
を
求
め
ま
す
。

〔
建
設
委
且
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

〇
建
設
委
只
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

衣
ォ
ニ
回
追
加
予
葬
の
帝
査
の
経
過
並
び
に
、
結
呆
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

建
設
委
只
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
議
案
才
八
十
号
昭
和
三
十
六
年
度
特
別
会
計
公
共
下
水
道

今
回
の
追
加
予
鉢
三
千
万
円
は
、
小
林
町
高
花
平
に
お
き
ま
す
下
水
処
理
場
の
工
事
費
で
あ
り
ま
す
が
、
当
市
の
下
水
道
施
設
に
お
き

ま
し
て
は
阿
瀬
知
川
以
北
の
地
区
に
お
き
ま
し
て
は
七

0
％
の
完
了
を
み
て
お
り
へ
ま
た
本
年
は
納
屋
排
水
区
の
工
事
に
主
力
を
そ
そ
ぐ

こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
し
て
、
今
回
の
住
宅
団
地
開
発
に
よ
る
甜
花
平
下
水
処
理
場
の
設
置
と
あ
わ
せ
ま
し
て
ま
こ
と
に
喜
ば

し
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
反
し
ま
し
て
市
の
中
心
部
と
も
い
う
べ
き
阿
瀬
知
川
以
南
地
域
の
下
水
施
設
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
て

日
ご
ろ
排
水
状
態
が
さ
わ
め
て
悪
い
こ
の
地
域
に
、
長
年
す
み
な
れ
た
人
々
の
こ
れ
を
要
望
す
る
声
は
き
わ
め
て
し
烈
な
も
の
が
あ
り
ま

す
の
で
、
地
事
者
に
お
き
ま
し
て
は
す
み
や
か
に
計
知
を
立
て
て
こ
れ
ら
の
地
区
に
も
ぜ
ひ
下
水
施
設
を
完
備
さ
れ
る
よ
う
、
と
く
に
要

望
い
た
し
ま
し
て
、
原
案
を
承
認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

0
大
谷
菩
正
君

0
大
谷
喜
正
君

委
且
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
阻
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

一
般
市
財
源
を
も
っ
て
こ
の
下
水
道
事
業
股
の
ほ
う
に
繰
り
出
さ
れ
て
お
る
わ
け
で
す
が
、
公
共
下
水
道
と
し
て
施
行

さ
れ
る
性
格
上
、
こ
う
い
っ
た
も
の
は
あ
と
か
ら
で
も
国
瓶
の
補
助
対
象
に
な
る
見
通
し
が
あ
る
の
か
な
い
の
か
、
こ
と
い
う
こ
と
を
ま
ず

0
下
水
道
課
長
（
杉
本
義
弘
君
）

困
附
補
助
対
象
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
の
御
質
問
に
対
し
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

一
応
、
国
の
対
策
基
準
に
合
っ
た
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
本
省
に
対
し
て
補
助
要
求
を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
が

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
本
処
理
の
ほ
う
を
昨
年
度
か
ら
施
行
い
た
し
て
お
り
ま
し
て
、
そ
の
ほ
う
に
も
補
助
金
の
割
当
額
、
こ
れ
が
ま
だ

本
市
の
要
望
が
き
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
も
ん
で
す
か
ら
、
本
省
の
意
向
と
い
た
し
ま
し
て
は
一
応
、
問
題
点
を
一
点
に
し
ぽ
る
と
い
う
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
た
だ
い
ま
の
と
こ
ろ
非
常
に
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

う
こ
と
は
き
わ
め
て
当
を
え
て
い
な
い

国
の
補
助
対
象
に
な
る
か
な
ら
な
い
か
で
、
そ
の
事
業
の
軽
璽
を
考
え
る
と
い

登
檄
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

／ 

り
ま
す
•

よ
っ
て
議
案
才
七
十
九
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

ー／55-



0
坂
上
長
十
郎
君
た
だ
い
ま
ぷ
合
い
長
の
御
説
明
の
う
ち
の
八
十
二
号
で
す
が
、
内
部
地
区
の
筒
易
水
道
の
将
来
の
処
置
に
関
し
ま
し
て

ま
す
。

〇
諾
長

当
建
設
委
且
会
に
お
き
ま
す
街
査
の
経
過
と
結
呆
に
つ
き
ま
し
て
の
報
告
を
終
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
c

（
山
本
三
郎
氾
）

以
上
、

こ
ん
ご
の
追
加
予
竹
パ
に
つ
い
て
は
〈
止
菜
偵
の
独
得
状
況
と
に
ら
み
合
せ
考
慮
し
て
い
き
た
い
旨
説
明
が
あ
り
、

了
と
い
た
し
ま
し
て
議
案
オ
八
十
一
怜
及
び
ル
八
十
二
怜
を
全
且
異
誤
な
く
．
、
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、

こ
れ
を

併
合
し
て
辿
梱
し
た
い
お
え
を
も
っ
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

が
将
来
の
述
党
に
つ
い
て
た
だ
し
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、

理
事
者
よ
り
ゆ
く
ゆ
く
は
筒
易
水
道
と
し
て
述
腐
す
る
よ
り
一
般
水
道
事
業
と

次
に
、
磁
突
オ
八
十
こ
号
け
、
内
部
地
区
に
お
け
る
的
易
水
迅
事
業
の
完
成
に
と
も
な
う
条
例
の
一
部
改
正
案
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ

い
と
い
う
の
て
あ
り
ま
し
て
、

い
ず
れ
も
返
切
な
処
mlLl
と
認
め
た
の
で
あ
り
ま
す
{
)

こ
れ
の
澁
府
に
阪
す
る
毀
用
で
あ
る
こ
と
こ
ま
た
、
同
和
水
椋
に
つ
き
ま
し
て
は
鉄
分
の
含
有
旦
が
多
く
、
使
用
に
た
え
な
か
っ

た
の
で
、
そ
の
対
策
を
検
討
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
閃
係
エ
均
よ
り
負
担
金
を
徴
収
し
て
ろ
水
機
を
設
四
し
、
十
分
に
活
用
し
た

k
じ、

／ヽ． と
る
叶
訊
は
11Ju
通
し
が
困
偲
と
な
っ
て
き
衷
し
た
の
で
、

昭
和
テ
十
九
年
な
い
し
四
十
三
年
に
お
け
る
オ
三
期
計
叢
を
樹
立
す
る
必
要
が

和
水
源
の
忍
辿
ろ
水
低
設
附
に
「
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
将
来
計
讃
且
飩
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昭
和
四
十
年
に
は
長
良
川
よ
り
水
を

中
、
総
経
筏
の
聞
査
股
百
一
二
十
万
円
、
沢
本
的
収
入
及
び
支
出
の
中
小
企
菜
会
社
負
担
金
百
九
十
六
万
七
千
円
と

こ
れ
に
関
連
す
る
同

千
九
百
円
の
追
加
更
正
予
竹
が
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
器
話
の
主
と
な
り
ま
し
た
の
は
収
益
的
収
入
及
び
支
出
の
営
業
費
用

磁
案
斗
八
十
一
号
て
は
、

収
益
的
収
入
及
び
支
出
六
千
九
百
＿
二
十
一
万
八
千
四
百
円
と
、

▲
 •-

き
古
し
て
御
報
侍
い
た
し
ま
す
。

〇
建
設
委
員
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

〔
仕
設
委
且
此
（
野
呂
宰
太
郎
君
）
登
拉
〕

本
心
心
に
対
す
る
建
設
委
且
長
の
恨
告
を
お
問
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
一
二
郎
府
）

0
諮
蛉
（
山
本
三
郎
府
）

〔「
m珠
誤
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

資
本
的
収
入
及
び
支
出
二
千
四
百
八
十
二
万

9
t
 

次
に
、

111111
オ
四
、
諮
累
牙
八
十
一
号
及
び
牙
八
十
二
号
を
舷
題
と
い
た
し
ま
す
↑
～

と
息
い
ま
し
て
、
市
の
単
独
事
業
と
し
て
で
も
こ
の
時
期
に
こ
う
い
っ
た
施
設
を
お
持
ち
に
な
る
と
い
う
私
は
こ
の
英
断
に
対
し
て
は
強

い
敬
応
を
表
し
ま
す
。
た
だ
問
題
は
、
限
ら
れ
た
市
財
政
の
中
で
、
た
だ
い
ま
も
委
員
長
乾
告
の
お
こ
と
ば
の
中
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に

南
部
、
北
部
を
問
わ
ず
数
多
い
残
さ
れ
た
公
共
下
水
道
施
設
が
あ
る
わ
け
で
す
c

そ
う
い
っ
た
よ
う
な
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
本
問
題
と

詞
じ
よ
う
な
英
断
を
も
っ
て
す
み
や
か
に
そ
の
問
題
を
解
決
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
何
問
を
打
ち
切
り
ま
す
c

他
に
御
質
疑
、
御
応
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
訊
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御

そ
れ
で
は

A
程
オ
ー
ー
一
、
議
究
沖
八
十
号
を
困
且
此
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
謡
あ
り
ま
せ
ん
か
。

御
災
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
磁
案
牙
八
十
号
は
原
案
ど
ぉ
＼
可
決
確
定
い
た
し
ま
し
た
。

建
設
委
且
会
に
御
付
託
に
な
り
ま
し
た
譲
案
牙
八
十
一
号
昭
和
三
十
六
年
度
四
日
市
市
水
道
事
業

会
計
オ
ー
回
迅
111涎
正
予
杯
、
及
び
説
突
牙
八
十
二
号
四
日
前
市
的
易
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

0
議
此
（
山
本
＿
二
郎
君
）

御
撰
議
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

〔
「
災
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

媒
譲
あ
り
古
せ
ん
か
c

0
揺
長
（
山
本
一
二
郎
君
）

の
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ

委
且
長
報
告
お
皿
き
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
本
案
に
対
し
ま
し
て
御
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い

-IS ?- -/S6-



0
諮
長

（
山
本
三
郎
君
）

た
だ
い
ま
の
委
員
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
顧
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
て
、

簡
単
で
ご
ざ
い
ま
す
が
御
報
告
と
い
た
し
ま
す

認
い
た
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
従
来
、
市
の
退
職
者
で
失
業
保
険
法
の
適
用
を
受
け
た
事
例
は
一
件
も
な
い
こ
と
を
付
言
い
た
し
ま

本
案
は
失
業
保
険
法
の
改
正
に
伴
っ
て
市
職
員
の
退
醗
手
当
支
給
条
例
に
改
正
を
加
え
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
異
諾
な
く
原
案
を
承

0
総
務
委
員
長

（
伊
藤
泰
一
君
）

誤
案
才
八
十
三
号
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
c

〔
総
務
委
貝
長

（
伊
藤
泰
一
君
）
登
培
〕

本
案
に
対
す
る
総
務
委
旦
長
の
御
報
告
を
求
め
ま
す
。

0
諮
長

（
山
本
三
郎
君
）

，

．

ー

t
,
1
.
1
,

．I

次
に
日
程
才
五
、
譲
案
斗
八
十
―
―
i

号
を
諮
題
と
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。

〇
謡
長
（
山
本
三
郎
打
）

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
c

よ
っ
て
殴
案
斗
八
十
一
号
及
び
オ
八
十
二
号
を
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し

〔
「
媒
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

日
程
斗
四
、
議
案
牙
八
十
一
号
及
び
オ
八
十
二
号
を
委
員
此
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
譲
あ
り
ま
せ
ん
か
c

0
訊
此
（
山
本
三
郎
府
）

そ
れ
で
は
そ
の
よ
う
に
決
定
い
た
し
ま
す
。

〔「
ITI
北
議
た
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

と
息
い
京
す
が
、
徊
媒
談
あ
り
市
せ
ん
か
。

0
議
長

(111
本
三
郎
君
）

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
他
に
御
付
問
、

け
る
く
ら
い
の
吠
さ
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
要
望
し
て
お
き
ま
す
c

で
あ
り
ま
す
か
ら
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い

御
森
見
も
な
い
よ
う

う
に
や
り
た
い
と
い
う
栢
板
的
な
意
欲
を
持
っ
て
市
民
に
呼
び
，
か
け
＇
、
関
係
の
地
区
、
水
源
の
将
来
ほ
し
い
と
こ
ろ
に
積
極
的
に
呼
び
か

ー

P
N
」
!

0
坂
上
長
十
郎
店

え
方
で
ご
ざ
い
ま
す
c

い
え
た
ら
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
息
い
ま
す
。

0
坂
上
長
十
郎
君

“̀マ

＇ 

簡
易
水
道
と
上
水
道
と
の
関
係
を
合
せ
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
お
こ
と
ば
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
内
容
を
具
体
的
に
わ
か
っ

て
お
り
ま
し
た
ら
委
員
長
、
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
C

い
か
な
く
ば
理
事
者
か
ら
そ
の
点
に
つ
い
て
お
答
え
顧
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

技
術
的
な
而
も
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
当
該
課
長
か
ら
説
明
願
い
ま
す
。

し
て
お
る
、

た
だ
い
ま
の
内
部
地
区
の
節
易
水
道
と
大
き
な
上
水
道
と
将
来
合
せ
て
統
合
す
る
こ
と
を
予
想

こ
う
い
う
こ
と
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う
い
う
ふ
う
な
考
え
方
を
持
っ
て
お
る
か
、
こ
う
い
う
御
質
問
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ

こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、
か
ね
が
ね
内
部
地
区
あ
る
い
は
鹿
間
、
あ
る
い
は
小
山
田
、
小
林
各
簡
易
水
道
に
つ
き
ま
し
て
の
統
合
、

あ
る
い
は
さ
ら
に
大
き
な
ほ
う
の
上
水
泊
と
の
統
合
と
い
う
問
題
は
早
晩
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
c

こ
れ
に
つ
き

ま
し
て
具
体
的
な
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
は
っ
き
り
は
い
た
し
て
お
り
ま
ぜ
ん
け
れ
ど
も
、

7

う
い
う
性
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
わ
れ
わ

ゃ
り
た
い
と
い
う
希
割
が
あ
っ
て
、
具
体
的
に
は
わ
か
ら
な
い
と
い
う
よ
う
に
お
答
え
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
と
い

う
こ
と
は
、
財
源
関
係
か
ら
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。
そ
れ
と
も
そ
の
他
の
問
題
か
ら
お
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
？
統
合
を
す
る
と
き
に
水
源
潤
題
が
祥
決
｀
ノ
．
た
ら
筒
易
・
水
逍
を
．
1
-
水
迫
．
に
切
り
か
え
る
意
味
を
含
め
て
い
る
の
か

0
水
迅
局
長
（
岩
野
見
斎
君
）

将
来
適
当
な
時
期
に
水
源
の
問
迎
を
含
ん
で
簡
易
水
道
を
本
来
の
水
道
と
統
合
し
た
い
、
そ
う
い
う
考

ま
ぁ
将
来
の
こ
と
の
よ
う
に
伺
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
水
源
問
題
と
い
う
こ
と
は
で
す
ね
、
相
当
む
ず
か
し
い

問
迎
も
あ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私
は
水
逍
局
に
お
い
て
こ
う
い
う
よ
う
な
市
民
の
生
活
の
四
要
な
問
題
で
あ
る
か
ら
こ
う
い
う
よ
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れ
は
考
え
て
お
る
次
オ
で
あ
り
ま
す
c

り
ま
す
。

0
水
道
局
開
発
部
長

(
1
本
文
雄
君
）

〇
建
設
委
員
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

ー／S？- -/SJ>― 



0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
り
承
認
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

ー／6/-

〇
建
設
委
員
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）

〔
建
設
委
員
長
（
野
呂
幸
太
郎
君
）
登
壇
〕

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
段
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
隈
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
御
巽
議

あ
り
ま
せ
ん
か
c

〔
「
異
談
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
そ
れ
で
は
日
程
オ
五
感
案
牙
八
十
1

二
号
を
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
呉
訊
あ
り
ま
せ
ん
か
。

'
〔
「
異
識
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
｀
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ

r

て
芯
案
オ
八
十
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
床
定
い
た
し
ま
し
た
。

.
,
1
,
'

ー
ー

•
1

・

9
9
,
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＇
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1
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1
,
1

・
'
i
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1
1
1
,
9
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．
,
'
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＇

0
諮
長
（
山
本
三
郎
茸
）
．
次
に
日
程
オ
六
、
議
案
才
八
十
四
号
及
び
談
案
出
4

八
十
五
号
を
譲
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
対
す
る
総
務
委
員
長
の
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〔
総
務
委
員
長
（
伊
蕨
泰
一
君
）
登
培
〕

0
総
務
委
員
長
（
伊
膝
泰
一
君
）

市
税
条
例
の
改
正
案
と
、
都
市
計
画
条
例
の
改
正
案
に
つ
き
ま
し
て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査

の
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

・
地
方
税
法
が
去
る
四
月
改
正
公
布
さ
れ
た
の
に
伴
い
ま
し
て
、
本
市
に
お
い
て
も
市
民
税
、
固
定
汽
窟
税
、
怪
自
勁
車
税
、
電
気
0

ガ

ス
税
等
に
所
要
の
改
正
を
行
な
い
ま
た
、
同
隙
観
光
ホ
テ
ル
整
俯
法
に
基
づ
い
て
、
近
鉄
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
の
固
定
資
産
税
と
都
市

計
画
税
の
不
均
一
課
税
を
行
な
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
過
日
の
本
会
設
の
灯
問
に
引
き
続
く
前
川
委
員
の
霞
ね
て
の
御
灯
問

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
伯
霊
審
訊
の
結
果
本
案
は
法
に
砧
づ
く
改
正
で
あ
り
、
か
っ
他
都
市
の
例
に
な
ら
（
た
拮
叩
ILL
で
あ
り
ま
す

の
で
ゃ
む
を
え
な
い
も
の
と
認
め
て
原
案
を
承
認
い
た
し
た
次
オ
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
密
議
を
賜
り
、
御
賛
同
く
だ
さ
る
よ
う
お
廂
い
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）
委
員
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
御
灯
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
揺
願
い
ま
す
c

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
譲
菜
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
、
御
異
滋
あ
り
ま
せ
ん
か
。

、

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

そ
れ
で
は
日
程
牙
六
、
議
案
牙
八
十
四
号
及
び
オ
八
十
五
号
を
委
員
品
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ま
し
た
。

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
該
案
沖
八
十
四
号
及
び
オ
八
十
五
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し

次
に
日
程
才
七
、
議
案
才
八
十
六
号
及
び
オ
八
十
七
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
c

本
案
に
対
す
る
建
設
委
員
長
の
報
告
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

建
設
委
員
会
に
徊
付
託
に
な
り
ま
し
た
、
該
案
牙
八
十
六
号
国
有
地
の
譲
与
に
つ
い
て
及
び
オ
八

十
七
号
市
道
路
線
認
定
に
つ
い
て
の
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
い
た
じ
ま
す
c

ま
ず
、
こ
の
二
読
案
を
審
諾
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
論
議
を
さ
れ
ま
し
た
の
は
、
登
記
事
務
の
遅
延
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
て
、
す

で
に
相
当
の
年
月
を
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
登
記
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ

こ
の
際
担
当
職
員
の
配
置
等
検
討
し
て
、
根
本
的
な
具
体
策
を
立
て
進
展
を
は
か
る
よ
う
強
く
要
望
い
た
し
ま
し
て
、
二
議
案
を
原
案
ど

以
上
、
当
建
設
委
員
会
に
お
き
ま
す
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
御
審
議
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
対
し
御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
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賊
案
オ
八
十
九
号
予
卵
外
義
務
負
担
必
約
に
つ
い
て
当
委
員
会
に
お
け
る
布
荘
の
経
過
と
結
染
を

〔
教
育
民
生
委
員
長
（
錦
安
吉
宕
）
登
瑣
〕

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
会
議
を
皿
き
ま
す
c

午
後
四
時
四
十
四
分
肖
間

午
餃
四
時
四
分
休
俎

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す
c

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
該
な
し
と
認
め

t
す
。
よ
二
ぷ
設
心
ぶ
才
八
十
八
号
は
厭
案
ど
わ
り
可
決
節
定
い
た
し
J

ふ
し
に
c

か

゜
〇
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）
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―
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〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

〇
読
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に

n程
沖
八
、
議
案
オ
『
八
十
八
号
を
応
題
と
い
た
し
ま
す
c

0
殿
長
（
山
本
一
二
郎
君
）

ま
し
た
C

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
股
、
徊
行
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
隈
案
の
採
決
な
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
｀
御

異
談
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
諾
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

御
槃
悶
な
し
と
認
め
ま
す
。

日
程
牙
七
、
議
案
牙
八
十
六
号
及
び
オ
八
十
七
号
を
委
貝
長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
巽
誂
あ
り
ま
せ
ん
か
c

〔
「
異
賤
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

0
諮
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
誤
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
訊
案
牙
八
十
六
号
及
び
オ
八
十
七
号
は
原
案
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し

本
案
に
対
す
る
産
業
経
済
委
員
長
の
報
告
を
お
廊
い
い
た
し
ま
す
。

/
〔
産
業
経
済
委
員
長
（
渡
部
椛
太
郎
君
）
登
埴
〕

0
産
業
経
済
委
員
長
（
渡
部
権
太
郎
君
）

す
る
排
水
機
を
賠
入
す
ろ
た
め
の
契
約
哭
で
あ
り
ま
し
て
、
別
段
異
諮
な
く
原
案
ど
お
り
承
泡
い
た
し
ま
し
た
L

な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
御
客
殿
の
ぽ
ど
お
因
い
申
し
上
げ
ま
す
。

談
索
年
八
十
八
号
、
賎
入
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
農
地
排
水
の
た
め
羽
沖
地
内
に
没
閻

た
だ
い
ま
の
委
員
長
羽
告
に
対
し
ま
し
て
徊
灯
疑
が
ふ
り
布
し
た
ら
御
発
酋
即
い
ボ
ナ
c

別
段
、
御
質
疑
、
御
意
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
議
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
息
い
ま
す
が
御
災
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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そ
れ
で
は
日
程
才
八
、
滋
案
才
八
十
八
号
を
茨

n長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
汎
議
あ
り
ま
せ
ん

次
に
、
日
程
オ
九
議
案
牙
八
十
九
号
を
譲
題
と
い
た
し
ま
す
c

本
案
に
対
す
る
教
育
民
生
委
且
長
の
報
告
を
お
罪
い
い
た
し
ま
す
c

0
教
育
民
生
委
員
長
（
錦
安
吉
君
）

報
告
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
契
約
は
昭
和
三
十
一
年
文
教
施
設
整
俯
十
力
年
叶
阿
樹
立
以
米
、
こ
の
社
圃
に
却
づ
い
て
招
備
が
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
諸
般
の
情
磐
に
よ
り
迫
憾
な
が
ら
相
当
遅
延
す
る
と
い
う
紡
果
に
な
っ
て
お
り
、
児
窟
生
徒
の
学
付
上
の
不
侠
を
考
え
、
ト
カ
年
叶

、
画
の
軌
道
に
一
日
も
早
く
の
せ
る
ぺ
く
国
附
補
助
対
象
と
な
ら
な
い
市
単
独
エ
れ
と
し
て
胞
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
部
西
小
、
中
部

東
小
、
納
屋
小
、
浜
田
小
、
及
ひ
港
中
の
各
学
校
の
建
設
工
市
を
金
利
年
八
分
以
内
、
六
ヵ

JJ
ご
と
の
支
払
い
で
七
カ
年
契
約
に
て
元
金

ー／¢3- ー／る2-



午
後
五
時
1

1

十
五
分
閉
会

連
日
に
わ
た
り
ま
し
て
執
℃
心
に
御
審
諮
い
た
だ
き
ま
し
て
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

す
C
 

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

暫
時
休
憩
い
た
し
ま
す

休
憩
前
に
引
き
続
き
ま
し
て
本
会
識
を
続
行
い
た
し
ま
す
c

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

認
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

御
巽
議
な
し
と
紹
め
ま
す
。
そ
れ
で
は
恨
告
才
—
＿
＿
●
号
、
オ
三
十
一
号
並
び
に
ル
ー
号
な
い
し
オ
三
号
は
承

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

〇
諾
長
（
山
本
三
郎
君
）

次
に
、

日
程
牙
十
一
の
藍
査
結
果
恨
告
で
あ
り
ま
す
が
、

〇
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
暴
諾
な
し
と
認
め
ま
す
。

〇
設
長
（
山
本
三
郎
君
）

日
程
オ
九
、
読
案
才
八
十
九
号
を
委
員
長
報
告
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

御
異
殴
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
諮
案
八
十
九
号
は
原
＂
必
ど
お
り
可
決
確
定
い
た
し
ま
す
。

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
廂
い
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
別
段
御
質
疑
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
本
件
を
、
委
且
長
骰
仰
ど
お
り
決
定
い
た
し
ま
し
て
御
異
議
あ
り
ま
せ
ん

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぷ
者
あ
り
〕

し
ま
し
た
。

査
委
員
の
報
告
ど
お
り
了
承
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
媒
議
あ
り
ま
せ
ん
か
。

午
後
四
時
四
十
九
分
休
憩

午
後
五
時
二
十
五
分
再
開

以
上
を
も
ち
ま
し
て
本
会
期
中
に
お
け
る
議
事
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
識
を
閉
じ
六
月
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま

か

゜

•J‘. 
L
'
,
 

-、
¢’ 

も

1

次
に
日
程
才
十
、
委
員
会

0
議
長
（
山
本
三
郎
君
）

御
異
諮
な
し
と
認
め
ま
す
。

〔
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

二
億
円
を
市
内
各
銀
行
と
拍
失
補
償
契
約
左
締
結
し
施
行
し
た
い
と
い
う
の
で
あ
り
、
や
む
を
え
な
い
処
閥
と
誇
め
て
原
案
ど
お
り
承
認

い
た
し
た
の
で
あ
11
ま
す
が
、
本
案
の
ご
と
き
予
罪
外
荘
務
負
担
は
市
財
政
上
よ
り
み
て
正
常
の
指
閥
な
h
い
な
や
に
つ
い
ャ
は
夫
々
の

見
解
に
よ
り
議
論
の
別
る
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ナ
＿
す
が
、
本
案
ほ
十
力
年
計
画
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
し
ま
た
移
転
に
当
而
い
た
し
て
お
り
ま

す
港
中
学
校
等
の
計
画
の
進
行
を
は
か
ろ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
是
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
ん
ご
は
十
力
年
汁
画
の
推
巡

に
一
層
の
努
力
を
は
ら
い
児
童
生
徒
の
社
会
増
を
見
込
ん
だ
年
次
計
画
に
よ
り
迫
詞
の
な
き
よ
う
強
く
理
事
者
に
要
望
い
た
し
た
次
オ
で

あ
り
ま
す
c

よ
っ
て
委
員
会
報
告
斗
四
号
な
い
し
永
七
号
は
汲
且
艮
恨
告
ど
お
り
決
定
い
た

¥, 

別
段
帝
議
の
必
嬰
も
訊
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
監

9,• 

しノ

，
 

，
 

．
 

T
¥
f
t
 

9
t
‘
 

告
才
四
号
な
い
し
オ
七
号
を
殴
雌
と
い
た
し
ま
す
c

ど
う
か
よ
ろ
し
く
御
審
議
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

0
駿
長
（
山
本
三
郎
君
）
委
員
長
報
告
に
対
し
ま
し
て
徊
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
発
言
願
い
ま
す
。

別
段
御
質
疑
、
御
窓
見
も
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
か
ら
誤
案
の
採
決
を
行
な
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
巽
談
あ
り
ま
せ
ん
か
r
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、
地
方
自
治
法
牙
百
二
十
三
条
オ
ニ
項
の
規
定
に
基
づ
き
左
に
署
名
す
る
C

四
日
市
市
議
会
議
長
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